

な、 ま 

巧 時宜 傳の童 味が «< 重祖 されて 來 たや うでわる •ち 傳が 若し 人 麵の最 ♦扉な 
的な 本能 K を わ 也な 的な 餐 なわ 持つ ♦のとしたならば •われわれの 文化は 再ぴ扉 
お 的を ホみ わ迪 6 始 A たかと 巧 はれる げか 6 であを ことれ われわれの 斤 動が 一 
巧の &巧 とれ 道と k 見た つた やうな 場を 化、 宜傳の 晒 示 的な 巧 果は一 看 著しい 巧 
夕た ♦卞 ものら しい •さう いふと ころから 、人！ 一の 必 が荣廢 して 組 巧の 中化瞄 •く 
かき •を傳 をるな 術が 格別の 發 まとち ホと た 遂げる のは 巧して 俱 おでは ホ 

ぃ. . 

今次の » 拥の槪 .化 R して 西 巧«雜 では》 一次の 大 聰た 劈 « さ ♦& ばか* 
らピブ タブ デォ 其の 化に よる 宜傳 栽が 極 A てを »數# に IJj : はれて •♦ろ ま* によ 
る度夕 はこれ た巧觀 してむ ると いふを なで ある •> 1 次の K 拥 大度 雷 巧 巳に 巧 9 
の « ひ 化 倦み 巧れ た！！ 合國 伺は « 餘の 一策と して 宣傳 をる 獨自 なが 態の 戰を k 
夕 出して ピ れた» まさ 古々 ので わるが 巧け ae 示 化よ つて 歡围の 巧が からの 壌 


滅 fc 策した ものには か 4 ら ない •み 論 もれな 前 傳巧爲 が* 無で あつたと い 
ふので はない が* ち 傳が巧 gs A 理 かがの 硏究 相 おつて •か < ♦見 ♦在 ♦處と ■ 
用と て來 たのは 第 I ホ 歓拥大 載 t なて « た とずる であら 夕- 

歓拥大 •雷 巧-み ± として » 兩の下 た ■け雞 ••，室 傳 のる るし い •力 K 目曼 A 
St ， トブ— は «* と «霖 との 栽 後の ド イブ k * ふた* 化ピ の 技 看 fc 利用ず ると 
とた ちれな かつ 《ピ、 KK イブの 室 かの 具相ポ あ* •♦首 ずれげ •ド イプ 直 傅の ■ 
おは、 をの 來歴 k 賴 だれ 社 _ 貧に 歐洗大 隹の氧 場 K あウ たので A るが し， g 利 a か* 
の* ♦♦である t ， トク— は， 大棄の 氣#た 巧み K た摄 レて •ナ 手* の ■家 fc ♦成し 
た》 けで 《< ，現を をの 維 冷の ホ A Kt ，# 又 民族的 寒祖 のた A にも， »*« い宦傅 
の 力 た2 し y * ち けれども 巧&グ •イ >夕* 考 へた ♦ぅ K 、 宜傳は 渾« 《る ■念 
K 表現た 典へ、 互 とれ Ki ク V 一 殻民棄 た》康 し、 寒 <た》 の 技 撕的《 ホ » でもる 
とする a ら は， K イブの S 傳 fc みるた ちとれ と 不可み である t •卜 *1 の* 族 
■ま義 的せ ホ 狼の a 念 fc ♦合は ♦て考 ♦し 4 けれげ a ら S いので もる が， 本書 K お 
い< ちし 江ら < t の WIBK は觸れ ず、 專らナ * 夕 の « 傅植 ♦ k 客穗 的な 而 から 解 


し •ユ 文 «冉のかず»»、もの貪>《（«面た《窺ふことに努《《，畫值«||た說 
する 成る 巧みは 多少な 雜 K 互る 箇所 ♦もる ♦う Kg はれた が •資 科と しての 童 
から w 加ず る I と K した •！！ 奢の 鐘宜 交た ♦化 A ク a らげ幸 > である •♦现 をの 
う 化 變巧の 激しい 世界情勢 K あっては •ホ B の 具 相必し ♦今日の* 貪とは R も 
い ♦合が 多いで あらう と 思 ふので t の！！# 化 « 宽 £ 馬 は > 《く •文 再 K 化 K し 
千 新しい 資 巧た ♦るみした • 

本稿は！ ■謀 飯 A 麵 Kt して 執！ 16 ♦たので あるが もの 巧 ベる 巧 論 看の & 见ゎ 
なをして むる K 附ち特 K R 首し < 8 <• 

■ 
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巧を の宣 傅な 巧と 其の 貪な 


かみを 調を 巧！！ 篡 


L ; 第 ，1_ 苗 ドイッの. 宣 傅の 思 巧 的 背景 . 

一 *1 ソ 1 1 1 , 卜，— 及ヴグ ，ぺ < 夕 た 中 公 K I 

^ が 如 I ブが ijwsai の! ♦田 的な 巧 ■と 度 例を 述べる 巧 K •宣 傅に ついて、 ヒ ，トラ I 及ぴゲ ，ベ ホス 
\";^ぶ夕'>^.1^^^^^*5^^|«考みしてみるのも無意ホではない。 t ， トブ|が「宣傳」た巧常に高<> 
一：，. わ戍用 か； e ：3 J ほ y であるが •しかし、 ヒ ，トラ— 化 比較す ると 多 かを 巧 k 具にして わるが •彼 
-：" 於た Tit 卜む 八臣 にな 化した グ ，•ヘ^ス も义中 ♦のさ 傅の 大家で わつ た。 彼は 巧* 博 ± で 
.■.主 ^が ，辯 &0 ||| 一：；が43 か-"^でな<、 又 健筆 ミで あるから、 をの « は t ， トブ— 化 もみらず、 爾も 
ずれば** されが ちな 「ま 傳 J もこの やぅを ち 傳 の*! を 化ょ つて 新しい をを がか さを すれた ともち 
ふべ さで •ド イヴ 人が t ， トブ —の而 前にむ るのは あだか ♦な 場の 中 化* る やぅを も S で、 R 引 さ 
»-■ F イブ e 重 傅 eugn 肯驚 - 


M 乏さ s ち OS 

れるた 25 まれる か 二つ 化 一つで ’s 公で わる ことは でさない と .t ， 卜 ，，化 ■い ミ 占な 
れ < & るが •彼等の HR 的熱竟 は 立傳的 な背を 巧 ♦つて •る 餐審た 自邑の 麵* K 集 A て 巧つ たと 里 
るぺさ V - tS らク 。卽 ち、 ま SKg ずる 爱は ご； ング さへ* 5 な 王 寒 K ち 《ので A る 

《 I ) ヒ ブト 910 ■禱 

こ、 で、* •，トク— の畫傳 ■ミ 巧に 述ぺ V •ホ K グ ，ベ； に 首 及し ミたい が . t " 卜 ，•は 專ら 

得 ま 115 ょ 0 V 薑の S の宜さ K みる ことた 好ん ミち 彼が、， ンご； 一^**"****^ ミ 
の丰 雲內 で 5 した S が爭 ■; もの 赛在氣 る ミ來 ミの が あつて、 この 着 ♦の 
中で、 » は處 ♦でち 傳 のこと た 述べて f 隹は宜 傅が •あぶ】 をの 目的に 參仕 する 手 度で わる こ 
とた 也 得 たが •隹 のち 傳 力は、 專ら I 度乂棄 、こと K 中產 S の 氣#た 把撇 ずる こと fc 目指し 
ミた ことは 营 K 價卞 るので •推 百 ずれち 大棄 看の 3 から 出 ミて、 自己の 目的に？ やク 
化】 な 民衆 fc 寒く 手み として •宜傳 の 偉力 fc ■使した 、化の 宜傳の 本 當の價 值があ 4、 又もれ 
かに こを 巧果 *4 かつた の だら ミを 巧 人で te ， 卜，- は •徒を 大 ミら S し 《まろ ホ 
して 巧 栗の 舉ら ない こと k はつ さ > 也 得て 0 た • 

ヒ ，トブ li 悪く ち へげ r 成 A 上 4 褒」 'と ♦をへ ょぅが •ともかく、 大 狼の 當# には •一兵 キ として 


1 み どろのを しみた# A て ホた し、 その 前半を K わいて 又もの «キ をに わいて、 をち 上に も. 5 
上化も«かと^^^4<して巧たのは事貪らしい0 ある一 つの»猶た#>、もれたま成さ#るた>には、 
どれ だけの 童 ホ カた 要し、 又 外 巧からの 抵が 力と 歷 あが あるかは々 る替 である。 さう して •この や 
うな 色 ♦の 人生の tt 驗た經 て &る圓 に •獲の MK •大棄 た ♦るた みに •わ 何 化ち 傅の 力が 乂 さいか 
とい ふこと が 自ら 浮んだ ので わつ V、 もれ かも K なのち 傳 は、 ホして •巧 象 的を « ■目では をく、 
あ <4 で ♦•貪 生 巧の 化み どるの 巧 まから 歸納 された 真理で ある。 彼は 多 巧の 人を 化虜 しながら、 
g 曲 fc 見 雇す ことた ちれず •巧が 比 « 的 ♦静な 穂をホ であ 0 たことは 彼が 因 年の 同、 日を 載 ♦の 劇 
巧に 従 ひながら •巧ぶ 達と み 親密な 巧 Rfc 巧げ なかつ たとの 事费 から ♦推* され、 4 た t * 卜 
ブ— 程の 條 物が どうして 兵 ± として 伍* 化で おつ たかはみ でも 一つの « 面 fc 巧げ かけて むる。 「田 年 
の！！， なは 巧 ■のみら ゆる 有 Awi 化 » へて、 « 場の « 只 中 み つち 《論 月 曲の 產髓 fcs 
れ て、！* な ある ± 地を ま 6S0 たみ、 通信た なへ たが、 自己の 任務 化せ ふだけ で •ホは 孤獨で AO 
た 〇 « 友 同 ホの WK は 親しい を 倩と いふ ものが s< •彼等と 致 お 上の 面 ■を 論じても • »雜 の载た 
の 精神の 中には 入* 斤 かな かつた 0」(ゾ- て ミ 十 I 君. 

これらの ま 葉た i つて ♦明かな やうれ、 彼は 自己の 置かれた 看 境 ♦人 —k 見 詰 A て •もこから • 
♦ _« F ィブの 宜傳〇 IMS 靑攒 I 二 


11555 と 其 。 s • ■ 

宜 傅の 《《の r 資さた 巧し 出す ことは ホし 5 芝 かつ 《《で わる •ミ 化 •化の sii ミら 
うと あへ ち をら の ss をを 巧 K ■いて 考 へな くでは なら a いち/— •チ，* こ 3 if 】 

王 t の やうぶ f してむ る 0 ( さ こ i さ 二 n GtnwV 夕 S】 

f ビ こ； の 眼ろ まとし V •■家 •巧ち 君 ま •大ち 饋會， 5 た 里た ので あるが ヒ ，卜， I 
の R の婚巧 をら、 函 家組纖 の 支持者 i ち 民衆の 上に 巧 けられて &る。 民衆の 子供と して •彼は 
をの 真中は— しち 一兵 辛の 傍らでは •一兵 辛と ミ •务 まの 巧ら では】 巧 S とな ウて 、隹 
は 多年に 且 6 觀を 、をの® 盾 お舊 積 した。 ゥ， -ン では 建 《載 エ として、 下 唐宙 たの 產 ♦上 度び > 
t 上の 「み じ A さ」 わ 觀 をした >、 又 ユグャ 入の々 働 者 及び 新 W に* K 卞る影 春 •リ 广ゲ； 社會 ** 
ス •^黨 の ホろ ク *1 ン議會 化 わける ■《の 爭ひ •パプ タブ, グ まの 政策 k 稳 《した ま B ヶ 年* 
ち ミ 累 S で 一軍 人と して、* をの 必情 、ミが が 及ヴホ ■における •まの 效 果た S しち 
ビ タマ, クの やうに， ヒ ，トラ I は 物の 本當の ホを 観を ずる 方法た 必» てむ たばか 4 でな く、 稳樂 
された ♦件の 巧 因と、 この ♦件に 由來 ずる 人 ♦のか 墳と fcR 酿 する 思索 家で わる。 けれど ♦彼は 
もう 一步 * ん で、 さが 稼 まされた 聯絡た g ♦する 偉大な 自が科 ♦♦の やうな ♦ので もつ 
y . * たの 曼を 通じて S •る* ではな 扣 ts ない。，.； タト 里 動の 呂 • 8 度ぴ ■《化 お 


ける 巧 « 的 まかの 巧みの « 因 •プ グジ •アジ—、 ち K ft 府巧 人が 革 ♦の 叛逆 者 度 ぴ曹 巧者 じ酣し 
で 失脚した 巧 因た 巧は おみした ので わる。」 

、さて • k ， トブ— の 5 から •どんな 大棄觀 が 生れた かた 一顧して みるの も 舆昧が あらう。 な ザ 
をら. 巧手を 最もよ く か 巧して 公る ♦の だけが、 真に 目指す 巧手た 獲み ずる ことが 曲來 るからで あ 
る。 ヒ ，トブ .一は 大 棄の必 巧を よく 必み てた 6 •大棄 は •育 目的た •附 か* 巧せ 化 言む が 又 反面 美 
雄お拜 的を 必巧も 持ち 合は ザで & ると 考 へた。 巧の 宜傳 のがな は資 にこの やうな 俩 面から 大案獲 ♦ 
戰が层 開され た « にある が、 彼の 大素 観は 次の やうで わる 0 

「大 美なる ♦の、 大巧々 は 極 A て •ホせ 的 $ せ 巧と* 解を ちずる ♦ので わる。 彼等の あ 想と 斤 8 は 
理せ 的を 考 を K よるよ 4 ♦•遙 かじ 威 倩と 情 巧に i つて ま E される のが 常 だ。 しかも この «ほ は、 
ホして 巧雜を ものでは なく •極く で 無が 氣を ♦ので わる® 巧ち •すこしも 入 6 組んだ もので な 
< •た Kiwi 的 か、 巧 極 的 か •まか > か« か、 真 か 巧 かの、 どちら かで あ 6、 ホして こ， ち k 半々、 
た，^ わ ホみ とい ふやうな ことは ない ので わる 0, 一 含が 爭 ■】 

更 化 •彼は 又 同じ 着 ♦の 中で、 極 2¢ て 適 巧な ち 葉で、. 大衆の 也理 た 巧べ て& る。 

「大棄 の 魂は •あえ 切ら 《 手を や •» 巧を！* 度に 呼 ■する ものでは ない。 恰も 女を の 威 受隹が •抽 
» i ドィ 7 0« llossn サ傲 五 


sis と 其 i 夕 

象 的 ai などに 一 賴 至ず、 巧 《とし sc ちす ぐ n 《■さ s する 5 によつ i かさ か、 
かこ さ々 よ** •巧ら しさ 男 K 化 はんとず る や， た •大ま •ミし き* S よ** •をた る 

支 SM 巧ち なかく 理解し 52 ミ*、 笛 単にして 力 ■ミ 義化 ミ—。 隹等 

化は •た •、支 e 者の 《然 たる g 巧と さ— 1 のま さが かる だけで • か ♦、葛は， もれに 
« 倒されて し < うの だ 0J 《* が* ■】 

政植 # ♦の 前後 におけるち 傳巧 ttKi クても 巧 かな ♦うに • g は大棄 化さ 己の 巧な fc もの 瓣を K 
よ クて宣 ま w み 《W か* でな、 tK をの 宣傳は 一種の 「ァ ごのお でなる 化至ゥ 《なは 
(i げ 大衆の 子供で わる。 彼 化は A •ッ >1 ろの ♦うな 巧 直の 斤 ♦が 曲來 ず、® 棄の瑪 ホは •ィタ 
ミの いの 85 とつ*^ は 佚よ い S で A ら， が •彼？ れをか 要と* しなて •又 望み* しな 
: しかし • k， 卜 ，，化と ク て、 巧 まち 巧は 生かの 巧 ■でも ミ •大 ♦からの おキは 植襄巧 
S* のと 5 たもれ ろ 雄！！ の 力た でて、 演讓 かを 子 ホす るな の籌 童の おを a 浮 •へれげ 
た々 5 できる であらう •さ f 換 へれち 彼 K ミ乂棄 はた 《た'"、 X さで わ* •大棄 たら 
生れた 裹大 系し vs《s 《で A るが • X ち こ K 25 ま 力が 生ずる 乏と云 ふべ 
さで •$ が 支 e まらの 表 萬な 薑ホ 5 終始 卞る夕 、もれは 單化華 こさ 餐け霖 としで、 



まの やうに 巧え ホる で わらう ちヒ， トブ* の 偉 さろ > 化乂* た理 でた 化 止 4 ら ず、 E に 違ん 
で 彼は— の 宜さ大 ま ミ 单 として •組 S る SK 4 s 5 tsKt 。 ， ゲォ ， S 
美會#は«ナ千 夕の>意の宜<>墳画でわ*が、 これらが化何化巧妙化彼の麵麻中化取4入れられた 
かは •たしかれ •巧隹 の 研究— 目た るを たはない 0 

こ、 で •彼のち 傳 截 化 就いて、 なの 自« の 中に ftA される 基本 巧 《考 へ t 裏 巧して みると. 

ホづ •《第二 化 ホは •.宜 傅か 手 巧で あるかち る たまにす るた たろ 目的 まち まの 舞 
象に 遍 ■する やうに 合理的に なみな てな けれは ならない と考 へた • 

この 巧へは ま！ ■まに ■す柔 凡で 常 ま a 考へ 方で もる ザ ものホ歷 は 5 大 8 《のな の 巧 
貪 * SK ある こと k § し S か a ければ— ミ。 ドィ ，が？ ■《巧 >524 て？ 
され々 ことは 周々 のとは > で • K ィプは 宜傳の 掘 劣なる た »化度 れ たと 云 はれ* tt どで A る。 聯合 

■の ご パダン v< * 卜は •まち 5S 本人で を、5 ♦でた ると 5 爹 tvst 害 利 

化寒い々こと. 4た巧函はドィヴの々ィ>*,の反美的棄0わ室傳の^=^丈化し<- 效栗わ*>たじ 

ち 又 何ょ ミ まの 窒まの S 巧 會ま義 の あを る SS 5 ♦で •■共の St 赛 失さ ♦ 
ミと ミとは •もの 12 f ない が、 宜 2 偉大 在 ま 5 KS し 《 t •►，ふ SKIMR 

• i . r ィブ 《意 g 《 IMC 肯營 一 ♦ 
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み这 4 れた WK であ ツ た。’ 

巧は. ド イヴの « 爭 る 傳 を 組蠢的 化 研究して みた# ♦、今 4 で ド イヴで 用 a られた iiwt らしい々 
法は •すべてを の 曲»» において R つてむ たた » 化 •すこしもな ♦がない ばか* ろ夕 て* 毒 t 流 
卞 ことが わるの たかる にまク た。 K イブは、 第一に 立な の 巧 まが 不无 かで あ* •次 化也理 的に ♦誤 
> た 育して むる こと ゎみ> 、卽ち ド イブは 宜 傅の 甚磯 的な 酷で •明確な ホを fc 缺 いで ち宜 
傳はホ おであるか •度は 目的で あるか •もれが はつ さ* して かつた。 巧は 明確に、 窒 傅は 手® 
であるから、 宜傳する對象； i のな場か^ r ^ l :斯しなけれげならないと♦へ、 したがつて， もの>象> 
化晒應 する やぅに •巧畢 的 化 組立て、 斤く が 要が ある 〇 > 象の 重要 おは I か 的な か f 化ょ つて， 
■♦餐 化する から、 もの 餐 化する 瓣 象の 重 ■して- «傳 の 巧 ま た 餐 化して 巧 かわげ 4 
ら ホい。 これが ち 傳 なる ♦の、 不巧缺 の 要素で あつて •ド イブの 宜傳の » 象み、 大氧の 道# ずるは 
つれて、 人 W の 最も 离く ♦いもの •卽 ち函 巧の 自由と いふ « にを つて 巧つ た。 

ヒ， トブ— は •さ 傳が 手® である こと 化 ■しては 大 « 上* の やぅな 見解を. 「« が ♦■」 中で »• へ 
v*0 るが' を 巧拍象 巧で あつて み*! 的の » 巧が 4 で 蒙が*!! んで & ない。 しかし •化 ホ 乂 載の $ と 
巧 おつて •なの マ <キ シズ ムの硏 巧 も •又宜 « の 技術め 俩 面への <ホを« る-拍車の 狂 目と 演ピた 


らしく、 5 がた お 的 巧 かに 一 ♦た 誰げ た 頃 • I ♦芭の 典 ホ fc を、 つたの ろ 5 の 仕事で A ク た- 
を こに •をは 一つの ま » ゎ ♦見した。 巧ち 巧會 主義者、 マ >ク* ま義 ホの 姐 磯は. この に i ゥ 
て 巧# K 庚く 統 * され < •滅： みなく 利用され てむ たので ある® ち 傳の 正しい* 用は •窗 Rtt れ 
はプ ジ •ァ jlMIB には々 られ てむな いが、 とつて がて 巧 ふるに をる 戰 ♦で わると をはず ぐに 氣が 
付いた」 と 云 a . K に • rg 督敎 巧た 會ま 義*» のみが- —— ことに ¢*1 ゲ* の 巧 巧 K . このを » 
た 巧 用した 〇 なの 運 巧の 巧 巧は この 巧 まに を ふと こる が 頗る 多い t モ ♦に， 今 4 で ♦してち 簿のあ 
化 値する ものが 嘗てみ つたで わらぅ か」 などの ち 葉が た 見され る。 「文 乂 載に 於け る さ 傅 こを. 最も 
明確に、 目め K * する 手 巧た る こと t 示す もので、 ち 傳 なる ものは* を » が 上 でもな けれは、 もれ 
な 下で ♦ない。 I もし 宜傳 《 る* の、 性 sfc 真に 會» した 人の 手に か、 0 た 4 らげ 、宣傳 は « は 
をるべき 武 巧で わる」 「宜 度に ょつ て、 天 画 た地«-^4 思 a •もの 反 » 化最 4 不幸 定生巧 fc も 犬 ■と 
巧 ふょぅ K 人* た « ず ことが 出來 る」 と •彼は 宜傳の 力 K ついて 述べて 0 る。 

{第二】 ち傳は 極みて 大素 的で なけれ はならない。 

r 宜傳は 雄れ 化對 してを ず， へさで あるか、 み 誰 巧 狂 か •もれと〜 無教育な 大衆に » してで あるか。 
この こ’ とが 極 A てげ 要を 巧 B である。 

» i r ィブの な «os«M 靑* 九 


11110 室修 ■鶴と 其〇資藤 -C 
わ錶 SKIK して •巧 ♦は 宜傳 でな く •巧 畢的在 指令 fc 持 0 て C る〇室 W は 大棄 K 資して 
のみ 斤 ふべき である •ち 傳の化 巧は •個人た** 巧 K 病 棘 する ことではなくて •乂棄 のを 童 fc * A 
る 一を の事實 、事件 •が* 等 K ♦中 さ 古る ことで わる •曲ち とれら の 事 At 重 裏ら し < 里 ♦る こと 
でも*」 と t ， トブ— は r 我が ■爭 J で述ぺ て 公る が、 t ， トブ— の大崇 ■からみる ♦う 化 •大 康た 
獲 ♦ずる々 AK は、 自ら «» も、 乂棄 のみ 酿 看に 巧 添 ふやう 化工 失され 4 けれげ 《ら《 いのな— 瞻 
で •本 ホ大 ♦の々 的 未 ♦はも 4 ♦高い ものでは a いわら •まが 姐 藥巧 であるた AK は、 麵蒙喔 度 
の tts 人 ♦♦えみな 含で さる ♦うに、 大棄 の々 的 《»た 考 — KAC る 公* が* る • ♦■ Rfc ♦•載 
♦の馨 合. をの 影 春 ■巧 合し i うと 思 へげ •葬 常 K * い*** 巧赛棄 は、 極力 懸ける ♦う K 、 文み 
巧 童し なければ 4 ら ない 〇 しかが ウ て、 極 AVR たされ々 能力 k ♦ち •且つ S の 名人で もる 大谢 
な 含ず 义たわ 化は •大 素の 最後の 一人 K ♦巧ぴ かけ、 直ぐ K 理簿曲 寒る ♦う 在夕 の 
ポ必 つて 來 る。 

《♦一一 ご 立 W の效 ♦は、 終# 一赁不 » である こと K ょつ て 達 ♦られ え 
さ傳 が大秦 巧で ある ことは 第一の 要件で わるが* 1 gs 棄は ••を € でも > •錄 ての 巧 gkll し 
て •、とか < さ かかとな i.-lws 任 た缺 くもので あぶから •したが クて • I の R 棄 t もの*^ わら， 




ゆみ 巧 かし、 自己の 意圈化 巧は そる 巧には、 このな wfc 操 4 惠 へし 反覆して 敏&さ ♦るか 要が ♦る。 
Nlcii、 #案上化度委、 致ぉ上化於ても* 同《で* 庚そが成巧ずるのろ ^*性と， gAfAK 
因 ると とが f t ， 卜，- も 亦 この？ 考 ■して、 まは 接# ホ餐 の* ので a ければ ミない と 
考 へた 〇 「夕 《 I ボンは やは* •夕 》 I ダン 化ょ つて 斤 はれなければ 4ら《い •宜傅 はわく 4 で • ■ 
貪 C 不耐 化、 — - もれな 外 K をはない」 (我》 爭厕) とな ぺ てむ るが •この R ■は、 現代化 わいて I ブ 
ゲォ^|«^など化見る«であつて- 巧應のな呆ぉ擧げ^&るやクザ〇 

このな 用は 載 時 直傳の 場合 K. ホ 夏 現れ < と .ら* 栽 時のを 傅は-をの ♦巧 的 《 遍俩 であつ < •も 
の々 法 fc 要 » すると •大棄 化 巧 應卞る こと 化 力 巧を 置いて •これ fc 隹 < で不 ■の 堅 » さたな て 押し 
まるの V み ミ 化 ホ 大戦 中 Kti、 大棄 Ki£f 興へ る こと 化 て、 S£K 蓋し 
々正しい ホ现 あまた、 をの t、！！ も 幾 更 ザずに •なお-貢 しで 押し 患した ので わる-々 W の 巧は， 餘 
ま gs 《《 K 、 # か狂氣 じみ 《印 ♦ミへ、？ S ホ さ 5 じ ミ 《♦《が •押し 
通して ミ 《に •ミとぅ 最後 K は、 大衆の § た 獲得し ち 曲ち 5 不ミ 目的 K 巧 ミ &ミ 
る こと だけが 宜 « の 巧 果た 貪 現卞る ♦ので わる。 

望、 大？ ，；1© 5110 大要で t が、 前 Ki •へ？ っ K . 2 芝 成は、 S 的を 

»| ■トィ ブ of elmg 偃 __ 


爾 《0 畫傳 11111 gegK 二 I 
巧が 夕< •真*! 的の 贿 K は みんど 觸れて & ない。 大衆 巧で もる こと、 手 度で もる こと. や* でもる 
ことな どは 何れもち 傅の «« か 何 fc 田は ず、- 度 的 《 人氣た 獲# し、 又 大衆 K か 己の 巧價 ゎ 簿へる 
た AK は >< ことので さ $ い 方 巧で あるが、 なは もれ 等の 一度® 畫 なの 概ホ ゎ •♦なるみ 酿 だけ 化 
ならせないで* 民な 的 世# 観た 現資 K *« 化ず るた A の* 力な 手を として、 本當 化大棄 k 推 寒し、 
巧かず 明藥な 組織 «化< で ♦成した ので わる •要するに • じ， トブ— のが 用した プ n パ ゲングは •ド 
ィヴ 皮 おた 上 化を< 顧 巧 的な 新ら しい もので わると ま はれ •ドィツ人は セン 千 メンタ^で •釀じ ♦ 
い 圃ち であるから、 萬 巧 K 巧 織され た宜傳 組織は、 大衆の 两 K •反 馨 ゎ 呼びた こす お 果化 なつた • 
拍 巧な 巧 B - つ 化 愚 ♦が 十 人 0 ると 假 を すれげ、 もの 兩 者の 支# fc 得を < ては、 巧 《 の 目的は 趙^ 
られ ないから •ナ *夕の» 舌を 巧は •ナ *义«か のみ 雷つ ては】 « のみ 的 水準 k * 伍 化 置 さ- 
や 化な こと、 愚かしい ことた ♦頭 BK 藥 しで •をの 上 •熱 巧と •はげしい 刺 度 的な « 示との 二つの 
道具で 巧 衆た 立てて •自己の 目的 KW は ♦ょぅとした。 r 個 へげ、 勢 働 者 K * 卞 6 ♦合 ♦、考 ■ 
の餘餐 fc ♦へを いで、 もの 威 情た 絕 えず •ホ來 化 酣卞る X ブ 色のを « と-境た 府化 g する 巧 的な 反 
巧と k ょ 0V 剌 巧して ■かなくて はならない。 目 Kk して ■いて、 賺 しながら • At つか < へて • 
t ， 卜 ，•の g の 中 化 速れ 这 むので わる 0」(/ — ザ 名 X - C 二呂 


な 上の fc ， トブ ..のさ WIIKIIII して •ボ ン - グ <♦! のさ 傅 も •わる 夕 《 I ゲンた が 成して こ 
れた 反覆 一な 的 大衆 R に泛 IS さ ♦るキ 巧 k 好んで 巧 用して た A •ッ 聯の宜 傅の •】 主義は ホち した 
氏 策た 大雜 且つ 有力を 方を で 前 » 微 なさ 古る ことで あると 考 へられて & る •もれが た AK 重要な 宙 
傳 ♦巧 K » いて、 ホづ巧 細微を 巧な 「テ— ゼ」 及び 篇 潔で 要 fc * た 「夕 C I イン」 k * もな 效在お 
まで 巧を してから •之 t 宜ま S ミ じて、 夕 W へし •夕 至へ し、 手 ミへ •あ ミへ て 直 
傳し 自己の ま 巧 わ 了解 さ#、 •又 さ 己 K 有利な 必理巧 用 fc 現出ず る ことに々 A てむ る。 

{ 二 } ザ ブベ ♦KQUHIIt 

ホに グ ，ペグ ブ 化ない < 蓮ぺ るなら、 ナ中夕 が 化 ホ 大度 後の 巧* 巧 代に ょ <谢 へで •不安れ 接の 
澈 しい ド ィブ 大ま ■を i したば か* でな く •致植 把 i のキ魏 & S と S とで ホを— ひ 
ホが らも •獨 をのち 氣た見 ♦々のは •ヒ ，トブ I とゲ ，ベ 乐夕の 二 乂演說 家 fc もの 最商> が K 持つ て 
0 たた A であると 云 はれて むる が •大棄 獲 ♦、民 必化 « のた AK •この 雨 名の 瓣 をは •鷄 麻み ±K 
わ 3 わくた 千 回 K わたつ て 試みられ たので わる。 宜 傅の 重要性 fc ま* した t ， トブ— が •ゲ ，ベ ホ* 
K をの 最遍な 者た« 見し. 黨 の宜傳 巧* として 重用し、 度樣 獲み 後は 世界た 上 か 》 ての 寬傳 
置 レて、 をの 大臣の 5 たグ ，ご スに舆 へたのは 香の ない ことでは ない。？** の直傳 •は •あの* 

— In r ィブ 0 重 • OIIIIS 肯泄 ニニ 
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童の 辩舌 通じ < •■♦で 吐露され てた るが •をの 见 解た々 る* も 纏 つた g 演 として、 彼の 娜演集 
「新 時 かの 巧 號」 中の 一 論义， 「■•! と 巧 tK み V 、 隹 の宣傳 II の甚本 的な 倾巧 t わる こ 
と K しよぅ。 これは 一九二 八 年 一巧 九日の 講演 であるから、 ft 植獲轉 の 觀年前 •宜傳 巧 動 ♦も 華 か 
な もし 路 代の ♦ので ある だけ K 、 巧實的 在な の宜 傳觀 の 絶頂が 窺 W みられる わけで •又もれ ザけ に. 
を理を 論た 絕 し、 ♦♦貪 gK 卽 した-むき 出しの 宜傳觀 と ♦云 < る。 

彼は この 論文で ち 傳 ■! を 1 B 系に « 成しよ、 と K み、 じ， トブ I の麵片 巧な のじ 反して •往は 巧 論 
Ki つて、 これ k 甚砸 W けよ ク としてむ る 〇 この 論文 中 化は ホづ は 貪 R の 田 題で あるから、 宜 
傅 K ないで 巧ら K 論ずる こと や、 をの 善 x た A や A とち ふことは 無 素 味で わ 0 て、 巧 & 宜 傅は 精神 
的 化 立 « である 要 も 4 く， 巧 期め 目的 化到« しなければ »目 で、 « 美で わ > •ホ かく •藥 遜で わる 
が 要 もな く •巧は •わる# 果化* する ことで あると 考 へた。 ♦頸* をち » は 手 巧で あると 考 へる « 
貪 的 4 見解は • t •トブ 》 と巧涯 ずる ♦のが あつて、 もの 化の » で ♦、雜 な t ， トブ •の 衣 ぐ 
•が 夕い • 

宣傳ボ ホる 目的た 3 ずるた A の 手 巧で あると すれげ •この 目的とは W であるか •彼は この 目的は 
理を であると 考 へた •こ、 じな の理 を！！ が 生れ' 理 をは、 をれ だけの ものと しては 無 » な もので、 


ちれは 一人の 人两 化 も 一巧 族 K も 無 ■巧で ある ポ 、民族を « の 中 K 爵 み、 働 さ 出て ホる 聲 k 呼ぶ 合 
さ 素で ある 〇理 ホは もれが 何等か のぞで ♦« 的な 巧 fc とらない » みを 中に 浮遊す る K 逢 S ず •この 
理 をろ 一人の すぐれ 《人 IT か 現れ、 萬 人が 5 f たさた 表現 レた 時 K 2 て、 具象 化される 
ので わる。 もの 1 W とし ， トブ— の 演說た ♦げ てみ る 4らピ •彼の 演 R た-度び ■いた ♦は 
をの 會の隹 で、 「をが 在 年 巧して 0 たこと t •巧は す 葉で 把 « した •をの 顯望 ずる こと k 表现 した 人 
が 巧；® て 出現した」 と 云 ふだら ク • S ひ换 へれば •を 中 K 浮 巧す る理 をは、 表巧 化ょ つて 把摄 され、 
ヒ ，トブ I は、 グ I ブの g 葉の やう K •凡人が 威 じながら 表現で さない ♦の fc を 巧した とちへ るで A 
らう® , 

かち、 グ ，ぺ ホスは、 理念とは， 民 巧の 意酿 のま ♦化 在ず るを たで わると 考 へたので もる。 さう し 
て •あらゆる 度 あ* のの 最巧 K は理 をが あつて •この 理念は •かずし ♦ホ大 定着 書ぉ 必要と ♦ず • 
歷 たに 照して み ミ •世界 K おける 最大の i 動は •をの 2 夕か • 5 の 者ち 5 て篇 軍で、 
一度 化 理解で きる « 語の 傘下 K な 一した 巧 K 始 40 て fc *、 フブ y 夕 革み •マ* メ ，卜敎 ••敎 、 ♦ 
リスト 敎 k を 巧に 浮べて みるが XSO 誰 K ♦理解の 容易 4 「ホの » 人 ^爱#」 とい ふ菌軍 4 •語の 
下 化、 をの 敎義た 巧 巧して、 黨派 k 統キ したれば こを タトは 遂 化 世界 fc な ■したので わる 0 

»_« r ィ 7 0 畫 ♦0||«<肯傲 t 五 


«|||0««組||4其0«« - ホ 

作， ベ^スは E に 論調た 董»て •この 歷 編され た理 をが •完 をなる 思«« 系 成される 場合 
化は、 この 理 をめ « ホ 者は、 をの 信仰を 白た •- 文化 現は ず 化 立 4 ら ず、 これた 日常生活の もら ゆ 
るせ な 巧 かの 上に も 通用して、 を 人 « の 斤 さ、 玫 お、 文化の 巧 尊 原理 化しょう とずる# ♦•この ♦ 
理 をは 世 巧！ で價大 される ので わる 0 

さろ して、 こ の理 をが 世 ホ 観 K » R ずる 處 K 、 結局 國 家が あ 0 て、 す K 者が 民 巧の この# 有 » 產 
を說敎 する ばか i で なく、 これ t 貪 g 巧に 棲 ホず る 場合 化 •画家が 生じて 來る わけで ある。 しから 
ば、 この 理 ホは 如何にして 傅# される かと 云へ ば •理夕 は 何# ♦個人の 中に 宿る ので A るが •この 
個人は •をの 猜神 力の « か* として •化の 個人 fca ぶから， この ♦う K して •一つの 理念は 仲ホ卞 
る 人の 口 fcsvl 化 K 傳 へられて 巧 < or この 理 をは » かな 山中の* K ホむ 黃 金の 資の やうな ものでは 
な < て. はけ 口 た 見 曲す」 ので ある 〇しか ♦•この 理 をが 偉大 化、 且篇軍 K 巧 成され‘ 日常 生 巧 K 
■保が 巧 けれげ 巧い 程、 霞 K ♦もれた 發 R さ 舌る 巧 ホ fc 持つ てた i ， か < て 、一人の 胸の 巧 K 藏夕 
れ 《もの ろ ホ 5 夕人數 Ks かつて •田 人と ミ、 五 人と ミ •十 人 •二十 人、 _手 人、 百ん と 
增 かして、 個人から •夕巧 •一共 巧！！！、* » 、ホは 苗 葉 fc 换へ てち へげ、- 黨が ♦をして 寒る。 

なての a 動は、 もの 巧！* は黨 派で あると 云 ふのは、 麵會ま ♦的 S 黨の 方法で 曇 < とい ふ隹雖 では 


t 


をく、 なかな 巧 合から、 次第に 殖 因々 る扭績 がを じて ホる とい ふこと で •黨は 理ま磬 ♦のた K の爭 
■ fcw 始 する。 この やうを 巧纖力 k 持たを い黨 おは 理想の おおは でさても* ホして をの 巧な 化は g 
逮 でさ ホいで あらう。 

S かや 黨 が政植 た！！ 同に •世 ホ 概は函 まに なつて •« 巧は 巧 巧 K なる。 ある S 動が、！ ■家た 
巧 原す る 力た ♦々巧 K 、 もれは 國家 梅 度す る 力 fc # て來る わけで •み 上の こと fcjl 合する と •通 
ホから 世 ホ！ r か 生じ、 世界 IT か國 ホに な >、 個人から 黨 へ、 黨 から 民な へと 遍 » ずるので ある® 

ゲ ，ベ ホ K は •こ、 K 宜傳 のを 義た寒 入して 自己が 正しい と 々こと して、 人 ♦た 藤 得する 
ことが ち傳 であると 云つ て& る。 巧ち 最巧 K ある ■!! が あつで. もれ fc 皮 治 上化實 斤ず るた 
人的の 素材 k みると とこを ち 傳化 外なら ない。 まひ 换 へれげ、 理念と 化 ホ ■の國 K * 化 ホ！ •と ■家 
の 同に、 個人と 黨の 同に、 黨と民 巧の 同化 宜傅 がかを する わけで、 自 みが 何 か と 正しい と gAV 
をの ことを 電車の 中で 口外 卞る 巧— K 、 己に 宜傳が 巧 •巧ち もの 11> が 自己と 巧 じ < をれ 正し 
いと* Ay ちれる 化 人た ホ A るので ある。 巧ち •さ 傅は 個人と 多 人た、 理念と 世界観の— 化か 入す 
る もので， ま 傳 は、 一 をの 組織の ホ 斤 者で わ 4、 义常化 目的の た A の 手 巧で あるが •しかも •この 
宜傅 をく しては、 函 まを 巧* ずると とは 田麵で わらう。 

»_•! r ィヴの 室 傅 olg 的 宵 ♦ ; 
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まは •夏 s すを 手 度で わるとは 一 Kr s 件 化 必 g ミの ミつ て、 まが a かつ 《在ら 
ち 理 ホは ホし 5 家た番 ずる ことが 出來 ない ので、 したがつ て • 5 偉大 a ま 家の 任 5， 
多 g の ■— が ♦へ V & る t と fc み！！ 宙&の 看化 ♦、又 さ 5 で 交い ♦の K ♦、共 K 理 W でさる ♦う K 
禱 ホして 斤く ことで わる。 r & はこのと と K 就いて •輿 味わる 一俩 fc 擧げ てみたい と g ふが •もれ. は 
をが ィ - I ナ のヒ* トブ— の 潰 說會で g 験した ことで あるが •もの ■♦の 年げ な 赤色 tMI の ■丈で あ 
a 、又 化の 半 數は大 ♦生ち 大畢の 爹 違で あつちで •私は この 演說の 終* ち この 雨 極 靖の人 
*化 巧ね てみ たと とろ -K ♦敎ミ 文 下 ■化 會の人 ミ 共ち**， トク-の ミみ ま 解した こと 
fc 確 A た •巧 ♦の 運 かが、 もの 思 ホ 巧 な大棄 K ♦理解 さ ♦得る やうな •貧 葉の 武 gfc 有し < 
& ると とは、 もの 張 ホで ある」 とグ ，ぺ ，夕 はちつ て &る《 

を 傳 がみ 第 K 多數 のをな 者 わ、 もの 化 « の範— 巧 K れ ♦入れる 手 巧と なる ならげ •理 ホは 愈 庚 < 
な 6、 义餐 巧せ fc 香ぴ て 巧て、 かくて、 もれは •最早 個人の gg の 中で •巧 動ずる げか 6 でな く、 
庚な 函を 一な 唐た 包含して. もの 巧 B に •精神的 ♦まの 單-の 巧から、 明確に ♦度附 けられた 主義 
が 生じて 巧る。* 藤の た AK 生かた 15 ク 人* は •ホして 百 萬とは むないで わらう し •又 6 濟細 傾の 
た AK 命た 挪つ人 ♦百 萬と &る « はない が、 賴 音 書の た »4ら •いさ S ょく 倒れる 人は 何百 萬と B 


るので わる。 さう して、 ナ チタの* かは ♦震 音 香 化なら うとして fci •み 入が 個 ♦の 人生 表現で* 
雄した 總 てが 大きな 巧仍化 ♦成されて •各人 ポか » と あらげ、 をの 爲 K 最後の ♦の る こと fc 
さんです る 程に、 ホ 人の > の 中 化生 さ < 巧る •八 路—巧 働 制の た AK 1 人の々 ♦♦ fc 棄 てることは 
をいで わらう が •ド イブが ド イブ 圓 民の ♦ので ある ぺさガ とい ふま 義 のた AK は、 人は る 
ことが でさる ので ある。 しかも これは、 研究室で 解 ホされ るので 化な < て 、爭 ■にょつ て 一 一 はげ 
しい 爭— 、敝と 巧衝ち •か 何 K して 画 巧と g れ るれ 道の 上 K 誘 寒で さた か K 看 化で さる ♦うな 争 ■ 
Ki つでは じ A て 解かれる ので ある ゥ 

: 要する K 、 i 、 で最 ♦本 S 的 4 ち 傳 の# 巧して みる ならげ •宜傳 は ホして •もれ 自身の た 
A の ♦のではなくて •目的の た » の 手 巧で わるが •又 ナチ スの世 ホ 觀 fc •國 巧、 成は ある-部の ■ 
化傳へ る巧»があると去 へ るので、 <0のやう4見解は*> ，トブ|など、巧涯ずる^のがある《 

又 こ、 から、 宜 化の 含 悪が 生じ y 來て •ち 傳が •この 目的 Kf る 度ら は、 度い ♦ので* るが、 
若し* しない 時は 巧い ものである。 一九ニ ミ 年 化 まる 4 で、 t ，> ブ—の tt 巧 か、 も ♦•♦し 
く聲商 かつた との S 間 K 各へ て、 は •ナサ タ化4 るべ さで あつたの だ。 この 目的 K ミ 
る ならげ、 をの 宜« は 善 かつた ので あるが •あなた 方の 人氣 るの が 目的で わると したら •をれ 

F イブ 《 ■傳 -♦ 
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は « かつた の だ。 しかし •もれは 24 なかつ た」 とヒ ，トブ —は签 へて & る。 

宜傳は 巧* の わ 何 K 由る ので、 W か i 呈の ことでは な < •貪！！ 家の ことで あるから •美し かつた 
6、 理論的に 滿 足た ♦へる お 要はない 。美！！ ■巧た* わて •婦人の « た 誘 ふやぅ K 演說 する ことは 
無债隹 ダ。 を讓演 おの 意味は、 さみが 正しい と たこと た •化 人 K ♦《得さ 古る ことで あつて • 
田を とべ^ タンと では 巧し 方が 違つ てなる。 理論の 巧 眉で な <• 巧 ■である •二 I 二の 悬 ♦が考 
へた！！！ 巧ではなくて • I 度乂 表を 巧 服す る x 巧た 巧む の だ。 ち 傳は ««豊 窗 のか 要はな く， 卒が的 
化 作用す べきで ある。 をが 集會場 K 斤く のは •巧な 臺 かな々 厳 k ホ A る爲 ではなくて •自己が 正し 
S と たこと fc 化 K 傳 へる 爲 であるから •最 々ょ A 理 をの々 誰は、 演說家 •畫 g 家の ♦ので 在け 
れ はなら をい 〇 もれは 宜傳の 進行 中 化 獲られる ♦のでは を < て 、所# してむ るべ さもので わる。 を 
れで こを •巧 AV 大棄と 日常を 觸 ずる 內 に、 をの 理 また ♦も 巧み 1<> へる ザを がが るので もる 0 
々■ fc » 見 する ことでは を < て •もれを 傅へ る ことが •宜傳 の 任 ♦であるから •し々 がつ て傳へ 
ょぅと卞る總てのもの化賴應して斤か《けれげならない。 潰說化ホょ- お札化も古ょ、 百«.^}*<本 
家、. llllt と 巧 人と では、 をの 宜傳 方を t 換 へて » 得しょぅ とする 人 K ■じて •お成しな < ては 在ら 


グ ，ィ スは更 K 宜傳 家の た A に、 IMI の 酔 fc 述ぺ て、 巧し 人が、 「わ 貧は 宜傳 家で もる」 と 娜德 
ずるならば •次の やうた 签 へょう。 「4 •ブ ストは さう でな かつた か 0 ホは 宜傅 fc し 交 かつた か 〇彼は 
本た ♦かなかつた か。 »敎 しな かつた か。 又 マ* ィ ，卜は 功の ものであつた だら うか。 なは 人の R 
へ 曲 ♦けて、 自己の みずる ことわ おか 在 かつた で わら うれ •♦巧 ♦ブ ，ブト タト ブ ♦又 宜傳 家では 
なかつ たか」 と。 • 

現代 fc 賴 みても •ム ，ッリ |二 は 第の 人た わる も、 寧る 偉大な 瓣 をを とち ふべ さで •レ— «ン 
♦ブ *1 ブ， t から ぺ— ブグタ プ^グ K 巧た 巧ち 停享 ♦から •硏究 をに W ぢ •つて、 本た 書くょ- 
♦，寧る 數 千の 人 ♦わ 前にし て 演 したでは ないか • 7, シズ ム ゲ 4 ズ* fc 構 度した ♦ 
のは •大辩 舌 ま、 言葉の 巧乂を 構成まで あつて、 瓣を 寒と 度 お 家との 簡化 e 巧は をい。 乂 た 治 家が 又 
大な瓣 をで わつ たことは •歴 たの 敎 へる とこる であつ て* ナボレ オン、 シ— ザ—、 アレ ♦サン グ I * 
ム ，ッリ .1 _|、 レ— ニン# は « 、な大 な 雄 辯まで、 且 偉大な な 崖 家で わつた" な 織 的な 才 «、 瓣を 
的な 才能、 « 酿た傳 へる 能力た 誰 巧して • K ■能力 tR 典した 人 画 k 第 _練化 進軍 さ# る、 巧舉看 
的な 才能、 この I 二者が 一個人れ 巧るなら tf 、 天才 的 度 治 家 のぞまが ま 度され る わけで ある C 

又* か •、.「 巧 前は 巧 動を である」 と 云 ふなら ば •かう » へる だら う。 一度い 意味に おける g 動と 
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は •國 ちの 一度 ■化 •自 々の傳 へたい と 思 ふこと た 傅まず る 能力 化 外なら なごと。 勿論 一敏 R 樂 
の 威 情 K 、 自己た 遍應さ サて巧 < だ らうが、 巧 まげ わ* で i < •さかの 歡 するとと で ♦•大 ♦K 逍 
なした*、 もの首葉化巧巧 t れたうとするな^£^ M 、 もれは|!|い童ホの1!|か家である。 

巧 》 が 餐轉 し々 から •な 巧は 巧を が 蓮 巧た 起した ので あるが •新 R # 代の 今 B では、 义 gllHIr か 
もれ た 卞る だら うとは ち ひ 切れ $ い。 との 說ザ 巧* である ことは •立派 S ■據が あつて、 今日、 新 
谓 が夕大 の貫献 たずる ことは »: c て ♦ょいが、 巧# 化* かれた 新聞 k 謂べ てみ る ならげ •どの 論說 
♦、小さい演說でわるのが々*、 マ^^年ンズムは論度化ょつて唐利た得たのではなく、 マ^*ンズ 
•< の 論 & は 合 小さい 宜傳潰 R であつ たからで •この 論說は a 巧 家 NIK ょつて 書かれた ので A る •隹 
等は 書齋や •ぶけた 巧 B の 中 K 座して、 をの 論 » た 化を ♦か K 、 ttcll る！ IK 又 小！ MK 書いた の 
ではなく、 どんな 小 ホ 民 ♦理解 出來る ♦うな ’ tli で. な 野な ♦へた ♦いたので ある。 だから こも， 
ホ色新聞は一な大棄化受けたのだ。 «*はこの«化ょクて訓雜しな<ではいけない。 

は ♦大 首 ♦連— ホして！！ 首 « では S かつた の だが— fc # ク v * a たから •脖利 fc ♦たのでは s <, 
r クグ タト •ぺ— ペグ 、： kill y などの « 動 家た 巧 » の 任 AK 就か ♦たからで ある •巧 等が •マ 
シズ 4 た ♦利へ とかけ たの だ。 民族 遷かポ 、をの 像- Kt 精神的 基 > の 上 K 隹 乂《瓣 巧 家た 挪クた 


かちを は 5 《の》 •指 寒乏 •雜 色の 香の 化 K まず ミので は ミて •イ は大棄 と# にを 
A し、 又大 棄が寞 となる 至 れ V 、 ホ* 具の S 者は 大ミ II へて— し •を S ； 化ょ つて これた 
♦ひて 巧く。 大衆と いふ ものは •巧 こく •を 情で •舅な す 合 ひ 世 香で みるから、 を— 巧 
まず f とは 困！！ で わる。 をの S の 惡た爱 しで • SS 利の 斤 道 K ま ♦なけ S なら 
ミ。 この 巧 ミ •ま 某を す ミの こち 《一つの 天才 的の S ミミ、 ド ィブ K 芝の ♦ 
ミ 8、 ミ楚 人； 上 K そ、* 立つ S が A つたこと t ま K ? sts い。 ■を 然 
と t て、 • 2 仕へ、、 器 塞す るの ろ この 5 が 何時か、 SS る S でた つて， 練て た無霞 
ザる ひ 現ず ことが 曲來 るなら、 化は 宜 W 家と をえ 最少 ミのから、 最高の S ミ 至 ミで、 

か、 るを 知ち 大棄 多 gQ 5 家 ミつ S を •世 S から ■家ポ 生じ 

V 、 S が ■家の ま 手 巧た 得る 日 •か 來る であら ク 。この場合 K •《♦は 最さ ■さ 民 5 S 
ザは fv •われわれ K ょつ て 5 られ •われわれ ミミ 度 萬 KS された £ご A となる 
わけで わる。 ： 

な 上が グ ，ペ ホスの 演說の 大童で あるが、 原文から 抄师 みた だけで あるから、. 无み意 
とはで さを ゥた ザ硏巧 S 隹は わる だら ミミる ちまは 手 R であると ミて ，"^ か* •宜 

ミ,；, 0 S 0 ■•さ • 玄 1 




sss?ss 一 -- 

大衆た 巧手と ず ミので みる ゆえに •やち 明ち す f 互を のさの 么化 ちて、！ 
をければ f るいと 麵じ 《霜は •ま t ， 卜，，の5と 望ず ミが t のは 明かで 、 S 
み i 的* 咨ミ r ィブ 人ち し 蓋 ミ f ミい。 ミへ ち 本年 九旱 B ミ i :.. 
會 化 おける ちさと 化教 してを ちを か， ミつ て ミ。 

^ われわれ ナこ含 はを ■化 ♦化しょ ミい ふので f て •呈 K 奉仕す ミので ある。 5* 
巧た 呈の 歴傳化倾 けて •をの 庚を 美と 生* とした 8 ミクて 斤 < のが •ちわれ の 任き 

^ る • 5 を： bes さ— 至が •わ n ち sf 正し if S ちか t 。 今まぞ 

したや 5—， 食 •ミ— fi 富 i さ、 をを — if 

巧 5 で 愛て 5 《のは ナ； ミで t •まの プ ニごグ 美は， とする ものは、 

た 2 i 」 vim — ミ f ; ミ i たて ♦1 れる 

ミでは ミて、 蓋 if 。 琴 《幸 Is き、 S ミ i ミ。；》 

ンす ，ストは 人生の あらゆる $ で、 葵を だけ まさ f 巧？ ミれば ミミ。 プ ニ》 
巧 rf の 言 化、 じ， トク ふ 更な樓 f 示して 巧ち ゆ表 •爱 も、 雜 

gf の sg — て、— 化 ミても •き §を ミ ミ 利—， と考 


V わる。」 

な 上は k ， トブ— 及ぴグ ，ベ ♦夕の in の-度で わるが、 里に ヒ ，トブ I のまの ょさ s * と 
して、 グ ，•へ 方夕の 外！ i ア ホフレ， ド • D I ゼンべ 火 ク (> I/rcd Roaenberg ) の ある ことは をれ ては な 
ら ない。 なは な 前 ス ベ ォごブ この 115 で わつ てグ ，ご スの壌 ■ち ゲ： 
アングリ こ ； Per > ngriAr } が 專ら巧 巧 化は 度敝 して »» 的な ホ gfc 行つ て* たの して、 
なは ナ*黨 の X イプ グと稱 古ら れて & る 「二十 世た の 神 巧」 の 着 者と して、 神 巧 的を ナ* ズムの 化 
ホ！！ の裏附 けわして た 4、 ド イプ 人の 優越せ t 巧へ て* ナ* 夕黨の ユグャ 人 あ* 化 巧 ♦巧な «據た 
♦へ々 の ♦»1< y ペ^クで ある。 さう いふ 重みから して、 首 論 ホ 》 新《 ホ 化 わいて 果 したな の寬 
な 的な 巧 w 化 僅少では ない とせ はれる が •要するに •ナ *夕 •ドイッの やうな 獨栽 主義の 國家化 A 
つては、 宜な たな 義 化 だけ 度る のは 不當 で、 指 ♦者 fc .4 じて 函 家の あらゆる 童 ホは、 圈民化 指導 巧 
K 、 成は ち 傳 g 藥的化 作用す るので わるから、 もの 意味で •自由主義 國 K おいては 想 ♦されない や 
う 化.— をの »壌 ■化は ち 傳的 なを 巧が 潰 R である。 グ ，ベ ホスょ A ♦庚 義の童 ホ 化 わいて、 寬 なじ 
ザ景を輿へ々人として、 n 1.七 ンべ 火 クよ巧巧じ*視さるぺさであらう0 

• »-« F イブ 0 重 ■engKIt 景 二 五 


•さの Js と 其 《さ ミ 

第二 爲 H 巧に かける 宜傅 組織 

. 巧 一章 一九 111111 年え での ヒ， トラ-の 

宣傳巧 巧の « 巧 

. - 

JP ィ' の ■含 資替 

シ； の政植 のまち t ， 卜 T の 度 <5 され しい ま 載 化 511 が 多い ことは、 翁化 
♦なべ々：* J は* である ザ をれ を みらず、 もの！！ 因 た、 た》 •この ♦，な 言葉の 载の W ♦で 
A るとの み瘡定 する ことは. 多少 正！！ t 失した 麵論 であらぅ 0 1 乂 I ニー ニ 年な 後 • 巳 化人ム fc 化 ■し 
《後の まが、 を 的な ミ か K •じ， 卜， is 童の ミ 化 遂行され 《の 化 反し •ナ 三 ま 
な 前の 宜傳 は專ら ♦■の* で展两 され、 ものた 《化宜 傅は |& ち 棄の公 k «< 巧へ る必 ■が* つた • 
さづ して ，占 ， トク— の宜 傅が、 との ♦5 k » 歌 t 奏した— ほ る * K •雷 ♦の大 •の隹 fc 
タサ た麵& のた 會が ■た 考盧 する ことわ をれ ては なら g いで もら 夕- すなは ち • 11^ 主、 影 ■k 輿 

'へ う 參る 入* fcs さそる ♦ぅ K お 《され 《♦を》 け、 5 效 5 定 ミので も f とろ 


立 傅の 公理と なつ v & るが •々論 t , トブ —の獨 a ん 民に 對卞る 巧い 洞 タカ も g つて 力が わ 0 々で 
みら クが •义化 面 化は 雷 跨の 獨 逸の 奠 K お* としたた 會 巧 簾が これに 反應 fc 示さ いかつたならば， 
かく ♦成み わ 化 A る ことは 到 « 不可能で あつたと せ はれる。 ちひ换 へれば •これが 规の g 代で、 又 
別 》 ち 族で あつたら* 呆 して ナ* の宜傳 が同樣 K 夕效 したで わらぅ かど ク かは « はしい •事 倩が か 
< わウ 々れば こそ、 ド イブ 民 巧の 一巧の 人達は， 好む と 好 4ホ いとに 巧らず • じ ， トブ— の 手繰 ♦ 
み# る 手 化身 t 化 舌た ので あつ < 、この 一巧の 人 まは 又 戰餐の ドイッの み じ A な- 值社會 情 > たれ 
貧 K 巧 A して* た ♦のとち へる ので ある • 

k ， トブ— が X ゲ リアで •をへ 目な 立傳 «わ围# したのは •一九二 0 年代の々 で A つたが， 
雷 持の ド イブの 杜會は 文キる A 潭巧 としたが 態で •义化 巧に 見る と* ド イブは 數 多の ■力な 化會的 
な 濯 流の た： eK 四 かお* となつ て、 值かキ 世た 前の ビブ マ グクの 錐乘も 崩れ 蒸ち て、 画家と し V の 
統一を をく 失 ひかけ V& た。 人民は ホ ♦巧の «« と 巧の々 S と fc 田 守して •巧 一の ■寒 化屬 すると 
はか *4 がら. もの 地方の 爲をホ 化 示ず を 貪 さは、 ホ 方の 巧 人 ずるょ 6 遙 かに 多い と いふ grt 
さ-へ 示ず とい ふ 程に •中央 度 巧は 地方の 人 ♦K 巧 遠され たので わる。 

これは 又 政 ホの 面 K ♦反映して、 t ， トブ— が •首相 化なる 宙 前には •二十 セからの ft 重が 互 K 

f t « ■€;« ♦ホ ミ 


II ミ ••■?*《•■ 二八 
さ姻 つて さた 夕ひ •た 貪 S ま！！ が 辛 じて 多 g わ 獲を 《ことたを ち さ！！ は 何れ ♦多 g た 
觸 す ミと が 出 ホ a いてを の# ♦•政な SS は、 ai 寞巧 f 代表す， 0 人！！！ の 集合と い 
ふ 言 振 だつ ち ド イブの お ホには 平 かが S 〜を くさ 5 が 《はた 又 其の 外た 肚會的 ミ •い 
るいる 《キ 巧ぇ の 思想が な 斤して、 お 逍德は »れ 、敎會 化 斤 < 人の 觀は城 じ • ntt ? ら ♦た ♦お 
を さた 共產 主義 看は ッ こ，* こ K のを 巧た 公た し、 アイ，* の A 畫が 巧んで ま ミ 

わ 0 

とれら の 例は S の社會 的— f 示す 5 ミぎ ホい ので ある が、 ド イブ 人は この ♦，を ■ 
の 面 ■とれして ■はな けれげ— なかつ 《ので t •けを る 巧 ド イブ 人は 巧* た# ク 《文化 
入で わ t と 皮な 1115 か ミれ は a らミ 。例へ ち ♦芝 5 •へ， へ 斤み け Q 金が ミて*. 

音樂 化> して 度廬 fc 示し •又 貪 豪を の々 ■♦い <ら わは タクて 占る し、 又 ♦坟 で* けた 嚴输 4 敎育 
で ド イブ 义 ♦の 傳な 巧な 寒债 を 有する 人遂 わ々 つてむ る。 當 巧 大 ♦をの 數 も前俩 化ない «增 化した 
とち はれ* 0 程 K 文化的 ■含 5 ミミ ••トイ 又* やす 115 爱し V ミ t と Km* がな、 
星して むる 呈の 歷.0^ を.^.®， 自 ■ とを の！！， 情と た爱 ずる ことを 必 得て & たので 走る。 さ こて • 
この やぅを 函 た 爱 ずる 國 ちの 顯上化 巧れ として ヴ •火 サイ* ♦巧と、 インフレ I ン-ン と、 を 世界 C 



をる g 濟的不 巧の ー ニクの 巧！！ が か、 つて 巧々。 

ヴ* ホ サイ ユ A 巧 K ついて々 ItK 巧る ことので さる ド イブ 人は 巧ん どむ をいで わらう。 この ♦巧 
は 巧 等 ゎ 劣等 國の列 K を ひ 遺る ものと 巧 じ* 巧 巧 調 巧の 日 K は 每年舉 を 等が ♦つて、 る掉會 さへ 隹 
して© たのは •夕數 の ド イプ 人の 考へ 'fc 反映して & る ♦のと 言は な けれげ ならない 〇 けれども t 
の ホに、 T ンこ •ご ン とも 化績 くす 巧とは 彼等のを 巧た 不安 K して • g ♦ミ 巧の 两化 •中 
產 S はを く 债ま ミ 8 た 持たされ るかと 見れば •不 巧は 忽ち K して ド イブの 《藥者數の ♦た 
化 ホ 最大の ♦のとした の 4 どは をの 一 倒に 遇 ざない。 

♦ ♦霞の 綱顿と 貪！* 

C ， トブ I が ナチ ブ *8 た関始 したのは、 資 にこの ♦う S 请 巧の 下に おいてで わる。 巧は 雷 ♦の 
K イヴの が* た i くみ 解し V& たことは、 な ポ大戰 中 獨逸軍 » と 共 K 載つ て > その « ド •イブ 人の— 
でを 巧 fc 賴け V& る こと K ょ ク < も 推さで をる で わらう が •との ♦う 在社會 情勢 fc 教濟卞 る 目的で 

一九 110 年 二月 二十 音を 一十 五ヶ 《S ちか 作* 去を わと f •へさ f A らう。 

巧し t ， トク IV ♦へた ♦うに •宜傳 が もる 目的 k 達する た A の 手 保で わる-^ るなら ば、 この 
二十 五ヶ 條 こもじ V ク—の 寬傳 •か 曼卞 目的で わると 云ク て* ょいので、 こ、 で麵 傾のを 巧を 

»||« •画 AK ♦け ♦illfl こ* 
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S Vlt 論ずる ととは 趣 JB ではを いから、 もの 主 » な ♦の わ ♦ザて みると、 

W さ ♦は 巧 族 自庆の 基 gfc 甚 さ、 を K イブ 人 fcw 合して、 大 r イブ 画 k 形成す る こと t 裏 求す 6。 . 
風 巧 ♦は 化の ■寒の **化 對 卞る卒 等の れ餐 3* びゲ * , ♦イ *隹 巧 おび 化 サン •ジ - ^ マン 
« 巧の 廣棄 た 要求す る。 

. W ド イブ 民族の みが ホ 民た るの 資椿 fc 有ず る。 ド. イブ 巧 族とは をの « か舍白 のれ 簡 はず • 

K イブ 入の 血な fc 有する ♦ので もる 〇故 K ， ユグャ 人は K イブち g た ♦♦ s い〇 
W 巧ち の g I の義 ft は 精神 巧 お g 的の A 巧 K 嚴 する ことで ある 〇姻 人の 巧 ft はみ 0 の お 益 化 
.. 反サザ •共 H の 利益 K 齊舆 しなければ S ら定 so 
W 吾 ♦は 化 貪 化 反する 雜 ての トブ ストの 画 ホ fc 要 ホす る。 

抑 吾 ♦はち 年 者餐濟 が乂規 «化賴餐 される こと た 要求す 60 

が 吾 ♦は 健を S る中產 の お 成と 雄 巧 •大 ち货巧 度び をの 雜 使用 林が 雜當な ♦で 小 商人 化々 
配され ると と •小 巧 人の 化 入れが、 H 巧 政府、 各 W •地方 自お圈 « 化ょ ♦、巧みに 考 ■される 
こと ホす る 0 

吾* は 吾が 函の函 ま 巧 要求に 親す る 化さ ± 地 《 度の 改ザ •を 用の 無值 じて ±地ゎ 沒かす 


ぺ きをの 《 を- ± 地の利 A の廢 止及ぴ 一切の ±» 巧 壌の R 止 fc 要求ず る。 

W ぞ ♦は 巧 物 ま 義的函 R 主義の 用た 爲 す®—. マを K 替 へる K ド イブ 普通法た なて する こと と 要 

.宋す ミ- ■タタ 
卿 巧 ♦は！！ みの g 化と M 民 軍の 組！！ と k 要宋 ずる。 旁, 

汾 ち ♦は 意 戴 的なる 政 ホ 的 虚« 及ヴ新 M 紙 Ki つての 虜 傅の 播ホ k 藥 ずるせ 雜的 «置た 要东卞 
る 0 

大 田な 上の やぅを ♦のが、 「 K イブ 画を た 會ま義 巧 働* 爾 する k ， トブ— 一派の 政綱で* 0 た 
ので あるが •これ わ 宜 傅す るた AK な 等は どん ホキ度 fc 麟じ たか。 黨 のぶ 稱 fc みがして みれ 狂 •み 
る ♦ぅに、 この 黨 度は 「■家 的」 と 「ド イプ 的」 と 「化 會ま義 的」 と 「勢 働 ♦的」 の 田 ♦ちその ま 
要 i お 蘭に 揭げて & ク〇 「ド イブ 的」 で 「■家 的」 である ことから イブが 外 固から •平等 K 化* 
はれるべき ことた ま 張した ばか A でな く、 更 K 、 人 «巧にユ グャ 人は ホ ド イプ 的で あると しで 巧 » 
を攻>の»巧となクた 。 "•—■v ンぺ ；^>グなどの理論化1ると所麵化»人わおけげ、 をの化の緣ての 
人種は 劣等を ものであると 巧 かれて むる が、 このま* はこと さら ユダャ人 化 向けられ ^ •ち 傅の 材 
巧化かされたのでわる。 ヒ ， トブ I の反ユ ダ ャま義は彼がクイ t ンで、 傳«的な祖裝わしで、 個ホ 

1111 ■ HnK ♦け = 二 


11410 重爾 ■!! と 其〇貧窗 11111 
の 言葉を 用 ひ. て* る ユグヤ 人た 見た 巧 化み ♦< つたと 云 はれて ぶる が •大载 後 W — ブ yF から ド イヴ 
にを 6 住んだ ユダヤ人 がを < 苗な® 值 のを ふみ々 子で あつた こと •ユダヤ人の お 斤 ホが インフレ— 
^.■ン化ょつてち巧た占めたこと、をの化ユダ ヤ人が資業ホやその他の職藥か野で顏着な地化た占》 
てむ る ことな どが、 i み » これは ユグヤ 人の 一巧！ 4 a ぎないで あらぅ が 1 半げ 表 望の 倉 >♦« 
じへ て、 ナ*ス 巧の ホの 十 把 一巧げ の输玉 化擧ク たので ある。 外な 的 化は 7 ブンタ 人と が —ブンド 
人が ド イブの 奇化 k 巧る を； i と g られ たの 化對 して、 內巧 的には ユグヤ 人と ド イヴ 民族の か 
書す る往 物. とま W する ことは •共同の する 連 香 往と統 I せとが 臭 へられた た A 化、 當 >ナ爭 
夕ち傳 の 民衆への 成受 fc 1 ■をみ K ずる 利益が あつたの である。 

义次化 「化 會ま義 的」 で、 「巧 働 奢 巧」 であると いふ ことは み 論宜傅 巧果ち パ—* y 卜で •都 ホ や 
地 ホの 巧 働 者 しては を. くの 巧 巧で あつた。; 貧 » な 資本家から ♦濟 され、 利子 fc ま 鶴 ふこと ♦老 
年 や 失業の 不安から ♦はれ、 ユダヤ人の > 取 や、 もの 攪槪 巧な 宜傳 から 救 はれる と— いただけで、 
巧«審 巧 級の 人 巧が 化 何 K 也 t ■らサ たかは 想像す る 化 ■< はな < •いは ばナ ♦の 賴倾は あだか ♦ 
やかと 幾 富と fc 象歡 する 度の ♦ぅ K •をへ る 羊* の ♦先 K ぶら 下つ たので わる。 

IK 撃！！ (ぎ ミ — Ahtdluag 】 巧 > 】 


ヒ ，トラ I は 一九二 巧 年 ホ 巧から 出る と •をの 同 まと 共に ナ牛 ス宜 wk 斤 ふ 人 ♦の# 能な ！ itts 
織に 手た 看け V . ナ牛ス の 巧し い化乂 ホは が 4 A とな >• E 化る にはを の 若 千ぶ は 巧 《 s , s •《載 
街 R ) なる 巧 巧の 巧 R をな 巧した。 この やうを を 也 的な 若い 靑年 まは まとして 中 巧 wg の 化が 多く、 
ヒ ，トク， の 軍 R で 巧を の « 原が 看られ、 をの 上を 田 ま義函 をの】 巧と なつて 永久 的 a 地位が 轉られ 
る卜 いふ ことは 何 i も 化 等の 自 ♦を 滿曼 そち もの 化 K 、 さみ 巧のを 會 的の 地を 商ろ 榮 
春 t 巧々 いとを む 巧 働 ホの 子 ホが & た。 この 一国の 人 巧は SA て あ 貪で わつ' H 、 を敎 上のを 令が、 
をの 巧 尊 ホに 旨 巧たない るのと T * 同じ ♦うに ホ 賴 K 巧 かした 〇 かれらの 大 f が ナ * の* かにみ 
也を « を 打ら 込んで むる さ は、 あだか も 共* 黨 がを ホ ホの 黨風 K ホ A てむ る ものと 巧植化 •本當 
.に 改ま 者の やうに 巧 はれ、 かれらが 化 ホと 巧け てむ るち 傅は どうして 4 】 片 のさ 傳 とは 考 へられな 
いで、 どんな ことがあ ク< もを « 民 K 傳 へる ぺさ傅 巧 書で あると < で 思 れ、 t ， トブ— こも 
お 束した ことのを 巧 t ホして、 彼等を たちさ ♦る ♦う 在 ことは わる 4 いと •かれらは 真 ft 化 化 じ 

义 tK 巧 » のちは さう でも あつたので わる" 

i 色 《 ？ ぎ 田 raimc I で US *-】 

其の上ち K ’ ナナ mil 身〜 を « の 壌 ■ゎ « 巧して* た？ 黨は大 ホみ の ド ィブの 大巧 ホ K 、 巧 ■「> 

♦二！！ MAK ♦ホ ••重 傅 《« __~=~ 
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色の さ te ■し K 信され 《有給の ftA 化黨の 《 A に* 力た 傾けて c ち £» 地方の 重の s 
♦爵 »力た 肩查 した e ♦が これらの rgft の 家」 K は 大巧 K 保管され • は 又 ftA の 余舍化 ■« 
した •地々 の rg 色の 家」 は k ， トブ— ♦黨 のま ■部 ポ g 住する 《 » y ベ y の 中央の 「>6 の 家」 
から！！ 令た まけて 6 た • 「«6 の 家」 は た，>ブ| の RAK ょつ て 建 集され 部 ■た 持ち， 一允 吉 
I 年な 來黨の 「指 mj 《g を ieitung ) が ■われて たる • 

■■♦SSMB 

巧 H ♦文 黨 の g 力 ■として 使用され たが •ナ *夕 はを ■化ち つて 有力 S 新 節 fc ♦度 さ ♦ 
る こと K 成 巧した 〇俩 へげ、 「7-,*， 片 •イオ X ブー ブ 火」 紙 a どは** y ヘンで 巧 A て！！！ 巧 さ 
れ たが、 やがてを 画 化 化 つた。 もの 後グ •イ^スは 「グ子 7ング， ブ」 fcn 巧し & るが、 をの 名 
の 示す やぅ 化 •とれ C ど 4 で 化執婚 K 攻 擊的定 新— は 書て S かつた とい ふ。 これ K 賴 いて、 地々 の 
着 n が、 ナ手ブ 化 ■巧 ある ♦件 tf か ♦で 4< •趙 方の 特 身な 巧 ホ ♦« どた 餐 栽して •ナ * の 合— た 
K 化 腹 かした • 

其の 化に ナ* ブ の 斤 動 ♦典 合 化 £た クサる 目的で 數 ホの 音 樂酿が 細 成され、 又 K ィブの 作曲家 
の〜 の だけた 潰 ミして、 を 國ゎ« 鶏して 步< 「ナチ タタ 春樂画」 さへ ♦« けられた。 ナ*夕 の》 y 


ポグ である 古代の 义 ブス* 力は •ごこ* 卜の褒 ちナ 三の 旗の 赤 今； i 5 德 など 色 ♦ 
ホ播 巧に « 用して、 ナチ ブの 威な t 高 » るの K 巧 立つた 〇當 路ブゲ ォは圃 家に 管理され てね たから、 
特別な 場 营 除いて ナナ S はとれ を 利用す る わけには 巧 かな かつたち ブ •ナォな さを ♦な 直 傅 
植 ■は 何れ ■的を 小 ft 化 織して、 をの 情熱た « え 上ら ♦るのに 巧々 だつ た。 この ♦う 《 巧 
巧 化 巧ず る 資金は フブ ，ブ •チ，* y (ザ •左* づ y **®" 4 どの 大责藥 家から 苗た が、 ■民 ♦又もの 一な 
を して & たみ 擊 R 巧や黨 は 化 » 的 重 « た 興# られた 化 反し •失業者の 度. 率は 着し く 僅かで A 
つたと をはれ てむ る〇义 皮が 上の 集會の R ナ サタが 像す 演 扇からは 、多 ■の 入場 巧が 得られた はか 
6 でな く •巧 M をの 化の 刊お 物の 資 上れら のな 入 4 相當 4 麵 K 上つた であらう とな はれる。 

窒傳 エホの ホ S 

ち傳 方法の 一例 k ♦げ ると、 ナ千义 の 二十 五ケな k 不断 化 人 公に 打ちを < うとした のは か 論 •又 
異み 子^ ユダャ人 K 對 しては •單 k ち 巧み* fc 化へ るな 外 K 色 ♦« 巧妙な 方法が 案 化された •一允 
三一〇 年の 九月に 画會の ユダャ人 績* の 横！！ た « いた W タタ— が* れ たが* もれと 巧ぺ て， 立 « で 
軍 やを 梓の ド ィブ 人で わる ナ* の 侯 捕 看の 巧 ♦た 揭げ たのは •比 g 化ょ つて ユグャ 人た る こと 
k 時に 画 示しょう とずる 宜傳 のた A の 童 ■が隱 れて& たので、 文 會 みの 吿 示の ホ 尾化 は 入場み とと 
*1111 ■€ をけ ♦Ms 互 S 
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もに’ ユダャ人 お！ I 6 J と 笛 巧に 書 さか へられて & たの〜 やは* 同じ 目的で わる。 又せ ホで 起る 色 ♦ 
な ザ 件は ナ* ス の# 舌 まが 巧-' 舉げ てな たが，- •もの 解释の 仕方は ことさら 自熏 K だけ 有利の やう K 
して •ド ィブを ま 配し ょうとす る化黨 にはす 利益 ゎ 資卞 やう 化 巧 A た。 を 植 fc 摄る前 化 もナ ♦义黨 
員は ぺ—ジ ••ン ト 街の 乂 まで あつて •彼 ホの g す « 美は 良い* ホを もつて. 乂ホ範 化 ♦斤され • ,1 • I 
ンべ >ク でを 年 » 斤 はれる 巧* R 貝の 例會 など ももの 一種で、 て 盛大 •黨 貝のを 巧 k 高； C 、 
里 巧の 巧を する 力を 一着 巧 化する のじな 立つた。 大學 では •す滿 な ♦族黨 や »產を たつた 貪 接 巧の 
子弟は をみ に ナ牛黨 員 化を をして、 やがて その 多 巧を 黨* 巧は ナ * ブ の* ♦の！！！ 化麵 るの が 见られ 
た" 义畢術 的な 巧を の 巧が でも 彼等は ナ乎 黨の理 巧を 守 ♦.ド ィブの* 巧を 巧の 破綻た し • K 
に 貪 巧の » 入す らも 巧 頭 化な つて •嫌 人の 職 巧は 家庭 化 わる こと •巧 おや 政治 上の 生を 化 ♦加ず る 
ことは 巧 人の « 人 らし さた 失は# る ♦の だと 說 いた。 しか ♦、ナ 牛ス黨 の* げた 二十 五 巧 目の わ 束 
こを 最も 巧 力の わるせ 巧で、 今明日 中 化 ♦貪 巧され るかの やう S 斯さ 的な 口吻で 說 いたので あつた 
が、 貧に この やうな 多種 多 巧の キ *4 宜傳的 手 KK ょつ て •彼等は さ 己を 複 巧した げか 6 で 《<• 
同1^化化の人*をも威澈さ古、 自黨化引さ乂れたのでわる。 なはこのやろなお巧のナ*义の^|^斤 
巧 化ない ては • t ， トブ 》 が もの 自 傅の 中の 處 令で、*! 力 ある 鑛觸 で樓 いて & るか ミ考 され々 so 


% 
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な 上の やうを 手と 巧へ' おた をへ た s 傳は どん 在 巧 果た 資した であらう か 〇夕少 巧 巧の g 葉と 4 
あはれ るが、 少な < とも ド イヴ 人の キ數は 獲得で さたで わらう とち はれて むる。 t ， トブ 》 ので 想に 
夕 みを 供の 念を ねいて a た ♦のの •工業 まの 夕數は • 7 アン ズムが 何等か のぞで ホ 資本家と がする 
で わらう とな じて、 改ました が* 中產 巧な の ホは 义キ通 ♦巧を をし < t ， トブ— の 傘下に 身た おじた • 
かれらに とつて、 C ， トブ— は、 民 まま 義の渾 巧から 受 a 出し •イン フン— シ- ンとゲ •ホ サイ ユな巧 
の 不正た をし、 何夕 かの 安を さ fc 巧 巧す る « 化 ホで わる やう 化 あはれ た。 農民の 巧 化は これょ ♦♦ 
か數 であつ たが •一度 ナ牛夕 のを 義ゎホ じた ♦のは •ド イブ 精神の 巧 典を « はを かつた •一 « の 勢 働 
^!?苗沒はち巧卞ることたをへて* おがをの夕數は自黨にお巧してむた。 义ょらを進めを巧働ホはド 
イブ 共ま黨 貝で わク たが、 をの 一巧の ものが 巧 ♦ナナ ブ化轉 巧した のは •ナ午 ス*» が一* 扭速 じ 
巧 働 ホの 巧 ホた 實 現して くれさう 化 巧 はれた た A である。 雜じ てち へば •ド イブ 人は お 巧な ナ* * 
黨貝 となる か •成は 义» しい 反對 者と なる か •どちら かで わつ たが •ある 意味で 何れの 場合 も ナ * 黨 
の々 展 たかけ る おそと なつた。 かち、 ものち 持は ナ* ス黨の 巧 寒 者た & 雌した のはみ 論の こと •だ » 
ホの 巧 おのを すら も あさのを » た* Af •重 A の お 合 fc I 5 困 化する 作用が あつたから である 0 

» 二 ■ MAK かけ ••重 薄！！！！ _ ニ セ 
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な 上の やうに、 ナ * K のち 傳は 次第 K I ♦の g ■化 ♦:& 入って 6 ウ たので わ《ゲピた« ベた 
♦うち 當 巧の ド イブの せ會情 ずる かれらの 不滿が • t ， トク— の 里 tttil 利 化， ■れ 《• 
さたしで*た0當1|^中央黨の推寒#趣は*トイブの巧田た左ホするだけの»力た#クで6々とはまへ、 
が 量な 巧ず 巧な ホ 播化停 » して、 前* M -' ると と fcs れ •又 共 產黨は ソゲ •卜 • * の撕令 k 受 
けて、 熱 A 定改を ホ t をの* 下 化 化 A て & たが •化黨 との 巧！ BK 瘦れ v ^、 もの 巧 ■力な ♦增な 
する 化 至らを かった。 ド イブ 人は、 不 がれ ♦をし、 sn 化 倦さ •黯な 金の 支 姉 ひた ♦羅 して、 政黨 
Kjru て ♦を < 希ち fc 失ウ てむ た〇 要する 化を ド イブ 化* る ♦のは 疵夕 困詹 だけで •かれら •トイ* 
.人の 求 A る ♦のは、 やかで み ホで A ♦、又 化 ホるなら •資 任た 巧 馬 化 食っ て* A して 画 ftfc 日 
常を &化餐 事 さ ♦る やうな*! 力な お！ iHlf の 巧 現で ある 〇 ♦♦!*« な t ， トブ— の 反 g 看さへ ち ♦折 
t ， トブ It ド イプの# IMf K 卞 るが ょい、 巧し 彼が 指 と 4 る 《ら 、彼 自身が 冷！！ と 在る 任れ ♦ 
で 《< 、♦の 4 MM •'る！ Ink ♦み 巧 さ ♦るに 巧 違 a いとの 重ん わ| ■したと 云 はれて* る 0 i | ち，* 
巧の ド イブは •をく t ， トブ— の 出現 fc 巧 a して 0 るかの やう 4 妖 « 化 あつたので わる •彼 k 寒 相 化 
した k ン ゲン ブ^グ は、 をの » で 明 梨の* が あつたと す* ととが 出來 るが、 t ご ク《 の 覆 > 
が 妻 巧した 餐ホ ♦、な 上 巧‘ ぺて來 たやうな 篇 因の 中 K 謀* 束： Q る 涛た、 巧 A て奠 相の-扇 なた 蟹で 


きる K 巧 違ない。 

.《て： 5 「に ィブの# ■にわけ る 余の 度？ つ-ミ 1 S を— ysg 5 と X 隹の f 

の 中で、 一九 S 二 年の 一方から 111 良を ての SS のれを s £ いて ミ お f 香 S 

i 蘭の 同た K は 二十 萬， ィ t 夕こク の费用 t 使 ひ •» ♦中 化 巧 ■し 《< タタ— の 歎げ 五 t 
A、 善 音— の： 1 a - ドは 五萬& とか 上され •ある 時 姻行壌 化ょ る 畫傳旅 斤が 禁< られ 々^K なグ 
•:ブ は ご， y から バンプ； 4 で 汽車で 出 ♦け'*^ •♦中から 會棄 sgstt し ♦とい ふ t 

とが jwr へられ V& る 0 . , 

■ ■ 

..■.•第二 章 ヒ ，トラ ー のな 植掌 S と宜巧 香の 成 左 

( I ) •三 

前章で 一を 二三 幸* での 宦傳ミ •へ 《ザ ーを-ご 二 年 こ •トク— が 《 ♦看の 地を 蒙く や 《♦， 
まま 达 ♦斤 •一 的 S 色 ミ 書び る K 至っ ち こミミ貪赃的&行ま結* |^の&5愈— 
|| したげ をで なく、 多 歎の ド ィプ 人と 白 篇義さ 入れ t とに**， こ 5 の S は* ず* ず 

さ ■ HCKAS 重 ち ィ 
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蒙 因 さを かへ て、 ヒ ，トブ I が麵栽 者と なつてから .■令？ 巧と g たない 两 K 、 巳 K ド イブみ ± 
K あの & 策 化 ミ# む ものは ぶ A ど？ •つと いふ S となつ ち 表 而 的には S ミな 前の ドイ 
ブの巧 ミ！！} ミミ や. TK 見え 《 Q ミろ か、 S は SS た S ミ、； 量 香 寡ユ 
V 卞 人* 人 Kjt する 乂 規 « のポイ = ， 卜 はもの 手み » である。 委 « ま義函 家の 理ま fc 受け 容れ a け 
れげ •政 蓋收容 巧た E ぢ曼 られ るか、 る ホされ るろ 5 Kg される か •どちら かで ある。 民 
* の* W 通 •* K 、 ユグャ 人は & をされ て •數千 人の ユグ .ャ 人は ま 化 ホ 巧され たし •多 數のエ llm 
の 希 i * 化、 务 S 合は 一 5 して S され • Is 主義者 £ 家ま窒 5 希 f 容れを 
て ト イブは JS 值 金の 支 巧* W おみ •固 B 聯 S から 脫 g し々 ぅへ K 、 寒を 軍の 力 微み M 度 fc 
ホいて、 か 童 K ゲ - < サイ ユ 條 《た 8 した* しち もの 上更化 •度！！ は 解 巧され’ ホち はナ ♦黨 
> と t る々 A は 1 巧の & お 巧 ■巧 t ホ ふか、 何れ か I つの 立場 化る ひ 込 3 れ た" > 意な 後 曲 t 断 
たて、 不？ ♦寿 化無ホ廬 化— し • i 楼 ■は 一巧 ご， ン ょ*の統||化 巧 ふこと 化 ミ •地 
ホを 巧を 惡」 • S ミ お 兵 ま S 官とミ V & S 公芙業 Kil は れ言、 香 宿を 化化客 

され々* して、 仕 ♦じあ ♦ク < ことが 曲來た •义ナ *ス は ホ k 面 家の 象 « として、 ホし の 黒 •白、 ホ 
の S ミ 巧し 《が •これらは ミナ： 5§權化ょ つてち て 5 化 2 され 《ので あ*。 


ナ：の s たち 51 It な ド イブの 2 の 5 しち 幸 醒在一一 家 ミ 技す る 目的の 前には 手を 麵 
ぶ 巧ぶな いと なじ V & た。 

けれども. ち だけの 化 事では 4 だ不ぞ みで、 度 麻の 失 度 や 反古 化し 《《ミ 直 ひ f 2 ミ 
を 簿 が！！？ れ、 g 化され sg 者 £ K ょつ S 化されで ミ 民 ま 望 ミら し •ナ； 篇風 
化なる 資 A 者 fc 黨 K 引き入れ るた A にも 宜傳 がか 要で あつた。 . 

こ に ら の* で、 *•， トブ— がを < か畫 的を 宜傳 家で あつたと まへ るで わらう。 一九 ミミ 年 ミ 巧 十 
と 日 Kk ， トブ I は «々た» して 「かがが ち」 技して、 戸：；* をを の* をに した。 こ 
のぞの 扭織 にないては 巧 巧で 取 ホ ふちで あるが、 巧し < ♦舆 論と ■巧の ある 一巧の 巧 ft はこの 省の 
下 K 統 S され、 さう して •こ のぞは C ， トブ I に對 しての み資任 tA ふこと が巧雜 におを されて© 
る。 ド イブ 人の 生 巧 K ■ずる 巧 ♦巧は 雜 てこの さの 中 化を 含され て •化の！！ 巧の 管 雜事» の 5， 
.を 的 5 の 巧 5 •一能 e 1 部* 亦との さが 引 さ！！ ぐ こと K ミ 《。もの sa が 5 宜 W •，： 
巧 M 、 块畫 、演劇で わるが、 ナ ♦スの 宜傳家 ホは これらの 傳をキ 巧の 重要を fc かつて、 ただ、 R を 
持久の タカに i つての み ド イブの « 一 はさ ♦られ ると 巧 じて a わ。 又 巧 等は 化 何 にれ るに をら の や 
うな 巧 分で も •をの 統 巧が 失 化するならば •もれが やがては 皮 ナ* 的 分子た ♦成して、 を而的 K 悪 

第二 ■ 画 內に &け》 室 ♦«« 0- 
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影 麵 げし、 ナ*ブ の 破 g となる こと たょ< 公 ♦てむ た 〇反ナ * の 賭* かの 扇！ Ikt ， トク 《 が 
とと さら* 祖 したのは 貧 化 この や 5 な 事情の た 々である。 

今當 わける さ 傳相 ダ， V ^ ス のま 傳戰 fc 見る 化、 當 巧の ド ィプの 事 建は 衙 i ♦も 彼が ホ 庚い 觀 
.力 a 逆 宜簿卜 斤は ミれ は ミない まと ミて ミ 《《化 •ま 5 は 色 ♦& 而 化 5 て 5ら 
れ 々。みへ ば、. イ ィブの か 寒が t ， 卜，— の 支 巧者 寒が 5 したや ミ扭魏 化 改善され ミミ K . 
グ ，イ^スは 資 R 上の なか t 示 t て •ホ 善の* «わ ■巧し、 又 ミ 》 ぺ—ジ 卜 ♦乂膽 在 新 外 政 蒙 

.去 や ミ 場を、 グ ，•へこの H |. 先 S は •巳 化值 S ホは 好な となつ ミる から、 ♦がで もの 1 
が來る ザら ミ 5 た*、！* y 九 I 二 田 年から II 云 年 化を ての 冬 0 不 巧は、 ホ f れ 2 ご 人の 
S の寞 ミる と f 、 又 街 5 人が 空 芝 貧 ミ； 5 幸げ 0 不平 ミへ ると さは、 との 11111 
こも 大ド ィブ ■たさす る 《さ爱 ■♦の 義務で をを 明す| ちす やか 子 さの ちの？ 
なさがさられミれミ らまつミ かち526|||*|ゎ2して. ミ代>ミつ.0^^ 

在 支 B 春货 am た gg するとい ふや* ホで もる 0 - 

.と 《ミち ナ： 《5 ボな渠 >5 《まは る 省が ちの タミよ t とが ミ々 と； 


ある やうに あはれ る o 「舆論 のな！！ ■は ナ乎夕 圓 家ま義 の！！ 耿 t 奏する •！ 無で ある グ ，イ片 
夕 はちつ てなる が、 完 をを «田た 斤 ふことは-切 グ， t , 夕化 委ねられて •ド ィヴ 人は 化の 化 ♦か 
ら をく »離 され， 只グ ，ベ グブポ AW さ ♦ょうと a む ♦の だけた 鬼た 6 ■いた ♦したので ある 〇し 
から ば、 この ♦うな 「宜傳 を」 とは _« どんな 外® 的な 組 崖 k # ウて& たか、 次 巧で をめ ••化 觸 
れ てみ ょうとな ふ。 . ^ 

ごこ MnpsA 

ち 1¢ の 中 « 的な 存を として •宜簿 をは 最も 睾 ♦しい « sk し 隹て のま 組織は この 5 
ぞ化ょウて巧巧されたとちへるがらう〇 こ、で1省の組織や^ もの**的《«助た就いて論じて 
みたい と 巧 ふので わるが、 宜« ぞポ 如何なる 巧 円に々 れて& ると か •义大 « どんな た 管掌して 
& るかは、 公表され た 巧 斤 佑 K ょクて » はれる が、 もの 實 g 巧 巧の の資 Rfc みるた AK 任 • tIH ? の 
手 ホ K 巧 かな 資巧 はない •しかし. でさる だけ 客 ■的 巧大 ■どん 4 目的 fc なて •文 どん 《 ♦请 
の 下 K 、 この 世 ホ ♦巧の 「國民 啓 藥立傳 省」 と いふ •一見 ♦具の 威 K が たれる > が 誕生し々 かゎ 里 
、 yvEK ものな 織に 度いて 論及して み 《いと 思 ふ • 

W H か-ホ づ もの K 立 化«い< は •宣 傳の袁 要ち は黨ホ S の 武« の 一つと して RK ヒ ，トブ 》 

.•i 8 K ? ft « s « ■=_ 

‘、 ‘ I , . . I ' ‘ ， .； 一-- 一，、.. . • 


||亀0實隹||||と其0貢|| ■画 

のた植獲轉貧獲化 充み巧盧されて&たが、 ナホ&植さち ||^傳は|黨のことではミ函家的4 
まとして、 組 S る お ln £5 れ ねげ f asK 繁れ 《た 《で ある。 ♦支 化 •こ Q ま j 
九 111 己年 一月 一二 十日の 巧 W 成な 餐 111 巧 十 III 日 K 、「 JIfc 巧の 政策 及ぴド ィブ 祖 画の 再雜化 新す る 画ち 

の S 及びち 2 暑の 《《ち 呈 f ま fn 技す」 と S 令た なて •さされた* ので A 
つて、 前 巧で* なぺ 《やぅ 化み 代の 大臣に ろ ナ* .夕霉 宜 傳ホ是 兼べ 7 ン大 管* まグ *Y こ 
が 化かされ、 次官 K は？ 法た の S 家で、* 《專 【寒と のぞ 巧の ある7 ンク がな クて •この 省の 
望は S げすで 在く •盡 ホの 人 ♦の 耳 日た 寒 かさ サ 《•もして 「&ホ 巧 8 的 意ホ敎 f こ* 
巧し い 道 力、 る 着し い あ 代 巧な あまとし ては， ホ だせ ホの どの 函 化 れ なか クた 新しい 道 
. « がされた ので ある 0」 ( ィ yy マ— ル V ルン ト重傅 年 S * 典 潰脫】 • 

しかを、 もの SSV はどぅで ゎつ たかと ちへ ば •みまち 呈の 文化# 5 ■する ま 
ゎ 引さない て、 ||<ち これ 襄しい忌 化 ■する ま ミへ て 望 上つ た* ので ある。 一九 i 声 
六月 二日 » の お历お 事に 據れげ 、次の ♦ク である 0 

「8 はを ホた ホ吿し •これた ょれち 香 さ 大臣は 呈化對 する 5 巧 さの？ の 任み ks 
卞る のて K ま， 文ち S 化對 する 宜夕 及びち 化 ■ずる 君 外の > ホ ♦(を— of この 



巧な 及び この 目め 化せ 立つな ての 施 反のを 理を統 なする。 をの 結 ♦として、 ちかを の ♦み 傾ぶ 化は， 
次の ものが をを される。 

(イー か みぞの 事み ょら • —— 外 aK 於け るみ 道 及 ぴ啓藥 •外函 化 おける 藝術 •巧 術 展資舍 •映 
畫 及び 夕 が— ブ〇 

《 こ 內巧ぞの^^^巧ょ6、 —— 一 《內度 《を*、 を 治乂ミ 互 shschule を FoH 圧 ご •巧 巧 乂 臣參か 
の下に行ふ函ち的ま典、 l ■家！^ l 輿の ll を及び擧巧。 巧》、 ブデオ。 國民畢《3*ユ8と>~^?*>€)占 ブイプ 
ブイ t の ド イブ 文 摩。 美術 (ホる 《限ゎ なて】。 音 美 夕» 。演襄 ♦務 。み畫 。いかさ 3 もの (schumo 
及びな 》 ホ ♦の、 巧 止 0 < 

( - 】 》 巧 省 度ぴ食 a ♦業 さの ♦巧ょ >、 ——> 濟宜傳 •博 《♦ 、歲 ホ、 庚 吿《 度 0 
ごこ 遞 信を 及ぶ をろ をの ♦巧 i 护- —— をる 宜傳 •遞 倍を の ♦み 度函 からは、 K 化' 今を こ、 
でな みなれて むた ラ •チォ が •-圃 ラゲ ォ會せ 度び ブデオ 會杜の S 外の 技術的 管理 化 ■ホざる 皮 6、 移 
ずされ る〇巧 « 巧夕理 の ♦み K ■し < は 、宜傅 大臣は、 そのを 務の遂 斤 上 化 要な 皮 6、 就中 ブゲォ 
施 技の 授 ♦條 件の ホ定 、及び 巧 A なをの ホ 去の ■典す る。 #化 •圓 家が、 画 ホを 貪た 及ヴ 放を 
ff 食を にみ て •代理す る ことは、 を敏巧 K ち 傳 大臣の 植皮と なる。」 

*1111 anK 於け ■五 


sia? ミ •• ■: 

あま ホ！！ さみの ss 果、 2? 蓋した 巧 空の s は 某た みれ ミち かち • 
「|巧」 は 立法と 法， 「1 を 《5、 「ミ巧」 《 ブグォ •「田？ tts •「五 さは AirrsJ 
は 5 •音 IT 美術、 isj は ■丙 ホ sf 空す る》 でも ミ •この 化 化〜 グ ，ご夕 
の 普からの 夏で ある ご ヶがお ミる si をぎ が A つちを 一日な 巧 ま 一の ♦方？ を 
Landie ) A び 十八の 5 傳局 《是 s & f ミ £ 1 一至が 親 巧され て' これ 化ょ •資 S 

■ Fi>! ? <Qen- 

が s して、 省 a 民 ミら 6?受 ミと# ち f 民 案？ を 典へ て ミ 《である。 「り 
れ われは ちわれ の f 巧 衆の 2 上 S かぅ と 5」 とい 多， ベ このま》 のな 5? る 

首 葉は、 この やぅ 2 方の S ■の S と ミて g れ ミので ある。 この ことは 又 一九 量 年の I 

夏グ ，ごス がまつ 《§• 「まま S 寶 Kss る 勇 f I 度は 待 《を—* ごる じこ 

W SCS 窒 ，を g 在 Q ま 含 S して 气功化 itJB けて 5 ミへ る ことこ 
して •み 巧 空の 含と S 化 おける 大凡の 活爱 巧たない こ 言す る。 
n * 5」 は 蓋と 法 ミみ たぶ して‘ 备ぷ から SS 舍へ S される S ? な 正した*. 


再 IWi した > する。 

rg 二 巧」 は •宜 傳事審 で、^ *1 グクト がか* で* る。 ゲ ，ベ 分义 は. この 备の 名前が 示して & 
る 「啓蒙 S 傳 J t 二つ して 解！！ しち W ち ■巧 g 藥ろ本 貧 巧に 里て 受 « 的の ♦ので わるが • 
宜傳は 能動的に ■ち k 指 寒して 巧 < ととで あると 考 へた。 画 民は 單 化 啓藥 される K 止 ず、 巧！！ 
なな 冉 のる w 巧； ||化ょク< 寒 SV おかわげ ならの。 ものた AK は、 ♦♦有能な 頭 麵た 自己の 周— 化 
乂 A . あらゆる 無用な 裝隹 ♦» 化 除して •巧 路上の 最 巧の _ 人 でもを A 化 理解で さる ♦ク 
K 、 巧 雑して、 入ち 化んだ 思想 k •短い 穗 BK 纏 A 上げて « かする 方を とる。 例へ ば、 一二 月 田 日 
の 「目 る國 ちの 日」 などは •ドィツで 斤 はれた 最大の 宜傅巧 動と 且 做ず ことが でさる ♦ので、 
巧の 巧两中 •丸一 通 n 、 を 画 巧は 仕事た 中止して •もの Kt •但 K 猜 化で 4 か、 たやぅ 化 •この 唯 
一の ♦件に 美 中 さそち 宜傳の 衣 貧は 單 #、 重 歷、 典 中に あると 考 へた。 

この 巧は、 巧 中， ナチ ス 獨# の 画家 大巧 美の 藝術 的、 お 術 的 お 成 k 司 4、 又镇範 的な 圓 f 丈！！ 
{ d ぶ Rckhsbi 互 arcW こ fc 技け、 一 萬 二 千な 上の 作 afcliil して & るとの 由 だ。 义 大展— ♦ S を 
Kwmera = k 組織して •もの 规 樓の大 さの » で 、最 かの ♦ので わる。 雷 時围修 された Y * リンの ■ 
R 的自 S 車* 寬 A 化 も、 この 巧が 參 巧し •又 NSV のを 巧教な 事業 及び 新な « 巧 ♦藥 「巧 子」* 動 

第二 ■画 AK ♦け S 畫傅 紐！！ 画ホ 


so 畫傳 ■織と 其 ox 田 田へ 
もを のが 謹を なた。 

「巧 II 一巧」 は ラデォ 事を をを 掌す る。 ブデォ はま 傳 のま 要な 巧 円で わる。 巧 & は* < タト •ドレス 
レ ホ •アンドレスで あつた。 をれ で、 この 巧には •昔日の ブ •チォ のち 上* 的な 巧纖 fc * 止して •甚本 
巧な 人事 M 巧 化ょ つて、 まを 化 ブデォ た ナチ タ巧方 かに 塞いて 巧* し i うと 卞る 重大な 任務が »♦ 
られ てね る。 两 民を 信 巧れ* Mi 《この 掘 城は 六十 萬な 上資れ たが) 及び ラゲ ォ参化 ホの « が-化 |二 
111 年 一月-日 化は 旧 百 一二 十 巧で わつ たかが • I 九 I 二 巧 年の 同月 同日 化は 五 百 I 二十 萬に* < つた！^ 
は、 此の 巧の 活かに » ずる 最も 確 貧を たを 的 かな » であるが •グ ， Y はこの 巧のを 巧化貌 いて 
大巧 下の やうに おじて & る。 

「ブ •チオ がちな 化した お 栗、 を 届になる とか •巧 代め ナン》 がそ はれる ホ ど、 ち はれる が 》 寧ろを 
代 的の ブンポ た 輿へ ょうとず る もので、- 巧 一二 十日な ホ 各 通の ブデォ a 傳は •概 « 巧の ものと をへ 
る〇確 集が を « の あ 34 ブ ♦，* を 切る とい ふこと ♦たら 4 いのみ か、 巧 百 S の 着！ 者が 加入し 
た。 もれと 云 ふの ♦•ブ •中才 の 宜傳卜 、大棄 の « つた 乂氣の 中から* S したお* のた： C 化 外 《ら な 
い〇 かくて •寒な 者は* ♦、ち 接 K この 事件の 參か 者と なク た。 巧 ホの 冀のブ •♦才 とは 巧 化 精神； W 
巧 酌し •函ホ 的資化 t 童 謙した ブグォ であつ て •雛 K ♦画家 巧大 ♦件 k みら サ在 < c はならない。 


例へ ち 新灌會 の函房 まとち》 ぶム敎 貪の* w ちとち 雜 なの 面前で 斤 ふ》， グム聯 » の 観み 
まな どの ■•ま 的 ま典ポ 5 i か 云 五 千 人の 面前で 斤 はれ t どは 巧 代 的では ない。 技 5 S 
巧が あるので わるから、 画 民た この やう 《 出來 ♦化を 接 参 かさ 古た 6 •共に W くょうに 卞ぺさ だ。 
若しす レグ ミシ ，ン がわれ はを 画 民が I 巧に 見る ことが でさ i ク 。巧ち 政# の 意 画と 画 ft にわら ♦< 
■かわ ばなら 30 且又、 單 K ホ ♦件 化 ■民 た 参 化さ ♦る 巧け で定 く、 XK ィブ 藝 ♦•巧 ♦、音 樂の 
興 Ilk ♦也 かけるべき だ」 と" (--GO*bbela ちを す.-- S. 5 支 

ド ィヴでは •おまたつ ぷ > な ♦物 入 ♦の圓 ま 的大ま 美と 度* 擧 巧して •画 民の 線 意た、 組ぇず ナ 
午夕 K 巧け て おがろ として & るのは ♦をの 載 術で あるが、 ブデォ はこの やうな 宜傳的 巧 ♦の 手足と 
なつで 國 民の 精神 k 統一し、々 ♦する の 化な 立ち •下 度 ま敎が ♦會 化ょ つて. もの 熱 重 fc 保持ず る 
やうに. ナ f 义 ♦國家 的 ま 美 K 1 つて •もの 世 ホ 觀た ミへ i うとして & るので もる。 

rg 四 巧」 は着历 で •ドク ト* •ャ— ンヶが 巧* K なつた。 新 《 ♦ナ ♦宜 A の 重要 《 一巧 H である 
からこの 巧の tt « は 巧 化 目曼 しい* のが あつち ま 要 新 路 いて •巧 ニモ 五ち の獨 立の 新聞 中、 
一九 1|1二 年 化は ナ* 巧の ♦のは 僅か 百 二十で あ 0 たち 次第 K 化 tt も 新 世ホ稳 t 麵 化する 佩 肉が 見 
られ た-文 巧 一 萬の 新 WE 者の 巧、 ナ* 革を の* 禮# は « かで あつたが、 ナ手 的* «»货 との 巧 的 
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■‘ MO 

巧觸 者の 歎が 漸 する ♦う K なつた。 义 この！！ は各ぞ ♦•をの 值の » を署 のた AK 巧 6 k して* 
每日 かくと Atll 千が の 巧 « さ. wtt 在所 Re ホす る。 又を のな 務の籠 —K は •「ド ィブ 新 n 姐 合」 の fi 
普權が ■する。 グ ，ペグ スは新 《»奢 代表者の 而 前で、 t のな の 方 か K * いて 左の ♦う 化雜 じて & 
ミ 

「114 は 着 n は皮府 た 援 巧ず ぺさ だとの 童 A た# し < たる。 度 麻の ホ祠 はを 支 SS が、 面 民た 政府の 
手 か ミは すのは ょるし < な S, から •これ K は 度 麻が 干 《する •新 ■は 雜道 する だけで 》 く •敎 示し 
なくて はならない 〇新閉 はち 傳巧影 春が 大 さい 巧 S で A るから、 政 麻は 新 n ホと 手た 執* 合 ふこと が 
大切で， この 目的の 貪 IT かなの 使み である •若し > た# fc 非！！ する ♦う 4 立 ♦に ホた*# ら 、面の & 
の 歐 が これた 利用す る ♦ク な首審 た 用 ふるべ さでは 在い 夕 a 去 K ♦、不用意 K •ある 新 n が 政府 k 化 
巧して •これが 歐化 W 用され る 巧 ♦となつ たこと ポ度 ♦もる。 » ち •この やう S 場合 化は、 常 化 敦麻 
の 利益た 念頭 化 ■い v‘ 斤 動し な< てはいけ ない。 ft 府の ft 策 ゎ 画ち 化 傳 へる だけで な < 、画 民の— 
化理 W さ 古る やう 化 タカす べきで， 每 日の 新 W 會 酿 ♦•報 進と 共 化 教靑 たむ ♦けるべき である。 IMI 
中 わで なく' て、 政府の 童 巧 fc 最も 合理的 K 画 巧 K 々ら ♦る ♦う 化しな <v はならない OJ つ -Goebbcls 
ちユ cht.: S. 58) 


r 第五が」 は A 畫 事務た 婚 ♦して、》 I ググ がな* になつ た。 をの ま a 任務は •ホ畫 管理 化 わける 

《ま 受を 夏し V 、 SS 5 で S す 4 sf S す f とで わミ 活銀斤 

が 角 巧され V 、 これた 通じて « 斤 のみ 畫藥 化對 ずる ほ 用が 回な された。 交 「面 か 畫院」 が « けられ 
て、 か 畫に參 化する ものは、 共同の 舞 臺 fc 見出ず ことにな >、义 圓 A 畫 潰® 顯同 《夕 たを* 至を™*"*" 
さ 巧呂】 が 任 かされた-これ はか 畫巧 化 新 丄い道 k 示して •民 棄の夕 歎が 拒さず る 肤畫の 上演た 禁 
ずる やうに 顔 直 する。 义ホ畫 化 引 巧 K ， み 巧の わるを 巧 的が 態 k 作 6 出して •國 RW のか 畫 •入 K 画 
ぶ 山 する 化函 との 協 巧た 締 おした A •画 ホ查文 摩た 投 ■した 6 •又大 ♦件 fc 映 畫化作 震す る ことな どが 
逸 この 巧の 化 ♦ミクち グ ，ぺ こは •映畫 巧と さ 巧に R い V 、 r この》 では、 地方の ま S に 
は觸れ をいで、 函 家の 利を— 巧 K 画する 限い 化 技 ふ レし かし、 この 播 を. 時代の 道 ホに る 化# ず • 
が ホ斤卞 べきで ある。 每日 が歴 たの 一ち となる かの ♦うな 最大の 革み 的 巧 か 時代ち 演 W とか 畫 とが， 
この ホを 寞 事件を 藝# 的に 把*! でさない 巧は ない。 貧た ホ 《る ミ わるち S 化は 毎日 現賓 
の换查 と、 を 治の 藝術 的演 扇と が 巧 ザら れ る。 塞 届 KA ひされる 巧 代なら •せ 巧 k ホ W る聲も 
も 理由が あらう が、 今日は さう ではない。 こ、 で ♦こ のぞは— 巧 > の 巧 割た 梁ず べきで ある。」 
(•• Gocbbcl こ pricht : S •含) (抄 譯】 

» 二！！ 國 ft にがけ み畫傅 1111 左 I 


I 


■ 傳紙 其 e 資 11 Ell 

と 述べて & る。 

r ま ハが」 は 《ち 音 美 •美 ひ •，ゥ ピン グ< がが 憂に なつち この 巧は •扇 ち— 
巧、 そ 樂美禱 、る お藝 ♦ホび K 應用藝 ♦奧 « の 巧 CK みれ る。 扇 ♦とち 表との— の ■巧 k 】 看 nig 
化する こと •戶ホ 蘭、 巧 朱* の 巧* •靑年 蘭 ♦のか 立、 ナ* :夕 1 《ミ. を ig ブ を】 及ぴ 「妻 巧 
_ Ki る 力」 画の 事業 Ktt 力す る こと、 戰巧巧 ホの 新 細 成 •藝 術的靑 年の 訓雜 等が もの 仕事の g ■で 
わる。 

「第と をは ま 防 立で、 とのが の 化 ま sss えたち ホ SS で a いこと が 解つ て、 
新舆 K ィブの 理 W 奢が 增 化して ホた 0 

な 上が 扇 ま おのを 巧の ち爱 巧で もる が •ナ 手ス のち 解 化 g ふと、 敝わ 田た さ ♦る ことは • t 
持 者と ホる 所な ではない。 ま 持は-致 «携 から 生れる。 そこで 一致 « 携わ ■すの が、 プ "パプン グ 
の 夏を ので ある。. ホ； 成々 の 重 S 田の I つろ 蹇の象 撇 ま義 と* ちふ •へさ i の宜傳 S 
やか* しい 大會 などを 索ち 《こと ミる と 云 はれて むる。 M へち ィタ，， から 5 《ナ； ホ 
2 a どが もれで ミて • 絲 ての 官公吏は、 所 ■ 「5 惡 ■」 W ち： 丈；， 卜， IJ とか ホ 
たち 仲 ミナ； さられ、 ~さ民 ミ AKf N1 と：^* 0 ちま* r 


ケン ク ■ィヴの 大 誰た 巧れ て 大 斤* fc 卞る s どは 何れ ♦ナ 手* の宣 Iskfc ♦成す る ♦ので もつ て •こ 
れ らの雜 での 外的、 又 巧 的の 霍 まは、 雜 て 宣傳 # が 擔當 する t と 化 在つた。 

V , y 卜は 宜傳省 一 厕 年た 念 日の！ 1* で > 1 ■今や-年が** して •啓蒙 宣傳 をは 值 雀が 示し ♦在い 
結 果た ■明し て むる 〇巧— なく •世 ホ ♦蕃の 宜 か 家と 目され て&る 人* が、 この 省 fc 指 寒して たる 
げか ♦で 《< •ホの 理を 化ょ つて、 近来の 植力歷 魯のナ *夕函#化« して、 お まと 內容と fc 典へ た 
とい ふ ♦資が こ のぞの 成果 fcg 大化 した」 と述ぺ てむ る 0 

が ill 章宣 傳ぞ最 あの お 巧 

■ ♦ • 

な 上、 さ 傅ち 角技當 巧の こと fc 蓮 ぺ<來 たが •ホ K 最 巧の 薑備 した 宜傳 « の！ •♦た 硏兜 してみ る 
た 》 た をは 二つの な賴 ずる 化 足る 資料 化 夕る とと 化しち もの 一は 一九 _ 二 六 年 皮の ド ィブ 内務省 

♦斤の が鑑 (•一 8 】 な 乙 dbuch 穿 ds Dcu な che Rdch 19 ま) で わつて •化は、 クグ •グ • ク， グ 
の「巧ーニホ函化於ける憲をと行政」 《sugetKriiger" Verft8s§《 and Venvaltunir ぎ Dritten 》dch} 
である。 多少 巧雜 Kl 且 るが、 iliA 的の «據 とし V# 譯た K みた。 この 年鑑の 方 化は •宜 傅る の 組織 

*1111 an け ••畫 傅 1111 五己 


11110 宜傳 11114 其 〇資— 五— 

だけでなく、 その 左 普 下 K ある 瘡を S も ♦げられ て ft る • 

第一 節 ド ィブ 年！！ に をら れる宜 傅を 

•SS 

■一九 111111 年 ミ 巧 十一 二日の ホ吿 C 法律 蓮 * i 5 田 頁】 化ょ つて 技 立 さ io 。 本省は. 度 巧の 政策 度び ド 
ィブ 祖函 のな 典 KH し、 面 民の 两化ホ 藥宜傳 卞る植 ての 事 巧た 化 •々化 國民 K 及 ザず 精神的 R 
春 •函 お及び 义化 • g 濟化對 ずる さ 傅 •國 巧に 於け る 公表 物の 雜 道化 ■する 雜 ての 面 題 fcR ホ ふ。 
本ち は. この 目 巧に 仕へ る雜 ての 施 技 理 ずる。 

‘大邑 ダて へ* K 博 ±- 

次を ヮルク I •フンク (面 時 Kft 曼—な «】 

X - X X X 

大臣 官巧 (宝 ミ ser ミ 3】。 ハンケ ( awjw 】。 フ •ン •ヴ ず* (き w * t 】 o フ ，ン •，— ベン (sn Li * hwoo ザ- 
ル (口〇ろ〇 ツ エ レル博± (Dr. ジを】0 シ a レヒト (scweqhoo レ，^^ ル ス>ィ (R*Bly)o フ • ン《ヴ| 1 ， へ A 
(von wrocheln ) 


第一 巧 

^ がを • 

• i — 肚氏 、ミ、！ 曲 突*: トィッ •空 養 會 •，ィ ププ <ヒ見 本 ホ. ミ* 

指 巧者、 オ ，卜 博 ± (參 事を】 

報吿ぞ ( I 是 •ダ， ツブフ (曼 SS / シ T 三卜 (ぎ 一 w**oo 

脚人睾 

ミ S — 古ち 及びを*、 各 さ 8 •なの •用人、 ••者の 人 •及び 項。 

指 s' 9-, デ ♦(きを 3】 ( ♦事 官】 

報吿ち フ， ■1 ゲル 博 丈 (9.31】 ( 政 8 罔)、*; (£ ミ】 •コ— レ*^ (x*****^) 
ー ミな (技 tw 同)、 ダン ツ マン 博 ± (口， ■口 •己 i ろ。 

.が 巧 • 

ミ|#||!.なぞ法まび組きミを巧- 

グ - ミ，卜. レ オ y 《 ，^ 卜博± ( Dr . schmldt.L*onJW&) 

ガスト博± (9. G ** o 、 フ/ごづツ 《ィ乂博± (タ プ ®*******3) 

. SS ミ * 


へ 




8QMKS とミ資 ■ • • *t 

さ I 部室傳 

事 さ ■巧 まま ま s さたけ る p イツ 5? 政策の ■巧。- cs 及ヴか 政。 s 政 to ? ヤ 
人 政策 0 植 《及び & さ 策 0 8 政策 • UR 8 ， HR 保 5 ミロ 政策 〇ま S * ■境 S . 卜 j き y 
§ま 。靑年 及江窒 R 策。 巿及 S ■ミち* •.イプ R ミ 學。 を sunfo 「勢 8を S の mu #® ♦ 

客 S 言 香* •す ンビ ，ク S 室 sg *。 

直 — 度 (さ J 、 R 巧 パンフ レく 8 、 >80 ま S ま。 大 示威 S 巧。 ■また 上 SV* - 
His ■術 巧 ミ 的 巧 成。 ま 上 US as 的 象 iMHIHH 秦 OS 】。 Bciwss 。 た ミ 
%|||1 練 の 妻 論。 

指！ NP •へ I ダ ♦卜 (去 W0 (參 ま】 

iMn 者' ダ， テ レみ ( clutwer / マ I ■ウ博 ± (夕 Muhlo ) •ブ / グレ* 博 女 《ミ •ビ —プ ，，《博 t 

(Dr. Blebghy 1 ミ (Imholr) •.ク , I ク博 そ？ f 】、 マイ； (* を) •少 ウベ； 博 ま？., 

トブマ 博 ± (？• ら h_}0 ( な 下 •】 

.さ I 巧 クザオ . 

»»«■ ~ ^ザオ蘭度〇 ドイツのブデオを組巧し管1|すると畏に*.累的、 文おに^|*卞る0 ■ブ^^ f:r 

資 巧を 0 f レヴ ごわ ■•ン の 禱ち 


I 


IMWK r レス レ * (Dftilko (IMHO 

■ Mo # 並 bKH 赃 ♦!#、 ザ マン ( dwwmmo •ヴ ，イン プレン 本* ( wtaris 】。 (tt 下 •】 

第 田 巧 新 n 《貝を K た 巧の 新聞が》 

事 gllr - ■内外の を儀度。 着 ■科睾 及び f イツ SII 研究 巧 無 1 巧 報繁務 。新 1881 ■多 項 •新 
聞！！^ 义 唯。 文！！ 及び ^ ！ mgjl^o DeutKhef Uktor を AulaiKUaktani F イツ を！！ 細ち 
指 尊者、 ベみ ント ( B * nK 10 

♦含 者， か-クフ アン ( swph . ろ •パ— デ ( I づ (は 下 »】 . 

第五な 映畫 

ま* — —— を « を〇 フイ ； tlBO ■巧 外に かける ブイ* ム及 KiHI 項。 Kil エ藥 ( K ミ >】。 Riwuo 
フイ* A 檢田ホ 及 M 畫上 ft 檢 ■巧 Ksflffo 週 田 ユ * — K 。 

指導者 • <1 ダル 傳 ± ( Dr . sw ) • 

報吿 ホ、" 報 ホち ホイ ズ < ン ダ ♦•フ ■ンみ A V ♦ ( H * UIJ ミ i wakhig 】、 》 , レンツ る su 畫 

s 家)。 ( WT »】 

巧 六部 蘭 場 

事 #範— —— 画 巧 かの S 9 sg 。 I ■演 cseo 藝 街 麵麵。 

ミ！！ 五 セ 


其〇責 ■ SA 
指導を •シ ご， セル w ± (Dr. Sch ミミ) 

舞 IMKg 巧 街！！ 闲 、フ *ン •ア レント (Benno von >3 ミ】 

巧 古 者 及 南 報ホ 者 •シユ レ •セル 簿ま前 出) •シ ■ヴ 广-へん (schweb ろ 0 . 

第と 巧 外面 

- SKB —— ホ — K たける g ホ的虚 gQR 止 0 iMi 。 お ホ Mil なの 促 ホ 0 
指導者， 《 |ゼ ン エ 1 A (Hsnwlro . 

IHn 者、 フ * ンみイ セン ホフ (vonw さ -* nho < r )、 デ <1 ヴ -A ダ (Dlew*l*e 】 (な 至 •】 

. 第 八 巧 着 作 « 

S 霸 ■1 ! ■巧 ホ K 於け る， トイ ツ著 ホ# の 巧 JT « 义 書局〇 •トイ ツ ■書宜 傅の ■家 研充麵 麵〇 •ブイ ブツ <ヒ，ト イツ 

文 靡 

指 尊者、 ヴ*ス マン 博 ± (Dr. wrinloo 

，王 ♦ クマ ン w± (？ Ercki ろへ .- フ ■♦筹 ち (Dr. 王 £)0 

第 九 か 巧 お！ •術 

事 I ■巧 かに かける ホを！！ 術の 巧 gwa 。 美術 8 ■會〇 
指 wr •み ホち。 


報 色を' シユヴ -I ペル ( sch ま ミ】、 ビ—プ ラ， ハ 博 ± ご】，. 田ぎ ミ乏 

巧 十 巧を 藥 

•務巧 由 —— * 巧 かにが ける 音樂 の お獲 獎*。- 
指導を， 當み ホを。 

報せ 者 •ル IF ヴ 4 ヒ 博 丈 ( Dr . 尸 udw さ 

X X X X - . 

宜 W ちを g 事 巧 
知 巧せ 巧 及 ぴ》 みのお 所 

T 地方 巧 

一九 三 一三 一^ 六月 お 》 にな 立され た 地方 局は ■內 の-を® 城 fc 《當 しで、 大臣 k 、 その 任務に 觸れ 
る植 y の 面 題 化 おいて 補を し、 义 をのみ々 わ 實ホ する。 もの 指 ♦ホは 巧 時化 •をの® 城 化 > して 
■文化 房の 地方 文化 管理 ま (f をを 巳 さ rwal ミ】 である。 
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Iir ブブン プンプ ♦ダ邊2 シ •，レ A 十八 プレン ご 卜 ，王— ♦ t ヒ 
田シ レジ T グン ブ- ♦十九 • H ， * ン 7 イシ 

ち * ’ プ ニ十， プ * こ こ 7 プ ■ ゥ》 
巧い グダ プ；； ご* •《ホち ホ ~ * •すご ぺ •• K 


ンヒ - ン 

I; 


み フ 

■ご X 


ウヴ ー A K 


K シ 


東 « ハン 


ン フブン ケン 


南 g 《シノ —7 
サン シ a ヴ 7 ィヒ 


■■■■■■I 


; J :- : J 3 I > ち 二-パ イエ* inn 養 ■ホ 
シ- レス ヴ， ：支ス ク * j ミ 3 ブ 
イン シ I * 拿 ♦ヴ 廿 田* フブン ケン 

ヴ • I ご • I K シ * * ブ -サち マイ ンフ ，ン ケン 

東 « ハン ノ I フ -A シュ モン tlx 世ろ ゾ， I A フ， * ツ 

南部 《ン ノ —ブ ■ A •プブ 7，> 、 

ウン シ •ヴ 7 イヒ フ クス 《— ダン サち ブク ♦ン 
ヴ； トフ，— レ ご ホ g シ .IV 卜 (フ ここ 廿八 •ヴ .，す y ベルク 
て K トフ r レ ご 南 g プ A K トト L ; 


セン ダ 


サ九 • X 


ニ ラ— • シ 


ケルン 


ンヴ < ン ケルン ケンペ 


* メ クレン プ A ク *9* 


i/ 

じ H 义 書 局 (Rcichuchr ま uitcuc} 


I 化 I 二 田 年と 巧 一日 化 » 立され た函义 書 局は 練ての 巧 ■の 組織と a 力して、 ド イヴた ♦の 巧 謹、 
堯霜 •を 及の 範宙 でな R 的宜麻 方法と ft 施し、 又 更に 出版 ま、 着 Ml 家 度び g 出义摩 及び Wc み bikh， 
i K 對 ずるな 讀た斤 ふ。 この 巧の £督化 ■ずる ♦のは •「函 民 文 學の爲 の 硏巧匯 tt 巧 K 巧」 《Die 
. Bera 旨 gsstdic を r Arbeitsgen を nsc》 を 香 Volks 丘を 3さユ 度ぴ 「占 £ ♦义 書の 巧 K 巧」 《口 す 
さ ngsstellc 『を astrol を schs Schri ぎ 呈 とで ある。 

届*、 デ ， I ッ (EMeto 

己 •* 的 お 巧を 貝 {す ぎ Bbs を ragter を kiinstlerische Formgebung 】 

I 九 111 五 年 十月 十四日の 總な 調を 化よ つて 技を さる •をのを みは* ナ*夕 画家が その 世 ホ llfcl 
をの 藝術的 お 巧と して 表現し よぅとず る 時化 •《まとして •を 共« 集 ♦•た 念 AT *、 觸祖， 貼れ、 
寒 便 切手# の 作成の RK 】 常 K か 百 典へ、*! 力す る ことで わる。- 
IHW 、 シ-ヴ 7 イツエ (を S 59】 

四 外客 か 致を II ホ貝會 《 RcichsausachusI を Fremdsverke す】 

一九 11111 年 六 さ 一十 I 二日の 外客 巧 致を ■巧 A 會 そ* MWWI •一完 i) 化よ 6« なさる お S 舍 は、 
ド イヴ— ±化> する 外人 客 誘致の 政策 fc 練 巧し， 施 斤し な < て はなら a い •外客 fc 巧 « さ ♦る 事務 

«=■ nftK ♦ け ♦霞 


美 《«■ ホ II 
巧は 苗 地方 ■«に« 一され る。 

このを >舍 は、 蘭 なぞ •地方を 應、 ド イブ 鐵遂 « 會 のま！！ 16 及び 外 ホの 巧 致 化 ■化する 地方の 备 
代表^|?からな||される。 

會 g 、 ダ， ぺ ♦ K 博 女 (大 田】 

代理者、 事務 婚 g ホ、 王* ♦夫 《を〇 
事# 者、 マ I B I 博 丈 ( Dr . Mawo ) 

伍 ブィ こ 後田 所 - 

一を 10 年 六月 十々 日のを々 snail ミミを 夏 化よ ってが まさる 0 I 九 |二 巧 年 二月 十々 日の* 
畫を 《 IJCh 甚 elgesetz 二き ミ I 窒 5 化よ って 巧 正さた 又 1 九 II 丟年 六を I 十八 日の 《畫 を變 
K の タニ 法々 swiif ; ご 5】 化よ つて 改正 さる 0 

か畫 ♦拍 巧。 A 曲 所は ■の 巧 外の 映# It ド イブな ± 巧に 上块 する R に ♦曲す る •♦曲のを ホは 1 
人の 任官せ る！！* 《 be き tetc V 03 ミ cndc ) と 囚人の 店 度 ホ 《ぞ玄 t 8 r 】 からなる か睫化 よつ て 巧 t 
れ る。 巧 巧 ホは B 义化 おの 巧 馬會議 巧の 巧 おの 巧 ホで、 を傳省 大臣に よって 化み される 0 

巧 巧 、ツ 4 ン メルマン 《口 日 memvum) 


ブ< ザム 上 » 输 》 巧 上 ft ♦田 所ろ ♦田 所の か をに»卞 るを 情の ち さ 一審 巧* た審 K 於 
ホず る 《 もれは E に •巳れ** した ♦畫 た、 宜傳ぞ 大臣の みを 化* い< 再 ♦曲した 6、 又 場合 化ょ 

.つては をの 巧 巧た 巧 巧す 載植ポ ある •《微 间處 置】 

所*、 <1 ダル 博 ± (9. S **8*0 . 

が ド イヴ 戊麵 場 

ド イプ 歌 扇 巧は 一九 一一 一因 年よ 巧-日 K •この 時* ST ホ 立* 扇 » 會 K ょる 經 ♦であつ たの fcM な 營 
.巧 A とな »ら れた〇 

«ち 。 》デ ( I 】 

が》/ i — デ ご ド イブ ■場 

この « みは 圃立 として •一九 |二 五 年 八ち-日な 巧、 ド イか帝 ■のを «K をされ た 0 もれは •取 «• 

ォ ペン， 夕 、演藝 のな 合 nw •である。 

I •主 》 フ •ン •シ イブ ， 《 (von schilach ) 

がを の £餐 下 KB かれた る gncr « 技 «、 g 會夕。 

" T 函 文化 巧 (•章 r ■文化 R 」 •お レ 

誰 三！！ ■《をけ* $s 大ミ 


«•€!« 傅 親 ！ IlgeKK s 

0 3 ド イブ 着— を！ ■組を 

I を 一一! 二 年 十月 旧 H の •辑 ホを の 二十 III 條 C 法！！ ミ； セ I ミ 5 化ょ つて、 •こ， ン化 本部 k 持つ 
公法 上の 圓 « として 扇 技 さる。 ド イブの 編 •者のを 巧， W を 的 化 線ち する。 あらゆる 編！！ ♦は 職蠢名 
簿 K * ♦される こと 化ょ つて • 4 たこの 組合 化 所 ■する。 本 組合は •圓义 化* の 巧 巧 K •續轉 春 K 
廳 する 專円國 構 巧 レて ••國 新 W 會績所 中に 入れられる ク 

組みは 二十 S 々組を みれ る •こ、 では 8 者 sfir かか 存 されて、 S ♦中 & み •及び g 
♦S の 申る み 5 いて 巧を する。 8 業の 社會塞 夕 5S 審餐 成の 美维 がとの た 合に 餐さ 
れ る。 * 

この 化合の 化 •は •組合 ♦•♦み «• I ■巧 •新聞 朱 gcR 企 chspmae ぞ) •職！！ 翁が 巧と である。 
後 ホは 各地 方な 合の 巧を 地で 繪# される •更 化べ ク 9 yK は 新 ng ホ R が 存を卞 る。！ IIP 巧は 登錄 
處方 K 於け る 具 績ゎ再 審理し •又ぶ 春夕巧 巧と して •且又 鑛そ 所と して •务曇 法的 論の » K » 
動ずる。 

•刊行物、， U pwm: 賽 (S 藥 Q 全«8& G ホを】。 

■.推 f 、 ヴ ，イス CW を】 


司 ドィッた 濟宜傳 巧貝會 《所在地 ィ* > ン】 

一九 ごご二 年 十を 一十と 日の* 一濟 ち 傳 K ■する 法 ♦篇 巧の 《かの 第二を 规 S 律 ••ミミ こじょ 
つてべ ^9 ン に 巧を 地 るを 法 上の 围 e として 技た さる。 K ホち 會 ろを をの S さ傳 のみ « 
K わた 鲁 fc 巧 ふ。 これは •經濟 ま 傳の 《 施 上 法的 KS をされ たか 可 fc 輿へ、 且つ もの » 巧が據 
る ぺさ隹 本# 則た « 立 ずる？ g 濟宜 傅の 領 城に 於け る霖審 たお 去し •なて 宣 傅の 隹隹 K 對 ずるな 頓 
fc 回 tt そんと する た » 化が 要なる 手 巧た 講ずる。 をの 上に •最 ♦ま » な 巧みは •« 濟畫傳 の 統一的 • 
巧 巧 的 お 成 K 盡 力して， ド ィブ 画 民の 道 德威情 及び 皮 治 威 请及ぴ 意 «た» 巧# るを 傳巧 巧の 自由 在 
お 巧と t 篇と k •遍 用され たる 分 令の 巧 園內の g 濟に瓣 して •蒙な せんとす る »K 存 する。 

刊巧 >> 「經 濟宜 傅」 C 濟立 ♦罢 s 會の報 ホ 誌に て •巧 二 酉 9 行。 

A 部， 画 巧 立 傅 部 
B ， I ■外を 傳部 
C 部、 法律 部 

D ， な蓄 

舍 蚕、 ブイ ヒ *1^ 卜 (RaldMrd) 

第二！！ 面！ CKA ける 畫傅 Im As 


11110 ss と美の 貢！！ 太 > 

者、 フンケ 博 ± ( Dr . Huidwy フ •ン •プ ，ウン ミ*—* 博 ± (7. vs ぎ unss >#* 

囚 ライプ ブ<た 見本 巿 

一な 會の 巧まで •一九 一六 年々 さ 一十 I 二日 K 巧な され、】 九 二-年 一一 一月 国 ミ ザ タ* ミ tl 允 i 
年駿五〇—) のザク^>ン>#巧の法を化ょクて、公を的|1|1|化1さる0 . 

技な 者. ブイ プブ 4 e ホ 自治 Hfll 《stadt 巧 meilld" Leiplig)。 ライプ ブ 4た幽 エ會 HR 《Industrie, 
旨 & Handniskammcrn Lelptig】。 .ブイ プヴ < ヒ 且本ボ ■係 ♦中央 本 巧 c 

ブイ プブ 本 ホの 巧みは •ド イブ tt を •化 gfc 高 A る特巧 4 る 目的の もと K、 ブイ プブ 
义丰 巧た 巧 ■し 美 ミる «K ある。# K、 もれは あらゆる ブイ プヴ < ヒ 見本 ホ 化 Bv'im 醒化- 
專内橘 国と し < 奉 化する ♦み 巧 k# ち •この 事務所は あらゆる 方を 化ょ つて •特 K、 聴 巧なる 公 傅 
巧動化ょつて見丰ホた巧道さ^^ »ホさ>んとする。 旣震曲 {巧费を、 生產材巧】 の植出は’ 外函. 
K 於け る -ft 的な 又 巧 巧な 專 n 宜傅 にょつ て 巧 進され る。 

ぶな 巧 rg 濟 A 田！！ な」 《画 ホ) (wirt.ch.ft? 弓 d EKPOrfgul を 巧 四 » 巧 至 二 S 
「«濟 •輪 出！！ 誌 申込み 用紙」 ( HR ) ( W . E . z . of * Kt 3 buM 、 

所*、 ケ—レ A 博 ± (5. Kf 】 . 


巧 ド ィヴを 治乂畢 (を ♦巧 會》 《所. を 地べ ホリこ 
一九 量 董 巧に 夏ち の# 巧と なれる 政せ 乂 ♦は. ナす夕 ■家の 稱赛> いて g 萬智 論と 
意 ホ なぞと を函 民の RR にを 及 さ t •巧め さ 古る 意 画た 有する。 

. 一一 一巧 円 たかれる。 

一 •{科 (ブ ミナ 1*) 一 矿 年* 業 ご一舉 巧】 

演 « 巧 (< ミナ I ル】 ニケ 年奋ホ (曲 g 期】 

大 學 科 ( T 々デ ミッシュ ) 1 ケ年半 ご二學 巧】 

附 ■>! ミナ I ル〇 地理 ft ホ學 ( ctopou をす • S * 弓 g ) 

• ち 族 W1、 柬モ問 ■ (3as を！ W 0* K ィツ 巧 •♦仕 > •ミナ— * io 反 マん ♦シズ ム •ゼ ミナ— ル 〇萬画 公 ホ < i 
ナ I ル (seminar S， Ulk さ rechoo 經 濟的賽 * 巧 素 W 究 W •(を b***# さを f ミ* を* f ミ 
foftchu 。 ご 

巧拥施 R 

t ， ト ブ—靑 年指夕 のた 》 のゼ ミナ— ル 0 
夕 IMI 指 巧を あび 讲有貝 W ミナ— AO 
ナナス# ん 由* のた A の< ミナ ー ル 0 、 

*11 篤 HC にがけ る tsfi ホ ホ 


■aew*llll と «e«« ♦八 

H ち 政治 ling 靑 ミナ — * (NatiipolitiKhe 3忌 を ご* 

著を 政 iSiK の 巧 則！！ 義。 
rp イツ 巧の 大 學ミ〇 

刊 11;:;^. -schriAenrenM ホ I ぎ lichen 宙 ochichulc 吉 ， polituc : を v 亡ょり 出 EO 

» ち、 マイ エル 

け ド イブ 画 書館丢 ♦曲 會】 {巧を 地 ブイろ ヴ*ヒ】 

一 化 一二 年 十 巧 |二 日 K •ザクセン、 ライプ ブ， t ホ、 ライプ ブ<ヒ 化 於け る ド イヴ 書籍ち 化 引 化 今 
同の &巧 K ょつ て 成立 〇國 家から 五み の ir <ク セン 圓 から おみの 二、 ブイ プブ < t ホから 二み の 
I の 補 巧を をを <。 

事務 «圓。 ド イブ ■書 館は 画 巧 度び 件. ■の ド イブ » の 書籍* ぴ K 巧の 外 國語义 •のをを なる « 
集た 包を する。 共に • I 允二 一一 年 一巧 I 日が K の ♦ので ある。 ド イブ ♦籍の 文 R 巧 謂 ♦。义 献の案 
《。卜 .イブ 函書® 借 K ■職す る 館 巧 曲— 圓眷《 《 prs * e ミ bib 古 othek mit >3 achlus * g den dcutschea 
I-c さ verke す} 0 

s«n 


♦I ド «« をの わる 力— K * 

美 B 的 • 事 '# 巧、 及び .- Dr UCUK す Kg を 弓た を ミち -- 

(巧を 第一 巧の S 技 ♦まの 印 さ*！ MT 裝な S 集 •「一年 冊に がける そ* しい 本」 のま】 

« •仕 ま 

* •み 下 E の ものが！ ■•される 0 
I * Deutsche N を 一き： Ub ぞ Uogruphie 

A、 「«« 巧の 新刊書」 

B、 f«« 巧 ホの 巧 刊書」 

二、 T ミ Uchc* <sclch を der N2er をを nungcfi (新刊 ♦の 日日の 目 か ) 

ご Halt そ hrcsvc ミ khnU dcr Neucricheinungea を 一^ら S? ， 历 S ブす害 一 0 
西 • I) ミ 9chM BUchcrvcr 另 ichni" ドィツ 香 箱 商で 出 板され たさ • s の t 巧。 

五 * vcrll^erkatalog de- tleut ち hes Srhri ジ terns 

ム 、、こ tcrjwishs ZcntndbUt さ ！ r Dwitichla 呈 

ミ Jnhretberichtc を ミ crarische 。 ぎ-ミミ 芒 ミ (ドィツ US の範幽 にがけ る最 A おた お學 的新卜 《に M する 半ち 
、、 MO ? と ！ ichw Vc 5 i & ui ■一一 さを chwlcutK す。 ミる ミミコ ミミ？ ミ さ 3 ( 巧務 ぶの® 巧) 

1111 篇 N 巧に わげ 傳 «« ホ 丸 


0 




揭島〇 な傳賴 辑 と gc 貢 ■ 

义、 Oc 泛 Kbe" ぞ in ま unkfich コミ um ( ブ デオ ^^ 

十 • Da ■た cutscbsprachi 巧ゴを を至ム f ミを JAh- 
十一 • Dm deutichspnichf 巧 TUtlnwlerUl AI， die 
十二， Neue だ tfchri 分 3 end perioditche 

卜ご I、 Deulache B ぞ U ま ぞ 
* - > 

十 西 、 Deutsche Rotaiy をを iognphie 

HA 、 ウ — レン ダ —! (Dr， UhkndAhO 


セ 〇 


fu ， Deutscbe CMchklM 
• Bil}Uagriq>hie dtr CMdlickt ， 


巧 


化か ホ R 致 化合 《 Rcichsfremdsverkehrsverband 】 {公法 的 ■■】 《所 さ 地 ィ ，リこ 
一九 一一 一六 年囚月 一日の 法 稼 (sil 王-百 二 夏】 と ■聯 して、 一允 IIH 八 年 III ち 二十 六日のを 雖 C ま 
81-1 1 セ 15 化ょ つて、 外客, W 利用す る 函® {Gem 企を このな 扇 正しい 巧 解と 指 ♦との 《《化 C ホ 
さる。 ホ 客 R 致函 tt 妄 e Fremden ミみ dingcmein を) は 地方 ホ 客 R 致 化合 ( Landeilfremdenvcrkcll ? 
verbiu 己】 かち、 地方 度 巧の* 鲁下 K なっ 民を 上の# 合 田に 總 巧 さる。 地方 外を 誘致 & 合は 解鑛さ 
れた地 ホ 巧ろ 賭 な 合 ( Landei ^ verkehnverband 】 の！！！ 巧！！ 承 > 《Reditsschfc だ 3】 であって •外客 瓣 
致 巧を t 化 « してなる 0 


f ,— 力は 地方 外客—— 51 によ*、 又 外客 巧を 5 の 有た よつ て s さ 

» 當 Si 合の 會 ♦はま 傳ぞ乂 居 K よつ てな々 される。 な 自ら 地方 外客 巧を 化を の 指* ♦とを かずる 0 
『 巧ち -•Dfr WWIHdenYtTkehr •- ドイツ 外審ミ の ミの き 8 ま、 な ±ミ 巧。 

會 ち Hi 
け* 者、-'， ぺ A 卜 

W 画 ブデ オ會せ 《有 R * 化) 《所を 乂ぺ <ブ こ 
一九二 五 年五旱 五 基ち な S 立せ る 放 f をは 一九 量 年 一巧ち ■ホ g 巧と して、 ■ク 
ゲオ有 R 資巧會 せの ミ K 入れられる。 會 巧の 出 > は 政 巧の 掌中 K みる。 會巧 のな 香、 ド イヴ & 
S ♦業た、 裴お 巧、 1 •術 的 • g 濟 的、 巧* 巧 K あ 成卞る ことで わる 0 

當 ♦せ K は ホの ホ 送 g ♦が 巧 震して むる。 かち •ド イブ 画 ホを 巧 •イ ，リン 圃 ホを 巧 トイ ブ巧 
塞を 所、 g 巧換 ホを， ブ； ブク まを 所、 ブ クン クフ T 《マイこ 蓋 巧 及 ぴごプ ホ 

グ 、ケ こ、 ケ i t ブ ベ；、 クイ プブ ，ヒ、 S * ンヒ ミン* 卜， 卜ご卜 、ザ—;,-， ケ y 
の 各 眉 化を 所。 

• 《グモウ スキイ ( HIKIMnovsks * フ |プ マ ン博± ( C ，- 正-をミ3る フ《ス (< s 】 

*__■ HAK ♦け ♦重 傅 組纖 ♦ _ 



lulo 霞！！ 姐！ 14 某 セ = 

化 ご， ごフバ T * 二— •才 •ヶス トブ 《有* 資任會 ち 《所を 地べ ホ， こ 
當會 ii は、 才 ，ヶ： ，の 會貝 ミつ て、 ま資化 貪 K - VJ して、 一九 0111 年 十二 さ I 十 IB 化 技 
立 さる 〇 出# < は-九 111 巧 年々 月 二十 八日 K 政 麻 さる。 

♦夕の 目的は、*, ヶ：， HB ちべ ホ， ン及ヴ 外 UK さる S 望 S 妻の 暑 化した が 
つて 梅 巧す る ことで ある。 當食 化は、 音樂 8 ち 公を の 立場から g 事して •巧 fs しない。 
貪た の 植函 は 事 巧！！！ 當者 C 查ち 《主 總會 ( GesellschaAvemnunlung } である。 
事務8ちフ/ごべング(ミ|>86罢*シ-1す|クこ(8,,^„,„„,】 

什. 國 巧 扇捶 ；he •すを Volks ) {巧を 地 V 朱， こ ィ 
一を 二 四 年 I * 十！ < B な來さ 含の S 下れ ■をる。 常 さは 大 ご， ン ちの S ぴ化 ょる 
力」 围 {ナ： を 5 の S 文化 奉仕の 《《化 •扇 及び 8 作 おた 上演す る。 

住 西 か 蘭 ♦化 於け る— 民耿扇 {Vdkaope こ n Theater を weftcs } {巧を 地べ* サン】 

一九 I 二 五 年 - V さ 壬 百な Ht ち傳 ホの S 下 K ■をた 巧を ぶ. 「まじょ る 力 J | のべ こ 

ぞ tt の 扇 場 文化 奉仕の た A 化 ホ おの 上* わする。 

指* を •才 * ト マン (ortbnvum) 



* 第一 一節 こ-ご ク： ，ゲ K に 現れた を 傅を 
* • 

(xhlgciKregcrs vcrfssng find Verwal さ ng is C を 3 Reidl) 

♦ 

ク > I ゲ によ つてち 傳 をは 比 « 的簡 軍に » 巧され V * &る (二*- 

1000 

本意 一九 11111 一年 三百 十 I 言の 2 のを ミよ クて蔓 さた 外務ち S ち S ち 食 S 

乘ぞ 、遞 巧を •巧 通を のこれ での 事務 お圉の » ての 巧 蒙ち 》 の 任 巧 k をけ 繼 ぐ。 - • 
第一が 斤 氏 絲 ての 狙！！ 巧 巧® われ &ひ . I ユクの 巧 円 たかれる。 

W せを ♦巧の 雜 sir I なの S 面 ■、•トィ； 濟黨會 •ラィプ ヴ<ヒ义 本ち 《面义 
庫 わ eg する。 

巧ん 事 巧は、 內巧 及び 內曲 K よつ て 巧 霞され たる 會 をの » ての 人 ♦面 ふ。 

Q 立法 巧ろ なて が 立法 行 ♦•契 巧 •《まわを ホに ♦理 する。 ■义化 K が ものた 鲁下 K ある。 
t こ でれ 巧 はれた 重要を 令は 次の もので わる。 

『編輯者を」 ( - 义|二ーニ年十巧田日の>を、 じのを令によつて、 ドィプ*|^ホの職業は》 Hs , 圃そに秦ホす 
る 公け の 任務と たる。 

» 二 ■ M 巧 K たけ も K 傳組 臟 t ミ 


so 室 傅 ■«£ 其 ex— 吃 n 

「 Ril 法」 こ 九 I 二 匹 年 二月 十 巧 日 發 令】 〇己 KlIiB & m が 巧 ♦まれ ♦後で • gRg & E が 細 ちされ る 0 
m 巧 iHi 保 s 巧 令」 こを 二 吉年五 巧 十九 日 發 令】。 

r か審 S ま 厕 ♦」 に IH •'る 法令 こを 二 III 年 巧 巧 二十 III 日 看 令)。 この 法令 K よつ てを ドイツ 外客！！ iitiiii ； 
及 ヴ* 致宜 傅は 翁 原^の 上 K ■かれた。 C れ C は參か 各省と 地方 代表者の ホ K - H 置 技 指 IMv 及 ぴ巧通 HHt 
者の 代表が ■ナ る。 W 前の 地 画 ■のけり U 、 I 丸 III 六 年吉巧 二十 六 B のを 律に よつて •■ホ 《«>围 
麵 ボ现 はれた。 C れは 地方 ホ ♦ KiwtlK みれ、 か 客！！ 致 組みの 寄贈 K よつて c « される。 ホ！！ ♦の 資金 は 
WK 及び 3^ ホな ホ K よつ て 國遍 される。 £■ なれ 馬は F イブの か 客な ホに ■する 规拟 C た ら 
たげ & らち (一九 I 云 ハ 年 田 さ I 十 セ 日のを 令) ( alli ! BOH 見 )0 
「ホ！ IKIM の 上 RKII ナ るを 令」 (-九 ミニ 年 六 さ I 十 III 日 9 令】 ( sit ミ 1王|| 九 ミち。 

「£上 演 灌 件 かに ■する 法令」 (-を 1111 幸ち 月 四日 ミ】 (を illilll らさ |夕。 これは • f 秦ま ■の ■ 
. » の！！ 城 K & ける MW をを 停 正さ ♦•ドイツ ホ曲夕 K 物 貧 的モを へた 0 
「蕾％ 的 MSRtt な C ■する 法令」 こ 丸 III 一二 年 六月 田 BIIMO これは •■女 化 お 皮 ホの 下 « ttt なした。 

« 二ぶ 宜麻ド イヴ 画 民の 画ち 的 祭 ♦日の 投ぞ 、冬期* a 事 巧の 巧！！ •「巧す—* 動の gw # の 
かさ 貪 R 的宜傳 のを 任務た 包 巧ず る。 又 さ 麻め せ 《 の ♦ので ある K 6 •巧 働參 化の M 舰 •典 A 黨及 
びその 反*! の宜傳 的 巧* •外客 誘致の 宜傳 及び I 九 三 一六 年の ォブ ンピ ィク銳 巧の ♦健 等は これに ■ 


卞る〇 

巧 I 二 巧 ラ •手ォ この部は、 をドイブの放を巧に»して資巧わ持ち、 #に&ホ的<*^及ぴ演說々 
仲！！ に 巧して 資 をた 持つ。 又画ブ •ホ オ會化 •及びす レグ イジ- ンおぞ ft 蕾す る e. 熏乂會 B •大管 
日、 をの 化の 大 示威* 動の 時、 化 要を ブゲオ 施 巧の >備わ をし、 又 四ち 1 HK 戶外 化 於け るブク 
•ト タピ— * — の 巧 僅た した 〇ブ •チオ のを 術 的 ホを わ 斤 つて をの 文化的 水# たま 待す る。 

一允 一二と 年 一! 一巧 K 、 ド イブ ブ f オの圃 * 鲁 ホが 置かれた。 ホは 同 AK 、 ブ グォ會 なの 練 支配人で 
* 九 この 手 巧ろ ド イヴ ラグ オが を# 化々 典 こ 九 ミニ 年から、- を 二と 年 4 でに • ，-*ォ 加入 

者の 數は暮 111 十 萬 辜 人から 八冨て さ 孝 人に 增 ちた) し •これ sf て ホち S 、 

巧 術の 巧 城に 於け るを 事務が 增 化した 結 ♦、避け 難い ことで あつた。 

第 四 巧 新 B この 5、 同 巧 K 致 巧の 新 ■巧で •故 K をの 指 寒 者は 巧 AKSS ♦代理で あ 
る 〇雜逍 猶 度の 總 ては ここで 賴轉 される。 三 一巧に みれ て、 「國巧 新 ■部」 は •內 度、 ド イヴ 新— 化 ■ 
係 卞る緣 ての 面？ S ふ。 每 日の sg? 一一 、蓋からの 公租が ド イヴ S を へらた 又 奋 
省は 反對化 ド イヴ S の SK 就いて 指 ミを ける。 かくて • S と&府 との！！ の 化 要な 8 が！！ 
持され て& る。 

» 二！！ 画 CK ♦け 》« 傳 c « セ S 


«■ css と ミ 貧！！ セ.‘ 

「外 函新聞 をは 畫 ホの S 化 f f て、 こ； C 化 就いて、 ■がわる ■1& び ド イブ 化 巧 かす 
♦0 外 US 代を ホ 化敎 示す* 0。 か < ミく Gsss 改 《ら C 《气防 まれ 卞 *0。 r さ 
藥 ij は ド イブせ を 巧ち 每 ミ、 貪 R の 新 5道ゎ ♦へる。 最も 着 しい キ设ミ 6 巧 動す る租 
道 w 化ょ つて’ g ての ド イブ ホを 复ぴ租 道 巧と ち 巧の ■巧を つて & る。 

み 五 巧 A 畫 この 巧は. ド イプ 《畫餐 作が 5 S 的な 本 f 反 春し、 又 ま 化 餐さ 5 が 化 

ミミ ゎ受 ミミ KSI 。 五 千 も it . も •も j , が.. をを M 衣が 繫 g かわを 
巧が この 愛幸 化 至。 2 映 f まは 扭 S 中を f て、. まびを S との ■* 
と襄 する。 ミ 去の R 可は 7 ， こ ♦窝襄 をして •をた f ては 上 £ ミ 尝が管 

を 下す 0 

委巧 まこの が SS 巧 方た おける 同 椎をミ 行 ふので、 Is ょ 一九 i 年 五 
巧 十五 日の r 窒を JC ま f •田- _頁> 及び I 九 i 年 五月て 日の 含 令 ミつ て、 そのみ か •を 
の 下 K ミれ ミ 待 K ここ ミ 2 五 S 《ドイツ* ミを. ドイツ も Ty が •を'； 
■民 麵臺 及ぴヴ <1 スバー デンの ド イブ 蘭 お 一が t * される。 

第 よれ 外* このが は 外 ■の S 窒傳 とな 雇す る。 この やぅな g 道は を 化を 巧され • g 巧が 巧 


巧され な 正と 加へ る。 

第 八 巧* 作* 國巧圃 ホ K 於け る ド イブ ■書の 巧 a をな 巧と する。 ド イブ ■♦を » のた 》の《 
研 巧 画 體及ぴ ライプ ツ*ヒ の ド イブ 文 摩 fcc 鲁卞 る。 

.画 文書 尽 Rdchssc 置 fttums ミミ)* 又もの 管！！ 下 K わつ て、， これは ドイツ 画 ♦のた A の 貪 R 的宣 
麻た 斤つ た 6 •出な ホ、 着 蓮 家 K 巧？ た 典へ た > 、画 民 文 ♦及 ぴ占压 ■ホの た わの々 伽 ■體相 K 巧 
を E 督 する ゥ 

巧 九 巧る お藝街 は圓巧 かのを お藝術 • « Kg 驚會 わ 巧 n ずる。 藝街 かお 成の た A の函餐 A か 
この 下 化 立つ。 

巧 十 巧 音 巧 は函 巧の 音 美演妻 ks する。 ぺ *9 ン -ブ， ♦一— モニ I 有度資 化. 會れ はこが 
化を 屬 し、 持 巧は を 巧の 手 おわる。 • 

巧 十-か ■民 文化 勞ホ この 巧は 一九 111 よ 年 111 月 化， 餐 一二 巧の ラゲ* 巧から 分れち をの 巧！！ 
ホは 同時 K ナチ ブ圓體 の 「ちび K ょる 力」 ■の疆 巧 上の 巧 ♦者で •これ K ょつ 「 DAr 」 《ドイ 
ブ巧備 « 寒】 の ■民义 化 巧との « 力 k * みする。 

X X X X 

« 二！！ 围 RK がける 資傅 1111 セ セ 


•« 0 «偉||||と其 0 資|| セ A 

更 K •本を K は、 かを 巧 致さち 會 、一 ■外客 瓣致 ■« 夏ぴ 一九 I 二 111 年 化 巧 十二 日のを ♦化 iAK 立 
され、 を K イプのを をの 庚吿 觸 度た な 奉ずる 「ド イブ g 濟宜傳 を 興會 J 等の 化さ f の 組織が S 
し V & る〇 もの 外化 ♦. 
r ■文化な」 が ある (き_章|】。 

「 K イブ 新 W 全國 組合」 とれは 公を 上の ■« で •各 ド イヴの ま « は •覇 乘ぶ篇 Kg ♦される こと • 
化ょ つて 本 組を 化 所属し， 义 ■文化 院 及び 圃 新— お 巧の 巧 ■專 n & 合に 化は る •二十の 地方 組合 K 
々れ 、職業 夕请 への 金 ♦及び 取 巧し Kg いてみ 栽し、 又 編輯の た 會的事 巧 及び ♦!! 着の 興擊 のた A 
k * 力す る。 • 

「ド イブ 政治 大學」 r へグ > y 】 

二 ♦巧 ホは 巧 ♦巧の 謀涅で •&繼 ホ 靑卞 る？ 地理 致 ホ ♦、民族 m ■•東 ホ而聰 •巧 働 奉： li * 
■R を、 g 濟 資源 巧 巧、 ち マ^* シズ ム のた 乂の特 巧 研究 巧が あ* •文 t ， トブ— •ユ I ゲント. 突 
gK 及ぴ訓 辣巧吿 ホ、 ナチ タ« 人 面民坟 治# ホ 學« のた A の W 巧みが わる • 

又】 丸ー ニと 年 一月 一二 十日のを 舍 (を ミ C 五 5 の « 斤が 本省に ホ ねられて ©る。 このを 令と 玄 
ふのは 「» 術、 巧學 のた A の ド イヴ 函ち 貧」 の 《 をで •これに ょつて •一九 II 三 ハ 年/ 1 ベル 貧 》 輿 


化 ■馨サ るれ さ 恥 « 的な 出 來»わ 断が a ける た A 化.# 來ド イブ 函 民に ノ—イ ，貧 受領 fc 禁じた。 

■民貧は年*1二人の巧||わるドイブ人ち ホ令十萬クイヒ * こクのさで、 ナ* ス黨の乂食當 
日 化 度を 儀 また 巧つ て 典 へられる 。《な 下ち tt 一 

大« な 上が ク <»グに みれ たを 傳ぞ であるが •年 艦の R ぶと 多少 相違ず る » ♦わら •比 g の 上 W 
究 されたい。 

第 巧 巧 固 文化 院ろ 化を sl ^ ultufkamm を 

二) ■文を es 

「國 をは 文化た 角る する ことが 曲來 ない 0 I 函 家は 巧に •文化 する 3 族に g ホち •をれ fc 

巧 ji し 巧る に* ぎない 0 J ( a が ■爭レ 

一！！ 文化 院 はを 巧の 宜傳場 ■ではない が、 ナ牛夕 •ド イプの 本質た、 をの 文化的 內《 の侧面 か'^ 
i け i ゥ とする •ち 化院が 庚義化 解した ナ 手* を »化對 してを け 耗ク巧 « は ホして 僅 みのもの 
ではない と あ ふ。 ナ キタ • K イヴは、— ちた 九 牛夕义 化の 立場 K なつて 指赛 しょぅと こ、 ろみて む 

111111 HAK ♦ける 賓娜 «■ セ* 



• ailoAlkllfl と 其 OXB AO 
る。 しかも、 もれは ドィッのを 精神 か RK 王つ vt ♦•いは r 义 化は 巧 族 的 面 巧を- ■養函 化する 
巧 ♦であつ て、 尙 且つ か < わら ♦たいとの 度 画の 下 K 义化 のな « が 斤 はれて たると 観# すべさで あ 
、.らう。 责巧 巧、 巧を 文化の 真の* 礎附 けがない とこる 化 •本 當の圓 寒は 生じない ものと 云 ふべ さで • 
、，バ トブ|はみ化この»化着誤して公た。 けれど4、「文化た上巧か^1^||るずることはナ千 *圓家の 
意 ■ではな < 、文化は ■巧の 中から 成 ♦する ♦ので ある 0 S 巧 時代の It から！！ ての ホい ■家！！ を 化 
よると •文化は 隹人 のこと、 して •画 ホと 對立さ ♦てむ たので あるが. ナ *ス化 とつて、 文化は ■ 
巧の 巧 « でみ つて、 画家の 任務は 文化の 巧 城に おいて、 有 g な ft 力 k 巧 原し •價値 わるものた 巧 進 
さ#、 しか ♦•困ち 共 田*! Kg する 資任觀 をのを 牟化 巧つ てこれ fc しようと する もので わる。 この 
意 ホで、 文化の w をは 個人的で 自由で わるが •ド ィヴの 文化 致 策た 巧 ふた A 化は •を 巧 城の 义化 H 
巧 春 k 國ま 指專记 ♦と 化、 «| 的な 童を 巧 成 化 絲巧 ずる ことが 化 要で わる。 これは 巧 級 的 構成 じよ 
つて 斤 はれる」 (Rei を Miwel 巧， 2 r . 泛 5) ので ある 0 
この やうな ナ千 K 雷 巧者の 3 葉に よつ て 解る やうれ . g 義 の宣傳 から •义化 の 中 化 ■家 巧の 
. 意 ホの 表 巧を 求 A ようとす る 庚義の 文化 « 傅 化> し、 國义化 K の タク 童 ♦は大 さいと いはな けれは 
ならない'* • 


画 文化 巧は 一九 111 三年 九月 二十 二日の 法令に よつ て 《 をされ ((_5 S >， KK 、 をの 細目に* い 
て. 十-月 十一 日に 田 文化 院巧斤 かが « をされ て わるが、 較 ホの 第 置が によつ て、 こ、 で* 味す る 
r 义 化」 とは- ’ 

ィ 、一 お K 公* される •あらゆる 藝 術の 刻る 及ぴ藝 ♦お «。 

0、 印刷、 ホ畫， ブデォ K よ* 公衆 K 傅* される •もの 化の あらゆる 精神的 扇を 及ヴ 6«。 

である ことが 解る。 又 巧 じ < 第 一二 條た 見る と、 画 文化 院の使 ♦は rIEBgllHK 傳 大臣の 指 寒の 下 化を 
種 巧 巧が 円の « ての 巧 屬 者の 巧 力 化よ つて、 H 巧 及ぴ函 家の 巧 K ド ィブ 义 化た 化 進 さ ♦•义 化 職 霞の 
W 濟め 及び お會的 事み k 整頓し、 巧 所 ■!! 田の！！ ての 巧 力の — K I の々 街た 巧な する こと」 化 あ 6 と 
されて & る。 更 K 义グ ，ペグ ブは函 文化 K のみ々 巧の 鮑 栽の ♦合の 席上で 次の やぅ K なべて わる • 
「國 まを 會 主義 H まは 巧 用と して、 藝 術は 自由で わる。 巧つ <6 威を 組纖 K よつ て 置さ攝 へる 如 さ 
企ては ホされ ては をら のとい ふ 概» た 維# しなければ ならの •本 ホの 藝 術は 最大 可能なる の自 
由た ♦へられる 持たの み榮 える ことが 出 ホる。 藝街 成は 文明 一 «と 巧 ♦した « 度 巧 Kw ぢ こ： S る こ 
とが 曲 巧る と考 へる 人 ♦は •藝 術と 文明に 對 して 罪 k « してむ るので ある C なが nt 術は 自由で あ 
る」 とを ふ 巧、 なは 化 ホ R おいて •藝術 化 おける 絕姆的 化 無な 巧 巧な 巧が 自由 a るは け 口と 典 へら 

.>11 ■面 CKA け 4 實 ♦£ 八- 



と 其 0 貧！！ All 
るべ さ だ •とい ふを 兒 ひのけた いと » ふ。* 術が もれさ ♦の 進化を 則の 中で いか 化 台 お 
であらねば をらず、 又 あ > 得 ると いつても 、もれは 自 々が密 巧に 國 民を 巧の 基本を K なびつ いて & 
る こと k 威 じなければ ならの。 藝 術と 文明は 函 家と いふ 巧 4 る 大地 化 植 もこ 4 れて& る 〇 巧 つてと 
れは 永を 化、 ■家の 巧德 的、 た會 的、 民族 巧 « 用 K ぶ存 する CJ 

このま 葉は 巧谁化 K 文化 おの 巧 街 及ぴ藝 街を する ■なわな 左した もので あツて •圓义 化 皮の 
機能の 中で お 化 注目 すべさ 特徵 は. ナ* ブは藝 街 化 おける さ 由 k 巧 « して. & るので な < て ♦ろ 巧！！ 

み < とも 表面的 には >て& ると いふ ことで ある。 只 こ、 でナ * *當 巧 ♦化と つて 蔣 巧の 面 

B を 巧す » は、 個人の M 意 化ょ つて 自由 をす る 文化的 度 あと •これにみ へられる 圓家植 力 化 1 
る 度 制 的 童 ホとの 聞には、 を ♦ネ 盾が 生ずる ことが わるので •自由化 基 < 文化の 生產者 化 徒ら 化 巧 
謂統 《 がか へられる « 合 •個人の 文化の 巧を えが iWI する ばか A でな < •やがては 义 化を 化が 
する のでは ないかとの 懸を である。 この » 化 度いて •國 文化な 賴面サ ホ ホ •フタ— ドリ t •シ* ブィべ 
の 言 ふやう に、 「小麥 から 毒麥た 取* 雇し、 連ず る ものと 這 さ 3 もの、* 巧 わみ する こと」 
や. 「健を を ものと-持 的の ものと A れ 巧し、 血と 精神 化ょ つて ド ィヴ 的な もの fc 外函 巧な ものと 巧 
4 離ず J と とが グ ，ベ < ブ のを ふやう K を* K 貪 斤され る ♦のか どうか •今後 ナ千ブ K 典 へられた 新 


しい！！ ■.でもる とを はなければ ならを い。 I をの 世界観 わ两巧 K をんで ななければ なら 3 とい ふ ft 
化かいて •ナチ ブの 自由の 槪 をは 民族を 義 に* く ド イブ 的 自由と ♦巧稱 すべさ もので A らう。 

けれど ♦•この やうを こと t 論 巧す るのは 趣 g で 4 いから •更 化-ホ fc お：® て、 画 义化院 のち » 
が 巧た 见る K 、 I ■文化 おの 巧 立は 單化 文化と いふ 形 面 上 的な 傾 支 e する 巧な 的な！！ の 機 ■では 
ない ことで •をの ことは 藝 術を KS する 身々 的、 職 巧 巧 保！ ill 度の 規 をから ♦篇 はれる もれは 藝 
術 的 »« のな A 的 構 巧で あ 4、 4 た 文化財の 巧謹檐 n である。 もれに 就いて 、 I 九 1111 二 お 十月 十五 
日の 國义 化院 n お 式の R に •グ ，ベ ホスは 次の やうれ ホべ て、 國 文化 巧の！！ 爱 的な 隹を kg 調して 
& るり 

「われわれ はなての 巧 城に おける ド イヴ 藝 術と 义 化の 善 さが ■♦である こと k 希望す る。 ド イブ 函 
ちた をし A るか ft は、 單 K 百の K の 巧 S だけでは なが。 精神の 飢 ft ♦亦 镇靜 されなければ ならない。 
あらゆる 正常を 巧 巧は、 われわれみ 文化 巧が 態と 精神的 M 巧の 新 お 態の 上 K 3 で されを けれは 
ならない。 われわれは ド イヴ 田 民の « 巧 力 わ 巧び w ホした" もれは g 者な < ♦展 して、 E 生した 画ち 
性の# 木の 上に 巧 おな 呆 K を 結ぶ もので わる。 をれ こを ド イブ 文化 K のち 義に 外なら 4 い。 文化な 
は、. あらゆる « 作家の おを た • -0 の 巧 巧 文化 ttl 化 おぶ する ♦ので わる。 ド イヴ 藝 術え は •もの 
♦二 ■— 巧に かけ 傳組麵 AII 1 


||||0重傅麵|1と其0«|| AH 

巧* ■たまけ て' 物 s 巧 存在の 债 値を 扇 あする と 巧樣に •藝術 家が 國家 K わい て鑛< ことので さない 
♦ので わると いふ 釀情化 立ち 歸 へら わげ $ら0。 新投の 文化 K 化 巧 巧 巧と か 反動的と かいふ g 成の 
槪 をた 超越して る。 もの 化 ♦は、 藝 ♦的 無隹 たを 代 的と いふ 假面 K をんだ 里 かけ 倒しの ft 人 主義 
ゎ 嫌！！！ すると 同 « に ♦年と その 館を 4 力の 達 おた 巧 ♦する 巧 ■反な 巧 S ホた 祿畐 する" ド ィプの ■ 
術は 新鮮な 血液 fc 要 ホす る。 今 われわれは 若い 巧 化 K ホ 巧して & る。 もの 擔ひ手 ♦巧い。 もして • 
に巧滿 する 理をも 巧い。 われわれは 最早* ざまつ た a 去から ホむ ベ さ 倚み も だい。 己の A 代 化 
意 右た 巧 示しょぅ とする 藝 ♦も#、 若い 威 動 k ♦つて 新し < 構成され なければ 《ら ない OJ 

巧の«首は巧立の巧か^l^日4で♦*と貧ilされてfiる♦ぅでAる。 をれゆえ化、 これは多少ナ 
*夕* 負か ♦々れ a いが、 ナ牛夕 の 文化* 制 稱 ♦すれば われわれ 外 画人は « ■なわ 子を 规と考 へ 
•ちで わるが、 貪は 単を る！* » の 城 A 越えて • 4 つと 高所に 立つ て •民ぶ 的 理念の 下 化 これ わ 推 寒 
し、 巧 護し •巧 も靑 てょぅと してなる ナ*ス 雷 局 看の 童 圓た をな 度外祖 する わけ 化は 巧 か 《 い〇俩 
へは ド ィプでは 扇 ♦ホ ど ♦公餐 •巧 ま キまキ 民の ♦のがみ < •画家の 補 かが 典 へられて むる の 《 ど 
はもれ で •化國 化 あつて •藝稱 が 自由ぶ 化される 巧 K1 ■の* 雄 ま義が g ■して •藝 瘡义 化の 餐 fc 
巧下さサる？とがあるのお反して、 ドィヴは藝撕の統制化ょクて. 隹客た指導し. 敎育し. ょ*な 


上* さものへ 引 さ 上げょうと タカして むる。 又 藝術家 化ち 會 的な々 か 巧 巧 や 職能 的を 巧 謹が 典 へら 
れ てなる の もや はらこの 巧をから 出て むる ので •文化 貝の 巧 ■貝は 爸、- 九 =1 四 年 二月 十二 B の ホ 
吿で 「》 ホ 巧 働 R 線」 の 一ち 化 編入され 《ので あえか 化 建べ た 一を 号军 十一月 一日の 义化 B 
施 巧を 巧-を々 の 第一 I 一條の やう 化 •文化 院は藝 術 麵苗巧 互の 綱® k かつた も •藝 ♦霞 ♦の g 濟 上、 
せ會 上の raB た規 をし、 义巧屬 ■:の 協力 Ki つて、 ド ィブ 义化 fc 巧 違 さ 古た 6 する 任 お fc * びて & 
る ばか 6 でな <、 E に ホ 十二々 の規 をの やうに. •トィ ブ ち ホ 皮 《を 香を cltuncnat 】 k 校 HR 
と 文化に— 款の あつた 人 ♦たこ、 化ち 集 するとい ふやうな 藝術 家に 對卞る 優 迅ホ法 も 講じて むる t 
とた あへ ば ナ チタの 文化 tt « は 文化 « 巧で わ 6、 藝 術の 巧 酿 であつて、 » なる 巧 壌 や BMIt 目的 
とする ♦のでない ことは 窺 はれる が、 义化院 はこの 理 巧の 資 現に 巧つ て* 進して & る ものと を ふ 
ぺ さで わらう。 

ここ 議义化 g の！！ 成 

次 K 、 が 上の ま 旨た 持つ 》 文化 底が、 どんな ♦巧み 持つ か、 左 K 画 示して みょう • 

{ を h ご so jahre II ミ des aatiora-sozialia な schcn Staate* 护 180 】 

誰 二篇 ■巧に がける 貧傳 im /五 
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右の 面と 次 巧 (II この お 明に i つて 明かの やぅに、 ホ會 « 巧は* もの 下にを 職業 別に 組織され てむ 
組合と 围» とを 持 クて& る。 したがつ て •.义 化 的 扇を K 巧 事す る ♦のは、 合 この 巧 織 k 通じて 直 
めには 職 巧が をち 巧 至雜巧 HR 巧と な > .同を 的には 文化 R の會 A となる わけで. 現存 ナ手タ ド 









イブで 义化的 鋼 ま 化な ♦して &る ♦のは、 この 何れ かの ♦請 巧に 巧 ■卞る ことにな つてね る。 さぅ 
して •入 含を ホ定ず S 化を 會 讓 受所 5 ちって •各 會貝書 ミ 去 2 S がわ*。 《丈 化 持 法 
さ I 十四ち 

. 國 を院の S ち 困巧历 ♦《所に？ とって ち へれば • I 化の 會 蒙も大 な この S 會纖巧 
'と 司 じ > 度た# ク ♦のと 考 へられる ポ、 -1十|11のを函的な專円組合のグ ク 1プ ー次項^^^参画 】 K 
- 々巧され、 これは ち 化 巧 方 的に 巧 分 « されて、 例へ ば 「ド イブ 巧 《» 斤 者 組み」 は 十々 •「•トイ プ雜 
巧 出 巧者な 合」 は 十 田. 「々ト ブ ，ク敕 か 新曲 化合. ~ は 二十 六の 小圓 ttk 持って る 0 

ブ レ I デイ 《巧 0 す rt >. Brady ) 巧は 巧 Hfr 識 巧の 巧を K ないて、 化 判して 公る が •もの ま 要な 露 
.だけた 述べて みると、？ K ナ この S はまと して •販ち 巧ち 新 M おそ 著な 家 成は 着 作家の 
曲 合た 通じてでは ホく •曲な ホ •プ n 1々1、 雜 巧. ホ資 巧な ど fc る じて 巧 はれて &る ことで •か 
一ち. 着ぷ まや 作 まの なおは この 出な 物を 巧 巧して 巧 さた 得る 商人の かや K 化 わられて むる とちへ る ■ 
冷ち すれば、 この 方を にょると •この 分 巧の 編 巧 まや 化 巧 業 > が遍 •不遍 k かまする わけで、 巧 人 
が 「小麥 を 毒麥」 た f をけ た* •「呈 S 」 た 解？ た* •碧 ホ 家ち 蓋 RS する 資任 k 

持た ♦」 た 4 する こと 化なる。 

♦二 ！ I IMCK ♦ホ &«傳組康 /セ 




鷄翁〇 貪 傑 c •と莫 OKU •八 八 

次 K 第二の# をは！ ■文化 R が 自治 Btt であると いふ ことで、 「個人の つま さす 董 を avo と 
i#J の 巧 用と S 入 巧 件 ゎ 规 ちずる 植さ 等が 臭 へられて fc* •「載 夕 ては！！ ■の 巧途 t ♦ふ 
意味では な <、rt 業 上の 利益の た；® の銳爭 である • X 會 貝の K 驗 k ■して ♦本 會康 巧は 植 力た 持ち、 
化 頓出來 る 入物と いふ ことが.- をの 基 羊で 明 療化《 つてむ る ♦ろな 人 扇 だけが、 巧 入 fcjt される 
ので • r 若しもの 人* が もの 化 事 t 斤 ふの 化か 要な 遺を とな 頼 住と fc # た a い ことが 祠明 すれげ • 
画 新 ■ 會議 巧は！！ 童 K をの t の 乂會た 巧んだ 4、 或は 放* する ことが 曲 ホる。」 {文化 皮 法 藥十條 > 
ものな 果 この やうな 人 ♦は 新田 ホで とれな 上 巧 動ずる 植 利と 失 ふこと K なる 0 

第一 一一の 巧 目 すべさ 特色と して、 圓 文化 R のな まは さ 巧 k 巧* する ♦のでな < •事ろ 巧證 するとい 
ふ » で、 これは ♦涯 k 意 ホす るぶ 由では a<. « へげ、 ナ * 夕の理 ホ K 反する こと さへ なければ、 
金 t 翁け る やう art 斤 ft は 無 制 RKliA られ てた ると い At とで もる" 新— 法は ホの ♦うなな 左 k 
出し V & る 《 

の 新聞の 指 寒 概念 fc 展— し、 ナ* ブ國 巧で 巧 ふべ さ化秦 t 着 wfc 示さ わげ ならの。 W ち •指 • 
の觀 まとは •巧 曲は 面ち がちの 手 巧と して •■まと 圓 民れ ♦仕す る 指 寒の 巧異 でもる と,^ こと 
ザ ある。 


脚 新 ■巧 力の 方法 fc 巧 確 K ずる。 お ♦方法とは 画 餐の新 MK なの ことでは なく •一 そのな 件の 
下 K 自由で 自 g 的を tt 力を 巧 ひ •新 历の巧 ♦巧 ■をの 童 ホで •をの 仕事の 遂斤 k お e し、 文 S 
かな 巧 動の 自由の 餘 地た 巧證卞 る。 

巧 管理の 新 おまた し •これれ ょつて 新聞た 爭圈的 件 ホ «化餐 へ、 指 專 せた K 家の ネ 化ろ わ* 
且つ か < て •新 n ホ K 巧 衡 する ♦のた 敎靑 して 争 — R の I A とし •义 かくて. な 等た 推 奪 看の 
童を への 訓練 ある 羅«に わいて 目 巧た 袁 酿 した 巧 集 巧 RK 巧 ■さ 古る。 

大 B な 上の やぅな！！！ を K 就 S てブ ン I ディは 建べ てむ るが •この 化に、 國 文化 院 のか 織 k 見る に 
指 寒 看 « 扇がと、 で ♦巧 K 目立つ て & る •絲碧 ♦扇 総 巧 も、 又な た 通じて •各 會« 巧の 會貝 も. 宜 
傳省 大臣 グ ，ペグ タ K 巧を され、 直接 彼 K 資任 t 執る。 ホ 等は 自分の 職み の成鑛 と、 奋自が 擔當す 
る 事務、 職業 上の 化 事に* して、 グ ，ぺ ，义 K 資な た 貧 ひ、 ーモグ *ィ , 义は 何 巧 如 巧 a る a 由 化ょ 
つて ♦•連 當在時 K « 巧した* •巧 下した i する！ •利 fc # ク v * c る。 

尙 其の 化 画 文化 R の 任務は •十一ち- BW の 施行 ♦第二 十五 巧から 第三 一十 « 化 互つて ホを されて 
& るが T ■文化 おは 巧 ■の領 城 巧の 事乘の g 餐 •関 隹、 EH の！！ 巧 件 fc ホを し、 この！！ 城 巧の ■» 
な 巧 S 、 特に •をの 包 巧す るみ 種を 動 巧 円の 两のお 巧の S 額、 構成に 围し 巧を を 出ず ことか 出 巧る」 
* 二 ■ HCIK ♦け S 畫爾 1111 八 A 


獅«《«修&麵 と 其 0«療 丸 〇 

(を 一十 五な、 ばか 4 でを く •巧 二十 八 巧の 巧を が 示す やぅに •「を 會* 巧の 巧* は、 

. W . 四な のをを になし、 會議 所の 巧* ちに 非ず して •この 巧の 包 お ザる 職 巧の-つ fc 斤へ る 

者。 

仰會議 巧の 一 貝に して • g ホ 巧 巧 巧を 化 おける をの 資 任に 巧らず、 會 •巧のを 令 化 違反# る 者 • 
が會 •所の-貝 K して •巧 巧な 合 化 わける 資な K 巧らず* ♦靖 巧に 宙 巧の* な た な# る 省 0 
K 對し y み 巧 巧た みぞす る こと ボ曲 さ更 K 、 第二 十九な は 「替 巧を 應 はお 宋 化ょ 6 .本 令 « 巧な 
ホび K 巧 二十 五 巧に* さ圓 文化な 又はを 會 * 巧の » す るを かを 秩巧 ずべ さ g # た# す* 栽が 巧 及び 
巧な ま 應 は函 文化 お及び 各 含康巧 しを 巧 補 巧 及び 巧 お 補 巧を 臭 ふべ し」 となまして •函义 化 R 
の咕ホ 的な* 用た 承 B して &る 巧は 特化を 目し なければ ならない。 

この やぅに 函 文化 院の巧 巧な 曲は 庚い ので あるが、 をの-例 わ 巧— お ホ化 取 クて考 へる と •薪围 
會 « 巧の 規を K ょつ で， Kgfc をけ •合 ♦まは 會厳巧 16 新 ■お 者 章た 下 » され-ち 傳 ちの 新 WE 
着夕簿化*«される。さぅして*化なは新—おホな合化か入して-新》お者の資^|た稱てから._ 
W の 巧 « 化と ■♦の 奠わ t おぶ。 このと さに-九 111111 年 十月 四日 » をの 「巧 M お 者を 」 {sdliei ミ， 
のミ〇 が遍 用され るので あるが •ユ グャ 人やナ ナブ 反 » 省が お外され るのは か 論で •更化 次の ♦ 


ぅな 人 まは な 外されて 0 る。 (巧 曲ち ホを 第 十四 巧~ 

リ 公 ホを を A さサる 方を で、 巧 人的 目的と 共同 的 目的と を 度 巧# る ♦の 0 
巧！！ 內 ホは！ ■ホの ド イブ g 民の タド イブ 民 巧の 畜を あ、 ド イヴの 軍事、 を ホは*^ 濟 た** 
A る ホ、* は隹 人の 宗敎的 敏威お た 省ず る ♦の。 

巧 ド イブ 人の 夕 春と 债値 た 巧 ふ もの。 

4 ホに ょらず し < 化 人の 名 春 ホは 繁 ホた 巧 ひ •をの 職業 fc 書し •侮蔑 fc 化へ る ♦の 0 
巧な 上の 外の 化 何 ホる 理由 K ょる も 吾な に反對 する もの。 

な 上よ 巧 曲食靖 所の 稱 巧、 沒 能の 一例で、 化の ♦巧 巧 も 同 «ナ* ズム の理 をの 上から、 か 《*奇 
« 化 が 斤 はれて むる のは ♦« であるが •われわれが 巧 像す る やゥ化 « 曲では ない らしく、 上 か 
らの > をる 巧* ではを くて、 寧ろ 下からの 狙 織で あ"®'、 巧 謹で わ A •向上への 寒さ k 目指しで & る 
.のが 見られ、 をの 巧を 會巧 巧は 田をから 强大 を權力 fc 附 ♦され々 自治 組合 »纖 でもる とちへ る〇け 
れど ♦この ついては 改» て 巧ち する 壌會 がわる であら ク〇 - 
《ミ) rF イツ 年！！」 に A る ■文化 RGHIf 

.最後！ i - 國 文化 おの 化 g た、- •エ S なを oh 吾た** sutschc Reich .--(1936】 から 抄譯 して R 巧 

» 二 ■ acK ♦け. 傳 ft * A - 



Mo 室 •■•と ミ •• bll 

へて みよぅ • •： 

函义 化院は 、.一 九 111111 年 九月 二十 二日の 画 文化 院を (注！！ SI，* 太 15 によっ て、 ド ィブの 公 fe 

的 ■« として R 立 さる。 セクの 會 * 巧 《公を 的 I 證 、から 成 6、 會 議 巧は ホ* のか 鬥の專 門 圓« か 
ら 組！！ されて むる。 

■文化な Q 任 ミ、 文化 S — さ g し、 5 た S し •か <v 、暑の •ま 生靑卞 るた 

化# た圓 民の 利 さに 去る やぅ 化 管理す る ことた ある。 

文化 持は 111 王の HIRili みた をれ ♦は、 地 ホ 文化 警理者 《 Land をら turwal ミ】 の 指 ♦の 下 化 わ 
る 〇巧方 文化 t 理 者の 化 務 は、 宜 なさの 地々 巧 指 寒 奢 ( Landewtdls 玄 ぞ吕) じよって 兼 巧 もれる 0 
画 文化 お 化は、 圓 文化！！^ 老な { Rdchskultunwut 】 が R 立され、 これは ド ィブた 化生 巧の gj な S 
の 人 Ak を そす る 0 

ダ， ぺ んス博そ 

♦古 フンク 

—丈化 营 理ホ (RewMkulturwals】 シ- ミ， 卜 •レオン ハ* 卜博丈 •♦ブ レ. i » ヒン * ♦ 

II 文化！！ { 巧 K (RBkIukultunelMO 



本 巧は 一を i 年 十一 旱 五日の ■义化 愛を の 訓を によ i まさる。 ( ii 十 互 さ ■文化 

讓 * I 施行を 第 壬ち を 摩 ミ 1 も 九 ミミ ミよ i 本な は ド イプの 文化を 巧の 最大に して 代表的な^^ 
所で、 tt 栽 及 ヴ國民 S して •■民のを 望 巧の か查 的— 化？ る最隹 sf とえ これは 
酿睾 まの 巧 立 4 で. ち 傳 さの 王座の— 《づ 『 SMal ) で 舍議た 圈 く。 

函 文化 お雜栽 化よ つて、 國 文化* を 皮には 次の 人* が 任を される。 

• 一 

- 、 ■文化 店から， 

フン こ Walther すま シ •'ミ* 卜 •レ ♦ン < *卜 博 ± ? 窒 3 己 子*^®** •モ ブレル (『••"* •ク 
ン ス, ヒ ン ケ 《左§ 里一を么) 

二、 國音美 ♦篇 巧から、 

，—べ (罢 9 ぎ ミグ レ- ナ — 博 ± (？ 7 ら f —】 • イ — レみ 卜 (ま 2 JI ) •シ "クイン 博 女 (9. 
ミ U ぎ！ 一)、 ザンデ こ H ミぎ を】 •アダム (Fi Adwn )， ぶ*，— I ン (左— i scf ム〇*®)， クレ 
，ブス (I ろシ - クン》 (ま in S-- さ) •バ ，ク 《ウス (WHhtIm Badchs *、 フ； ヴこ グレ こ 9 
. WII3 Furtw 一を 至 、 7 イツ ネみ (HS- 署 ミ y クレイ； •クブ ミ (cri も ri) •シ r マン ( cw * 
scuinn ペシ** K ス K (五生 nrkh scwwilg 、 

己、 ホ 巧藝術 s 所から、 

» 二 ■ 麵 內 K ♦け* •實傳 ■« A 乏 



self )' (な 下 十-ち】* 

、画 演義 から. 

シ- レツ セ* ( Dr . sthujtler 、 ク レブ フ • * loa ネ ) ( な 下 十 I 二 B づ 

、.画 著作 S 巧から、 

— I K , 卜 (H ミ SJOhgy ヴ<ス マン (9 WIMnana) (X 下 十六 名】。 

•一ー ホ M 2 巧から、 

ア1マ ン (Ms >ミミ)、 ブ*1卜，*ヒ (D,. Quo Dhtrich) 、7^下十五ホ)0 
• 画 ヴデオ #11 かから > 

F レス レ ル (口 reuler ^ ハグ ♦ 7 K 午イ (Eugs sadunovlk こ (& 下 十 III 名づ 
_ HRIMS 所から • 

レ 11 ツヒ 博 ± (1>， Lehnlchy ヴ ，イデ マン (wtdwnanlo S 下 十 IIIB ン〇 
-を 一三 ハ 年 田 巧 四ち 總お K ょえ— に 化 命され し ホろ 

》 スト ( f / ヒ 1 ルル ( Hirrl ) •クイ 博 ±( 0 ,. 1 ミ】 •ポ ウレん •レ 

，}、 フ * ン •シブ ， 《 (von sewradoo 




w 画 音 美 含 « 巧 

本を 賴 はを ド ィブの そ樂义 化の 中、 む 的 紙 織で ある。 もれは 中必 であ* •巧 お 化先靖 でな けれげ な 
ら ない。 もの 任務は •國 民を 化 巧く 隹 をし •且画 民 的 ホ 現 お ホ 現 する ことた 最《 の寒績 とする 
が 化さ •トィ ブ音樂 K •新しい 道た 圈巧卞 る ことで もる 0 

本會議 巧は 一二 十】 の 管® 化 分れ、 管 ’ K は 地方 指 ♦者 化ょ つて 巧 « される。 

，ち ，— ぺ (Dr. Pwer RJabe) 

B 巧ち グレ— ネ A ((Dr. Piwl CTMOer) 

管理 11^ 《p を dit) 

ブ-べ、 グレ|本1^、 ィ1レ*卜(宙生8 々ィ<* (『を* *を)* ザンブ'^ 《古ミ ぞを) (な下 
五を) I 

事 »多 者、 ィ I レん 卜 

«理»# 婚當 者， ク ♦卜 •♦ブ *シ ( K 5 K * nr ***) 

國 音樂寒 f 口 巧 姐を、 Rekluf ち hschaft Icomponuts) 

指導者 > グレー ネル (！>■ orac ミ ) 

H 音 樂を巧 合へ 夕た n プ wnwn ぞ ブ も) 

411111 ■<; に 終け る «傳 組！！ 


nfloM 傅 ！ III と* <««■ ♦♦ 

指夕 を ’ ラー ベ ( 日で 玄ミ Raabe) - 
H 音 i^s ホ専口 組合 ( 室 chfduA IcosertweMn 】 

指 f ， ク レブ X 博 ± (Dr. Klabt) 

をち 組織 巧 ぴ國巧 音！ ^ 口 組 を ( 夕 ichtfachtchnA ChotwMen and VoUinnuiIk 一 
指導 ホ、 シ •♦イン w ± (日 r . Ff ミぎ す) 

面樂 譜 化な を 専 口 ® 合 (R*lc を ndsKlwA ぎ At 己 ienverleger} 

指導を . ホ A スト • ザンデ A ( 至 ミ SancieO 

國 ホ！ UE 組合 ( ミ chffn-hKIMA SU ■ ぞ slienhAndler) - 
巧 ミ、 フ * シ ，— (W 巳を erF-itchg 】 

脚 苗 巧 お 巧 ホを 巧 所 《 Rcichskan き er を r bildsden Konste ) 

本 s 所は. をあ藝 術の 煩 城に おける ド イヴ 文化 t •田 巧 及び 画を 化對 ずる 資 巧から g ■し、 己 
れ化巧 R する 巧围 巧の 巧 力の 两化 •巧 街た 資す. 巧 巧 fc 有する • これ K ■する 化 ♦は •ド イプ t 
化 姑の 生 ホ.！！ 巧， 《 巧、 を 及を， もの 巧 巧 •藝術 巧 •經濟 めが 要 « 態 化* 應 される 職藥巧 ■令 k 
. 1 つてが « する ことで ある。 

巧 S •ホ-—* ブ ヒ (Elven H ミ ig 】 


麵 所®、 ッ 4— グレ ル (ミ もな CBieO 、 

管理 ■田、 ホ ■— ユッヒ 、ッ < — グレ， み、*， フ マン (ミ艺 き 三を i ミ) (2 S 下 八 名). 

疆 業 ■■ 

建！ 姐を (『ち 写 e ミ^*^ ジを S ) • 

遺函夕組を ^^"さミブミ) 

MC 裝 節 夕 組を ( 『 K ぞ 2 ミミ nenraumgettauer) 

IWMr kimwsnq 5を ご***^*9】 

彰 •ミ！！ 合 ( F ちぞ ruppe ミ 五 hRu ミ) 

實 用 お！！！ 夕姐 合 (『 K ^^ s ^ pt * 《ぉ" ish ち nphiker ) 

■案 お* 合 (『 R 忌 SPPC SUMCrtcit hsr > 

美爾あ •サ薰 せ 姐 合^ づ ミ^ 41^亏3 w き A も 宝 >3 まらら § s 至】 >) 

美睛 化ち 巧 姐を ( Fshgru ミ！ Cumlv ミ Icger ) 

契 •• ，人 阻を ( 巧き 7 ミミ XII ミ tverstfigerer) 

巧が 藝 術ぶ！ I 0 A 巧 合 (『 QC プミミ >9*& きを ミー 3 Kunit *) 

藝 術 • 藝 術 ま •エ藝 B 會 姐を (FAChgnl. pe ICun を • ICUnttlMMiml Itustgtwerblicht V ミ ー ミ ) 
«|| 隹画內 にか々 る畫傳 組麵 えそ 


师進 の畫 lUiii と ♦の資 麵 ^ 

似 国 巧 鹰會 mf 巧 {Keichsthc 泛 clrkimcr) 

^^會巧巧は、 «場、.ゲ ， プ * ブ、 グ ン 义«度の巧|1巧化おける義能的»み組織た代夕する。 をの 
♦み 範 MK ■する 函宙や • w をのみ 麵 にないて 巧を する。 更化 本會賴 巧は •長 W 历 化 正る 一 化 化を 
簡 する 蘭 巧 典 斤の 條し化 > して 巧 巧の 權度 がわる レ 

時 ♦の* 場 輿 巧の 巧 巧の みぞは •當 々3 だ 画 演劇を* 巧の 地 ホ 巧と g 力して •下 gft 督產 の義& 
でみ る。 

所 s' ,1 レ ， ♦,< (Dr. gs SchMmO 
♦イダ ご タレ， プ -A (芒 SICS そ) 

管理顧间、 シ * レ，そ 1^ ( 前巧】、 クレ，ブ 《,^ (uffiy フクウ 1 ンフ - ん卜 《Af Fnluonwd)(3T*<€> 

事！ BUM 者、 ブブウ s ンフ 《|<卜 (貧 曲 ) 

ミ 姐 合 

ダン KikW 巧 一組を (snhektverband <kr Tjuulahrtr タタ ) 

& 本 化 巧 會 (verelnigu さ der BuhMnv—kger p V .】 

巧 人 組を (R た ccish^chaft Art 夏ぶ ) 

巧サ ^^|| 組を ；をミぞプ>を巧 scb.iteuerj 


II 酿會貞 (tcorpond さ s ホを Oder) 

クブラ？ソ4 — グレ1^お围 (Icblnl-zieglentsullg】 (ミ》ンヒ-ン】 

ドィツ 戶か B、 田 民 B 同 a (を* c^3d dec doutichen Frcibcht-und volklicf pi&e) 

靑 年！；！^ (Theater der Jugend) 

巧 M 窠巧巧 R 责任會 tt (夏》 s ミ—* c . ? c . s ム 

ドイツ— 0、 巧 ■!! 業 巧 责を會 な (p; ミニ* ch さ Stelleinnchweb をを tschs uurc。 G.m.b.llc 
ド イヴ— fllllg 巧 rVer orgungunss》 をを uuches だ ミき 一 (ミ ユンヒ -ン) 

ド* ツ藝1^||^ぞ巧舍 (K§e3d5chaft d《r 一ぎミミ 。 Iwsicr e . v .) (ベ ル 9 ン) 

ケレン 大 UMBIS •斗 學巧 堯所 《演®®^ •心 (Isi ミ さ、 Theat* ミ iMcnic 霉ミ を unhmt lc6In】 一 
termuseuim (ヶ A ン】 

ドイツ 演 flii 術 巧 度 SM 口へ V ミす € t.6rdelung ご ミ f niic ミ Buhsnkun た タタ) 

州 ■着 作 會巧所 

本 A 議 巧は、 《 るを とし < 、成は 出版者 •♦巧な • g 本 商、 ホは もの 化 ド ィブ ♦» のを 直、 普及 ■ 
巧 論の かか 者と して •巧 » する 總 ての 者 K 對 ずるな 乂巧 組織で わる。 

もの 巧みは •をの 下 K 巧 ■する 職業 a 麵 のな 久 巧*! 備 •ド ィブ ♦の g ••巧 « •淸淨 である。 

誰 二篇圃 A に ♦け ミ 傅！ i« AA 


傳 貢 — -8 . 

巧*、 《ンス • ヨ— スト (前 出】 • 

« 所« 、(イ ン K • ヴ < ス マン (Dr- H*l ミ Witmann 一 
«* 巧 * (Mpruwso 、 ブ ，^ ンク (Bkmk) 

.管理 ■面， 《ン K *3 I スト (貧は】 •バウ ♦ ( WHhe ぎぎ,.】* ヴ<ス こ 《7 .ミ fi 】 (な 下 九を 
事務 f 者、 當 々ホを 代 SIWI 者 、《イン ♦博 丈 (夕 H * 复 

專円 ■■ 

**- イブ巧 ••合 (Bund R 生 Chideu5her Bgchhindler 】 

、 (ベん リン) 指導者. バウ ♦(前 化) 

P イツ ■良 ■ 書攝 ■■ (verband Dcutachcr VoUtib 医 iothdm , V.) 

(ペル， ン) 指導 ホ、 シュス ナ ♦博 ± ( Dr . schujter 】 

を 巧緣 、•ホ 4 tS な を (Rekluverlid を > を 81buch.un<l AI - を ミ l-uch ミ lwnH . erbM 】 

(ベ ♦ 9 ン レ 指 f . シュ ミ， 卜 

け！！ 巧— 會幾巧 

本會麵 巧は •ド イブ 新 《 のち乂 的た を樓— である。 ド イブ 新 W おは、 ド イブの た 化 ♦載の み*— 

化 五つて、 量 . W 、 夏 蓄惡ぴ R ま S 」 て 5 た吝 X 任 At 有す ミ SS 装 在 


をを 的 影 春が、 化の 含 織 巧の 任を で ホない。 もれは 寧ろ 赛ら宜 » をの 春稱領 城で わる。 新 M ホめ を 
動のを 巧 的、 巧 人的 & おのな 置に 比、 一九 量 年 十 昼 B の SS ホ 法 (まま f •セニ _黃】 度ぴ 
ド イプ 新曲せ 合が わる。 

を 轉裤成 上、 固 新曲 會績 巧は、 專 円な 合 及び 專 内* « で 巧 はれる « 隹斤爲 及びを 巧巧爲 fc 指導 的 
に 總 おず' 0。 巧 ホ® 仕事 《重 曲は、 をれ 故 化、 を 0 專円巧 城 化 巧 g 卞る ■ちび ミ 分巧國 W 化み 

する。 - 

巧ち、 ア| マン (sax > i ミ) 

• 巧 ぞ、 デ 41 トリ， ヒ ( 〇ク Di ま ミ 0 

g 巧 •牌 、 T — マン (巧 出)、 ビシ ■，フ (空 星 も) (化 巧 書 巧を) •ハイデ ( C ク まを) ( W 下 十を) 

事 巧 # 巧を • 9 ヒテみ 博 女 ( 口， 玄曼ろ 
專巧 Kffi 

•ト イツ 巧— ち 巧を 巧 合 (窒产 す srband der DcutKf ジ す U き verl ま 0 巧 巧者、 プリン ク マン (まを 3 S 3) 
ドイツ 度 茫化お ホ 巧な (を 宴 ミ を， G 2《* ch 3 ZcUk す 苦 sverlclfcr ) 巧 巧# •ピシ ■，フ (か化) 

ドすゾぉ吿巧信化岛を 5cic!wvcrban<i dcr DCUUCISn.KorrMpondcB uad Nachrlchsnburo^ ( ベ ん 9 ン) 指尊 
者 > アル ブレ だ 卜巧 ± (l>n A ミ rccht) 

誰 II 篇 H 巧に がける « 傅 1|雜 一 0 一 


(0 


揭 島 c « ♦植 ♦と 其 evil 一 Oil 
巧敎巧 M 組を (を ミミ ミす をを， ミ 53】 を Hen preue) (ぺ 9 ン) 指！！^ •ヒン ザレ A (Hindmr) 
々トリ， ク敎 历 組を (FrlchKhnA dor k を holttchkirc 艺 icheii pr * M0 ) (ベ 9 ン) 指導者 •アドん フ ( A<iolfJ 
ブデ オ巧历 姐を ( Flkcl ミ C 二ろ nd der RundAmkpmse 】 (ベル 9 ン】 指 •フ ヴ ンケ 

宜傳 雜 誌 商 組を ( ぞす さ " den w^rbendtn Zdttc す iAeahMMIel 】 《 • へ ♦1 ン】 指！ ^ • シ * す •* ツ 参 A 
(seoneo 、 

ド イブ 巧 M 雜ま巧 A 組を (づ 9 をな sesher ジ ぎ ng ••ミ d stKhHIUA-Grottutes) •寒 者 •シ * ナイ ザ* ハイ 
ン ブ - (を-ミミ9畫50 《 ZJ 下を》 ぺ 9 ン 所在) 

ドイツ 巧访 •誌 か資巧 組を 《すす htfKhKhaft を cleutKhs Ze ぎ さ .und zeittchriAS •区 nleuMndcIS) 指 jgmf* 
シ •クイン ホイ ゼ * (sleinhluier) 

ドイツ 师 ♦w 資巧 姐を 《巧 •r 》 *v€rband を tutcher uahnhsfIbuchhAndler) 指 QIMIQ • ヴ スト 《 wust 心 
ドィツ 巧历 組合 (Rekh ミ wbimd を を ItKhe 。 preue) 指タホ • ヴ ▼ イス (W 企 M) 

ドィツ 新 H 遠た 者。 合 ( 巧 DcuUcher presMsnocnlTlhen) 指 尊 お • ヴ • ン K9, ヒ 《 \veMMCb 】 

化 巧な 巧 ホ * t 組合； wrh を ft を <crlll{tnngc^lten) 指 尊者 • n ル チイ (Korthy) 

國 ブデォ >識 所 (巧を 地べ ホ ブン】 

のみ 灌 所は. 化の 會 « 巧の 化 < •义化 範由 における 個* の 職業 苗 紙 た 巧 liV るので はなくて. 


をの 主な 化 巧ろ クデォ の 巧 お ♦る 星ち め！、 ち 萬、 s 的ち 5 め 一 《に >5 る こ 
とでみ る。 

S 組合 • ssli 、 化の 會識 所には 奋在 しない。， チ is は、 今日に まる 4 で ミ 管 K 
化々 度た 持つ て 0 ない。 を 巧 K は、 ナ ♦夕 黨のク •チ i 城が 致 治 的のを 動たず る。；* 5 管 K 
ラ •チォ た督 が、 巧*' 含識 巧のを 巧 ホと して 巧 致される 0 

巧ち、 ドレス レ ル (sorft D ミを) 

« 巧 « 、ハダ ♦ウス ♦» 《至を i 義こ 

管理 B 、 ドレス レ ル fi 出 >•《 グモ ウス T (前 出) •ボィ i ブル グ (**••*"*1】 (な T 九 名】 

IMMW ■者 •パ* >プ ，シ - (7 をヴ ミプ) 

助 圃 映 畫會讓 巧 

一九 量 年 看 直 BS 定装ミ S 蔓 ミ* 二な SS ?— き ミれ げ •本 ミ 

所は’— 濟の巧 由两化 於け る ド ィブ A — ミ f is ♦の SS 要さを ss 及ぴ 
■家 •舍 、碁 扭化對 して 代表し、 又 巧 さの 正當 なる 含た 《を 古ん とする 任務た 有する。 

巧 長、 レ— さ， ヒ 博 ± (？- 昏】 

« li 围 C をけ * ss -S 


s. の 《 傅 組義と 其の 貧 R 

■ 所ち . ヴ ►イデ マン (wcidonwm 】 

音 巧 一®、 レ — n’t 《 » 巧 )> ゲ ，イデ マン ' ペリ， ッ傳 ± (Dr. Belui) (a 下 八 ホ】 

■se 

プ n イズ * ング音 • ホ ま ♦な ((Brcu 己 ng TiyRC3 G.m.b. 至し ( ベ A ， ン】 

ナイ ゲン • パイ * ル X 脸ま (Lnbstorius Eugc 。 Beyg 一 
，， I トケ - BI シユク 'イン 會せ ( ( J . e . を夕 9. 》 を た生= op ) 

ピアス 音*！ {畫 企業 組ム是 ま舍な (TobIM Tonbud.syncwtn; G.) 

音 春 Mg 有皮資 巧會拓 (KlansAlm G さ b.H し 

—グノー<ま||议»ブ" イズ/\グ：|^^舍拓 (じち— =ミ玄=一 ぜ*き fsii } 
フ， I ス Rir せ ms 具 株 ま舍肚 (ま 8 > ご. .0*1. ミ 『量 i T ミき こ 
ダ— • B I レンツ ホ ま會な 《 G . Lotmi Akt .. GM .】 

X X X X 

as 及び n 技 ま 

同 ( ミ S ユを 9 Filiach ミ 芝 

フィみ ム Be' 給 巧 (Fils.K き ニ ミき ミ玄 


畫话用 巧 巧ち® 資任會 tt (3 一 复畫一 《穿を ご- 3 •ヴ -玄」 

1 フ 4 ル ム文靡 (K 0 す h&lnurchtv) 

IMSHIg 事 巧 巧 (Biiro を luicbtsmdrAI ちを さ ミ 

第五 章黨內 部の 宣傳 組織 

♦ 

t ， トラ I はもの 自 傅の 中で、 「宣 なが 巧 ふべき 仕事は •この 理 をのな ♦者を » みする ことで もる 
が、 組織のを g 巧な 巧 巧は、 この 信 ♦ホの 最蕃 の、 ものた 巧 用して、 黨の 活動的を 黨* K ずる ことで 
をければ をら をい。 

宜 なの 最 巧の 仕 ♦は 巧る ベ さな* のた A に 人 わ 獲 巧す る ことで あ 4、 化 織の 仕事は を 傳 fc 窗 行ず 
るた A K 人を 獲得す る •ことで ある。 を 傳の巧 二の 仕事は 新しい ま義 K ょつ て 現存の » 情 Afcs 卞こ 
とで あら •が 織のを れは權 力た みるた AK 田 ふこと で わる。 精力と 膽 力とは た*、 人 « の 一が々 に存 
をす る だけで あるから •この R 巧 わなら をい 組織た 持つ* 動は 何時か 巧くなる であらぅ。 をれ 故 K 、 
をの 成 巧を 支持し ょぅとす る 限 4 .至 かは もの 黨 なの 巧 加た 中止し •をの 後は ♦乂 のを 度 k 裤 つて、 

*1111 M 巧 K が 口る 重 «||« 一 〇 五 


««0«傳||織 と 其 exit -OA 
只 « を 的な ♦査の 後 化の みもの 狙 織 k 讓大 する やぅ k 考 ■する t とが、 たと： S 自己 巧 存の目 巧の た 
A だけで もま 要な ことで わる 0」 と 法ぺ てね る やぅ K •もの 巧 巧の み 巧 化 おいて、 ナ 手* の 室 傅 家が 
改敝を ホ* し •を 綱 kA んで脖 巧の 地ち し k して 行 < と •これ Kil いて •多 & の化纖 家が 餐 からつ 
ざつ ざ 化み 地方 K ミ* ンへ y の 中央 本 巧の ♦の K 巧 ♦た rg 色の 家 J k 建て、 地 因； sfc 行つ たので 
ある。 又 「一つの 組織が 直面す る 最大の せ » は-早く 成々 すると、 未熟な 詹麗 の* ゎあ< ♦夕 < し 
ずぎ る わ もれが わると いふ ことで ある」 (我が IM^】 と t ， トブ— は 述べて ti、 をの 姐 纖の中 也は 柔 
|1|ホたおいて少數の異化巧賴するた足る人«で因《て扭織た强化する4ど， 僅かと人の黨厕か^AS 
♦し < 'ナ * 义函家 fcg 技す るた K には •ち 傅と »纖 とが* A て 巧 ホ 化 おはれた とい ふ 外は 在 <• 
t， トブ— は 「a が B#」 中で •黨 のま— 持 代專 らち 典# fc 持ち •をの 巧ち として 巧 ■した とと 
たな 值 して & るが •ここでは •&權 獲 待 後も黨 組織の 中で、 宜傳が 重要 ホれ 円で,^ る ことた 首 友す 
る K と -VA、 をの 巧 巧の 巧の 肤な K 度いて は 前章た 夕 巧され たい。 かく ♦目曼 しい 働 さ k した 篇の 
ち 傳れ 織は* 宵 普の 宜»ぞ が 立派 K«« された 巧 も •巧しても の 行 中止した とい ふので は 立く、 
♦るを 蕾の 宜傳 » 機 N と 巧ザ應 してを の 影の 如 < 手た 化* 合 ひ、 現を は 専ら 篇勢 ホ镇の 地下 a 巧た 
Rw して 公る と 見るべき でもる.。 を •♦合 Ki つては. 宜傅 省は > 化 外 お 的な R 纖 K とど < つて、 



呈 s ずる ミ ss さは 含 is な 《のち— じて 巧 はれる とちへ るで わらぅ。 

黨と度 巧との S は 5 V 巧 密な馨 《を 《つて C る こと 萬な の 蓮-' でもる が、* V の S 化貌い 
y は、 本 S の 「ナ： 及び 77; 卜 ■家 ■.を 參琴れ るの が 便宜で わら'*' かちこ こでは 大 g 

の 勇に 止 《るち 黨の 「含 巧 ま」 《窒 0— ぎ 男) K 寞 S 巧 ま-を 巳 ミ 4 かわ クて 

前者 K は 十九の 巧 巧 一 Rekhf ter ) が 巧 ■してた* •又 後 ホの 巧 寒がは •大 管® 《を" f 】 k 管 

» し 、大 S は更ち 地 城 吾"》 臺 、地 巧美围(0 ュさ C 曼 、ブ こ？ だ 一更、 ブ "，クミ， 

• 留 宴 0 小 sk# ミミ。 且つ 5 を S 寒 巧？ Reiehskfg) が ナ三累 S 生 

ンへ yKII か Si て ミた た、 ベ 7 ン K i 巧 事務局」 (を 旨ち を ) fc ■いて ft 府植 
■との！！ ミミた ミ' 0。 -K 管® ミ* 大 さい ミ 指 城で •な 前 ミミ ー十 二 K 々けて む 
たが、 現在は ミ 合受 5T*; 方 0 併合 化ょ ミ军 s でて ミ。 且つ をら の 小 細 
15 お ♦者》 けが • 髮8« と s ミミし V、 反 ssi— た ミ f とも S 

しなければ をら 4 い。 

忘 上 至 十九 《 「1 巧 ま」 0 中で、 ま 事 f 芝 表は‘ 「ミ まさ 一*"*""****^— 

pmdaamt 一で •現を は宜蹇 大臣の V ぺ こが 兼 化して ミ •をの 下ち 「2 的畫 ま」 B ミ 

*1111 s ち ミ 重さ！！ 5 ホ 



<0 •「ナ 牛夕 福 社 ■- K&o 2 S . VO ぞ "wohlf ちュ e . v .) r ナ手ス «時«# ホ 巧 ■巧」 ( Zs - K ユジき pfci . 
sbrgu ちゥ V . 「ド イブ 宮巧 を函巧 SJ 23 窒〇す S を W をた 3 口 sg ヴ S Beamten e . v .) r ド イヴな 

術 巧 ナナス 同な」 (der ZS.BUnd Deu ミ her Techn ぞ er 】 r ド イブ 巧 働 載 線」(&0 す > まを—】 
夕 圈宙 i ぴミる さ ■も f れミ •のさ 巧 かわ* •最近は 一を 二へ 年 十二月 一日を 

な Vr ド イブぶ 有な 會」 ( を， NS.Rdchsbund を Ldbe を bIS ) 《 NS 妄を IBS に 5 されち 
如 ま SSBJ 宫 己の 法的 人# た 持ち •をの g ミ、 十 牛 ス黨を ■がまの ■會宮 A 
( Rdch " schatii 畫差ミ まけて ミの 義 し’ 度 者の 「坟？ 皮芭 S と S つて •何等 
のを 的 入 巧 か a く.# 産 も 巧 有して a をい。 これ S ずる ものは、 「夕 gp (を ミ 「 S5 言 
•遥 、「ナ 乎 プ自巧 車？ 《を N & ミ 1 S を li •をす すら ミ-を ミ】 • 「じ， 卜， ，•ユ I ゲント」 《を 
曼 穿 ju 内 C 呈 r ナナス 巧 入 5 言 NS き isch 呈、 r ナ 年： ド イヴ 畢 善？ をを 客 ミす 
ぎ d 3 ぎ bu 呈 であ クて Tt ， トクこ ユ— グン ト」 (《十 因 まら 十へ 芝で】 化を ド イブ 少年 ■一 
《 Deutsc す こ 己 ngvolk ) 《約 八 歳 ホら 十 空專) と 「ド イプ 少女 ■」< m 3 2 客 旨な 己 5 
JungmSd 芝 《八 歳から 十八 5 ごの as が S して ミ。 

• ， 卜 ，こ ユ — グン ト をの 壯化 巧い y は 後？ る 答で わるが、 ここで 特化を ちして ■くこと ろ 


»二》 —A にかけ る々 簿||蠢 


1C 先 


«•©« ♦顧 •と 其の* » - 5 

alj 巧 慮の 中で、 上 ホの 巧 R 申の；. と 「« 畜 HJ とが 特 K 重大な 巧 と* 巧して & る こと 
で、】 九 I11H 年から 獨立 のな R となっ た 「親衞 R 」 は 本 巧 C ， - •.ブ —の警 ■のた AK - 九 二 五 年 K 
&纖 された ので わるが •もの 後 ホ 第 K 画 巧の がま •內 をの C 督の 任務 わ も 引ろ 受け • では 義衡 
» 度は 內 巧る 內の警 を ♦巧た ♦取な って •國寒 壌 ■としての 替 g との 建 絡 わ» クて& る。 

これに » して 「巧 5」 《 stuiAbtdlung 】 ♦ホ 黨 巧 巧の 上で 重 « な* た fc 持ち、 をの 由來は t , 
トブ— が 軍 R で々 A をつ た 靑年遂 fc 集 A て會み た 守る 目的 K 使用した ところ 化 あるので •一九二 一 
年 十 I 月 巧 日’ \ン ヘンの ♦ 1 フブ 》 ィパ ブス 《 Hcpriullas } で— かれ々！ l - K 會 の*、 化の- ■の 
巧 人が 反 た •るする た AK 大巧 nfc した 巧から このぶ 稱 fc 臭 へられた と t ， トブ— はを の自傳 
で 19 ベて a るが •專ら 大棄會 合の 整理 •酿瘡 巧の 值黨の 巧 ふ I 切の 示威運動. 大舍 等に 参加して • 
褐色の シ* ブ た ♦用した 突 1111 の S ♦たる 巧 逆は 黨乂貪 其 化 K は 缺< ことの 曲 ホ ホい 宜傳 巧な ♦物 
とされてむる けれども又>實貧的化軍»と面民との建«たホるばか6でなく.义巧^^化有事の場合， 
軍 R の 捕 かと ♦なる のは か 論で • S はば 黨 が-をの 巧 巧を 圈お しょぅと すると > 、をの キ足 となつ 
て、 これ k な 巧した*、 反 新* た 巧 原した A する のが 夕5 の 化# であって •お 今は 曹 餐の》 力は 
持たない にも 古ょ •われわれが 新 历わ讀 むが 合 •かめな あらゆる ♦件に がず 化 等の 巧 ukase # 



が 目 化 入る ので ある。 これに 巧 巧した 化 織 fc # つもの 化 •上述の 「ナ 千* 自動 寒 が あるが •一 
九 I 二 |二 年 八月 二十 I 二日の 總 なか 化ょ クて獨 立の 巧お と！ HA られ てむ る" 

一九 I 二三 一年の 二 •！ < ン ペ^クの 黨大會 の お 麵ゎ 見る と. 千 おの 巧 ちと 載衞 Rfl とお 参み し， 
更化 一九 |二 置 年の！ |乂 會の巧 *9 化は •ミ、 8 A 、 ナナ* 自窒 R •务さ 化 巧 其の 值 •軍 
flK 斤 接 等が 參 化して & ると と t みる ならげ、 これらの 黨組 綴の 「巧 R 」 が ナ* * を W に 巧つ て & る 
巧 合が 巧 RK なる でみ らう。 

黨の 巧な 巧が 所を する へ y が ナ千夕 をの ィ ，力と して、 ドィツの « 神 的 なぞ 巧で ある やう K ， 
み 年 九月に M 巧され る 二-, グン イ火ク の黨大 含も黨 のぶをの 上に 巧い 意味 fc 持つ もので この 時は 
を函ホ地から幾千の代ホ者が集クて、 「ー ィ^^*ヒ，トブ|」と叫ぶだけであるが. ナ乎 *め#ウをれ 
化 も 巧い# 图氣 K をつて 威！！^ るので •二- 1 ^ ンペ <ク はいは ば ダィナ* で黨 化巧氣 たを 乂し最 
♦ま！*の地化4でこれゎ傅へて&るやうをものでわる0 ずぐれたち傳家ヒ - トブ1は大棄大會の— 
へるな 果 K 於いて 次の やうに ホべ て 0 る。 

「大衆 大會が 無上に* 1 なのは どうい ふわけ かとい ふと •不確かな ±臺 のろへ に 立つた 個人 か、 新 
しい* 巧に 赛 加し ょうか どうかと ホへ てむ る两は • g * 姐 巧 K 宿る もので わるが. 一た ぴ をの 人历 
♦ li M 內 にがけ S 寅 傅か a - - - 


50 室 傅 ■!! と 其 0«R I-II 
が 化の み < の ホと-緒 になえと •同 «威化 ょつ て 勇氣と 力と が ホれ v< るからで わる •侧 ♦の 人两 
が 新しい « 巧を 巧 ♦植 化は ずる 幾千の 人 同化と A かこ 4 れ ると •大棄 の 巧 示す る ■術 的《« 親に ょ 
クて 足た さら はれて じ < ふ。 彼は* 服卞る >J 《我が さ】 と〇’ 

けれども この や •うなを 傳 は、 やがて 一 «涵 巧 fc 不威任 化する であら うと あなずる 人 ♦あるが， も 
_れは又舟の面8で. 只ナ*夕致巧がを'^ち看いて來る播合は. このやう^街巧^疆ぞは次露化城 
ホず るで あらろ し、 又もの 巧 K は ♦つと 巧な « 傅 々をが 考案され るで あらう 0 







たし 











莖二爲 H 巧宣傅 組織 0 巧 動の 實巧 

.な 上で •大略の 宜傳巧 織た 終る ので わるが •これは なけの 文 ♦化 栽せられ た 公け のを 巧を ■の « 
楼 》 であつ て. これらの な 織が、 貪 R どんな 巧 巧た をんで むる かの » は、 宜 A のを R 上 祕密化 ■し 
て •文 書化 ♦•雜 ち K も、 ド イブ 本函 ではな ホされ て 公ない 場を ボタいで わら ゥと » ふ 0 巧つ て 出 
巧る だけ 正 蒙な をみ K 據 らうと せひながら、 逮當 を* ♦•文* がない々 》 化、 觸查が 不充分の 結果 
、 とを つたの ♦止む fc 冉 ない。 本ホ據 るべき ♦のとし < 、上述の やう K 本圓 でのな 《 が嚴 ♦である々 
A に、 ド イブの 文 ♦からもの 端篇 たおを ことは 困難と 思 はれ •巧て ド イブ 疆を のか 画の ♦>、 馨 
誌な ど 化 敏見 され、 K イブの 立場 t •反對 ホと し VISA たた 、かへ つて 比教的 化 正 得た 巧 
寒 ホ 露と おな サふ ♦のが わる。 をれ も夕論 程度の 面 fi で、 どこ で 巧が わける か « へげ « へる わけ 
でみ る。 - 

元來な 織が ホは •固を 的の ♦ので あるが •もこで 斤 はれ •もこから 流れ出る 巧 » は 無 度の 伸 》 性 
た 持つ もので あ 0 て*: 人的な 纖 のな 合 ♦わ 何で •をの 蕾み も 多 tt 多端 K 正る ので ある。 さう して • 

第 重 傳組麵〇 活 - ニニ 



•sss と ミ s 二函 

ナ*ブ の ♦合は このな A の 中！！ た t ， トク I なる 隹才 が&る ことが 寬 傅の 推 通力 てむ る こと 
は 首た 隹 たない とこる で、 又 隹面ピ ，トラ— と雖 ♦扭纖 の 力が な < y は 眞の巧 動は 不可能で あつた 
ら 5® 

•ト ィブの 宜傳な 織は、 極 A て 巧# であるら し < 、ナ *ス 黨と圓 ft 巧と が 11 力 •否 •むしる 一 ■と 
なつて’ 邊去 K わける 如き 巧 巧の 管理 指 寒の ホ 巧から •■民 巧な！！ 巧 巧の 新 g 巧に 入らう としてた 
6 .•ち « は ♦るの 意味の 軍なる a ち理 をの K ホ K 終ら S いで、 ■民 た&錐 し、 巧 敎靑し •新しい 
ホ 機巧な 一目 家 fc 顏あ しようと する ♦ので わる" ものた A かま 傳省 貝の 巧 用 ♦せひ 巧つ た 自由化 用 
の « 巧た 巧 用して C ると 云 はれ* もの 巧 ♦如 巧は •ちか 懷 « ♦し 巧# ♦してみ る餘 地が あるに もサ 
よ、 さ傳 者の 外 お 的 巧 ft は •飽く 4 で ホ お 的 K と つて-典の 巧 ♦は 黨扭纖 なる 面 民- •となつ 
た 巧 巧 組織た 通じて > はじ A て收 A られ てむ るのは 前述の 通 6 である。 をの l « k ♦げ ると •ち 素 
K を 巧の 影 春 あるを ホた 出さう とすると さ •をのを 令が ヒ， トブ— によつ てみ をされ ると •ナ 牛夕の 
黨 組織は •なち をのれ 巧を！ fit じて 巧猶 4 斤 巧を お A る。 

をの 場ち を 府の外 お 巧を 巧と 巧應 じて、 巧历 •雜 巧、 ブ •チォ •か畫 などの 凡ゆる 义化植 ■が乂 
ホに 巧して ♦をのを 巧の# をを 明か じし、 極 A てキ 巧な 例を 担へ V， ホみ 化を み 込み 具く を傳 して、 


何 巧で もものを 稼が 巧け 入れられる やうに 下地た 巧 6 上げて し t う。 

この やう 化 •とのを 巧が、 を國 民に 巧 分 理解され た 頃た え サクて、 致府 はこのを 令 k 發 ホす るか 
ら 、函 民を « は、 このを 雖の 目的と 理由と とでみ 巧 解し •义納 みする ので わる。 抑ち、 國民的 細* 
組織が われは こを、 をの 宜傳が 一度 民 ホの 同に、 ちボ t られ るので わる。 巧から 商* 的に 一值 民衆 
化* W するとい ふや クな 化い 宣 な 方を を とら ホい ところに •ナ * 夕 を 傅の* 力を な 力の 巧 因が ちる 
< ので、 これ も 大衆へ ホを する ために、 黨組 《を 通じてな 强い觸 手 k かばして むる た » であらう。 
巧ち、 ナチ ブ世巧 « 化 塞くな 策の 二十 五 巧の 完備と、 この 化を 的 巧 巧を 黛 組織化ょ つて K 巧に な 
« さサ るち 傳 力の 獲み との 兩 者が、 ナチ ス のみ 日た 巧いた ので ある 0 
《二 貪 薄1 を 中 A も ♦る！ in 

宣傳ぞ が、 總 てのを 傅の な 巧 的な 中樞檐 M である ことは •前に ♦建べ た 巧 6 であるが •昭巧 十一 
年 ベ^リ y 胜 をの 我が 函大 化は、 ド ィブを 傳 省の «« ホ K 巧み 化つ いて， 次の やう K 吿 げて& る。 
巧ち 、 . 、 

巧 任み 

同省 巧 巧# 巧は まとして 困內舆 論の お 奪、 H 內义化 ♦案の が W 監督 化して ホを 麻は » か* ほ 

第 |二 篇 HA 重 傅 ■め資 K - _ 五 


觸逢〇赏 傅 Iglll 美 e«K _ - ホ 
を 主と する 半官 WJ 信租 「ト ブン K •ォヴ ■•アン」 お K 外* 化て g 斤 古ら る、 多數の 巧*® 巧* を 通じ 
て 巧 をを 巧 之た 巧 ふ。 右 巧 «ゎ， 利用し# ざるみ 合には を 外を 通じ 宜傳 た 爲卞も 右 > 外 宜簿の « 
本 方 かの 巧定 及を 巧の 巧 巧は を 麻を の 巧 管 化 巧 > 、外接る 情報 巧と 巧 巧なる！！ 巧 た 巧 6 つ、 わ >c 

かみる 倩 巧 巧は を 外 公館 化に ま 傅 さの かか 権— にして、 を 外を おに 於け る！！ 《 は 常に 请 逢 
じて 爲 さる。 を 要 4 るか ■《現在 K ては 巧 •米、 傑 •巧 蘭、 至爾お 下】 化は 「プ レ， ブセ •ア タツ*」 
として 宜傳 をの 嘴ち た « ホし、 ホ ♦獨 a 大 、公使館 K 巧 ■サし 》對 外ま簿 た 司らし む •右 立 傅省官 
吏なる ことは 巧を ■巧 官の巧 巧 K 依る ♦の 化して 公表# られ ざる こと、 な A 居る 由 •巧 日本化 も 田 
省を 吏 tK 遺す る竟 蕾ぁ る ♦狂费 の ■巧 化て 未だ 資境サ ず。 

の 值ぞ との ■係 

宜 傳啓發 の內ぞ 等に せて は I K ちな 省の 植 RKg し、 化ぞ (ft 中遞 宿を】 はが 要なる 巧函化 於て 
軍 K お ♦的 ♦巧 をれ « ふ。 

巧 通な 班 お K 新— せとの ■巧 

函內 新聞 及ぴ通 巧の な M は宜傳 をの 植度 Kff し •每日 同 さに おて 着 n 會饋簡 かれ、 £ ♦の «麵た 
か A ちる 虜 、常* » をの 外國巧 WK 者 化 ■しては a 巧 何# のな 削 ホを なく、 巧 化 立 A 省と してぶ W 



會見 等た を A ちる ことなし OJ 

このみ 吿 で、 昭か 十-年 巧の 宜 なぞを 巧の 化の » はお# 出來 るので わるが、 もの 餐 * をに 至る 
夕 で、 な 織 上に* しい 變化 ♦あつたと せ はれる が •をの# 細は 不明で ある C 

要する K、 ゲ ，ベ, スはド ィブ H 巧の わ 化 > して 不断 化 氣 fce る 一方 •ち 傳 省と 画 文化 Rfc 通じ 
て、 自己 ホ 現の わら ゆる お まに 獨栽 的を 植力 fc おつて、 圃民 ゎ巧* のを ttK 巧 成しょう としてむ る 
ことは 巧！* できを い。 一. 化 111 よ 年 十一月 六日の 演 » で-彼は 巧 K ィブに おける 支配者と 彼 支配 審と 
の ■巧た 明雖に 規定して、 

「われわれの 成 巧は 函 巧の 成々 であ 6 •われわれ のた 化は 函 民の たれで わる。 さう して、 画 民は み 
« として •日* の ♦件の g* に S 接の 影 春た ♦へる こと も化宋 ないし •又もの 植會 もない ので A る 
が、 义 これと 反身 K •これらの ♦件 k 現れる 3、 たまけ 納れる やう K 强 いられて むる 〇函 民は 少< 
と ♦巧つ て & る 辜 件た かる 權巧 がわる 0 

「獨 を* の 代 ホ 者と し < •われわれは « 千 萬の 人 ♦の 上 化 Ka ると ち ふょ 6 は、 事る— 民の 一部で 
あると いふ 威 じがして •又 さう わ 4 たいとぶ つて a る。 われわれの ホち が函 をに みく 理解 出 巧を < 
て も、 を 巧は 画 民から 信賴 をを けを ければ ホらない」 と 注べ V& る。 

»ゴ| 篇画內 重 傅 紐賴〇 巧 ■〇資 K --セ 


Milo 重 傅 紐麵 と 其 OXK I- 八 

义 ちに •ゲ ，ベ 作夕は 年！！ 二 千 巧 ボンドを を 麻の た A 化 住 用して & ると 稱 されて むる が、 これは 
H 密 のこと 化屬 し、 真 巧は 明かで ない が、 新团 、ブ デォ、 A 畫 、扇 場 •旅 斤、 外客の glr 
の 反 覧會、 黨乂會 、會績 •巧 ホの inii ■田に 典へ る 補助金 •敎育 •を 其 ♦藥 •« 千 人のを 吏の ♦給 
夕 わを 支携 ふの がさ 傳を である ことた 巧へ ば、 もの 總サ はこの 麵 fc 遙か して &る ものと 化は 
れ る。 

二 こ窠 ■<? 文 aMSC ぶる 紐麵 

をは ド ィブ におけるを 傳は 文化的 施な K よつ て 極 » て 巧妙 K おはれて* る ことた 見る し稱 ない。 
例へ ば • r 喜ぴ K よる 力」 面の やぅな 集 国 巧な 文化* 巧は もれで •しかも、 もれが 常 化 集 由 巧 »纖だ 
よっ て 斤 はれる 曲に 注目 すべさで わる。 巧 人 主義 を « ま義 へと いふ «本«« と 表 巧 ずるた K K 、 
义化至 巧が ホ 美函の 上に 展 房され るのは 當が のこと であるが •をれ は-言 化して 云へ ば •ナ ♦ 夕 巧 
ィデ^ — によって •な « され •軍れ 圈« のな のな 織 巧な 便宜の n ■ではな < •を圓 民の 义化的 
a 力への 參 かた 素 ホす る。 

巧傭函 苗の 文化 運 巧 k 顯れ ば、 ナ*ブ が 政 植わ 掌 摄 した 貧 巧は、 备植の 戰乘函 «、 巧 働 巧み • g 
濟围 « 等は 自由主義 巧 » 立が 簾に わ 〇て、 «巧 とした 無秩 巧の 中 K あった。 もして この ♦ぅな ホ 巧 


が f 巧 一 化し •みを をを 大 ■ちし、 置 & 會ま義 《イデ*。* — にょつ て g 生し 《まこを 
rss 8 七 結成を 度ら をい •。をして、 この こ：： こ： のをめ S の S 的餐 
K として • K * D ， F 画ポ巧 線され たので わる。 

こ、 で、 一言 この— な8暮 い 5 •へて みょろ。 こ •の受 は、 一九 i 革 一甚と 日を 

表された もので •を ド イブの 务働 者を な S して、 彼等に 姐を た 臭へ つ、 •ナ； 的 S ミし 
ミ 5 K まさ #ょ， とす S を ■的受 である。*， 已ちこ 0 ミ D - FS 組 含 動 s いて 
ろ g ♦でせられ ミる から •なる •へく 5 K なべる と •この 爱は 、「ド イブ 务 SS の窒々 
さの S 下に わ ミ •一空 另 年を’ ド イヴ 年鑑」 ミる と、 を 次の ♦ミ S になつ て ミ。 

r 審ヴ Ki る 力」 围 

推 f . F レス レ A •アン •トレス 

W 姐織な 指*|^0>、 乂^^ブネ* 、 

w を》 指導 气 プリン こン 

间 指|、 ガイダル 
州 勢！ •美化 g 推1 シ •ぺ— ル 

—III s*HMIIOS《s 二。 


Ilsss と 其 s* 


lie 


w g 巧隹 HiW 指導者、 ヴフ ■レンツ 博 ± 

の r 休 旅のと « 指妻 ヴ イス 筹± 

妨；— ブ« iMMr チ ♦ンメ クオ； ン • 

W 工場 《撃敵な 指，— シ ■.ナイ ご 

化 P イブ WafiWrJWf 巧 (Amt Deu 師 KhM vonrsbildlngnmk ) 指 B イト p フ 
w 新聞な 指 f 、 ビア ブス 

• ドク > 一つを い iif 。 ； ， 卜 ，，子 ゲント」 • 「—eTH 
ま 5 S 家が ■」• r 巧を ぎ、； が， プれ をき などは 占と の ミ を の 一 か ミして 
ミ。 ミ爱— ■を 手 二？ 5 をて •地 ggl して ミ， 2《 ssk 傭い ミ 
る 人* は、 言累化 こ 0受0 中 ミ S ミ K ミて ミこ 25 • 2258 •ミ 
いやぅた K 安と 輿へ をら、 皇猜 さ？ しょ ミい ふ； 二 烏の 目的で、 S 的大藥 ♦•夜 ♦ 
大規 2 i , ッ gf 、 大— ♦占 ホ ピク； 等ミし 占 化を ミ 夏き 8 ミつ て、 
もれぐ ミ S : へ— ジ fa ど 化沾 待して、 ミは を？？ ミして か ミミ 。 f 
ミ 合* Ja •ミミず」 て •ナ * i £52 ミ* 上げて •ミ わら ミ； 


ト リアの 夕働者 •農民た# 待して ±產 物 4 で* へて ホ海见 ii たさ ♦たとい ふこと である。 遍 巧且、 
迅速で ある ことは 驚く か 6 で、 をれ も 平常 この ♦う 4 扭纖 ク るた A K か 4 ら ない。 

《ミ】 さ 的 s に J ミの 

•前に ♦巧 ♦巧べ たやう 化ナ中 K の 如 さな « ■家に わつ ては I 切が ■民 fc 敎 育し • るた A の 
«« たずる 結果と なる。 ナチ ブの宜 傳はド イヴ 人の 生活の あらゆる 方面 化 «调 しようと K みた •俩 
へば、 一九 一二 =1 •四 年の 巧學 巧では ナ*夕 の 宇宙！！ が 講義され、 化 謀 巧 聞には ホ < の ド イヴ 少年は 
いるいろ な ナチ ス圓 « 化 巧 島して •健を な 誤 美 やを 傅 や 軍 ♦敎練 等 fc をけ た。 义ナ *黨 や ものち が 
化は ナ*ス の f 上 •化會 上の 巧 美 巧が 出 巧て 、これが を國化 散を してむ た 〇义蕃 皮 《ナ* 夕 
黨の ♦生 だけを 大 學に 入 ♦さ 古る 化畫 さへ 么 てられた ことがあ つた。 極 巧な 例では、 敎技 連は 麟義 
開始が に、 「、/ イ^ •ヒ ，トブ I 」 をち へ •手紙 た書く 場を ももの ホ 尾 化 同じ 言葉 を書< ことが 興维 
される とい ふ 有な で、 たよ A 普遍的な ラす ン义キ 化 代へ て獨 違* の«« な义キ fc 使用 卞る とか、 
又 劇場 や もの 巧屬 貝の が 街が 强 化される など、 巧 K 音 樂のプ n グブム め 編成 化 4 で 千 巧が 斤 なれた。 

な 上の かれ、 ナ千ス を « は、 よ 6 撤を 的な 敎育統 《 化よ つて •かち 爱函巧 顏練親 度に よつ て、 も 
の觸手 t かして a る こと も# みたな する。 をの 一方を として、 田 田 ホを をの « 度が «む さかが。 无 
第ゴ III MA 宜傳 11110 « ■〇貨 K ニニ 


さ 蠢 と 其 o«ll 一二三 
巧 現在の 獨 逸に おける ナ キタ 的敎 ザ 者の 餐本概 をは •一九 一一 三 二 年 十二月 十八 日 K - # の 巧 巧 化よ つ 
て » 令され たホ吿 T 畢 おの 最高 巧みは •ナ *夕 め 精神 Kfti •圃 巧と— ホへの 秦化 として、 靑み仁 
を 敎育卞 る K あるので、 この 敎ザ方 かと ま 持す る ものは、 これ t なかし •これ 化 反 g する ものよ， 
一巧 存在た 巧さない」 の 中 K 巧 示されて & る やぅ K 、 巧 ♦たお A •敎 •貝、 生 巧 化 まる 4 で、 この 
國家 的な 巧みに 資 任た 負は なければ ならない。 もれと 典 K •獨 逸民 巧の 歷 たを 掌んで •もの 芙度か 
な 意義と 特化 《 肩す る ♦ぅ 化との 扉 含が 常 局から •敎育 ■巧者た » せられた。 田 函去宿 含の，！* こ 

を •これ ' f の訓 雜を學 生た 舆 へる 資 R 的 4 方を であつて •政な 化よ つて •函家 巧 政策 巧 K 靑 のた A 
に 用 ひられた わけで みる 0 

をの «投 は 一九 一八 年で、 ナ*ブ ま敎 ザ# 度 K 利用され たのは、 I 九 三 三 二 年 十月 • ^ ノゲ ，.で 謂 
化され々 第五 回 ド ィプ 田！！ 奋 をを を函會 讚の R 化 プ "シャ 文 巧 大臣^ ストが «詞 してからで A る 
•^ J 云はれる C をれは健康の增董と精神の 58 錬とゎ目的と卞る田《逍場であつて、 これと更化大规— 
化した ものが • じ， トブ I •ユ I グン トの敎 化工 作で ある 0 

この 化 化 も 「巧の 日 」 《suttc ュ さ】 とい ふ！！ 巧が ある。 I 九 1111 二 年 五月 十五 日 •プ B ンャ义 部 k 
臣の 化し々 W 令は、 な K この 日の 走義 を重祖 して & る •と 云 ふのは •本 來— 人ま義 育は. 




とかく 父 巧 K 巧し 巧 巧の 必を をれ みいからで、 靑 少年が 兩« に巧顺 であ 6 且又 ♦巧のを k 巧く ♦う 
にと、 巧を 「毋の 日」 を定 A て. 巧への 威 » のを と 活餐 させよう として 訓令た 出した もので わる 
又 巧に、 靑 少年を •巧 巧と IS 練と に惯れ さ# る « 度 として •所謂、 「» 者夕が 》 プ」 が ある。 こ 
の 0- ッの巧 乘ろ 一九 量 年一旱 六日を 巧の 訓 々によつ て— され 《もので、 みみ 面に 巧少 
年 訓5 奮たち SV •要 曲を 襄 K 敎授 する た AK 、 5 敎 師や； I ブ sk こ CK 參 化さ サ 
ち この；- プは •ド ィブの 靑年 まち 軍人 か 精神た 餐巧呈 るの が 目的で、々、 むの お》 も重祖 

をち 囊行巧 S 行 巧受 ミ爭 、各 2 窗ミ S 言が も 0 夏 ミ を 

たので みる 0 

，有ち なが繁 起" 5 民* •ミ 民* K ち傳卞 ミミな？ わる と 見做す ことが 出 ホよう。 
この 拍 巧に 巧いて は 巳ち 硏巧ク くされ •をの 《 A 化を みに S の 着 ♦がまれ るで わらう かこ 
、では、 このな f 失 巧 ナナ ブ的呈 f のま 巧で みるとの 見ち なべる を？ ■く。 一を ニニ 
军 二月 二十日、 一九 量 年 二月 二 ま 百の 二回、 プ* ンャ义 巧の 訓令 K よつ て、 含 的に A ホ さ 
れ たので. ドィッの 靑 年に 兵 巧の 義 巧と 百な K . 】 ぞ M 国 •♦仕の 巧 働 しで ■民 精神の 喚* 
に 巧で うとい ふので みる。 一九 i 寞さ王 〈日の 务 夕化 蒙 第ー ミは、 も ご お 的 槪ホ 

11 售 nesses の S _ニミ 


2CSS と ミ s 、 ri 

が 巧 か 化されて & る 0 

r 巧 《奉仕は • I 靑 年を 呈巧會 主義の 5 化 ミ、 巧な 旨 巧 正し さ 巧ち、 g 中 《巧务 働 

S する 正 當《|« へ W 寒す 巧 t のとす。 巧 5 化は 公菱乘 sk 遂 巧# らるぺ さもの ミ- 
と みる 0 

r 值人巧 f * 共同の 利益た 先 どと 15 のが ナ； の タタ 化の S であつ て、 すべての 靑年 C 
冥 かの おで •夕傷 ♦仕 t する 資ち蔓 はされ、 又もの S 程た 終ク た* のに 王、* C — よち • g 
椿が 舆 へられる。 

要する た、 あらゆる 敎 5 ♦の キミて、 ナ； & 5 •次代 t 背々 ふ靑 少年 化 f て； i 、 
ナ； 的爱 ■精神 ミを る 《《化 •を カ ミして ミの がみ ミ 

< 因} 9 ♦才、 s ’ s 、 其の S 技 街 ss 

巧 W は Hit た 《へれば 巧 g:s 化ち 傳 する ことで あると もを へる が ナ * 夕& 巧は 寒猜ま k 
々た 5 て • s 力なな？ かて、 ナ； 塞界 ■ 化ょ つて、 ささし ょぅと こ、 るみ ミ るこ 
とは 舅 《ところで t 。 ミ SS ミょ る思窒 S5 て SS は 普 0 讓會お る替で 
あるが、 11 べてみると、ナ乎义を植獲得後、 8 の自由といふことはを < 》ゎ 5 て、ナ： 


はこ sf 自畫義 又は 民 まま 義の姐 物で あると 海 蔑し ち 7 5 ァの襄 であるべ さ ド ィプ 人 
の 賴與 者は、 辛 件の 公 まの 巧 ♦た搞 栽した ナ手夕 の* まわ 報を した 6 しを けれは ならない ので 
若し •これに 違反 すれば お 《か 解雇に まろ 外 ■からの 引用は 故意 化蔓 される こを みるので 
地方 やみ 函の事 巧の 巧 巧た みら うと 思へは ••トィ 又は 外 ■の S た 5 か、 十* 夕が嚷 笑して & 
る r 斯新 パ-が— が 巧を？ なければ ならない 。又 望 ホ ■で* 巧され た* ミ • S なく？ でみ 
ると、 を；！； はな 冶め K 星で わつ たら、 又 のれ* をい ナ ♦夕 のまで わつ た* する。 S 化 ■しで 
ろ この やうに- 1 r スの巧 5 f わ 5《《 AK •何れの S た 見ても. 新 ■のちは 官 ♦の 
やう K 單 調と なつて •典 ホが 涅 かないと いふ 有 振で あつた。 

この やうな ナ * 夕 のぶぶ t 宜傳 する た A の 巧历の ークは 「フ 4^* ン 王^ •ベ ォバ ，一す^」 で 
あつたが、 この 巧 曲は ホ < 一九二 0 年 十二月に 壌 ■紙と して ナ* 义黨 化 獲得され、 ♦巧は 通 二回の 
« 巧で あつたが •一九二 一二 年の 巧 巧 化は 日刊と なつて •八月 ホ K 今日の やうな 大 紙面と ホ 4、 當# 
はもの gINK まとし < •現在 國 新田 會議 所* である マブ クタ •ァ— マンが 當 つて 公た 0 

ナ： を累 立と 共 K 、 その S の！ af た 《化 ナ千ブ 化 奉仕し をい S 《は 漸次 滅 少し、 一九 
一一 一二 年の 新 5 雜數は 因 W 二で わつ たのち 一九 量 年には をの 數が _ 二 〇 化と 化 城み して ミの 

ミ ■ ••■•公 SOS 三， 


• SWM?f ■ 二； 

は、 これを 貪 s してなる • 

巧 在、 ナ 手 ス •ド ィヴに おける 新 ■首 論 ホの 巧 制が 態を々 るた AK は. 一九 =|_ 三年 十月 四日 化* 
令され々 「新 —C ホ 法」 つな hrifUeiterg ミ t *:) k 無 ■ずる ことは でさない が •この こと k 就いて よ 後 
の ius する ことたて、 次 化れ 查* ブデオ のが UK 就いて |す 考？ 下さ ミ 

W ブザ ♦UIIOMV 巧 fi の «■ 

巧ぶ 傳 まの » では、 巧 ■化 ♦劣らない ブデォ は* 宜傳の 上で も 巧 重要な 巧 ♦して* る。 
■ブ デォ會 g 所 5 ド；： •アン ごスは •一を 一面 年 元旦の & をで -「s 化を の ■ちた 會を 
義的巧 寒は、 化を の稱 成た 自由主義 的 S 人的 2 から 解せ して • 9 B グ ，ムの 2 S 民た 食 
ま義 的を « ま 義に價 値 づける ことわ »題 として 公る。 瓣來の 度を は 最早 個人的な 11，1,¢ 巧を «« が 中 
必 ではな < •を函 巧の 寒で わ ♦•獨 る國 民の 威 倩 •文化 及 ぴ藝撕 を 巧の 仲 ホ 看で あ 4、 構 度 ♦であ 
る C ホを は •かくして •真正の 画 民 文化、 國民塞 ♦•巧ち— 巧 自« から » 生す るが 故 K、 を— ち » 
沒化 ♦< 理解され— 5 先 ■者で みる」 と考 へて、 ブデォ が一 敏大 ホ化 を 《巧 ミ 有す •へさで あ 
る ことた WK してむ るが • I 九 ミニ 年 ホ 化 田 |二0 萬で あつたち 者の 歎が、- 九 量 年 化は あ 0 口 



萬と ミ • I 九 一一 亩年 s 六 10 萬， 一九 111 五年賣 K はみ w 萬 K3 した こと ミミ* ブ 
デオ にょるを » のみ ♦が 庚 «圍化 をる こと t 巧 ひ々 6 巧 i う。 

ド イプの ラデォ ホを は •ナ ♦夕黨 が S た 後の 前は • S 累 § して ミ •をの 5 は 年年 巧 
一ぶ ブイ ヒこ <ク のな K ホウた が •费 用は 主として ミホから 微かして ゐ でかち 覆 省が を 放 
護 ま 所せ 者で あつて •■まかを 會を k ミちて &ち十 大鼓を S か 株 まの 大惡 はこの ■家 
ホを 會 せが 巧 有して たら、 これらの 化を 巧は 獨 立で 放を プ n グブム の 編成 k してむ たが ナ*夕 の 

出現と 同 巧ち こ？ 大義 所 S 中央 K 集 《をて •ミ S は 再 S を 《ま f を (K& 
る) の 手 K 巧ね をち この ホを 會 社ろ e に ま傳受 のが かで 蓮べ 《やうに •宣 空の クデォ 巧 

の E 督 下に あつて、 をの 住を K 就いて、 ブデ ォ會議 巧* が 次の やうに 違べ てむ る 0 
「ド イブ ホを tt 巧は •そのな 織から まつて〜、 ナ千ス 主義 化ょ つて W 技され た A 一國 ホの 表現で わ 
る ことは 了解で さる。 この 化を 組 5 理論 通 足* ました。. さ うん ミの ホを は、 ナ f i ■家の 
3 葉で あ >、 聲 であ クた〇 精神な さ狙 崖は をく 無 童 味で わる。 この 放を 祖織 fc ホ義 わらし A たもの 
は、 ナチ ブ 主義の 精神で あ 4、 これ こを 現 獨遂函 まの 巧 奪 精神な ので わる。」 

ナナ プ の 葛は S して •ラ： S 局の わは f に 二十 五 K ? て、 ま 在 お 送 局は 喜 この お 
ミ IN ■《 貪 sli 9 s£R - -T 


蘭亀〇 重 傅 1111 と 其 ogK . こ 

を 能力が ある。 又 函民乂 ホへの 普及た サ るた AK お fi のよ^ 巧 雨 「■巧を 巧瞻 待 巧 こ 製 巧 一,^ • 
ま债 で、 一な 化惡 して. Q る ことは 鲁化债 する。 I 化 I 二 |二 年 五月 化は、， デォ 梅 被 11 入に •平均 
巧 セ 十々 マ クた 巧した が •.をの 高 « ホた A 化 I 度 大衆 •こと k 貧ち 巧 g は ブデォ の* 惠 化 稱 さな 
かゥ 々ので ホる が、 I を 二 旧年 巧の ラデォ •セ， 卜 の辰資 頓 ろ々 百 萬こク た— する 化 ま气一 
ヶ 年に わ 百 萬； クな上 0 蓋で みつ 《。こ 芝生た Q 能力 SS から f と. 一查二 年に* 
ま 李と 萬 一千に 適ぎ ホ かつ 《のが •一九 量 年 化は 百 十 萬 五モ とな ミ I 九 II 亩年 化は！！ 间觀 
の生產 をち 《。宜 望の 巧さ卖 巧して •，デ 5 普 度は を呈化 ま 易 化， デ* 李 まの S ミへ 
る# 果 とを つち DC I つな みの 種は、 お 皮 S の巧换 化よ つて S か 巧な を 生じ、 さ， ； 其 化か 
らの 反ナキ K さ 傳の 巧* 化 巧 わな さねば をら のこと である。 

化を を 術の 《 例 、 • 

ここで、？ この ブデ ォ宜傳 のる た 二、 i げて みるの* 5 がみら ミ 政植獲 ♦の 5 で 
は ラデォ の利累 巧され ミつ 《ナ； ち I 九 量 年な 巧は、 クデォ のさが •をの 巧 巧 お 何 化 
よつ てを* 巧で- 0* ま K 大 さいこと をみ* g ん化 こ； 5； を 用 ミ & る。 HA 化 日曜日 わ路 いて* 
巧 「■ちの 巧两」 と 稱 する 放送た 斤つ て， プ ログ クム 化は 嚴密化 ド ィヴ 的 4 ホ A ま 手 化 ミ 優秀 



なる 樂が挥 6 スれ られて & た。 しかも、 そ樂を 放を ずる お 化は 巧な V •宜傳 的な 解 おわ 附 けて •こみ 
解 おは アメリヵの 巧 巧 的 ホを 化 酷 化して & た。 をれば か > ではない •ナ手 夕黨の 領袖 まは， 音樂 わ 
«< た A に タウ i ♦を 入れた 人 まを をを 的の 目的に 利用し ょうとして-* をの 番組 巧 かに 變更ず 
ると いふ やうを ことが 屢 ♦あつた。 更に、 この 「函 巧の 時两」 の 外に •色 ♦な ホ S が 行 はれた が、 
巧 中 •多數 の 放を 者が マイクの 巧 K 現れて， 巧 巧の 軍備の こと •ド イブの 歴 たのこと •ホつた 傾 ± 
のこと、 をの 化 ナ*夕 のを 會致策 や « 人の 新しい 地 化# に ■し 化 巧 じ 立てた 6 •又 成る ク> 
スマスの ホを 巧な の やうに •ま-こ ラスが 夕黎 R 員に おつで •父が 突撃 5 をら •をの 子供は 霞 A 
た巧ふが、 さうでホい子供はクプタ マ タ • イ，ゲだ見落されるだらうと义え巧い々いやがら#わち 
つたら •义 ドイツの アナ クン ♦1 はす 斯にド イヴの こと やナ ♦巧 拍 のことは 廣辭を 重ねる が •ナ * 
夕の敝 におして は 巧 巧を •露 甘を す 葉で 巧 g たかへ た > した。 义ユ •■夕 は 新政 巧のを 巧肤巧 化 重 
さ k 置 さ、 7 ランタを の 化を 函 にお しては 巧 巧 非難 的を 致を が K みられた が、 をの 化の ♦件は 镇貧 
な ♦曲を まけなければ をらなかつた。 3 た 「失 ホ 者の iar —」 が 挿入され て、 この ホを は. 失« ♦も 
ぶ 兵；, < •共に 熱 也な ヒ ，トブ I の 支持者で ホる ことと しさ* 化 » いたが、 其の 化、 t ， トブ Ik がて 神 
の 巧た なな 巧と する か « まの » 敎 •巧 擊»* の 組織ず る 巧 秦巧重 ホの 音樂 • t ， トブ— のを 巧と ナ爭 
« ミ！！ ■AKIUlfiegllos .III* 


lis も ミ 0 rs 

•^1 •巧と fcll 化する ブデ f タヶ，* 等の！ nwMi 百が がんで a 化れ ち 又 地方の 放 じて 重* 
在 ft ホ 潰 Rkg 度で をる やう K 產债 S ブグオ •セ， 卜の靡 入が 興雅 された ことは 前に もな ベた が 、 M 
れら の*， 卜 では 餘 6 K 微力で A ■ホを が 碧 取で さ ない ■巧の gg の 地では 特 蘇な 事み の！！ など 
賴聲 重 裏な 地 諭化 隹 へて、 ブグォ 巧 人は 值 かなみ 金で 寒 取 »ゎ 貧 g するとい ふやうな 方法が 麵 
« られ 、又 C 化を 傅の 巧 ♦の ft で 無 祖し麵 S のは、 S 個聽れ « 度が 巧 はれた ことで わる。 all 寒れ 
« 巧とは •例へは じ， トク— がな すると か. 政な 當 or か 民 棄に 何 か 呼びかけ たいと 思 ふやう 在 ♦ 
合 K 、 ブデォ の* 鲁 をが 出張して. 町の ♦場 化產寒 据と •會表 や •エ ♦の お 業 ft ♦•♦生 《 ど 
のをが K 强い y 放 sk 聽 か# ようとす る 仕 かけで. この！！ 度に よると 都合の た A 化、 放を k 寒さ « 
すと いふ やうな ことは ない わけで、 例へは 齋聲 » の 技 ■が 投 つて. サイレンが* 6 春く と、 をれ < 
で 錫いて & た 人 さは I ♦化 仕事 k 中立して •この度を 化 •さ 入る ので わる。 この々 法に よれは 貪 K 
一巧 化して . t * トブ ■の 热瓣 はを ド イブの 五 干々 音 萬な 上の 人 ♦の 再に まする 便を がわつた 0 
最 巧の ド イヴに わける ラゲ ォの組 纖とプ n グラムの 編成 
♦後に ♦巧の ブグオ の 組織と 狀 なと を考夕 してみ ると •本 ホ ド イブでは 黨と & 府 とが- «と《 つ 
て •技を ♦業 を統《 してた 6* 最 萬の C 督 はか 論を » 省で、 もの ブデォ がは 致 ホ 的 •社 A 的 •义化 


的 ミを— た 指 ♦し、 E 化，# かか ミ 放を 巧 術—、 ホを 法規 等 ももの 管雜に 島し ミる。 け 
れ ど* 放 親 術 家の 載 業 的 蓋の S とた マィこ； ン遍を 5 にょる， デオの S ミ 管理 
し' 又 g 化 ホの 獲冉 るのは ホ 年の 十 巧す で 函ブデ オ會度 巧 S 國 文化 院」 の 巧目參 照】 の 仕事 
であ 0 たが、 十月 二十 八日に、 ブデ オ會饋 巧は 解 巧し で •新た 化 「ド ィブ 巧を « 働縣 を. ニ ロ oegf 
R 旨 df—.Arbeit" 巧 mdnsch 呈 がな けらる、 に まつち 又* の 組織と しては、 宜麻巧 がそと して， 
ナ手ブ 黨を國 ま 傳巧 《巧 五車黨 組織の 巧目參 照】 に ブデオ 巧が あつて •を 地 K に ブグォ 本 巧た 配 R 

して、 ft 萬® 中 繼 蓋が 斤 はれる や ミ 巧 合ろ S 爱 のな 宜£ ると か、 をのを 罢の希 
ミ をれ て ごグ： の改？ した*、》 i と 速 《して 爱 K— 去 KS 言 •父ゲ ，ベ こ • 
ブデォ ホ ae 金 基 ミ 策 K 受 V 貧 雲を SKS ミ？ t ど 《蒸 ミち 蔓 との 同の 

が々 のせ m ミして ミ。 其 e 上 •が 地 S， デ* 本 愛* ホは ■望 S 所の 地方 S の 指 尊老 
を 兼ね V ， 聽化 ホの 獲 ♦化 ま 力して なる。 

な-^のな《のお寒たをけて* 6なの 「有巧資香^^を會を」(じ*化る】 が おを 巧巧 巧術の 
一二 巧！： にかれ V、 ホ* 放を 荣巧 化な クて むる。 もして、 含ち 技放資 •巧 狂 ホを 巧 こ ゲ<ジ- 
ン ホを 巧、 ¥が がが 巧 十二、 地方 Sr が IB がが 巧 二十 一二 •買な ホ 巧 八 •の 蓋を 巧が’.* こ， 
ち 一 •■ 內 重 sues CS -ミー 
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オ— タト タャ 其の 化を— 化 放を わ 貪 施して むる。 しかし. ブデオ わ お ♦的 巧 巧、* 用、* 化 化 入た 
化！！ 化 丹 化納、 « 化 R 害 巧 正# の 事 巧は 遞 信を が«當 して & る 0 
巧 ド イブの 化を ホ 藥の特 をはを を 巧 K は 中央 集椎 化されて & るが、 文化的 化は 事ろ 地々 化 重膽が 
匿 かれて & る こよで、 中央 ホを 巧は 巧 長 ご ntenda ミ】 の 巧 寒の 下に •ホ 地 ホの 風 ± •义化 •す 語 等 k 
.考 ■して 獨 自のプ 。グラム k 編成して & る。 けれど ♦•をが が おがが これらの 中央 化を 月の 巧 動 k 
なおして、 を w 化 化を たな ひ •ちの プ n グブム の 編 度 ♦ド イブ 义化 を ド イブ 化宜傳 する 立場から 
•巧 はれで •ドイッを 巧 巧 fc 對夕 にして むる。 函 放を 舍 をの 「，を 國が がが がか」 は ホを の チ— マ や 事 
巧 だけた 巧を して、 み 局の 巧を がを のプ 》 グブム た 細 成して & るが、 黨乂會 •もの 化 g 巧 日 ♦技 ホ 
的 化*大を« 巧が 斤 はれる やうな R 化は、 宜傳る 度び 黨と連 おして プ n グブム た 作成す る ことが* 
る。 けれど ♦、この やうな 場合は ぶ だ 少い〇 

又もの 番扭の 編 巧 も 注目す ぺ きで •講演は その 效果の ft から わ 4* ■祖 されずに， 音 ♦の 放を ド 
多い。 篇演 は學巧 ホを とか、 ヒ ，卜， グン ト 、嫌 人 •農民 等を 封 象と する ♦合 化 多い やうで あ 
る 0 巧 な 化 反して、 ブデ オト ピ ，クと ♦云 ふべ さ、 ♦音と 解 ft 化 i つて 日常の 現 f 巧から » 材 した 
ホを が 次第 化 ♦化しで 來 た。 巧の 化 a ♦の » 化 ホの 也理を 欄んだ エホが «ら されて •そ •と 貫 葉 fc 


.巧 ♦的に ft 巧す る 「せ 合 a 目」 つ • Gem ~8 cht 8 rrogramn 一--】 や • s 葉の IIKII r 夕 kit 入卞る a どと 
いふ 放さが 斤 はれて & るが、 をの 化に 「« ヴ にょる 力」 围 とかを 巧# 濟事乘 等の ナ*夕 の 化 織 ♦♦ 
藥 と！！ 聯の ある プ" グブム ♦編成され て & る。. 

ブデォ のな 巧 貝は， ゲ ，ベ^ブ 宜« 巧 ♦ち ふやう 化、 統- された 舆論獲 冉を目 巧ず ♦ので、 ブザォ 
會巧 所ち は 「ヒ ， トブ— ななは、 獨巧 手段で 治 うとい ふので なく • W 民の 信賴化 C かう とい ふ 
の だ。 ナ キスの ブデ ォ檐— が、 を 治 的 化义 宜麻 的に ホ 巧た ■した 巧據 はこの た A である OJ と*# ベて 
& るが、 巧す る Kt ， トラ— 棘な 化 おする を 面ち の 巧 信 化 も 巧い 信賴 から# し满 つで ♦•ブ デォの 
大ホ 化に 巧 A 、 巧に をのみ ホた 利用 卞る點 で •ヒ ，トラ I の 宜傳を ♦がわ 何に 巧# であるか •、巧け 
るで あらう。 尙巧 巧の tl » IK 化 據 ると、 ナ牛夕 •ド イヴに おいて. ホを 專内 ♦巧の 姻技 がか 查 され 
て a るとの ことで あるが. もう 己に 成立した かどう か。 これは-九 |二 六 年秩の •英國 化* K された 
r 巧 W めを 職員 餐ホホ 巧」 《 Training 再 hod ち Broadcs 己 ち】 化 も 比すべ さもので •ド イヴ 放を のな 
R 的 仕# t なへ るむ こと k 主 吸と し •せを ホ 業に 働かう とする ♦の、 餐 ホと、 現 巧敎靑 わ か 
圓卞る ものであると 云 はれて 公る。 ナ* ス の 宜傳巧 ♦の 基 g 敎靑わ 施 卞丢ド イプ 的な ものと しょう 
とする ホ畫 らしい。 又 一九 一二 八 年と 巧 八日 化は 朽百 のべ 片>ン ホ 巧の ♦なが ブザォ ホ 巧 機の 技備 fc 

誰 1_一« H 巧 《 傅！！ 義〇巧 ニニ _二 


s«s 組！！ と 其 cxff ニニ n 

をけ v & る" ‘ 

更に 最巧化 注意す ぺさ ことは •上述のを 組！* はなと 共 K ホ！！！ 化 細 ぶを 吞 へて 巧く こ-^ で •こと 化’ 
今次の 戰爭は ドイッの 放き 事ち 化を 激の巧 化 fc ♦へて、 上述の ブ デォ會 « 巧の » 止 ももの 現れ の- 
つ で わるが、 巧に R 爭開 おと 共 K 宜 w る ブデォ 部 巧に ホ 送 司を 本 巧 { w § dfunkkommand 8 を 至が な 
けられた 6、 义戰 線と 巧を とた おび 付ける た A 化、 マイク fc ネ にした お ± やァす クン ♦! が 戰綠は 
お遺されて’ 巧！！ •宣麻 中 R ( spropagandakipanie :} となつ て、 第一 篇 で、* 化 ♦おさの 雜盧 fc 
.編 巧して &る ことな ども 注目し をければ ならない。 ド イプ ホを 會 班を* ホを 巧度ク ダ* フタ ♦ —は 
本年-巧 •宜巧 や R のむな ふ 巧 巧 レポ— 卜は セン セ— シ a ナグの ♦のた 目 巧さないで. か 物的 手法 
で 斤は ホければ ならない ことたが 化 强 調して & る。 おに 「ブデ ォ舍議 巧」 の 代 6 化 出來た 「ド イヴ 
ホを « 備馨 合」 はもの 巧# の 大巧 分た 引 さ賴ぐ こと、 な 6、 この 聯合 化な 入して & る 圓« は 現 お ド 
イブホを會巧、 ドイブァマ千-ァ職を、 巧氣エ業經濟聯合、 巧聯みのブザォ專円グ火1プ，*出入» 
乘 g 濟 » 合 ブデォ 專門グ 火— プ 、小資 乘經濟 II 合ブデ ォ專門 グ^ — プ ，ホ ♦•販路 蘭が 代表 ♦麻 円 
グ ホ— プ .下 » ブデォ 專巧グ 八— プ のと 围 « で ド イヴの ブデォ 及ぴブ ブォ由 工業の々 WK 共同の 寬 
傳た斤 ひ、 义ブデ ォ« 化 ホの 增 化と 雄 持の た AK 巧 力し る。 (を 款 第二 值) 
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ブ こ— 卜 では、 か 畫が宣 掌を として 用 ひられる 巧* でな く、 蹇客 s として 大 s に 巧 
ひらた I 九 二 四 年の 季 一高 黨大會 で、 か ミ 黨の宣 傳の重 f 手段と 卞ペ きこと た S した 程 
ミる が、 をに 化較 する も ドィツに 於て ろ， ザ オミ も か* はま S ■として 劣を 5 占 
《y は ミ もの、 •一九二 峯襄 ける 2 館の 碧資 去は、 i 五 モこク K 上つ ミる。* 
逸映畫 は、 ナ：襄 S ま ■とし V、 si* 力が 5 こと 霎は 芝い お 大棄一 《化 •— 
巧 的を 巧た 《へる プ ニザン ダの 《力 S から 見る ちを て £ 出來ず •新 巧ク： とを 
列に 化す 金 傳？ を、」 たが ミ •ち 《寡爱 果ち ナ； 巧み KS してむ え 
一尤來 ドィツみ 畫 が、 民 巧 的な 蔓往へ S 向た 等曼 S 緒ろ た 前の 哀大 8# にわ ク 
たと ミ はれな を ばなら ない。 をの ミでは S 巧な 特ホ せの ゆを 化. ま KS ミウて。 ぶ 
ミ • S にょる RS 結ち 自給—— いを、 a ■民 中 也 主義と ミて、 次第 K 民族的 定 
を IK して 巧た をして、 この 民孽备 なな 巧ろ ナ手 のまと 共に. ナ牛夕 世 さと £ 合 
K« キ したと ♦去へ ょぅ。 • 

I ■* • ミ ii i 
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巧る化於て， 卜 I 年 I は _ 化二八年巧から貪用化され、 獨特4 シ タ す ム ゎ發巧したが、 やがてと 
ホ 本の 下 化 巧 制される ことと な* •「ト ピス」 と 「ク ブング 7< 片 A •グ》 乐シ *7 卜 J - との 提 梅から 
「卜 —ピタ •ク ラング. フ，* ム」 の卜 ，ストが 生じた。 J 九 ミミ 年 t ， トラ— ホを 化 i つて • K 查猶 
梅 も ホ ■をの 巧 W すると ころと をつ て、 ♦1; 《 U 己 ミ* 旨 互ぎ AktieligcsdlschaA ) の 费本的 
代表 妻た る 7 •ゲ ご； が藏 巧と ミと と* K 、 獨 2 晝 は、 を <ナ； 政 麻の ま？ 化細 入 さ 
れる ことにを つた。 故 畫界化 おけるな 制は、 ド ィヴ 换查 企業 誕生 後、 日が 爾« かつ々 だけ K 、 巧て 
徹を 的に 巧 はれる ことが 出 巧た。 7— ゲンべ 方ク との 貝 ■は •本 來は度 お 的の 目的の た AK 巧 はれ 
たので あるが •化が 度查 新聞 ホの 乂 立み である だけ K 、 黨の ft 典、 » 辰の 上 化、 大 さい 彩— と •へ 
々〇 今を ナ ♦が 所有し をかつた プ "パボン ダの 有力な 力が 目曼 しいを か fc か A た〇雜 での ブ— グン 
ごク の： i 奉仕 や •映查 工場は； 宜傳 のす S ねを ち 故に 、黨發 ■たの 上から 見る も 
か 查は大 さいな «た« じた わけで ある 0 

現在の ド ィブ か 查は國 A 查 ホ « 巧が •もの 總 元締を して &る ことは か 論の ことで、 單 Kt ヒ 的々 
面だけでなく’ «»巧生巧のホ化夕で、 をの壌能た働か^てむる。 レ I 二 ， じは 「ドィヴ*1は1 
早 画 R 的な 巧 在を 持つ もので を < •函 民生 巧の 繁榮 とを るべ さ 文化 » である」 と 4 ベて & る。 わ K 


t 


の 作 nsK は r 謀叛 人」 •「朝 ♦け」、 「* ム デン」 等が あ*、 何れも 画 巧 巧 立から •民族 巧， ■家 
的を 巧を 獲 お サん となみて &る のが 目に 附く 。これらは 何れも 祖圃 ホと 中 也と ずる 載# 换畫で A る 
たもの 観客ち か、 ょ* 庚を 大棄ゎ 包含 するとい ふ & で、 これらの か畫巧 ま’- - r 夕映 查’ 义 
化か 畫. 敎 すか 畫が敎 化 的ち 傳の 偉力た » 揮した ことは 明白のと とで ある。 

文化 か晝の 餐 作は、 ホに •ドィグ 块查 のち » 的み 果た 离 A てむ る， をの 餐巧 fc 巧讓 ♦度ず るた W 
に •文化 か畫巧 巧卑 巧を る おを を おけて、 强« 的に 二 五 0 米が 上の 文化 か畫 fc •ホ 换畫 館に 上 かさ 
ホて & る。 お ぞか畫 も かな 6 ホ 巧した ので •ソゲ*— 卜と 同# 化 民 ホを なお 巧 K 敎育卞 る こと kg 
的と し，】 九 II 三 ハ 年 一二 月の ま 舉 H 爭 には 集中 的 K 巧 用され た • 

これに 次いで 者 手した のが 巧 K ご r ; s でもる が、 これは まに •地方の 惡 K 新 典第ー ニ 
•ホ 國の义 化め 羅 道のを た宜 « する 目的 fc 持つ もので わる 0 

しかし 一 おれら 見 < ’か畫 のな « は 、藝 術の* 巧 さ を を A さ# たと ち はれて た 6、 かち ft お 的 貪 
用 的を » に、 あま 6 にもを であ つて •審奠 的 見地から 優秀な 作を は 巧ん どない とい ふ g であるが 
現在は ともかく として •この 巧 e の 解 ホは » 來化懸 つてむ る だら ぅ〇 をの » 、ッゲ •—卜 化 及ば 《 
い ともをへ る。 • 

さ 二 ■ Mcssc お —SR - ニニ セ 
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尙最な K 1 九 111 巧 年 二月 十六 日 化を ホされ たか 畫を 《 CS こみな pielgeset こ 化 S 父して みよう 0 
條文の巧ホは巧巧に豆るから、 をのま巧を»ゎ巧巧してみると> «巧畫は、餐作がに--應《||^畫賴 
巧 ( Rcichs 函 mdramaturg 】 のな 備 め $乂 巧た まけ、 H を杜 會ま義 巧の 世界 觀の 立場から. 敎靑 的， 
を敎 的，* 化 的の 巧 巧に おいてを 常なら ざる ものは 禁止され る。 このを 定 fcHS るする と、 e じ A 查 
化が 斤 はれる ので あるが •をの 作み が 上演され る 前 化もう 一度 檢 曲た まける •この 彼 巧は •巧 謂 巧 
審檢曲 よる もので、 か畫 を、 文篆 業者、 藝術ま 中 ホ I ぶた 化へ、 四 名の 巧 ホ ホが 麵舆卞 る。 
この ことは 巳に 巧篇で 法べ たが •こぶ 巧 S 會が •最後の 巧 否 持つて & る。 文審 杳の甚 ♦は 前の 
場合と 同樣 K •ナチ ス のな 治、 美畢的 見地から ホを される。 この 實會 では •この 快畫 たどの 看の 
人民 化ぶ サ るべ さか •子供 か靑年 かの 巧 4 で 巧まず る。 巧 化さ 傅 巧の ホ a が ある 場合は •山れ の審 
査を 貝會- 上れ 檢巧 巧) を 巧 集す る。 これ 化よ つても 明かな やうに は SI 化 香 ♦事 » ではなく， 
庆畫 のを 會巧 なをを 重祖 し、 文化な « の 意義た を 画ち を さ ♦ようとを ■してむ る。 

似 XQii の 藝4 によ 

と、 で 其の 化の 藝猜 とまへ ば、 舞曲、 繪查 、モ樂 •演扇 等た 含む ので わるが、 もの 個 ♦の »細 な 


巧 6 よ • g 旨で ホい から、 -K 略を 述べて みると •夫* の藝 術の み RK お；、 g 巧に ナこ世 ホ*^ 

民 巧^！ 1書養て、 養— ミ H ミ 《 S - >ist I 

•巧に 巧 人的、 ま畜舞 夏は 芝され •を 案 曼？ を 人 g ま麵 ま^^^ 

ミ、 > てを 中央に 集中 •ミし よぅとし V むる。 數年萝 ，ベ 三ポ 扇ち S ま 覆 8!^ 
の 趣旨は、 度 成の 舞曲？ ナ 牛* 的 精神 化 ミ 再 夏し •技術の み ミず イサオ； 的^*。 
g する ことで/— 篡 S そのこ ツ をは 自らを の お ミ？ て； f の 鼓 表 2 

すた；-; ィこン もこ ミから 裝 して •ノ イ ；ンツの理|窒とたかへま5 

の タン こ イタ：、 マ， ク c，；； 同な 化 巧 ♦しでむ る。 璧 後日が 逢いので わる々 を 

の 卒乘審 • fi 硏累に i して、； i ミを 畫よ ぅ^し ^ I 
音 菜 ホに おい V ろ 「5 による 力」 巧 か • S ホに 安懼 な— ミ 赏畫 ミる こと- f *** 

•へたが、 ナ 牛， は 又 音 ミる じて、 «れ 《ド イブの ■民 性 kf しよ 5 とし ミる ベ 
ンや •モ- ツこ卜 などの 巧大な 吾美を た 生んだ 自 曼た靑 年の 闻に まさ** くて をの と 
し哀 かしから 暑藥 蔓餐 ミす こを か S 人 だけの 里で なく 貪に ■寒め 在^#^^. 
と考 へを、！ i 音 美 ミ 巧は、 巧 少年の る美敎 育た 重大な 巧を として ミ。 を ■民の 

3 ✓ I ミ 允 

ミ ー ■ s さ ■ミ ss* . 
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をの 威 情 わ 明 器ず ると さ K 愛て 音 樂の巧 かが ♦される ので ある。 この 目的で •を ■巧 化 まを 
寡た 安な たます る やうな 施 技 わして、 例へ ば、 ア ，ヘンの 呈巧 S 音 ミの 入場 冉は . Ill 十 
ヒ であるが •ホ 美ち 口 こち 巧の 化の 現代 R の 音 樂ミ貧 さ ♦て ミ かち 數モ 人の • 
棄は 精神た 向上して R をで さるので ある。 又，；， ン化 て*、 オペ， •管な 美 等 お M ふ 化 何 ♦ 

す 便を 成 じて* ない 0 

音 美の ちを a 、 羣資ま 時代で？ <て> ぞ卓 g し 《—0 手？ して •又 量 まの W • 
資 として S しな けれ をら ミ。》 から •音 美敎靑 02 化 •此の 藝 5 ■民 0 各た ♦及 さ ♦ 
るの が 目的で ある。 か、 る 立場から、 音 夕會の 二— 卜， ィも曹 の やう 化、 單 KS 化ょ つて 《ち 
されず 化、 ナ中敎 育 on ぶ 化な つて 作成され •パ， パと か 7 グ i などが、 文化 巧 遺 ミ 《反を とい ふ 
意味で ことさら 掌畫 されて* る® - 

ある ナ手夕 5 は 次の やうに 云つ て ミ。 「黑 人の ジャズが ベ— 卜 ，ゲ この シン フ * * , と 同じ 
や' う 化* 曼さ si る备 はない。 を 度 下の 巧 態で 歷 つて 人 ミカ •血の 《力は 音 美 ミ じて 巧い 影 
春た 舆 へられる からで ある」 と。 

次 化 美 ♦では、 I きじして 云へ ば、 ナこ 0£ は、 美術家を アト， ちの 中 化屏ミ ザる やうを 


職人 根を を 否定ず 柔 とし y 現 c た。 さ こ V *- •美 ミ 社會 SK 塞ず 4 ばか* で f 、 ち 術 寒に 
し 、巧 文化 建 巧の ために 巧 じく 围 ちの 一人と して 巧し く 度 ふ B ± である こと fc 自曼さ 古 ょう 
と 巧を て& ミき B すれば、 國 養 ■ 結が •を* 的 健康せ •が 巧め の i ム 、一 萬 理解せ が、 

S 去の 丘を 時代に 代クて 前面に 巧し 化されて 巧た 义 もの タタ イク か'^ れ ば* グ火 マン 的 樣ホヵ 
民 巧せ の 本®; 反省と し V 再現 さ 打、 健康せ と 活力と ポ 、巧 S 的 在 怯 道 ♦巧 R 的な 題 林を つて 
巧つた。 この ことは 建 巧 K ♦當 ては 3-®' •ゲ分 マン 的な まの ♦巧と ♦ち ふ ぺさホ 代* リシ ャ 精神の 
巧 巧が、 建寞ゎ iE し、 R 外曼 •&を 場表 見る 棄 化な タタ 王が 姻 案され 《。又 美術の 责 
«* 巧の ま*! は、 固 巧が 藝 術會酿 巧で わる。 

み 上 箭# 乍ら •一度 的な 宜傳巧 巧た 速べ てみ たので わるが、 を 巧の ち傳 用の 7 < ホム は、 截 ホの 
反 酿た 豪 も 巧らず* 走が ホ 巧に 增 化する さ うでわる 0 4 たか 畫會 * 所がを ド イブの か畫館 K 最低 入 
場み ミした た 《にもの 效 栗が 5 累 され 《とい ふこ とでみ る。 これにょ つてを かな ♦うち 
現を •ト イブの 函 家を 傳は • *1， トブ 1線 巧た 上 K 巧 さ、 ナ*夕 を 義の數 皮 化た お 目と して 巧 はれ 水 
♦& さの 月 到 ホれ 總と强 力な* 巧 力と Ki つて、 着 ♦をの 目 巧 K 向つ て 成 栗 k 擧げ てむ るら しい。 
藝術 とを 傅 S して グ ，ベ こは 如£* 宜 傳の夕 S らしく •「そ 人は 屢* • トイ ヴの藝 ミ 宣傳 

§■ sss の ssv 一 ■ 一 ’ 
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の逍 で# 落さ そた やぅ 化 ホ 難され て a るが、 これが ♦して*! f 去へ るか。 宜傳 こもは 立派 
な藝術 K して、 巧 集 公理と 巧 ホんで、 ド ィブ ♦围 tfi 城の 城 i ♦救 ふところの g 画の 大業では％ い 
か」 と自 みして &る》 


巧 巧篇 對外宜 巧の 活動れ 巧 

ド イブの > 外宜傳 巧 動が 望 國化 とつて S で わを か* で a く、 S ホ 法が 5 て 巧妙 且？ 
失しない ことは ミ 巳 Ki0t まで t。 ド イプ 《宣 傅を？ 斤 はれ ミる こと 享： 
巧 巧 ホも受 V •ミは 何 S ま ミ*? み S と 含して S0 は 第二次 大 岳？ とで わつ 
て、 最 i 年 5 色 SS た — I と . 宜曼ミ 含； は蔓 S 云 ふ？ 55 がない 
ばかえ 、 -Ksf 共 K、 を 0is ミた ミ V ミ SK 氣が夕 。ナ； S きがみ 
A の 頃 化な ちした やうに、 ナ千夕 のち 累わ 4 で 巧 極 的. 巧 街 的の* ので •■家た 會を ♦に ■卞 
>0 外 ■の資 念 ミす と 同時ち ■外の ドイッ 巧 民 ミ ■と S さ tsss つ 化 f ない ものな 
を •何等 不巧 合がない わけで わる ポ • S はナ ♦の 外 5 おける 宜傳 は* う 一つの •則 在 面 t 持 
ミむ 《のでみ ミ、 をは 世ホ备 ■の 度 巧の S と a ミミ 面で わる。 さ 5 して この 化の 面の 

宜 麻は 現た*; してを 勢 的な 塞た 執* •¥ 的な SK ょつ て、 ナ； ■まの ち お 的 の 夢 化 

ち 巧 が 態 kj ? さ W さう とした* のでみ*^ ことは •己 化ナ * ズムの 正 巧 力 巧 W となつ 《巧 おでは K 

誰 S S 50 S ち 一ち 一 


Maox 傳 Iglll 其 exn -n 田 
ひの ない ところで ある。 

■けれども、 ィク リ— •日本の やう 化を 治 的に 共 巧の ある* ま 化！！ {しては 直傳は 極力な ひと 不 なの 
種を 巧 かの やう 化する ことは か 論で あるが、 ド ィヴが 好 童を 得たい とぶ ふ 化の S 画* 例へ ば 合 ♦圓 
など K 身して は 功を 方を を 化つ て、々 化 巧！！！ 的を ま » がが « とされる。 义巧函 は 巳 K 載 時の K 簿の 
對 象と をつて & るのは々 論で あるが、 又 ド ィヴ 小 ft 民 巧の ちを する 画 令では 文 巧 ホを 傳卞 をが 考盧 
され •これは 二«化 みけて、 ド ィプ 人の 要 ホに 巧竟 k 持つ パンダ >1 の やうな 親獨 かな 國 と， 夕夺 
ブとか巧かのデ ン マ I クをどのやう化ナ牛 ス 化絕>反對の*度ゎ示して&か函.^^^^は、 ホ法がなつ 
て & なければ ホらない。 

けれども. 重 巧な ド ィプ 小數巧 族の ち 巧す る函 で， 巧 巧が キ フアシ ■巧で あると か、 み < とも 政 
策 上の 理由で 一時的 K ド ィヴと 結んで むる やうな 捶 合は、 ことさら さ 簿も儀 重な 態度 fc 持して fc *, 
小 歎ち 巧 t 祖函 K 向つ て 結合し ょうと するとき、 か、 る 致 策は 多數 奢の ち 族の なみ fc — ふ t と fc ホ 
巧 Ka いて & る。 

最« の 巧 類 K 入る のが、 强 いて 巧 解 トイる か « はない が、 若し， ナ* 化卞 f とが 出来々 ら 、贵 
重な 巧 9 面と 思 はれる 國 ♦で. 巧！！！ 貧の スペィン はもの M である。 


この やう 化】 な 的 化 ホべ る ことは をみ であるが、 賓 R 上巧讓 的な 巧な fc 化纖 して、- 画を ナ* 化 
する ことは 中* 夕 々な 業では をく、 をれ 化 も 巧らず、 巧年ナ チタの ち W の 港 曲は 澈し < なつて •ホ 
KR 爭 と共に •巧 ホは か A のこと •お 巧、 才 I タト ププア、 アメブ 々合 ホ國 .* キタ、 プブジ 成，* 
ペイン、 ブト ア ニア •ソ » 巧 等は ぞ これに 對 して » 策た 巧 ずるが 要に をら れ た。 7 ブンタ は大載 前は 
あまみ ナナスの ち 巧のを ちた おかな かつた やうで わるが" 英佈離 同の ま 傳が ホ々 して A 1 國 がドイ 
ヴ化 巧つ たのは、 < だを 巧し いとこる で、 第ニ ホ 大« 中の ナ手夕 さ W の »» であると をへ よう。 

要するに •今次の 大« 化 入つ てからは、 ド イヴの 新 外を 傳は ♦ら載 巧 さ 傅の# 色 k 香び て ザた と 
をへ るので、 をれ 化 巧いて はを 化 稿^ 改 » て 論ずる が 要が わらう が、 篇軍 K 云 ふなら は、 雜 ての 宜 
麻の 巧 象 k 專 らち 國化 集中して •巧國 と 中立面との W には 離— 的な 術策 t 施し •芙 Bfc 孤立 化 おれ 
ると 同時に •同 巧 田に 對 しては もの 親々 の 巧み わ 1 看 巧く しようと 巧 A てむ る やう 化 思 はれる 0 

な 下は 巧 前の 資 巧で わるが、 ナ * 夕> ホを 傳の 一な たな ぺて みよう。 

二} ブ A マ* ズイ > k #4 の 見た F イブ »巧 » さ ！ MU 

围巧化對外まな化ないてなべるホに. こ、でグ<プ*ズ，ンタ+イ (>_をユ olsslnskow . かつ< 
ド f ッ* 巧 斤を の 最高 場密化 •« した « 巧の g 着から、 ド イブ 政府 化に ナ*« の S 巧 X ぴ寬 傳巧纖 

»s « さ 傅 SS 历 i 
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K 就いて、 アメリカに 於て a した さ 葉 fc 引用して みよぅ 《二** 3 1 ク •タイム* * j 化 一二 八 年み 巧 
二十 二日 »、。 彼は •プ 《 シヤ內 み 大臣 化して、 又 一九二々 年よ >111 十二 年 あ •巧 林の »祖«||| であ 
つた 由で •多々 ユダヤ人 である 爲に •米國 化 j 難した ♦のと あはれ る。 巧は. 大隹當 時の 芙— のな 
巧 個 度に ♦みらない ドイツの 情 巧 « 度の 優秀 さた 速ぺ •若し、 ア メリ々 も •これ 化對應 する だけの 
巧 巧 巧 織を 巧た をいならば、 危 みで わるとの 警 ホ t 典へ てむ る。 彼は、 ド イヴの 倩 報化纖 は. I 九 
一八 单 化 まを 化 解 « され •もれは、 か圃の 巧* た ♦■そず •情み 組織のを 费金 k 中止した た A であ 
ると 云つ てれる。 一九二 五 年 化を つて、 多少 巧 巧を 巧は なをされ、 ド イヴた 巧のを けの か 可の 有無 
化 巧らず、 巧 海軍は、 自由 K た 用 曲 巧る 特別 ホ 金た このた AK 用 ひ た。 ナ ♦のな 報 制度が かく 
巧され た 理由は、 t ， トブ I 致 巧の 人 « ホ義 におる ので •この 主義とは、 アリ アン 生れのを か ド 
イツ 人は •外函 & 府 化を 巧 k 誓 ふと 否と K 巧らず. ドイツ人で あると いふ ことで ある。 巧は 一 した 
がつて、 在 ホ K イブ 人は、 K イブの 支配 下 K あるので、 又 巧 巧の 巧 合 化 兄る 如く •ド イブの 利益 K 
奉仕す る義 巧が みる」 と斯 ちして & る。 

グクプ •ズ < ンタ 年イ じよる と、 第 I 二帝函 のを »、* 祖 、情報 « 巧は、 た# 化よ 6 監督され るが！： 
と、. ナチ 黨 化よ Ac せされ る ものと が ある 0 & 府化 よる ♦のは • W からけ の 巧！： 化 分れて ねる。 


w 宜 •相、》 てへ* ス博 女の* 率ず る 宜傳夕 

巧 外な 省 I H ルン スト •ヴ へみ ム •ボ— レ ( Ern * Wilhel 3 〇〇吉*】 が ホ！！ なのが* で ♦る。 

巧 |5*及ぴ*6* のために 白 巧た 巧 有するな 裝軍 R 。 . 

脚 ゲシュ クボ I ヘルマン •ダ— 9 ングの ミ 下 K •ヒン ムラ I が < W •ずる 0 

巧巧«さ化»しては、 グ<プ-ズ，ンブキイはさ«ぞの巧へ巧化特巧の注ちを#つて、 をの任1*は 
を か ド イプ 人との » 国 巧た » がする ことで わると 云つ てむ る。 

ナナ 黨の對 ホ »■ 巧に 巧い V •彼は 化 織を ホの 化 < 々巧して ねる。 

(イ】 ホ H 政 あ 助績部 ( F まを を ミ を trai 己 ミ SH ミ) と 結む サ るか B 皮 あ $ ( I •‘ §ぞ3 を かを一 IM ****】 ■ 

1>| ン ベみ ク おび ボ I レ 氏が 婚 g する 0 

(こ 在 か ドイツ人に 巧す る 巧历巧 B Q が け， かたる 政 £历《 を デ* 1 卜， > ヒ博 ± の 管！* お。 

( C フランツ 3* ク 1; •ン •王， プ 巧 軍の 下に ホる 宙民笔 巧 

(こ ナ ♦黨 の— ホ 8111 局 ( W まぞ。 を § 0 を* づ夕擊 R 及び じ* トブ— •ユ •ゲントの ホ W が t 含み* ポ I 
レ 氏の E 蕾の 下に わる 0 

(ホ) ナチ 婚人 姐を 〇ダ A 卜 9-1 卜 •シ •ルツ- ク 9 ンケ の®* 下に わり • X — 境* ホ 皮び 在外 F イツよ 藥 fclw 
する。 

» n « > 外な 傅 0 巧 1 H セ 


. ，* ••'''ご‘.、 

ll«o 貪 薄 廬纖 と 其の «R WHA 

(〇 ナナ g 組合。 

(卜】 f イツ 丈 宮組ち 

(チ) - 1 ペルト •ブイ 宝の 下に わる ドイツ々 8 S さち 

これらの ナ* 黨外函 巧の 扭 織は •致 巧 巧の 黨の »纖 と 着し < 類似して た i •ボ ，：！ が ミつ の 部 円 
化 地 化た 有する 事 貧は、 このみな 円の 密 巧な ■巧 k 示して むる 〇 化の 外に も、 ゲ シ-夕 IW は自々 
の 對外巧 巧 《 巧 k 将〇 てむ て、 又 特別 派出 貝な 外 K 、 # ♦外 画へ な 用 旅 斤を する 人 k も 雇用す る。 
ホ 年へ 月には •グ I ナブ ホ. クのブ A I デンを 运は •グ 夕— が* 出 ■: が夕 & I ゲンで： トイ ヴ學庭 
の！！ れ S ♦敎 g として 巧 巧して & る ことた* いた。 

ここ alislic て Q « 身窒 g 

ナ*夕 は 通な 化た a じて、 不断に 對外宜 傅 み •且 -I * I 乂の と 配給と わ をけ てむ る* を 
の* 夕》 ものは •巧爾 D * N * B のぶで みられて むる ド イヴ 通 宿 社 度び 「ト ブンス •ォヴ * アン」 通な 
たで、 この 二な fc 逢 じて •ち 傳ぞ 情雜巧 指 寒の 下に、！！ 外ち 傳た 斤つて a る。 ド イヴの 新 WA • I 
夕が » 肩化邊 さると いふ ことは、 致な 當巧も « A て & るが •これは ナ*< ムの宜 傳が利 さ 11 ざて & 
るた » であると 思 はれて & る。 しかし •一巧の 海外への c - i は、 度 巧 化ょ つて* 削され た 上* 


の やぅな 通な 化の キ kgv むる。 

「 D * N , B 」 は I 九 I 二 |二 年 十二月 五日 •大巧 通信社で ある ゲ *^7 涯 佑た 《ミ clfrwTdegnIphisf 
Baro) と目巧通信をでわるブ ^^グブ|フ*ン*ブニオ ン《-ブ1巧31>1|*ミ1;も8:}とが合巧して成なし 
ミので •香 SS とし V * 技 まれた 《で わるが •を S •半羣 養 S 色？ ち •をの 株は 
を 巧を 巧が— 上げ、 致 巧が 宙巧 所有し ない 株 ftR はもの 信 巧 的 所有で ある 〇圃巧 度ぴ围 外の* 
•1 スの 配給と 巧 集の た A 化、 さ邑ち ■の 支局、 巧 ホ ホ • 4 なち a どを 各地に 庚範 K 配備して fc*， 
又 ドイツ ■ 两の宙 巧 田は ち 巧 か 同を か、 この i たと St 結んで ミ。 この > 符 化の sa 任務 
ょ’ R 曲 用 無電' ■巧 •電信* H 巧夕 にょつ て ニ ユ—夕 k な遼 KK ボ する ことで わる 《 

この 通 倍 おのかに •「ト ブンス •オ ブエア ン」 •「ド イブ 度 ホ 外 巧 通信を」 《**pd ミす 5 っ •***•*^**1 
Pol 泛 sch Korrsponds*) 《外 みぞの •■として 外 巧 田 Bfc 巧* ふ】、 「オタす， クタ •プレス」 (^^****' 
pr ミ ごツ聯 及ぴな 歡巧題} 、「ナチ タ黨 ろな」 (N を cnal さ * iali 泛 ische Fli.Kor ミ pondenz) もの 化十餘 
の 小る 信せ がわる が、 何れも もれ どれ 巧の み 巧で® 巧して 〇る〇 此の ぅら 「ト ホン タ •オブ * アン」 
は 「D*K*B」 と 同# に • g ホ 通な た 目的と して、 巧 米 等で » 斤され る 親* 的な ド イヴ B 新— 化 E 
♦た 供たず ると か •無祿 g 倍で •巧. 獨 、佈 、苗の 因ケ圓 K で ド イブの 围巧 ♦请 tg 外 BK 放 8 し 
♦B« « か 貪 ♦ogfIKB -—九 


«亀0 な 傅！！ 幾と 其 o«ll -五〇 
て & る。 4 た 上 速の 「ナ * 夕黨 通信」 は 震の 通 おた 化 度 ひ •まとして ■巧の 巧 W の 指 專化當 つて & 
るので わるが、 o * N * B が I なのな が g 涛 た & ふのに 對 して、 この 通な は黨に ■巧の わる ft はだけ 
た 目的と する 〇义 これらの » 通信 おは WK 二-— 夕た 供給 するとい ふだけ でな く •ナ手 夕黨の 世界 
概« 立の た A に 一巧を— つて & る ことは か 論で わる。 

{ 111 】 r ブ レ》 夕 T ♦ブシ ご ( pressMttac 呈 

プ ン， セ •ァタ ，シ にょる さかは •巧 ♦重要な 巧 してむ るら しく. み •宋 •偉 •をの 化 巧 HR 
面に K せす る ド ィブ 乂 公使館 附の官 ちた 利用して •「プ レ， セ •ァタ ，シ は、 ホ 面は 外み 巧のを 吏 
とい ふこと K なつて & るが •をの 貪 ま なぞの 情 振 巧 A であつ て •ち 接 巧 巧 憂の 指揮 k まけて 巧 ■し 
てむ る。 巧 外ち な 巧 •る おょ i も •個人の さ 咕な巧 動 化 i る 方が】 看效果 巧で あるた A 化、 を 傳あ 
では •益 ♦この！！ 巧の 巧 サに巧 力して a る 0 
•《因】 ブす ♦其の ■の > 法 

對巧 さ 傳の わら ゆるま 巧が 又 同 巧に 對 外宜傳 の！* 化 使用され る ことは か 論で' ヒ ，トブ —は宜 W 
の 力に* 4 クて h ホる 論 ホは、 ド ィヴの ま 力的靑 *の» 少圓化 » ずる 歷 力た考 ■してむ るが —— 不 
«の» 利 t 巧、 巧 ± た 獲得した とち はれる 巧 ど 化 •宜傳 の巧餐 漏の 使用れ 巧# t 極 38て& た。 仿 へげ 


才— タト， 7、 ズデ— ナン •こ n •メ 等の 何れ s 畫見 V も、 ミ f 口は た径 巧で 
あつち か、* 巧， デォ 及び ドイツから i 入し. た？ 碧？ 次第に 賣の也 k だ？ て かち 賴い 
て 地下組織を ミ •宜ま カミ大 し. やがて •民 素 K ドイツ S を こと や •ドイツせ 會肤 B 
がを 巧で 化 5 到を これにを ない ことな どが •ち傳 とは 思 はれ 《でか 貪に、 ブデォ 巧 S もの 
變 塞で & を' 0。 けれども •この 基ろ か 終る と •宜 2 ーホ攻 《5 じて、 巧手 S 統蔓 
-た S し •やがて が 霎化巧 かを？ で わらぅ と &;、 ドイツ 《タンク や 5 が 5 
ミえ る £ s ? ミと 牟儒 する® で わる。 この ta 宜傳寡 《•相手 ■の莫 芝 情れ g 
じて 極 《y 巧を惡 をて ミ、 現を でも：，* 等に* しては.， デォ • S 等の 8 ミ じ 
y、 某み なく 巧 動た 8 して ミ ザ こ、 では まとし で •ド イブの ミのを 傅 放を はまを どんな 
がな K あるかた 論じ < みょぅ 0 

をのが K 、 ド イブ K おける ブデ オま傳 S 遷化 5 て •营 しな けれ まらない s 、 をの— 
の 1 か 妻る と •大 5 一つの 時期た g てむ ると いふ ことで • 8 獲稱 後は ミミ 的 K 勢力 2 
化 重 K が ■かれた ので わるち をの 後は* に ^5 かちで なく、 ナ： ■家の 5 と共に， ホ 笛 K 
を 巧 主義 的 巧をから* 外的に 巧 動た S して ホた ので わる。 けれどち 更 を 次の 大载 化义 るに 及 

0S ssoiA -a_ 


||«0 重傳 lllli 美 ex * ~sll 
ん で. ブデォ による ■爭 おはか か 化 商 •これた 利用して、 ■画の 宜傅 がし. これ 化 反 •を 
化. へ、 自己 fc ま— しよぅとの 童 ■が 巧睡化 看取され る。 化 上の 度 » は、 ブザォ 化 使用され る 围語數 
の增 化# の事資 化よ つて ♦おられる ので あつて、 ド イブの 化 ホ ホ S は 使用 語の gfc ♦したげ か* で 
なく •更 化を の ホを Kg た 次第 K 鑛大 し-放を 巧两 kgft して 來た〇 
ド イブの 世 ホ ホを と 放を 巧！！ 

ド イヴの 「せ ホ ホを J <: welt - RlmdAmk --} の 化を K •おは I 化 二 九が 八月に ケ I -1 ヒ * ゲスタ— パ 

ク y ン (K 6 nigs-wustcrhausen 】 の 巧 KW の 巧 波 巧の K 載ぶ をた 手始 AK ， 一九 111111 年 田 月 一日 k 来 

巧され 本ぶ をが おはれ、 其の後. アフプ 々《- 九 III 四 年 二月 I 日用 お】 •南米 こ I 巧 二日 J 、 家 アジア 
《二月 I 二日} •巧 アジア 及 ぴ才— ブト ブリア 《 1 九 |二 五 年 一月 一日】 •中米 《五月】 日】 の g 地々 化 賴 k 
し 一 九ーニ九お三育 一 日化^一南ホプブジ <地香向さの&をる；|8しち 更化* I a ， パ wntlull 
として** あは ■ I » •パ 向 さ K 巧技の めを ♦巧つ てむ る。 

現ち せ 送 巧は-九 一二 六 年化投 立され 《ヴ H I 》 ン ( zcci ) •演卖 巧は ベみ， ン K 置か 可— • S 
美 巧 •西* 葡 巧の 五ケ 函 語が 用 ひられ、# 化は アブリ々-, ンタ K •マレ— 巧 も 使用す る ことが b 
A •一九 III 九 年 春から アブ ビア！ i ♦用 ひて &る〇 


巧は 開か 常 ホの ホを 巧 同は、 ホ 米な さとし < 1 日 一巧 闺囚 十五々 であつ たのが • e か 十 田 年 境を 
では 約 二十 二 SI 手み 化 及び、 これ ミ S に 見る と、 化 米、 中米が 何れを と S 、 まがと 
時 聞 五十み 《其 化夕 »】 等 K をつ て •を 信植 A 用 巧 闺の合 かは 一日 百 二十#— の 上に なつて むる 《 

プ 》 グ テ* 

.プ ログ， ムは どん ミの がかを ミミ* 0 かとち ふと •ホを- 7* の ミ、 8 た 巧つ ミミ 
はち 傅を であるが、 を樂 •演 SW の 放を が 《六十 五 -7* が 《二十 五 ダ，. 《演 をの 化が 《十》 
の# 合と をつ て •そ 美せ をでは ド イ中ユ ブント 放を ち やべ*' タン 放を 巧から 巧 二 時 商に わたる 輕音 
おや ぞな樂 を中繼 した 6、 をの 化 ンン ホユ I や オペラ •ま 巧 美 等 k 放を して •ド イヴの 音 樂め傅 g 
の 巧大さ fc 示して & る。 ュ • —夕 の 方は 一日 二十 巧に 巧い 巧た で •& をず る 外 化經濟 __ •—夕 通 
间 ホな •今日の ド イプ 《♦そ >、 义 ブ 貪な 《♦を) •トピ ，クタ 等が & をされ 、講 潰と して 
は •「ド イブの 論 技」、 「ド イブ 硏巧ク ブプ」 など ぉ投 けて • K イヴの 义化 ♦現勢 k 紹ホ ずる ホ、 「卜 
イヴ 巧 ABC 」 と » ずる 巧 ♦» お k 巧け て、 ブ ♦スト fc 無料で 配ボ 、ド イブ » の アナ クン タ k 外人 
にも 巧 解 さ# ょぅとして むる のが 見られる。 この やぅに、 宜 W 的 要素と# 美的 要素と k 巧み K 化* 

第 Bn « ホ 實»の 巧 •歎 お - 五ち 


， —逢0««輒«1 其 • . -五田 
巧 ザて ナ千夕 はま W 化 巧 A て 公る。 

化 織み びな をの 责情 

又を のな 織を 見る のじ •現在は 画 放爱舍 をの 中央 指 ♦巧のを 國 放を 指 ♦巧の 巧 四 か •ホ H がの 下 
化、^ 藥術 及び# お IT 脚 巧を »、 似 化を 地帶 K 、 W な 出 ！ r W 函 R プ 〇巧换 g の 五！！ が B かれて 
をら、 又もの ホ S れ 巧は 一九 云 八 年の 四 巧 一日から 十日 で ド イプの 巧 ft 化を が 短 技 ホを 測« 五 a 
年のを を ホを た 巧して むる 外' 五月 ヒ ，トラ I 巧 伊の 持は、 •夕數 の アナ ゥン ♦! •お ♦貞 たイ タリ 
» 化 巧 a して •五月 I 二日から 九日に 宜 6 固 R 中！！ ホ 送 t 巧 ひ •巧に イ タリ-- 艦 R の演 g 資巧 ♦ォペ 
.ブを 中！！ した 6 •九日 化は シ-卜 ，ト ダクトのを 外 ド イプ 人大舍 fc 放を するな ど、 ブザオ は 政 お 的 
さ 麻の 目的で 巧みに 利用され たばか 6 でな < ，馨巧 ホ ホ K ド イヴ おの » 化 « の 數が年 ♦增 化の « 的 
を 示して a ると とは、 ド イブに おける ブデオ の 巧 植た一 看顏着 化して© る ものと 去は なければ a ら 
ない.。 

ブデォ 化は 國巧 がない のでみ つて •巧妙 化 利用す ると さは 化の 巧 《• 雜巧 巧ょ i ♦端的 K 人 也 K 
貪 3 入る 印象 力が* か K - K さいと こる から、 ナチ ブ はこの « 巧に ことさら 力た 入れて た ♦•又もれ 


だけち 巧手 s から 資 s か 送 i まく 旨內 K 這 乏て來 るせ K がわる。 ド イヴは s 化 入つ 

て かを 累湯 S 止 kb ず S をを 岳 か十署 を 一 日ち k ち v ^、 外 5 望を# れ ずる 

ものを 雜 におして & る。 ラ デ オの宜 S か 何に 裹 であるに 言， を t まない もの 化は をく 
I 力の ない ことは 吻 論で、 やが え 苗からの を傳か f 封ず るた SS 的な モ 巧が ミす る こ 
とでみ らぅと ぶふ 0 

現を ナ辛夕 が 巧つ てね る宣 塞を の 例た アイ，々 に 執 ミ考 へて みる も寞を ホと た 一地 ホ 
として、 この！！ ホに ほけ ドイツは ドイツを、* ペイン お、》： ダクを でみ H ホを を 巧つ て &る。 ， 
をの 路 •地方 巧 曲が これを な* 舉げて •お 巧の 解 挽 5 みるので、 をのを 麻 力は 次 gK 增大し 1 
る。 この やぅな- 7 夕はド イブが やがて 世 ホた 指 ホし. 世 ホは を S 下に •ホ 巧と ミと たまず 
るで わら 5 が、 こ CK 反し V :， 《合 ホ寞 《民窒 含は S 岳 落し V ’ 巧治 ミ お 人 化 も 

ミし く •實 こを 雲で ちる とおら 巧へ， してまい て、 ことに スト ライ* や 暴力 行なが 巧 はれ 《場ち 

ア メリ； 審狀 S 長で 重と」 V 、 ち S 塞 送 K 利用す ミ 塞 《わ 金 酸、 「正 巧な 

函民 化と つて：，* 合 含 芒 ミし； でち ろと 違べ 《と 1 K はれ ミる が、 2 ミ—々 
をは 巧け 巧 巧た 極 A て& る。 

誰 S « さ 傅 CSS ■ _五ミ 


腾龜〇 室 ♦ItslxoMI i 

ホた 時化は •この 宜傳 はを 巧 黄 A 目た 目樣 にして、 磯道！！ お 納入 契 巧 tg つて •麵 米の 會 化が ft 
爭 ずる やぅな 捶 合は •ド イヴからの gft は. ア> リヵの 銷 ♦罷業 fc か小雜 乂化 傳 へて - t ， トブ— は 
巧して タト ライ* た* tn . をい から、 線路の な 文は ドイツ K した ホが ょいと、 かを した 4、 又 正面 か 
ら 巧手 函 fc 攻 •しないで、 た 《ナ* 义の政 « は 偉大で あると か •ナ すに 失乘 なしな どと 遠 4 はし 化 
* ♦と 巧べ 立てた 6 ずるが、 をホ函 などが ナ サタの 反宋 ち 傳に 次第 化 目曼 A るに まつた のは 極 <♦ 
巧の ことで ある。 

を 一章 才 I スト 9 T 及び ズデ ー テン じ » ずる 
ナチ スの宣 傅 工作 

《こ 才— スト リ 7 のナ 

巳 化 才 I ブト リアと* 王 3 は ド イブの-巧と をつ V ••巧を この 兩函の 外宜 傅の 巧 目で た 
な ふことは 不當 であるが •こ、 では 歷た 的の 觀» わら •しげら < この 两 地方が ド イブ 巧と ならない 
なが 化 s る ことじす る。- 九 111=1 年のを 植 巧 « じ J つて 新しい 力 fc # た ナ千ズ 4 は •國內 の 反»* 


の妄に 安 力を ける 一ち ホ* Ks 主 fl 莫を K 5 V ’ 南方 含 Ksss しち 才- 
タ ト リアは 一九 I 二八 年 I 二月 十二 日に ドイツ K 併合を •こ；"：； 富 年 九月 二十 九日の 
* * ン ヘンな を K ょ ミ、 をの 重要な 巧を 同じく ド イプ KS しで ミ。 數度 5 の 軍 5化衝 
巧ボを 多少 Q 葛が 行 S 《と 度へ •とを く 殆んど £5、 $ 望 K ちら S 方が ド 
イブ 化8 した こと S して、 ナ牛 夕獨巧の 外交ち ま 作 •か ♦ミカが もつ 《ことは f も 5 る 
とこる である 6 

e， 卜，— は. 「我が ■きの 中で、 厕复 やぅち r ドイツ人の 才 ，スト， ア はが ■である 大ま 
K 巧さなくて はならない。 .：.： 同じ 化の 民族は 同一の ■家の 中 K 化む •へさで わる」 と 法 •へて ミ、 

K ， 卜，- は 己 K を！# 巧 振の なかから さ々 のさで み ミ i J アが S となる 日た 乏 ミた 
才 •：， 7?; 5* 亦 白ら 武 f 巧へ て •さ 一宗 と是蔓 0 活 S 次第に 5 

K なウ V* 來 た。 

マス <« の ■!! 

一九 量 年 I 二ろ 才 i 卜， アの蓋 ド； 二 を を 5 Dolf】 が 雨 ■の 併合 S を ミ 

化へ て、 才，： ，ア のま 維 持の た 《K 々力す る や • *-;，ア《 ナ； S のを 傳巧 動は 《 

♦ さ 巧 SCSS ; • 
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か 化 激化して、 を 目 Kl 旦 つて 恐佈キ 巧の 爭 ■を n 始 すると 同 A 化 •國 巧の 自由た 巧 s ずる ド^ブ* 
內 曲を 非！！ する ブデォ ホを た 斤 ひ、 やがては ド^ フタ さ AKR ク て 侮 裏の S 葉 さへ せげ 附 けた。 け 
れ ども ドグ フタは •ナ *夕 の* でれ して- 路は 小康 fc さした ので あるが、 其の後 一九 I 二 
四 年 K 入つて 巧ぴ兩 者の 巧 憂は なれ、 遂 化と 月 二十 五日 K ドグ フタは ナ* 夕黨 風の た »に« 書され 
てなる。 この «會 に •才— タト プアの 併合は 晰 巧され るので はない かと 危« された が、 當#イ タリ 
I の 態度が これ 化 反 對の童 fc 示して a たた » •才— タト リアは キ じて さ fc 得た。 

シ fill プク重 福 —— ぺ ヒサ K 》— ザン QM 
ド 4 .フ ブ の 後を！！ いだ ン* -1 ， ク曾巧 { Schuschn 昏】 は 一を 云 ハ 年と 巧獨ホ » を ゎ 結んで. ド 
イブは ォ— タト プアの 獨 立と 承 » し、 且才 I タト リアに おける ナ *ブ* かは 函內の 面 ■で ド イプ 政 
巧は 何等 ■巧がない と宜 百して、 これ K ■ゆるた A 化才— タト y アはナ * 夕 の 政治 巧 人 fc 解 ホし • 
值人 として rg 函巧 練」 化 ナナス 黨 貝が 巧 化する ことた た 結 栗 •兩 面两の » 立は しばらく « 巧し 
たかの やぅ 化え ぇたが、 一九 一二 六 年の まじま 6, 3 I °， パのを 巧は 一轉 した。 巧ち •十 巧 化手ア / 
がみ 相と ド イブ 外な ゾ イラ— 卜 との 會餐の ホ マ、 ベ^リン* 軸が 結成され る こと 化な つて • 
をの 結果 か. ら兒 ると， 4 ， ッブ— 二は 自ら 巧んで 才— スト リアを この 巧 同 巧 W の犠 ホ じ 巧した と 云 


へる であらぅ。 

一九 I 二と 年から 一二 八 年の 受巧？ 星の受 は SK をた 一二 八 年 一旱一 H ヒ ，"ラ— げ 
か交團 K 巧つ V 、 巧 小面 化 侵略た なみない とい ふ 友好的な 演 ft た 巧 クて& るが、 をれ 力ら ー ニ* 
町、 忽ち 化の お 巧は 巧 餐 して •一一 旱 二日に t ， 卜， -な なは シ こ‘。， クたご ヒ，； —デンの 
山 巧 K 巧！！’ るを の なをつ さつけ ち t ，■* •ラ ■-の 申 曲を 巧絕卞 るなら、 ホ おか 重大 掌る こと 
を 巧れ た シュン*; クろ をた 應ち をの 結ち 二月 十六 日 《曲がな？ れて •ナ； 黨 さぁ ミ 
ン クゲ： { Dr . Seyss - 量 ミ} 怯 巧 巧と し V 入用、* 祭植 ミを の 寒中に ミ、 史 化か 巧 政 《も 
ヒ ，トブ -の をの 巧 K 巧 ふ AdT か、 ホ 巧を たから、 をの 後ナ； の お 奪 ホの 勢力は ホ 巧に 增大 しち 
ィンク グ > 卜 は 巧 曲の ft 督植も 輿 へられ、 これ 4 で 反 ナ* 夕宜傳 をを して むた ユダヤ お 巧 W は一奇 
こ！* 度を まら、 又 新曲 紙は 法々 K ょつ て ド 主 《化 t ， トラ- 《ミ 巧 巧す る おまかの 禁止 
をを ザら Si 《"又 同 持 化 ド, 三 暗 《蓋 墓 g し i 貝を S と 百ぶ 任 出 器 2 たを け 

てむ る 0 

シ ユシユ ミクの 函民巧 栗 〇宝曾 

ベ作ヒ チタ ダ— デンの ♦!! の 後 •ォ— ブト リアの ナ 千ス黨 なの お 巧には* ホの ち 舞が 多く、 化 等 
第 四篇堯 SCSS 一五ゴ 
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は才 I タト リアの ナ* 化と • 獨 填 合 ホの 曰 も 巧いで わらぅ と 信じて &た ところ、 一九 一二へ 年 111 巧 化 
ろッこ • -1， クせ 巧は 夕然 •をの 月の 十 111 日を 巧して 才— タト， アの獨 立 K ■卞る 画 居巧累 fc 斤 ふ 
St 宜 さした。 ド イヴを 巧は この 巧みの 函巧巧 票の 巧を Kg だしく ホ 度、 特化 巧累 奢の 年 動 k 二十 
巧 才な上 K 極 A たことは ナ* ブ黨 ちの す滿 た— つ < •かく V 、 ■两は A 情* 然とな つ々。 ナ* ス黨 
、は】 赛 化な つて 各地 化 示威 逐 巧た 斤 ひ •巧る 巧で 替官 除と 街夕 •ク <« ン では ft 巧は 替を 除た »風 
して ナ* 夕黨 ちの 示度 遵 巧の 阻止に 巧 弄した が、 力及ばず •デ* が 敢行され、 K 民 «雜 ♦♦巧 ♦は 
« 城され •やがては 軍 R の 出か ■ざ > でを 都 ホに 皮 度した。 

ヒ ，トブ I はこの 斤 巧と 違 表 的を ものと して、； * 二， クの醉 任と 親 獨& 巧の «立 とを あつたた 
A 、 ♦態は 愈 ♦巧 化、 ド イヴ 軍 R は 國巧化 績* と 集結 ずると いふ 有な で •シ •シ* ュ ，ク は* 化辭 任の 
止むな さに まつた 〇シ * ン * -1， クの 後た 繼 いだ 新 曾 巧の インク ザ^卜は •お 巧 維持と な 化の nfc * け 
ょぅとして • ヒ， トブ み 請した が. I 二月 十 I 日の 夜の 才— タト >ア 曲ち 化 > する 法* 上の 
«據ゎ、 ヒ ，トク I はこの ♦貪に ホ « てむ る。 ド イヴ 軍は 何 ♦の «がゎ をけ ずに 画境 k 越ぇる ことが 
でさた。 

ヒ ブト ブ |のホ— スト 97 ilA も 當雜〇 窒 娜 王 C 


上ぶ の ォ》 マトけ ア 侵入と これに 績く tt ♦件は、 ナ* 夕さ傳 の 無を 巧 さと 有 巧を とた 示すな w と 
して •われわれの 記 度 巧し いのでち るが •この# から ナ； の宜 まは S ミ 5 て 巧つ 
た ドイッ 軍 R が 巧# したのは 十一 日の タ ホで わつ たが、 もの a 朝の 十-持 化は ナ+ 夕熏 貝は ゥ <1 
.ン のか さちた 占 巧し < 、早まを 傳 ホを た* せして a た。 を 圃に直 i 要所 •要所は ナ手夕 が 困 A •ユ 
ダャ人 及び々 トリ， ク のを 新 M は 一夜に して ナ チタの « ■と 化した。】 切の 不« なか子は を 載 ♦善 
巧の 雜 から 寒淸 されて •ヒ ，トラ I は才 I タト ブア 人の 熱 巧す る わ手植 化、 十二 日に 祖國才 I タト 
，プアに 化ち したので ある。 常が お會 •巧 巧、 す R 、 巧 エ巧ホ 巧で ナ牛ス の宜傳 をは かおの 力 け 
て 巧！！ したと 玄 はれ < むる。 この 事件た 巧して、 ド イブ 偶の 代瓣 ホは •「才 I ブト 9 T 人は 大巧 たな 
して ヒ ，トラ— に 拍手 ぉを つた。 ホ » の 輝きの なかに. •幾 百 萬と いふ 人人の お 巧した 承 巧 fc まけて’ 
才—ス トリ ャはド イブ 固と 結合した レ 暴力は 用 ひられず •一 聲 さへ も W かれな かつた」 とま 
つて & るが •この 不 « の# 巧の 背後には ド イブの 巧 か $ 外 巧 巧 術の あつた ことた ちれる ことは 曲來 
ない。 ク <- ン では、 シミ ニ， クの沒 落と 置な ぶの 延累 # 表される ♦•巧の 到る 處 になを で 
むた ’>、 シ ---， ク のち 像 入らの ゼ タタ— は 巧らず 引 外され、 T ヶご クロ イヴの R ♦たつけ 《建 中 
は R 伍を 組んで 巧ゎタ ホいて •つイ ホ ；， トブ IJ を さ ひ 巧は し、 巧 場は ナ ♦夕 黨貞 で 腹 ひ、 街 

»s SSSS 巧 -こ 


sin ? ミ s 

の 角 K は ナ * 义 の 度が 仕付けられた。 

ヒ 卜 9— の！！ 舍と tc 隹〇窒 ms 

其の後 ヒ， トブ— は 十一 二日 K ま 6、 無 »« 巧した ■民 巧累 k 巧 巧 十日 化 斤 ふべ さ 6 たボ吿 し々 が- 
この ボ吿の 日から 巧 累日 t で ナ* ブ 宜傳 はもの 絕巧 K ましたと ち はれて 0 る〇ナ 千夕の 敵は 函巧 « 
る 處で無 慈を K を 書た をけ、 こと K ク おいて をれ が > だし かった。 これょ ♦隹 •ナ *义 の 
置傳は I 九 I 11 H 年-時 斯歷 たまけ たけれ ども. もの 巧み* 化道» して シ- ン ■'二， クは步 ー ホと 押し » 
けられ、 一九 ご 三 ハ 年と 月の tt をは 表面上は ォ— タト リアの » 立 k 巧* する ♦ので あるが、 貪 R はォ 
I タト リア KF イブの 一が としての 條 巧た « いるもの でもつ たな ♦•ド イプ 人の 才 I * トリ rK お 
ける ぶ 力は かか K 增 大して •ッ •ユ ，クを 巧は ナ チタの ち 傳化« してが 爭た K みなければ ならな か 
ったり 

才— ブト リア 雷 巧は、 ド イブ 人が ナ*ス 宜傳 A ゎ密 ♦入して むる のた 發且 して 度* なまの tt 饋 fc 
申込み •义ナ *夕 ち W まを ま據 した 6- * 讓 した 4 してむ る。 この やぅに ベ 六 リンと サ <1 ン との 
同化 巧った 化 巧 ♦や ホ 麵の應 晒は. 一九 I 二八 年 一巧の ホ K 絕巧 K まして •ォ— タト リアの 警 
はク <1 ンのナ ♦「巧*! 巧ち 會 J つ さ ci 穿 atls coinmiUec ••る 本 巧た 襲擊 して •文書を 巧 化した 結果 • 



ホを を ナチ タ黨 fl のンォ がグド •卜 I ダ 《巧 •家 ミーた H * ミ】 は ■事 巧と して ホ 捕され た® 

.との 义 ♦の 中 化 ♦見を た 巧 5 SS を S ぶかち B る S さと 稱 される* ので • T 
タト リア 獲得の ナ ♦スの ホ畫が SK まれて む 《と 云 はれ 2 る •この か畫 ♦化ょ ると、 ナ； 
g 貝と ド イブ 人は 國 境の 事件 え 上ら そて •才 I タト ブア 固內 K 疆 起こさ ♦る •さう し < 

才 ..タト， アの餐 をが をを 8 する やうな 場を は 何 ミ •■境 附 を 化演 g の 《《化 集 巧して &た 
ド イブ ■巧 軍 ミ， ブト リア 化 巧乂さ 古て、 •ト イブ 人た 流化 のまから 巧れ とい ふので わる。 

この 文 ♦が « 見され たた A 、 ン 二， ク はこれ k 列* K 蓮を した 獲 も •依然 fc ， トブ— は 巧 じ 巧 
動た 執る やうを々 を 出して & たと 云 はれ •巧 化べ こブ 5 ••デンで まわ 巧つ た 5、 t ， 卜， 
»がン こ* ユ， クに最 み K 巧々 し 《人人の 一ん に、 才— タト， アの卞 巧 拳の* 司令官と しで K ら肝 
llllc 舉 げられ た ブイ ヒ ''ナ ク# 軍 t を ミ 『己 S 3 ぎ •を* ミ e ) が & たと ち はれて むる のは 如 巧 K も 
ヒヴトプふ巧の强さを示ずホちでわえ其の往シ-ン弓ク化ミは次第に不利となミ’やがて， 
才— タト リア 獨 立の ための— 民お累 のを 百と な 6、 これを あ 止す るた AK ド イヴの 斤 巧が 愈** 着 
化な つ < •やがて シ •シ * 二， クが辭 職ず る での gg は 前 化 ホべ たるち である。 t ， トブ— が 巧 巧 十 
日 K 國民 巧' ま k 行 ふべき ことたを 吿 してから、 如何 化ナ* 夕の朽 動が 激化した かを 示 卞责倒 fc な 下 
第 S W さ 5 SS I ろユ 


lule 室 傅 11111 其 0實« - S 

しばらく 述べて みょう。 巧ち’ 二， ク もの 他の ft 巧の 要路 ホは e 禁 され •幾 干と いふ ユグャ 人、 
幾千と いふな ♦ま義 ま •王な お •もの 化の 人人は 输擧 された 〇 自*化 ょつて ナ* 夕 の巧資 から をれ' 
る わが 普通の 手 巧と なつ で、 自な こを ナチ ス 反* t ホた 度* 除 < た： C の 隹宜な ホを だと 產 g ずる ♦の 
さ へあつたといふ。 1 九|二四年よ巧ク ， I ンでナチ ブた度怖さ>々軍»の指揮に當つた。_|11が軍い 
の 指揮を、 ォ ド— 巧 » (Baronodo) とか、 を 巧を 巧で ナ* 夕叛 * の 鹿* fcttif した,！ ミ— 火 -7, 
ィ 少佐 《Major Emi - Fey 】 などが 檢擧 された か 同で •又 ドク 7 夕 k # 寒した プ ブネ， 夕 ( plsatjo 、 

ホ 术ブ》 *1 ゲ •'ホ (Hokweber) の 二人* 有 巧と して 巧 巧 K され《？ 

更 K •ゥ ，1 ンの ユダャ人は ナ于夕 のを « から をれ られず •最も 澈 しいを 難 k 巧け た •職場 ゎるは 
れ 、家は 巧 奪 化を ひ •おなされて 巧挪 された 4 •雇 g 的な 仕事た 强 W られ た" グン ブル (Guntheo 
K ょると •巧よ 千 人の ユダャ人が この 時自 なした とのこと で* な會的 化 名聲の 商い 人では， 也巧聲 
老のフ n ィド、 ■巧の ノィマン タ はなれ も 巧 巧 4 れて& る 0 

四月 十日の 函巧巧 夏日には 例の やう K ， はげしい 宜傅戰 がな はれ、 を 來ゎ巧 gR 巧が 堂 ♦と 行 道 
した。 巧し ッ •ッ •ユ ，クの 希ち する 日 K 圃巧 巧* が 斤 はれた としたならば •ナ * ス の ♦» は ffl « 化し 
かを しないで 走らう と 去 はれ、 t ， トク i とれ k 也 得て •外 巧 的 手 巧と 宜« と K ょつ て 有 巧な が 蒙 


が 現れる 4 でな 禀 日を 赛 さ# 《ことは •何とち ミ も t ， トブ- の 1 と 云 ふべ さで わらぅ。 

一方を 巧ゲ ，ベ グ タ は、 これ 4 での か 巧なる をな 家に も 3 し < 併 をのた A におを k 供け た。 最み 
は 巧 かの ド イヴ 人の 票數 ぉ獲# する やぅに タカして •出 巧る 場を は 「を ホ ホ」 まへ も ド イヴ 船に 乘# 
V •えぇを « るた A に、 この 船は が* がには 一二 巧の 限 ホの 向 ふ 化 斤して ねたと 宏 はれて わる 0 
畫累 巧で： ト イブ 船は 選 窒と 餐 つて、 二 r ジ- ブンド、 プ ラジ* •支ち をの 化の 地 ホ々 
らお 呆 日の 前の 丸一 遇 同は 巧 歎が 賴 ♦と 巧れ 込んだ。- 

ドイツ 夏 s ま 毛 狂氣 K ? をして •持ち W び 0 叟る 望が 街* K 現れ •ク ン 占領 
と ユダヤ人を 放の 有 ミ》 した* •まる 處の， ウド タピ，： からな せが 春 さ、 ナ； なの お 力 者 
は含ヒ ，トラ I の 巧 K をら つて， ド イヴ 民族の 運を に M してみ 辫 fc ちつて を Bk 逆 回した •お藥 日 
のが 日は 「乂ド イブ！ ■の 日」 とを ♦と宜 言され た。 正午 K 二分 间 なての 巧 & や 巧 巧が 中止され て、 
をの 同規巧 《は 町* の 上に 現た エ菱 サイン ンはミ 春い ち ドイツの 巧 一も 在外 ドイツ人に 
おする ド イブ S 妄と a 見事 K 成 巧し V > •を！！ MKS 千 九 百季四 寞千蓄 五十人 0 ろち •化 
を 0 八 ダの 併合 S 者化夕 して、 ま〇ん 一八》 の 反 > とい 亡， ►テ， も g 期しない！ iWil の 產 
» とを つた。 

♦ B « g 外 《 傅 0 巧 動 狀 A -六五 


—<|0«傅1|||と其0«« -大ホ 

■ - 

二|) ズ チ— サ >♦ ♦の » 含闺 ■ 

ズ チ— IhA ^ F イヴ 人 

オ— ，{トリ アのド イブ 併を K 角いて、 同じ年の 九月 二十 九日の ミ- ン ヘン tt 巧に ょつて： ト イプ 化 
1511 された ナ A 3 巧ズ デ— チン 地方 K 巧ず る ドイツの 宜傳巧 巧 fc なべる こと も g だ 典 味が 深いので 
あるが、 すょ を も 巧 一に 目 化 巧く 巧は •此の R もやは 6 ド イヴの 宜傳 はかの 場合と 麵 化して & ると 
いふ ことで* もの g * わし ばら <« 軍に 述ぺ てみ i う 0 
不可 巧の 歐拥 大戰た 當時キ じで るれ る ことので さたのは S 3 の擁 クた犧 せの た A で わると 
ち はれる は ど 化 • * A 3 巧！® はを 歐±化 とつて 熏 大同 題で あ 0 た。 けれど ♦、ド イヴが 巧 化 •らず 
しても の 要 ホた 貧 « した* は、 t ， トブ I 棘な の 外 巧 載 ♦の 大勝 巧であつた 反而 •ホ 化 扇に も*- ン 
ヘン K 集つ々 巧ち 巧は 塞 も » が 溃れず あだか ♦凱を 蒋 軍の やう 化 歸 面した とい ふ S は •當時 • 
I 口 ， パを ± 化 直つ て 回 巧の 場* ぶい かに 澳 » 化 涯クて 公た かた 示ず もので、 ド イヴの 奇產的 
な 成々 もやは 6 この やう 4 客 ■的 倩み KH る » が 多い ので わらう 0 
最巧 K 面 ■の 中必 である ズ デ— チン •ド イヴ 人と 千* 3 との ■なから 述べで みる 4 らげ， * * a 人 


ばか* の 居住 ずる 地方の ホ邊 化は、 を 入口のを 壬 一》 の ド イプ 人 二 九_ 二 0 年の 5】 か 奮し で 
言 ドイツの ち 配を をけ たことは を かつち 前 R 拥大载 の璧を 等の ト イブ 人は ォ * 

ごす アホ 55 內 K あつて •一九 一九 年の キか S ミ— タト， アは これらの ド イブん のな 
む 地方た 要 束し 《ので わる ザ 大巧 かの 地方が 地理 的 5 i 卜 ，ア ts て ミ 、 t a ご 
:ア にと ミ 自然 的な ■巧と な ミミた ろを の 一巧と して こ" 巧 化さつ 《ので もる •し 
かるた ズ ゲ， チ ご ドイツ人ろ 才 ア の自资 ミる ことた 委して、 これが f れる 
や •一時な 等は こ n を府 KS 的を f 示したち をの 上蔓の S かは— しを つた。 
ズ，1，> ス爾 1 - sn .. 

本ち ご ミア K— した ズデ •こ is は ド イブの と 夏に、 反ユご i •だ 

ちま 主義、 章 XX 主 f ち A ら f 裏た sst ミと S き 巧 
ち S のナ サブ黨 と 同じぶ とちと た 香し' *^0 ちな 等の 勢力は ホし でで 麵 く、 を のま數 
主 一九二 0 年 化は 五 人で みつたの が •一九二 辈 s 八た 增 かし. ♦ち 力 •かもつた。 

一九二 化 年から •ズ T す；； S は 二十 一才な ま靑 年で、 所麵「§累」1 言 量； 一 

た 組で、 化 等は ド イブの 夕 5 と 同一の si 用 •田 ♦の 斤 動た し •又 5 まの S ミけ で 

ま 痛 - ♦‘ 


• - : 寧-: 络灌 墓' 

• * 

. • / 
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なた"- 九 二 九 年 K は 二- 1 グン ぺク グの黨 乂會 K 大巧 utK 遺して た6、 「ヒ ，トブ IK 在 巧」 
つ Tren S 宙吉 eu--】 をる « 語の 下に 斤遂 たした ので わるが、 ものを-九 一二 一年 「函 民* 動^の 削 原 
着用は チ ユ = 常 巧者に ょつ て 巧 ザら れ た。 

r ズ デ—* > .ドイツ ■■••」 ミ.，) の •• 

けれど ♦巧の 後上 速の 「面 民* 巧」 の吿巧 ♦件が あ 4 •ナ H コ A 局の* をの 增 かと 共 K 、 ナ* 夕 
黨 の* 巧は 巧て！® 極 化して' 一九 111111 年 十月、 3 ンブヴ ド •ヘン ブイン ー 1C き ra 巳 一す 二色 n】t 苗キと 
する 「ズ デ—， ン •ド イヴ 入祖國 R《」 つ -Die Sude ぎ dcutsche 占已 mat す ミ： 二 & 里 •ザ‘. 一が 結 ホされ* 
化の ナ牛黨 、函巧 黨はぞ これに 合 ホした。 けれども. 當 時の ナチ K は 未だ 牛 H n からみ 離卞る 化は 
ない らしく、 「ズ デ— テンの 安參 は** エ 3 义 》 ゲア ホア 共 巧 田の ま ♦と 密接な W 巧が わる」 と、 一 
九 I 二三 一年に ヘン ブイン ♦建べ て a るが、 これは ホ 面 上の ことで •をの 後ヒ ，ーブ I 皮植の « なと 共 
化* 巧が 巧» とを つて 巧た ことは 無視で さ ホい 0 

をの-例と して-九 |二 五 年 五月に 行 はれた さ* の 巧の ち 傳 巧を ぶべ ると 一. ホ* An 」 は-九 |二 五 
年の 巧 A 頃から •一九 1111 二 年の ホ、 秋の ド イブの 適* と 同 巧な « なめを 還 巧# 始 して & た。 兩 
W で 用 ひられた 方法は をく 酷 化して & たと 云 はれて & るが、 1 巧 二十 四： n4 で K •々みや 宜傅 みの 


累に ■し vs な 暮が 曲ち fs を」 のイ こ-は 巧* た* 助す る資任 ミは を、 文；‘ 
プン ，ヒ •ヶ— レ」 (ssp ミ h わ h 6 re --) と稱 ずる* n I ダン •の 合ち 由が 化 織され、 例へ ば 「誰が われ わ 

れを 裏切つ 《か’ を會民 ま黨 だ。」 を ど AJ 叫んで ホい ち 义塞擧 前の 金 g 日には 祖 W 化 《は處 

♦で最 巧の 一巧の 美會 を？ 《《化 蓋 方の 乂集會 場 k 累 して ■かを ければ なら 《と 5 受奢 
にる 吿 されち 五月 十 因 日には T ゲ < の S 載な？ 香" 置 ミ‘.】 はもの 黨貝化 一枚の バンプ 
レ， 卜 も、 ス 0 - ダン も， 引世 - i の 中に 置 さ をれ た— おたない のは、 資任 威の 缺 除を 示卞 もの 
であると がげ てむ る C 〔この やぅろ— は 某 か 巧 李な i 擧 巧の 最後 ？)— fK § .至 
(Lei Wds 旨 g vor den W 吾 畫 との 見出しが 附け をて ねち〕 SA をのを 麻は、 ユダャ人 打 
ち ホ 化 巧 止 • tt 巧大 《に參 でた お 《 ホ コンブ， ド •ヘン タインの やぅに 巧 線の 室の 精神で 顏お 
-^^ることの一一看目た中’だして、 5たユダャのお會ま義者. |し《黨の巧揮ホは. 賣のホ牵 
の貴 任 者と して •多た の i 化 巧 かたを の 攻擊は ♦二人ょ** •寧る ドイッ 肚民黨 K かけを 

てな た 巧に をを を 巧す る。 

「ズ テ— ♦ A •ドイツ ■」 《 8. 卢 P . ) 

その巧チ H コ政巧の要ホで I を二五年ち 4*み雜は 「ズゲ，ブ ンドイッさ (••含〇—ミミ*'*" 

誰 さ*; ホ SC 6 S 巧 


SOR ♦組 IT と 其 C«R -s 

partcrKs . d •ブ) と ホ 巧して ねる が、 盞 ♦の R 化、 いろいろな 威 倩 的 要素を 接 4 入れる 新 •♦は •彼 
巧が A 围ド イブ か-' i ' ll •ん だもので みる ことは 明かで* この やぅ 化して、 ち 傳と 阿 避の 也* 戰が 
W おされて、 夕巧 のをが 巧 およ* は ♦ろ バン 7 レ， 卜や 鼓を のた A 化费 され •大 ♦の 神 gkt * * 
ブ ヵ^化 ずる やぅ •わら ゆる々 力が 據 はれた ので ある。 をの# ♦•ナ 乎 スの化 ホ！！ の 支配 ♦さへ 
正當の 理論た 何 處にホ A てよ いの か 解* 兼ねた とち はれて C る 0 
けれど ♦、一九 I 一一 六 年 三 一月 •ヘン ブインは 美 画の* M 化* 「われわれは ヒ ，トブ —ま義 ♦プア シズ 
4 ♦な ♦ずる もので なく •巧 ■ずる 国 まのを 節な ホ 民で あつて •をの 寒を たを 實化 て& る」 と 
違ぺて a るから、 其の後 手 H 3 のナ * 夕* 動が «か化 反が 的 《 素 お it 示して 来々 のは ミ 八が の* 
I ブト プア 巧 合 化よ る冉巧 化ち < とこる が夕 いものと 考 へられて & る。 

かち •一九 I 二八 年 旧 月 二十 田 日の* ホ术 * イ r ドの 演 » で. ヘン， インが ズ デ— す y •ド イヴ 人の 
致 策は ナ*ブ のま 義と 精神と K 甚 いて & ると 述べた# から • * *1 3 政府の 讓 步の袁 ホが もる K ♦构 
ら ず* ナ夺ス の 巧 ホは S を夕 g の餘她 kg さない 4 でに* 極 化した ので あるが、 やは > 、もの 靑餐 
K は 糸た 繰る ヒ ，トブ ••の 策謀 的 S ち 傅の 手が » れ て* たことは 無祖 でさない。 

ドイツ 小敵 sniF イツの WIHA 


一巧 二 n 夏の か 數民ホ 《る s 人が こ コで泻 をを 遇た をけ て ミ かとい ふこと ち こ 
、で 一 應考盧 してみ るも蔓 はこ コんと 同 《の ホ 民 ミ 典 へられず •呈 •た靑 •を 吏を 用 上 
の 度 妻 養 待遇 ぉまけて ミ。 巧 化 一九 一ニ ニ 年 こ ミつ 《 S ま 蓋は まとして 
エ* こな？ ミた ド イブ たれ ミ 興へ たので ちる おこ" をな はこの 對 《化 店して、* こ 
た 犀く、— 人襄 く' 不公モ で わつ 《た A に •次 巧に こ" 人に ミる 反 S 芽が 5 れミ 

のとな はれる 0 ' 

けれど* 獨 ホ 合 巧ち この やぅ ミ 種 上の 因 ■はち W のた 《の# 田材 として S はれ 《ことは 
明 皮で、 一九 I 二八 年へ を 言に， ンこ ンが英 國ょ气 5 の S にプ ラ— グ化到 翁した 巧は •ド 
イヴの 新 SS 惡 sf 香 S 始 して •無抵抗 S デ-， ンド イヴん Kfv 巧は S ♦巧の 
た 々 k 巧 走 S し 言 •どん ミ 藤な 事件を ホ誰大 化受 して •ことさら 真ち ミ'" ドイツ 
の tcs ミへ る ことに 巧莫 。例へ ばへ ミイ ン黨の 一ろ か ド イマ 養 黨の一 ■にょ クて g 
をされ rl " 人の ま S し；」 と S して. 5 妥 者が 秀でち るか ミちし 《ド 
イプの s は ご «わる だけで わつ ち 

一方ち 這ゲ ，•へ i もこ n 人东數 民 豪 ドイツん との 5 ミ 化さ# る 巧クて • 

S * H ♦重 ♦ s !« _ セ- 


11110 重！ ul «4 其〇資 謙 - セニ 

一九 三 一よ 年には 二度 化 わた 4、 お 忘の わる ド イブの 雜 道は ド イヴ 小た 民 巧に對 する 警夕 ♦巧の 暴 斤 
を チェ 3 致 巧の 資化 として ホ 難して むる 〇例 へば |二 十と 年 十月 十九 日の 「7 ち ♦，： ，.ち ホ •べ才 X 
パブ は 「11 すと か 巧、 と暴兒 が* ち 3 ス n ゲ， 4 •卞國 の 誕生の R に 巧 はれた ので あるが. 
をの 後 も 依が この やうな 斤 ft が絕ぇ a い〇 …… 画 巧の 暴行は 數 萬の 人を を 若 巧 化させ" …… 數百萬 
の 人 《た觀«化 盾れ た」 と 唯 弄して & る。 をの 年の 後キ化 •ヘン ブインの 代理人. 人の 化の 黨厕 
が 不^が を 巧 巧を 冒した とい ふ 理由で A ♦された A に •ズ デ— ブン •ド イブ 黨は 1 が 巧 影 化 化 はれ 
々が、. ♦ H 3 の ♦件なら か 巧 4 る 小 ♦件で ♦す ホの 種 K 巧 用し ょうとして むる ナ* 夕 巧 新 M ♦、こ 
の ♦化 ■しては 默 して » ら なか 0 た。 ベネ シ * 大巧な の 巧 政 fc ポ火 シ-ヴ ，ブトの 「4 はし もの」 と 
が笑するーホ、 ドイヴの巧»の1|^代は*ぞたから， 巧し小たち族の處8|1にホ化するなら. い4はし 
いお 果 化なる であらう とを ♦と 巧嚇 を K みた 0 
況 X9 ヴま nog 

又 E 化- ホを 方を でナ チタの ま傳は チェ = K 食 ひ 入つ て おつた。 抑ち •化 タブ ゲ 人の 巧 典* 
巧 化 對 してが！ ブンドと ーン ガブ I がを ホのを た 抱いて & るの t 巧 用して、 千 H 3 が パホト 海から 
ダニ ュ—ブ 巧に まる ホでの I 乂 ホ W の 建 技 わ 目論んで & ると いふを 傅 びら を •中央，— n ， パ 化ち つ 


て 幾 百 巧と， なく 配 巧した® この やぅな ♦情の 下で をく 空 巧 じみた 街まで わるが •これは* た 的 化み 
が «據 のをい ことでは なかつ た。. 

一九 S 年の 器に、 化 タタ》 ま義の 夢は ホ 度"； にみ ミ、 もこで •蓋から アド，； 化 
述 る、 なての ブ ラヴ •民族た 包含した】 大ホ國 の* 巧の た AK ま 傳家 まは 巧醒 したので わる 〇 ♦ 

を 巧は ド イブ 倒の 宜 傅した 一九 I 二と 年の 田 振を 化 タブ ゲ 主義の 理想 t 直 K 惡 をの 慮 巧と# « したけ 
れど ♦•- 時を ちと ♦もの あ R 函 との 巧 憂 るの 化な なつた 0 4 た 一九 一二 八 年 二ち 二十日の W 
舍の演 お •で じ， トラ— 總» は* H n 化 重大な 警ホ k ♦へた 0 t ， 卜，— は才— タト リアと 千 4 3 K お 
ける ド イブ 人の な 態た おび 付けて、 ド イブの 國境 外で 千 萬 人な 上の ド イヴ 人が 居住 ずるのは この 二 
圃 だけで •巧 等は 自己の 竟 ホに 反して ド イブとの# をた あ 正されて むる ので あるが •たと ひかけ W 
てられて ミ も、 蔓 S 利が ミれ f とは 葵^と 喜し •ミ 0 赛ド イブ 人の がさの た 
A K 、 ド イブは 掌 確 化する 資* ポわ るとの 育 fc 蓮ぺて & る。 

■• 含 SGMM 

前 注の や ラ K 、 一九 一二 八 年 三一 巧の 巧 填 合 巧は* 王 3 ブ "ゲ， ホア に »し< か 然的化 反 春が あつた。 
ヘン.， イン 黨 のぶ g は 蒙 S ミ •養黨 をの 他の ドイツ人の 5 は 何れも こ， インの 指 ♦ 

♦S II さ 5SS -室 
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の 下 化を 證 して、 ヘン ブインは さ ♦をが と からの 指令 fc まけた。 小&民 巧の 代表 ホ A 次 » 
化* エ 3 政府 化*; し て«腹 となつ て、 「* う 十二 Hr * で 化 五み が ある 狂 か* だ」 とか Ts す ざ a い 巧 
どと ちつて、 小數 民度 する 政策た 變更 古ょ ち 政府 化替吿 臭へ て あると いふ 有樣 だつた。 

.これに 績く數 ヶ月 岡の ド イヴの fi 傳戰は I 二 巧 化か 類で さるで わらう。 巧ち 最 巧の 巧の アデ チ— シ 
II •ンは 云 月 二十四日に ヘン ブインが 提出した々 ク ，ス X I ドの 要 ホ k 趙 える ことは 定< 、乎エ a 巧 
化 ナ*ブ ド イプの 自治 nt 求 A る 程 巧の もので あつたが •同 もな < み 離の n ■が、！！ •♦件の 背か 
K 技# されて 前面 化 曲 < 巧た 〇 さう して •最後の 期 k は ド イヴの 着簡や ブデォ は** » 画の gtlfc 
S がと 要求した。 この ♦往 の#— が 絶 巧に をした 時れ、 巧函 海軍と 7 ブンタ ーー 軍が 動 ■: され. 牛* 
y バレンの 詞停 がわ. つて • t ， トラ— はし ばらく 遂る足 たので もる 0 
第 I 巧から》 二 g への 曼 通は あ 4* 化 ♦& であつ たた A に、 ズ ゲ—ブ y •ド イヴ 黨の傾 推さへ も 
この 巧 局面の 出現 K 當 S したと いはれ てむ る。 九月の 第-通 > では、 化 等の » 也は* •! 3 た 巧た 資 
巧して、 B .>ア とのな 巧た 度 棄さサ ょうとず る爸 度の もので あつたが •グ ，ベ^ター 及の «» のた A 
歎 日 闺 にお ♦は 一轉 •仲 栽 K ホた ブ y 》 マン も おを 巧げ なければ なら «程 悪化して むた。 

ナチを g まの 使用した 巧 街は 多種 夕 なに 互つて 公た が •をのな 例た 蓮べ てみ るなら は、 「ズゲ I 


ブンド イブ 人が ド イブを 巧黨 貝と 酒場で して « された R も •ドイッの*! 新聞は 普、 里 日 この 
♦と 大事 件の やう！！ i 化か つたが、 もの 巧を 者が* 王 n 人で ない ことた 巧 道した のは 『フ ブンク 7 < 
テ •ヴァイ トク ング」 だけだつた" I 二人の 負な# が 出た 生 巧两の ♦■事件は、 ナ* * の 新— の雜 
道化ょ ると •* 巧 4爭 ひとな つて、* エ n 人の ホち 行 爲の資 例と して 化 ホ はれ、* n ゲタ* •ォタ 
トラ ゲァ (Morovska Ostr ミ <0 の ♦件 も 「 g . lK の やうな 暴 斤」 とされて •不ホ K おがな 巧 件た 推 巧 
された 路 K もの 巧饋 をれ ち 切る た A の 口 貪と して ヘンライン ー おの ものは が 用した。 しかも •これ 
K 績 いて 報道され た ♦件は、 ズデ ，チンの 派遣ち が 町 化 到を して •示威* 巧た 斤は うとした とさ、 
典 資した チ H 3 の 警官が 乗 It 用の 鞭で 打つ たとい ふやうな ことで あつた" 町の 替み署 をは 辭 任し、 
もの 巧 下數人 ♦プブ I グ からのみ 々でが 職に された ので わるが、 この 义 とは ナ+ ス の ホ M 化-斤 も 
* 道され 4 かつた ことは 云 ふ < でもを い〇 更に 4 た、 t ， トラ 》» 巧の 演 おの わつ たお H ズゲ —ザン 
地方の 暴 » で 十三 一人の まが 巧を されて、 ナナ 义の 巧巧历 はこれ た ズゲ— チンの « せ ホと してな おつ 
たので わるが、 貪は ものな された 十 =1 人の 內九人 では ズデ I ナン 人の 手に なれた* エ a 人で ある。 
プ デ- ブン 地方 化 巧嚴 々が 巧 かれて- «|§ たるれ るた A 化、 巧 難民が 函 巧を 度 0 て ド イヴ 化 殺到し 
たと さ ♦•化 巧の 色 おの 巧 9 な rB 雜お J は 又 ナナスのを 傅の 巧 題材で わつた。 ものが 橡は あだか も 
誰 Hu « ホ 貪 «0«誦》« I セ 五 
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地 « から 巧る さ 3 化 巧なら ず、 『» の やうな* H n の 巧* ま J がか 子供 化 あ 6、 ド イヴ 人は 家族、 親 
g さへ もみを する やう 化を ぞられ 、捕虜 化を つた 巧 亡# は# 巧に かけ^れ、# 餐 された 〇义 最後れ • 
r ホを の ♦嚇 J がが 用され、 •へ ネツ * 大な領 は f が ii «」 化 おし、 ズ デ— す ン における 自由 斤 »植を 
臭へ たから •中央 致 巧の 『モ K 3 クの < ヤング」 化對 する «« はちを 化 巧 城した と ド イヴ 人は 吿げ 
られた 0 I しか ♦チ 王 n 人と もの 軍 R の成嚴 と巧義 力と がを 化 ホ i さ 蠢の 的と なつて むた 
雷 時の ことで ある 0」 つ •ぎ pag きを Boom : I * •《き】 

が 上は 巧 函人の 概 みした ド イブの 宜 傅の » 例 であ 6 .果して どの 程度 4 で 正* を» て fr るか ホ少 
巧 巧の ir かないで はを いが* 要は ド イプ 俩の 報逍と •實 R の 事情との 两 化， どれ だけの！！ 晒が ある 
かとい ふ 巧が 巧 巧 化を 6、 この やうな 暴 巧 ホ汰 はか 論 あつたで あらう と 推を される ので あるが •こ 
れた 如何に 新历 ホを の值 がれな ふかと いふ 處 化 宜傳の 巧 巧の 餘 地が ある わけで ある •ホ 年 ホの W — 
ブンド 巧 題 KR して ド イブの 新 M はし さ 6 とお— ランド 人が ド イブ 人に 對 して 行つ た 「♦•♦♦ - 
た 大文ネ で 化 あつて た 4、 をの 眞 巧は 巧と しても •この やうな 曲 ホ 事が 巧キ國 を# 化 巧れ るた A の 
S 傅の 巧 題せ となる ことは ち ふ 4 でもない ことで もる。 



けれども 巧 曲な ど K よる' 赛面 的を 宣傳 工作と して、 な 上の ♦件た 利用し々 ばか 4 でを く、 t ， 卜 
ブ>は九月十二日の_|-1^ンべ <グが黨大會で《 を々とナ ユ ュ人のホ度巧巧と达べて‘を傳ホとし 
ての 手 揮して なる。’ 巧ち、 g 內的宜 傅の た A であらう が •彼は ズ デ— すン ドイッ人 化な へられ 
々「耐 え！！ いなち 斤爲 J t 澈し <非 •して •「畜生の やう K れ たれ. …… 暴 斤され •虐 巧され ！ R 
献の やうに を ひ « はされ々」 とを a •中 エ n 人は ド イヴ ホ 歎ち 巧 k 絕城 しようと してむ るので ある 
と投 さ， nil 百 五十 萬の ド イブ 人が** 1 3 人な 待 化よ つて 歷 をされ •破滅に 觀す るが わさは 終らし W 
なければ をらない」 と叫ぴ •更に T みは* エ = に 於け る 一二 百 五十 萬の ド イヴ 人に 對 する ■あ fc 中 •化 
じ、 之に 代へ る 化 民巧自 巧の 自由 植 たがて そん こと k 巧 ホず る。 之 K よつ て. ド イヴと 化の 歐 WII 
國 とか 麵 がが a をされ るなら ば* «で あるが、 この場合の 資 巧は 巧 等の 侧 にわる。 …… J と！！ けて • 
ズデ I すン •ド イブ 人の た A 化 ホを の 同情を 示ず と共に、 戰# の々 »の» さは •をの 資は民 ま 國侧化 
わると 巧み 化を 所でみ を轉 じて* る。 

この やうを t .， トラ I のちち はな 果な 面で. ヒ ，トブ I が百バ I セント、 ズ デ— ブン黨 « かの 意 ホ あ 
るのと なると、 かかに 同黨の キエ 3 化瓣 する g 巧は « 化 •軍 化* ホ分ブ X I ドの ♦巧 だけでは 不巧 
かで みつて、 ズデ I ブン •ドイッ人の 自ホ植 も考直 すべさで あると、 衝突 ♦件が み 地化麵 * して 事 « 

誰 B « «♦« 傅 0«動》巧 -セセ 
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»羅 た 極 A た。 

かくて ズ デ— す y •ド ィブ 黨 の* 曲した 裏 求は**!, の I 直す ると ころと 交 4、麵* ■がが ♦& た 
吿げ 々時化 乗 6 出した のが チ- ン X レン 芙圓 首相で •彼は ィ > ヒすタ ダ— ゲンで t ， ト ブ—雜 K と會 
R 、 巧 化 九月 二十 二日の プ I デス ベ^クの 會 K と 4 ♦•■♦の# ち fcg たなで、 九月 二十 八日の，， * 
ン ヘンの 四圓會 IT か 斤 はれ •やぅ ♦<* H 3 は讓步 して、 諭« の大 載の 口 大と化 はれた 聞 ■は* も 
王 3 の .犧 な K わいて 解 ホた 見た ので あるが •もの gs は ここでな 首ず る 必要 ♦ホる 4 so 
- t ， トブ —綠統 は-* エ 3 夕 n ゲ 7*ァ 化身して 何等 值 ±的» 公を しと 公 首した 化 ♦れら ず、 た < 
みに I 々人道主義 的の 立播 から、. * A 3 入の た々 化 宜»乂 こ、 ろみながら、 化 方 伊太利、 芙圓 、ヴ 
ランスと 外交的 巧衝 化ょ つてな 解 fc ホ A 、 » 月 •この 提言が 云は ず 巧らず 化 •簿 へて & る 民族的 要 
ホた 貧 現さ# たことは、 何とち つても じ雜* の大 g 巧で わると まは わ化 ならず •更 化因宜 ■が 倚れ 
♦や巧の*人として丰國化雜還出來たといふ<^<は、 欺況を度に«*してむる載#回避の^化乗 
ずるの 化と， トブ I が 如何に 養敏 であつ たかと いふ ことた 示す もりで もらぅ。 



を妄巧 巧 宣傳. 、 . 

ナチ ス のま 傳は ♦巧から 二つの 面 t 持つ て 公た。 第 I は 巧 巧 的に ド イブ 民族 fc な 一して、 小 歎の 
反衡 着た 克原卞 る 百 巧で あ*、 化は 外が 的に この 新 お 麻 k 画 外 tt 函の致 巧と 函民 Kg して •有利 K 
« かずる 目 巧で わる 〇 けれど ♦、この 巧者の 面は 次* K 3 I * ユ タト •インタ— ナシ ■ナ < と！！ 似 《 
巧 格 K 餐巧 しで 巧た。 元來ド イブち k 巧る 坛 巧は 世 ホみ 巧に g 在して むる ので あるが •ナ ホタ款 府 
はこの やうな 在外 ド イブ 人が 本 頭を 巧の 植 力た ホ B して •巧圓 と ■係の ある 愛 國的在 地方 麵錶 ゎ化 
織す る ことを 希 a する やう 化な つた。 さう して、 自ら •この ♦うな «函« が巧國 •合 衆 画 もの 化の 
圓 ♦で ナチ ス ち 簿の巧 « を ホした わけで わる • 

本筋た 違れ るが、 ここでし ばらく ナ サタの » 外な 策の こと 化 觸れ てみ ると •本 巧 ナ*夕 の IWr 政 
巧は t ， トブ I の 「« が 争 ■」 中に をの 中 也 的な な 巧が « はれ •これと 共 K I 九 二 0 年は ホを された 
ナチ タ黨網 巧 も 重要な ホ 巧た 指示して & る。 後者が 黨の綱 巧と して •世 ホ 化を 約され たもの -* JVC 
ば、 前者は ナ午 ス獨栽 者た る t ， トブ— 自身が、 自身の ホ 童 k 表 巧した ♦のと A な < ては ならない 0 
第一 1« 第ー タで 蓮べ たやう K ， 網 巧の* 一條 化は •民な 自ホ權 化 塞い V 、 隹 ての 獨逸入 fcw 合し で 
♦田篇 W 件 -セ A 
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大獨違 函を建 おしたい 希 s が 蓮べ られ てを > •タニな •巧 一一 一條 じ 於て は •グ •片 サイ ユ隹巧 及びす 
ごジ H こがわた 破棄し、 ド イヴ ■ちた 餐 ひ、. 且 ■巧の 邊病 人口 k み 住さ サ るた A の ± 化 及び • 
± を 獲み する ことが、 をの ま 要 a 巧 ホと なつて むる。 • 

7*1 ダ t は 「獨 逸の B 境を « えてなん でむて 巧 一人の ド イヴ 人を も その 4、 にはして 置かない」 
と 云つ V 、 完 をを るを ド イブ 民 巧た 包 巧した 大ド イヴ 民族 國 家の* 投 fc 要求して むる が •かし ♦« 
« 力 わな で、 獨惠 人を 化函 から 自画 巧 化 引き入れよぅと いふめ でな く、 化國人 W 化を ウて も«* ん 
が や 等の ホ 民植た 獲得し •ち夕 の 待遇た 得れげ よいとの 童 ホで あるら しい。 

しかし、 これ KA 4 して 强巧 化、 じ， トブ— は、 「わが 争 HJ の W お 巧 一* において、 「血 k 巧 じ < 
する 民族は】 國 家に 馬 すべさで ある。 ド イブち 族は をの 同胞 k I 画家 巧に なぞし# ない 巧 6 •植民 
玫策 化す a し fc する 道 德的植 巧は ぶい 〇最 巧の 一人 化 まる 4 で ド イヴ 人を ド イブ 圃內 化な 容し •を 
の 生 巧 k 安を さサ 巧ざる 皮 A •巧を の 巧 »ゎ をの 4、 化 泣 巧して 巧 城た 外化ネ A る 道 德巧植 巧は な 
い 巧で わる」 とち 族 函家建 技の 巧を の 程 なべて & る •ォ— タト リア 及び ズ デ！* ン 地方の 巧 合 
は、 この 主 巧が 貪 現された ♦のに 外なら ない 〇 これによ つて 一千 萬 人な 上の ド イヴん と歸 ■さ 古る 
とと 化成 巧し. ド イブ 人 大巧 函 結の 目的の 半は ま 成された こと 化なる。 若し t ， トブレ ま義が もの 


ま 餐 た貧微 する ♦のと Vv れ ば、 夏に 化 ■巧 化を る ド イブ 人に » して ak イブ 画 Kin ■さ ♦る ♦ぅな 
方 出る A のとち るべ ろで •又 こ、 化宙 國化對 する* ♦の 工作 ♦自ら 生ずる 譯 であるが、 グ ，イ 
<夕 はかつて a I » ，パの » 國たー ニクの 巧 巧に み麵 して* た。 かち 《一】 は »來 ド イブの »K ずる 
函* •かち、 X , ナ ，ク 共か國 、バ^* ン巧 面で， こ、 で ド イブのを 傳 は、# 來ド イヴ 軍 » が g 入 
する R のを 巧す る 巧 目た 巧す 〇 ここは フブ ンブの やぅな 面 ♦で、 をの 政治的 « 立を 破讓卞 るの 
が 目的で ある。 又 《|二】 は 巧國の わさ 國 で、 何處 かに » 皮が 道 展卞る R 化身 方に 引 入れる か •中立 
化さ サる のが 目的で わる。 

けれども- 現を巳化^: l のやぅをみ«は巧滅して、巧函はた早宜傳«の5でわるげか6で4く•武 
力裴の 巧手と をつ てむ る ことは ちわ おたない が • S 去に おける 英 國のナ *ズ * の* 動を 大略、 • 
..义 す— ブ マン」 (一九 云と 年と 月 二十 =1 日) め E 事 化ょ つて 巧 巧して みると、 巧函 化は、 本 來*< 
6 多 &の獨 る 人は 在住して & をい が •もの 同化は、 最 ♦優秀な 巧！！ のた々# もを 6、 果して ゲ ，イ 
クタは どんな 方法で ち 傳た« み たか。 

ゲブベ A 乂のパ >7 レ ブト 

'ゲ ，ベ クスが 一九二 一二 一年ち w ぞ 大臣と をつ た 時化 •彼は 芙國 人が や 巧ホ義 ホで •ゲ ザ イユの 

««篇 » か貪傳 oe ■れ巧 -八 ム 
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解み 方法た を隹 してなる のと » 見した。 ttK ， 7 ♦夕 y の 曲度た 1 * ブ r 肚 《 Messrs , sgg and 
503】 は數 ホの 巧 巧で ♦いた パン？ レ， 卜の 出 ® fc 罢 託された •もれは •ゲ ••朱 サィ ユ條巧 fc 人類. 
史上の 最大の 不正で わる ことた* 調して •巧 画 •人の 正義 威 K 訴へ i ぅとした ものである。 これ 等の 
パンフ ン，4 は 無嫉巧 《巧» で 書かれて む、 る處 から •多 か芙 画人の すに なつた ♦のと 化 はれて & る。 
同一 II な 目 巧で •巧 ホ 出 化た (S SA る？ Americalr - Publiih 忌 Compan こ 《米 ■人が この 事乘 化資 > 
■係わ* しか まがは 不明で わるが) •が姻 R され、 ベ 斧 ブン と ’ N y ブ斧グ と K 支社が わる。 これらの 
. •バン 7 レ， 卜は •地 巧ら しゎ 斤 ひ、 « されち 巧な 衝 華た 緩 かする 目的で、 t ， トブ— の芙斯 政策が 斤 
はれる 度每 化、 もの 巧 二篇巧 前に ィ ス K をら れ た。 

ィザ. ータで •平和主義が 乂 さな ♦力た# クて& る こと た 々つて & るグ ，ベ 八夕は • t れた 利用し 
て ••彼 巧 k 親獨 的な 方 肉 化キ組 > 春 ♦! ぅとした。 t が 方法の ♦巧 的 41 倒は ••貌 か* である > 
ド；^^ フ • へ ， 夕の書いた 「ドィブとモか —— I 軍人の 通 W」 《Germsy and peace—> sokuer.s 
Mewage) で、 その 表 K の 山 化は、 「公 巧の 目的では 《 い」 と 書いて あるが、 t の パン 7 i， 卜 は、 
載爭の 無用 a. とと •巧獨 の 2 巧 軍人の 共 円の 利益な ど K ついて •誰 K ♦理 麟 巧 ホる 言葉で つて 
むる •の S で •つた 一軍 人 どして •化のを 世界の iMIK ある 章 入化冉 つで、」 へ， 夕は 「と 


うしなければ a ら ない のか。 蕃定 とな 力と 化よ つて、 巧 ♦は 人 gt まかを ふことは 出來 ミの 
か」 と、 巧み K やか 主義た 巧 吹した。 

かかる 喜に ミ 同を た 示す の庄 客で あるが、 しかし •グ ，ベ こは、 この やか ま義 k ド イヴ 
■《の 来 巧ち*. ヘイン 化は 這 用 t うとは しな かつ 《ので わる。 义グ ，ぺ； が ド イブ"^ 化 一 ちウて. 
むる ♦ゥ ^ナ* スの自 的は、 巧つ た 民 まま 義 のを < ゎ、 を 化 ホ 何 寒で ♦> が 》 と* らげ 暴力に* へ 
y ♦•破 讓さ 古る ことで ある ことた •へ， 夕 はこの 小# 子の 中で 巧 起さ ♦る こと ks れ て© た。 

イ V タタに かける ナ サタのを 傳は •この やう 《 人 重 的な •宽乂 《 セン ♦イン ト 用し < ©たが 
しか ♦自 ■內 R 於 < は 、もれら は* A て無藥 ホに R ■されて むた C 
巧 — ♦ ド •♦— ヴ イス © •• 《 work* service) 

‘ド イブは、* 巧 a 反 ユダャ人 里 か fc •イザ リタ fc ♦含む 夕< の 画 ♦で* 斤して &る •との 
_A (H 镇重 K 属董 した 專円家 化よ ると、 ド イプの 宜傅さ 化よ つて 巧 画 K わける 寬傅 K 雷で たち 曼の 
うち， 少 くと*! 二分の 一は •反 ユダャ人 累化畜 される とを はれ ミる。 この S は 二重の 目 《化 
奉れし < •ナ * 夕 の 永 巧の 敝と 見做され V & る 外國の ユグ卞 人の 地 化 k 危く ずると 田 AK 、 軍 化反ユ 
グャ的 4 ♦の K 終ら ゥ とする 穂 ♦の «冉 た •積極 巧 《 親猶的 《« 巧 K 誘 寒し よう-^ る ♦ので あ ¢0 
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ド イヴの 「7 I < ド. ゲ ，ス」 が 全幅的な 巧 毎す るのは、. この わいて •、あつて* こ 
の 巧 織は •八ヶ ■» の 通 K 發巧 して、 アメ 9* .もの 化の ■化 ホた の m 者た 持つ て&る • 
をの 本 巧は •な 年 反 ユダャ 大會が 簡 かれる 7 <卜 化 あるが •この $ のを ■巧な！！ 子は • S. 
K 丫 イブ や、 ブ，》 ■の 大棄 だけた 目 巧と してた*、 「デ •ブ U マ—」 つ- Dcr stormerj の ♦ぅ 
化 ■巧* し < 、サダ < ブブ ，クな ♦のでは な< 、イン ブ >化訴 へる こと t 目樣 としてむ る。 

この « ■紙は’ 一ニ マ^ク fc 支！！ ひ、 ユグャ おで 在 < 又 ユダャ人と » 細 ■巧の ない こと fc 申告 化 暑 
ぶす る 非 ユグャ 人なら •證 でも 入手ず る ことが 出來 る。 この 中の ■表は. いかじ ユダャ人が 化 ホ fc 
支 K して & るかた 示し •フブ y 夕 • n ンア •アメリヵ はまを 化を の 支配 下 K あるが •イザ リ> •イ 
タタ I は單化 g 濟的 K だけ 支 e されて & る K ず ざない こ 示して & る。 

中 lllilit • じての •• 巧！！ 

ド イブ K 於て ヒ， トブ I が植 力た 涅る とと fca けたのは •まとして 中 產# 級で もつ たから •グ， 

•へ ホ K は、 を 世 ホの や 產巧級 もこれ と 巧 « を 也 理が態 fc 持つ てむ る ものと 也 ♦て • サバ— ピア { su - 
re を こ 《》ン ドンを 巧に 住む 人 々一と 征祖 する 最上のを 器は 「共 棄ま義 の ♦成」 {を escoiunist 
Msacc --} を 度く ことで あると 考 へた。 「反 3 ミン* ホン 通 倍た」 . f > l 一氏— esni ミ cm Nnws service ;】 




の 出 RfeJ、 誰で ♦••ロンド yK おける ドイツの s 簿 代理店から 無料で 入手ず る ことが でさ •これ 
は •ナチ* のた A に、 4 ゼ をを 的を 必理わ 持たない 夕數 の 中產巧 巧の 人* の 同に、 もの 宜 傅の n 戶 
k 聞く と 共 K、 巧國、 7 ブ ンタ、 n ンアの 友情を « へず 二 黨の 利益 t 持つ てむ た。 

窒« 組！！ の 種 ♦相 

ホ 化 イ •* •リタに おいて この やぅな パンフ レ， 卜た巧 巧して むる ド イヴの 代理店 fc 】 誓して みると 
たづ 巧 一一 ! r •ン ドン 化丰惡 みる こ S の 組織は 數夕 みつて •をのろ ちの わるものは 多 數の食 《 
ミして ミと 云 はれて & る ’- i 、 一つ S を 除 いて、 をれ らは含 ドイツ 大使館 05 局？？ 

paganda Department of the Germs Embasy】 が統 II してむ* 00 第二に、 組織的な プ •イ ガン グ化 

參で ミと しない 蓋- にを づく たた、* ばれた 個人から 成る i まな 組織が もる。 

個人的 巧觸 の々 A には、 特化 巧 練 t をけ た •大巧み は大 ♦辛 業 ホから 成る わ 百 二十ぶ の ド イブの 
ち 》 貝が イ** リタ 化 派 a されて k ら 、な 等は をな* 化 巧 ttk おし、 をの 化 事は « 人的に 脫 得する こ 
とで わる 〇 最後- 怎 、ド イブ 巧猶ぞ 《を e Gem*" も ごを ミ】 の 巧 巧の 下 化、 數 千の 巧使グ 
イ viK 度つ て ミが •蔓は g* の g 答 K 對 しで、 J 正しい をへ 方と •ホね 方と ミ授 され 
て 公る とのこと だ 0 

誰 an k •♦袁 簿 のち i 



巧 主義 的な •何 もや かわ 爱卞る イ**リ* 人 K は 極 K てな «的《 ♦ので わる 〇 彼等は •イ ブ 
こおけ る ド イブ 人と 巧は 6 •ホち には ド イヴた 巧れ てを の— の靑 年々 女と 巧 R ずる ことが •載 ♦た 
避け •や 巧 k 增 おする 所な な 6 と 巧みされ るが •をの 真の 目的は •化 等には を <B されて たるので 
わる。 こ ミゥ K 公然とでは ホい が、- 暑の 宜巧 か； ゲ， 、，ク 5, プ K わいて* 巧 はれ'^ ミ。 
「，ミ J K おいて • S な 町の おを ろ 人* K * つたら •ホ會 S ミ •をの 變肚巧 的を 
巧 動 K 参かず る讓 ♦が 得られる わけで わる。 

r ， ンク」 のこ X- は、 i の やぅな 沉 まじ 巧は される ことは 巧ん どなく： ト イツで S され 
る 通 巧の 會 報は、 自由 K ホ イン X IKK ボ される •保 A 會 をの A 用人で わる 成る イ ’*ブ* の會 負で • 
一* 填を が當時 •この 「タンク」 の 通巧會 報に 現れた 論文 fcr 一 S 】 巧 晒 » して •才 i トタア の 4 
併は、 貧しい 才— タト リア K お^る ヒ ，トブ I の 雜春巧 ♦であると 說 明して むる ものが あつたとの 
ことで もる 0 

巧 議± や大 ♦敎授 やジ， I ナ リスト ま fc 懷ホ ずる K は、 K イヴ 大使館の 宜» 巧の 巧つ てむ る 組織で 
は 巧論不 た、 化 等 K な、 ■人 か K 巧な 方法で 接を し g けれげ 《ら《 い。 彼等 KS られる 义献は • 
「， ンタ J の會ち K 管れ る 小 ミとは •■目 i 子* SS って ミ、 化會的 S ミっ てた る 人 
•■•ミ SOIM ま 八 H 
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♦化對 しては •阿* が* ♦巧 ♦的 《 方を である。 彼# は屢 ♦傷 人的 K ド イプ 巧 面の 拍巧 fc 受け •こ 
の 地で 化 巧の イゲ リタ 化 おける 地 化や袁 要ち 化 化 « し イ、 法外 定數 at まけて ナ * 夕* 属 となる。 

な 上が、 巧 画に おける ナチズム さ傳の 大要で わるが、 これは もの 面 ■の 外邊化 觸れた 化逢 夕 ず， 
細 部 K 直つ て 取 没 ふことは 巧 難な 巧 題で、 もれは、 ナ すス 宜傅 網が 極；® て お 人よ しの 一巧た をの 掌 
中に 化め て* るた A である。 しかし、 ナ* 夕 のプ？ パダン グ が、 美 画の ft 治 上 重要な 历 ■でない と 
> へる のは 思 ひま ひで •イ •* リブの ズムは みんど »展 しないが •イザ 人の 善 度 さと、 « し 
< さは •巧 ■のフ ，シスト 黨 ま •オブ 7< ド** ズ > l《sir P * 己 d Msley 】 が爲し ♦在かつた 多 < 
のこと た 成し遂げ てた 6、 「リ y ク」 の 如さ扭 織の 數 千の 會 貝は •をの 組纖 fc 通じて 次第に ナ* 仏し 
て宋 《と 云 はれて & る。 ‘ 

ク 

、第一 一章 スペインに を rO ナチズム 

>■ 

スペインが フラン 3 の 扉 巧 K よつて 次第 化 7, シ ■化して ホた ことは •最 巧の 情勢 化よ 〇で 明かで 
あるが、 ナ*夕 は スペイン 化 » して， どんな 巧 » め キ 皮を K みたかは > 典 味の わる— 目で わる。 夕 .へ 



イン K*!-, る ドイツの 干 巧に 巧いて は SFign す tcintis in Spain, docuits collected and 

ed を夕呈 spani 呂 s:vol‘one;- 0 中に 朽百數 十 頁に 且ミ巧 巧 K 责證 されて 《るから •この 着 書 
を參 琴れ 《なを 5 典が 巧い ことと 思 ふ。 S 化- if 客 一 Hhe Spanish Ai {John 
岳 fo 左隻： とい ふ 本* 刊巧 されで ミ。： ス黨 の 支 巧 f を ま c 量は： & s 前 化 己に* 
ペイン や支卜 文 巧の 化の 早れ 技 立され で • a 栽 致 ♦の 下 またし ミち さう して、 e， トク 
•の i と 共 化、 をの 祖緣 はま S し V 、 系き ミれ 《。ナ この 「■巧 ま， つ 31 另：】 
{备圓を る ナ* の 中を 5 ぶ 2 の 「曼へ ♦き」 がご セ。 ナ で； イン 雷局化 押 化され 《の 
、であるち この 5 え f 」 はナ： が— で 斤つ ミる 宙 種 のち 傅 方法た 5 し々* のとし'" • 
ホ だ 面白く、 これに ょるとみ 國 の- *1 每 を" w さ ng: はべ < リンから 直接の 指令た をけ て a る ことが 
みる。 一九 I 二 五 年 W さ 一十 二日には ベ； ンの 「ナチを 巧 織」 つ >g 一 S を* の S 
W 局」 は义 .ヘインの がを-を— ち-が ド イブの S た 善な 化襄ク たとい ふので、 この 雜巧 K 《义 
た 童る やうに とのを をた 出し ミろ けれども、 この やうな S を 《の ♦化 巧 古る ことと しで 
こ、 では、 一九 一二と 寞巧 五日 S 「ネ -ン ■ン を」 に 《隹を 《「*ぺ インに 於け る ヒ，； I の 
タバイ」 をる 一 《文が 比 R 的 貧 明 K ナ チタの スペイン 化 わける 巧 巧が 巧た ホべ てむ るので •をの 槪 

•S • さ 28 S -Ai 
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» たな ぺて みょぅ 0 * , 

I 九 三一 六 年の 夏 スペインで •フ ，シ ■叛 1が«» して 云 日 g つてから •政 麻國 ft 軍が、 パ< セ" ナ 
の ナ* 本部の 搜 索た— 始 したと ころ •ナ * 代理な の g れた «» 化は •衙 萬と 云 ふ 丈 ♦が 置 さ g され 
てむ たとい ふ〇 この iriii の ♦のは、 「マン チ-タタ I •ダ— ゲ ，アン」 其の 他の 着 ょつ て •斤され 
々が.. をのを 巧の* a は. プ， y プ •シ •ビ I ホ 八— ゲン； ran" Spielh お 3) の. 「ス .ヘイン 化 わけ 

るプ パイと 共謀 ホ 」 《--spjone und Vcnchw6re 『 in spanien.: 《 pari ザ Editkna de caneAMr 】 の 中れ 
蓮 ぺられ て。 る。 

こ、 でか A て •化の 画 化 於け る ナサ# 巧の 裏面が 巧 かされる わけで わるが、 をの 义 ♦は gut が 確- 
かな ♦ので •をのち 巧は « ふ！！ 地がない ♦のとされ て 公る。 スペインは 椿 用 > 巧 力が « はれて たる 
地方でぁっ<、 巧樣な技術は《 をホホ化斤はれてむる4のとちふべきで、 この义<>が«<»は. 破 
壌 的な 仕 事と して & る ナ* 組織の 名前と わ •金の 曲虜 •もの 頓、 代理 巧の 巧 動れ 巧 • X 傅# 巧 
'ゎ密 •入ず を 方を •又 ド イプ 商館， 海 《 會社 •新 WE ♦、旅 斤 局、 これ 等の 地下 麗 かの 外交 ■、巧 
♦の 職 ホは どぅ 云 ふ ♦のかな どで， みる • 

- • 


ナ チタは 一九 t 二 0 年から ス V イ y で 巧 動を 始 ミ。 じ， 卜，- は、 5 ミミ ミミ ミ か 
ら •■家の 資金は 宜傳化 利用 葵な かク 《。をれ 故ち 5 の內は S 健で あつて •代理が はご卜 
ゲ 4. K ■かれて •をの 巧 »» ホイべ？ ヤキ島 一香で わつ たが、 一九 _二_ 二 年は 轉換« となつ た。 ナす 
夕 i ド イブで、 ンク I ( Lerroux 】 と •ジ • n プレス {島一 Robles 】 とは K ヘインで 脖巧 k 占 A 《力 
ら • k ， トラ— との ぞ请 fc—A るた；® 化 •ジ < •ロ プレスは】 九 三 ご 二 年の ナ千黨 の-- • I > ン ベ 分 
ク大 含に •出席して、 この 巧から、 ナ ♦夕は スペインで 優勢に なつて 來た〇 ♦がで 彼等は、 ス ペイ 
ン本 ± •スペイン 巧モ n ， 3 •度び イ ^ アタ ，ク g ち 《gr •を 2】 度び カナリア gfi 化 五十の 地方 
巧 fc 狙* した。 これ 等の ナ *11* 胞は •值の ド イヴの# 画# の 中な となつ て、 學 巧 •敎會 •务働 奢*' 
婦人から、 をの會貝た補でした〇 ナ*夕化又^ NII ¢の巧おずる夕ぺインのな會の人さミ餐な巧觸た 
保持して、 ナ *圓« の 指 ♦者は 外围 のさ 傅 家と 見え 用 也 た した。 かれらのを がは ドイツな 館に 
載た 占めて •巧な 會 をの 代理人た るか、 又は 自己の 巧責 fcg ♦して & たので あるが •をの 责はパ 前 
雜化 立つ y •ナ この 《《化 《いたので わる。 をら は、 をの 宜 W 材 《た 綴 ぢ这み 用の 單 《の 中に 
巧へ て & たと 云 はれて & る。 

一九 111 六 年の 愛 •入ち 5 が 度 ミな 歸 する やぅに 見えた ので、 ナ J は 地下 S たち レ 

»—« « 外 cikcttugR、 一九- 
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夕— へ* ド u . ctter-h さ d . a 輪 紙—* に、 巧—# る义 宇、！* 但 者の 巧 巧ち •所在*、 g 番— 等の 义丰】 のない 白紙 

を隹ク V 通信 文 わ «» ねばなら をい とか •义ナ * の 用件は をが 巧資化 引の 術 巧で ずる ことな どの 巧 
かが 巧 た。 次の やうな のは、 をの 一例で •巧の ことか 理解 K ましむ でみ らう ゥ 「吾* の* おの 一 S 
• 會は •吾 ♦の «爭 者が、 巧 資化引 fc 巧 巧し ないやう 皮し なければ ならの。 k の 公 まのを 題は、 
巧ぶ で ♦、手 巧の お 巧で ♦•をく る 略して、、 ィ ダ* のが 用は 禁 ザら れ た。 あらゆる ナ ♦の 緩* は、 「ド 
ィッに おける 文化的 •藝街 的 •致 治 的 » まがな k をの 會貝 化 みら# て 置く 目的で 化纖 された 讓會」 
の 一巧で わると 敎 へられて むた。 で •な夕 は、 これた 嚴 ホし をくて はなら « 。この 巧から、 色* の 
a 信の 中 K 、 「御を」 とか •.「表* の 巧し い仕 乂晶、 」「« ♦の «爭 巧手の 巧 震る を」 などの が现 
れる やう 化を つた。 何 か 偶が の 出 巧 事に 巧へ て. » ての 「巧 線の B ±」{ F § t 香す 3) 巧は-九 111 
々お 六月 十五 曰 巧に 巧吿 をして •スペィンの 仲 wfc 巧け る 用意た する やう K とのみ 令 fc 巧け 々〇 
この やうを ナ* 細胞は •外務る、 巧 扇 載 線、 を傳さ •フィ t す g 會 •ゲシ •タイ 等の ド ィヴの 賭 
函«のな巧たをけてたら、 これらの圓«は、 夕ぺィンにをわ注入し、 义をの乂^は、 をこ化自と 
の 出 « 所た 持つ て 巧 巧した。 一九 I 一一 五 年には、 ««1 二百 萬ぺ セクが* ペィンで 壁され々 と- » 見さ 
れ 々巧 it の 中 化は か 上されて a るが、 との 表 K は • ^7 トーン ザの 寄 » 金 》 ナ* か理巧 度び 宜傳材 


巧の 無み ft をた する 船舶 及び パンフ レ，. 卜 •ビラ •書 » の 巧 Ms •被 他 金、 栽# 金 《ミ s , 
meiri と funds ) から 流用した を •ド イブ 致會 及び ♦巧 化 斤つ た 寄附を 等が ぞ 略されて ねる から’ も 
の頓 は、 をの 年 K は 一二ち »ぺ * 夕た遙 か K 巧え て 公た と 見て ょから ぅ 0 

八— 7 a >* f イ— A スト 

資を S まこの 組 5 巧 動襄ミ ると •もの 重 f スご巧 助は 「ホ 5」 《正を。 由—】 と 
.稱す ミので、 グシ * 夕》 のぞ 理 たまけ V ミ。 S 5 」 と 云つ ミぞ かまど 化は*! 化 S も 
を<、 中央 本 巧は ご， ン化 わる が •化の 事務所は パ，-、 千 r ，， t •プ ，—グ •プ ，，セ； 
どの 圃內巧 ホに をつて f このぶ 巧は 謀 巧 巧 巧の た »の« 巧に* ぎない。 「パ 17 *ン •ゲ <1 ン タト」 

の巧吿 Ki ると、 寶 rT ブ人 S 舊羹 されて ミ、 •トイ xs 行 家：* イマ まび 《斤 《 

の乘化 A •ド イブ 敎會 、ド イブ 巧历巧 ホ. ド イブな 館、 ド イヴ 自動車 ク ブブタ •凡ゆる ♦のがを の 
たを けて & る。 巧し •を 外 ド イブ 人が ナ乎夕 た 巧 巧した 6、 又は ド イブの 新み 巧に 熱を 示さな 
•いと •忽ち 巧 地 K 旧る。 2 インのを を 家 •巧 S をち* こ ミ •巧 S を k ♦つて、 ユグ又 • 
. 7 ,^'1 メ — スンに 比 ♦化 目 k せけて & る。 

この やぅな 巧 報な 權 にも拘らず •反 t ， トブ I の ド イヴん は •プ ブ—グ K 本 巧が わる 才 ，卜 — .ン* 

- « n « « ♦重 巧 . - ♦古 一 


•s,s ? ミ s -*■ 

トブ— サーの 「黒色 IWLKSch ミ nc Fro を) に** に 執 » したので •ナ 手の* パイは •もの 一人 k 
この 反 Sts の 中 K 入れょぅと がつ ち蔓の 一人は 才 ，卜 i シ •卜 ，—サ I の 新聞 K ミし'*"、 も 
の 本 や パンこ， 卜 k 蔓 した。 かくて’* ペイ； ドイツ人の 反； シ •涯 はプ ，—グ かち 新し 
いみが」 が あると か S たまけ たので、 ホた 巧ち を 件 5 引を 《が •をの ミ •を S が 
逆 K を gfc をけ るか ホ K なつた と 云 ふ。 

ス ペイ yKS 傳林 料た 密 •入ず る こと ♦•をの 重要 4 仕事の 一つで わウ たが、 傾 ♦♦•外 夕ぞグ 
み ♦巧 ♦として これにを したから • f であつ ち 只 小さい なが 待ち 妻れ る。 わるものは 大使 

館 巧た てた；、 まの 目£ した* •ミ SS 有 目 51 か K して ■い V •.搜 索され ミ 
やぅに した* する ことを* •船 SS が— I と •忽ち 5 S や外審 がを の 8 と 引 さ. 
た6, 大使館 や •♦館 はしばしげ、 R * 所と し < 使 はれた。 

■ —にミる ♦法 

ナサは 5ブぺ イン K 五ての 人た ■いて •新 まび 化の さ 器 《た襄 は ♦て •巧 i も 最大 
のを 竟た新 EK ♦つて & た。 どの 新聞* 疆ぢ这 み K して •編® 者、 巧臺、 . g 濟的 後な ♦のを 
をの « 巧 ■、たおめ なな、 ナ* 度 巧に > する B 巧 も 一 篇化含 さなへて ■いた。 


- -ABC- ••占 poca--%Riv を on-- 及び： すず*™ を た 含 A て 二十 二の 新 画は* 獨的 として • 

こ の賴 ぢる みに 乗せられて なた。 絲 ての 君 ま 的、* 卜 ，，ク 的 菱反器 S はこの S 化ぐ. 
ジ方 • 《 ブレスの slnformacii: は •「ド イヴの 代瓣 ホと 見敎 され# る」 との 巧释 がわ* •をの 資 
金の 餐巧夕 i ジ- アン •マ— 千 三 US 2 arcl ことなつ てむ た。 還 巧の CASPiradoncs - •は 「ユダヤ人 度 
ヴ フタ— メ — タン 化對し 激しい 爭 ■をして & る蓄 のな 人の：，， ク S の 含 一と 振吿 されて 
k* •この 巧* は隹 に 禁止た をけ たち 若い 嫌 人達は 化の 新 Bk 角 おして •これを： 一を_£ と 巧 
ぴ 5 インの 全 ドイツの 貪 美 ■ろ 窒 t して •この S— 助 ♦ょとの 依を をけ 《とち ふ。 一 
九 I ニニ 年 化 おいてさへ •ナチの 新 M 出® 巧は •主な トガ^の 新 M に ■して 「公け のた 巧檐 ■は 
をく 吾が 掌中 K ある」 と報吿 して 》 たと ち はれる。 

この 巧历 6 一^の主 巧は • -.Die Dcutichc Woch 吕 achau : の涯信 fl として みられた 巧で •をの 地 化 
た 巧は 自ら 「が， が •が， 一— と 巧して 公た。 化は ••- ゴ S Servido Frcnsa : と 稱卞る 通な なと 藝雜 た W 
けて 巧 S して、 このを は 彼の 執篆 する 論お や 報道 受 ミべ インの 新 M に gf ち* ペインの 新 
田が 一文た 乗ぜる ま 毎に、 置 乃 ま 十 ぺセタ たち ♦ふの ろご 7 T ジの立 ま 至む た 得ない こ 
ととして •この お 酿 化は •々なくと ♦二百 五十 ぺ セクの 義金 ( H 『すぶ* 乙】 k まけた。 I これは 小 

» n 篇*; ♦« 傅 0«窗》« 一丸ち 


II ミ 立* s と *SK -づブ 

まい 地方 巧 S 化 支 ♦はれる をな であるが •か、 る經濟 的な 取引は W 巧に されて 多'"^ の揚 合'^ 使 成 
は 巧 ♦が ぞの金 k 手渡しち 巧 一次 世ホ乂 載が に、 こア 人の た 《K7 ラン* 新聞 累腐 化し 《こ 
とがな おされょう 0 

•この やうな 策略は •ホ 巧に 巧みして、 一九二 亩年 化ろ ニ ハ 因の 宜傳を ♦が _ 手の SS 載 さ 
た 一九 臺 年は 遙 化 多く、 最 巧の 四* 巧 同化 二十 五の SK 军ム ハの お ま ¥ をち 一望 
玄年 九月の ナ この- 1 r こ •へ； 大含 中ろ ーケ 巧：！ M 因 五 巧 目と 云 ふ お ♦巧* ガ つち この 
♦ 用は 一一 萬 二 千 四 暑‘ 十 ぺセタ K 上*、 か、 る 新 5 道化* つと St 接 巧 さ ♦ょうとして 庚を 
集中のを 力が 巧 動した 〇 スペイン 化 おける を ド イブ 貪藥 ホは « 力 fc して •ユダヤ人 7 リ—イ I 
こ 寡 除 さた 巧 S 、 ： イン S は、 S の ドイツ さを て、 をの イツ 貪 肅ホか 
ミ 吿を要 ホず る 程 K 澈 しかつた。 

X Q 值のホ 法 

新曲に 績 いて 重要 a ♦のは、 な演旅 斤、 ナチ K 畫 i 普 a はを 関しない —— ド イヴからの 每 a の 
巧 西 ホを •ド イブ ♦の！ 一譯 であつ た 0 . 
.「フイ t サ拍 t 一 (theFich す Bund】、 ド イブ 旅 巧 巧 巧 巧、 イ ベ， ア •アメ 協會 《一す？ 


Iiwt ぎす】、 其の 化の 化 《が s 巧た 没を てむ ち 「7 イヒ 之會」 — このぶ かは ジこピ y た會 
_ を 義お哲 ••ホ K 對 1 曼 a 皮 巧で わを-は f 注艮價 すえを 《會 貝は 非ナ； の 者から 
受 されて ねたち t ? ♦•ご V カン ダ 8 の 中で • f な 5 となっ て ミ •一九 _二五 年 
- K は、 六 四の ■度で、 よ 五の パンこ V た 喜 ま、 及び 幾 トン かの S た > をして n I ご 
Y ググの 最も 有力な 代理部の 一っで わった 0 
產 歯 ■ ■ 

K ペインの 巧 色 表？ をた も 三っの 仕 ま ii 報」 である。 こ 是と写 手 四の ドイ 

ヴ及ミ ペインの— せの SI 6 •をの 某ち 5 れて むる 人 ミ 巧 細 S 査し てを いち 
この 夏は 二 まって、 S 1 っは r イブ g 品 0 良い ホ ミた 蓋い tK 、 * ペイン 0 彥藥の 後 
巧た 巧ます る ことで わる。 スペインのを 美の 雲 K 貫献し 《ものろ 「ドイツに 巧す る 寒* 者 去 
.して、 苛 ミ 手ち か 執られ、 若ん、 •トイ； ホ 民 ミ ば •本 ■化 § して、 をの 罪 K * じて 處 みし 

た-。 至 Q 島 气 ナ； は 緣、 ち 5 變 金5 ホが 掘 £ 堂？ して、 こ nt 管理したい 

と ミで ミ 《《であえ 7 ラン" の ド イブを 理の SS かの 多くは’ おに こ？。 グ ，ムの 連 

ミ邊ぞ をつ 《。產 S 5 イ は、； インと ま 5 商業 上 S — をみ K す 美 《の わを 
含 •一: 外 5 《巧 US r 


IMIOgiulli と 其 ox * • I 丸 八 
る 公け のモ 皮た 嚴 重に！！ 祖 して、 ド イヴから 貨《た 奪 ふやうな 隹 巧の z かた 阻止した 。世界 化 この 
やうなナ*を乘タパイは六百餘も配置1?.れて&ると云ふ_ 

モ〇ブ 36 ナ ♦K 

. スペイン 巧 モ"， 3 は ナ* が々 更 ■むた 持つ— である。 この 小さい 巧 ± 化 彼 巧は 巧つ の 細 す 
ブ アン ( Tctcan 】、 メ ，，ヤ (• Mcsla )， セクタ ( Ceuta ) •チ， こ L . arachc ) に 巧け 《。と、 から 彼 
みは 反 ユダャ 的 •反 フブン K 的 •反 美 巧ち 傅 わ 佈倾モ 》，コ 化 注入し々。 「ユ グャ 人は 毒 麻が 羊と 貪 
ベる が 如く、 巧を わ 食べ V & るの だ。 しかも、 フランスは ユグャ 人の 巧 謹 ホで もる。」 「インドから 
H デプト •更 化 大ホ 巧の 函境 たる ブス ( SS ) に 至る < で •線て が* 腾 してむ る。 巧 物な ひの アブ ビ 
ア 人が ユダャ人 や傳 一 ■西 人 Ktt して、 •トイ ヴ人萬 巧と 叫んで 公る 路 、巧 ♦は どこ < で 道 斤した の だ 
らう か 0」 をの 結 ♦•反 ユダャ、 反佈 •反 巧 運 ft は アブ ピア 人の 化 ホ K 誕生した。 アブ ビアの 新— 
は、 ナ 千の 巧 ホ 化夕み K 威應 して •をの 示威 的 《 親獨 WW は 憂 直のを fc たか 古、 をの やう 《大 びら 
な親獨 的を 面 情は、々 しか 化 ド イブのを 巧の 彩 春で みると おはれて むる。 

この やうな か 巧«化 おける ま KK 舞 L て •何等の 巧 置が 執られ 《 かつた •例へ ば •一九 =1 置 年 K ， 
ブヴ アンの ド イブ 人の-画が、 タン ジ '•火 K おける フ ランプのを 巧 待遇 Kilt しれ 扇の ♦イン t し々。 


をのれ « は •へ 火 リンに 送られた ので、 パプ— の ド イブ 大使は. をの 事件 K 就いて. フブン ホ か 
化 公け の 陳情た した。 しかし、 これらの 义 書わ 見る と •この 事件は を ホべ < ブン でを * されたら し 
< 、巧* のぶ かさへ も、 ベ クリンの か みぞから アフブ 々へを られた ♦ので わる。 

叛 A の 巧 « がを づ くれ っれ V *' ナチ スは スペイン 化を まゎ 密输 入し々 》た- の a 有と* ♦ 
•かけて やった ので わるが* 水車、 巧 巧銳 、銷鐵 みた 巧 « ふ會 化が、 « かにち ♦» の巧資 たか A ると 
は ホ 妙で、 時 ♦•かさい 失 化が a 信 文で をった。 「出た ての ちか >」 と 「銷襄 を」 とが >♦« 用され 
た 0« 時 •ブ ペインの 7 7 シ •函 « はま 巧の た A 化 ま* ゎ 必要と したので わる。 10 の ナ* 巧 巧 巧 
は、 H 藥ゎ附 けて 四 九 二 挺の ピ ブト ホを マ ドリ I ド函 K をっ たとの お ♦がわ"®'、 且っ 多數の 巧理巧 
.が 巧 動して むた。 ホ 巧の 巧义 ♦曲され、 巧 墳の賣 子が ナナ 及び フブン 軍の 本 巧で あるす ヴ r 
y 化 現れた とち ふ。 

この 時 巧の 文 ♦化は •ナナスと スペインの フ 7 ゾ ■とが 密 巧な ■巧の わる こと k 示ず ♦のが 多い e 
巧 巧 老と數 へられる 人 ♦の 中 化は • X ホセ 》 ナを 化-®' 巧 じて る さされた プ I デ， ド W 軍、 か 國軍圓 
の 指揮 ま t ブ y •アストン—# 軍、 巧 軍 省の* 官 •ヵタ "ニア、 A ス*»* の 反動的な 雜督 等が & 
た。 「み ♦は 有 巧な 立場 る」 とか 「る ♦の の* 現 4 —巧 だ」 とかの さばし い 通 巧が 度 ♦sc 

•—篇 》 件寬 ♦«« ■狀 巧 -i 



Ilfle 實 - 二〇〇 

た。 ぺ^^>タン.の夕ぺィン乂使は《 「馬^磬の||出化|1する件では」萬事がう4く斤<だらうと ナ牛 
夕 K 確 首した とち ふこと でみ る。 

大 B な 上が この 雜巧 でな ぺられ て&る スペィン における ナ* 夕 のま 傳 方まで わるが •芙圓 及び こ 
のみ K 惠ぺ i うとす る •宋函 に 於け る 方 まと 比 R 卞る ならげ、 パン 7 レ， 卜 fc 塞つ た 4、 又 ド ィブ 本 
田の 7 ィ t ブ A 食と 違 化 6 乍ら 巧み K 揭色 扇を 蟹げ る あた > は、 何れも ナ手 K 獨特の 遺 6 方で 
あつて •これらた 化 g 研究す るなら ば、 一 應はナ 手* の對 外的 宜傳 のな 術に も. 一を の 類 巧が もる や 
う K な はれ、 なで 頌次 •ホ國 •ス キタ# K 於け るな 巧に す X してみ ょう。 

養 章 T メ ，を 衆团の 重で 其の 活ま巧 

♦を rill 年夕獨 S あ ホ 人の 多い 中 ホ 巧の ホ 州. と 中 公と して 来圓ナ ♦黨の « 扇が 目曼 しいとの こ • 
とで ある 〇 在外 大使 li の最 巧の 巧* は、 中 化 巧 ばか 6 でな く 南米 化 4 でち 傳が行 はれて むる こと 
た 傅へ て& る。 、 

「近* 獨伊ホ カの 著し さち 出 •巧 中、 中 巧 米 K 對卞 る«* 左 化を 表 画に 於け る 「ナ ♦ズ 4」 の 執 推 


なち 傳は •中南米の 度 ホ 的 租會た •、巧 方面 K 於け る 米の 地 化 江々 論 •米 自值の 政 ホ、 化會 & 纖 & 
♦度 古ら ミ Kt ず やとの ミ さかし 《、《合 ホ ■が 共盡義 、「ナ こ 等の 宜傅義 して 5 
をる 化夕 ゎ 5 し 居る は ミみ の？) 化 ミす ミ 米大客 5 度では、 ミ ♦力の 進出た 
巧 止し •「デモ クラン— Jt 雄 持す る ことは 斤* な* 云*」 とわる •又】 九 I 二八 年 十-巧 二十 一二 H の 
マン チ •タター •ダ t デ アン 紙は、 

「を 表 画 於け る ド イブの フ 7 シ •« 巧た 研 巧して みると •もれは ド イブ 故國 の共棄 主義 蓮 巧に 围扉 
してむ る ことは ♦ホが わる。 合 ホ* 化は •ド イブ 生れ、 ホは イタリア 生れ、 又は ド イブ •イタ タア 
の 巧 巧た# つ 住民は 幾 百 萬の 上に まして & るが •を 巧では ない にもせ ょ、 值夕の わるものが， 故 画 
の 現を の 巧 寒と 度 策と に 同情 わネ# て 公る のは 明かな ことで みる 0 

この種 額の* 巧 (7，シ，*»】 が 如何 化巧雖 K 、 又 庚 «团化 米國に 於て 化 織され てむ るか fc わつ 
たなら、 アメ ，* 人は 驚 g する こと だら ぅ。 下 巧は、 反ア メリ* の 巧 巧 巧た 觸查卞 るを **舍と 待つ 
てた るが-をの 報 ホに ょると、 « ナ牛ブ •ド イヴ 人の 化 織は 數十 萬の 會 At 持つ て その ホ < 
は «兵 適齢期の 靑 年で、 のな < の 部門で 巧 線 を をけ てむ る」 と、 ♦巧の ナチ* 動 のれが k ホべ 
て & る 〇 

第 田 篇 » 外 t 傅© 巧 ■» 巧 こ 0- 


11410 « 傅 組織と 其 exit 110 二 
これら ド イブの アメブ 々人は、 巧し ド イヴ 生れなら 歸化 化ょ つて、 アメリヵ 市民 化なる やう じ > 
义 と、 で 生れた もの をら、 ァ メタ々 ホ民灌 fc 巧 使 する やう 興 » されて はねる もの、、 本國ド ィヴ 人 
とわ 餐 的の！！ か t 持つ て & るのは ♦度で、 かれらは をを 的 化しき 6 と 活かして ' t ， トブ— に M 请的 
を 公職の 候補 またな かする、 敝 をの わる 巧 W やを 巧 巧 行わ t ボイ 3 ， 卜卞 る、. これらの 團« は 極端 
を 反 ユダヤ ホ義 の中必 となつ て、 ユダヤ人 じついて 虚货な 巧た ホボ する • かれらは ユダヤん の 
店 « のタガ ブスを 破 壌した み •壁の 上 K パ— ケン クロ イブ fc 樂 ♦した 6 する。 父 新田 fc ♦斤した* • 
ブデォ 化 巧 ひ、 合衆函 では、 巧 度 無電 そ宿植 がな 斤して、 數モの 人 ♦はべ ホ リン あ 巧から 巧 ぉ»« 
取す る ことが 出 ホる。 この やうに アメ リサ 化 おける フ ，シ 動は を* 化 ♦展 して、 « 服 fc 々用 
して a 巧に 參 かずる ものが ♦化し V ホた た A •致 巧では •祕密 巧な 化 i る 《 祖ホ用 禁止のを 令 k 出 
さう とか 畫 してむ ると いはれ る。 

こ、 で •一九 I 二よ お 3 での 巧 巧が なた* み K * ベ •もれから •一九 I 二 巧た の 夏、 ペン ンホゲ T 《ァ 
州、 デ* I マンタ クンで 巧 成された 「米 國ナ *11」 化 就いて •もの 来歷 、巧の •ま義 ベてから， 
をの 後で 最巧 デ* — ツイで 結成され た ド イブ 系ア メタ々 人 載 線 《『he 。〇 mum Amcrinan Front 】 化 
百 及して みょうと あ ふ。 鎌の ナ* 章、* をのが* グが 次第 K を 画 巧な 勢力 fc 得て ホた ことは、 との 境 


象が、 自由主義の 「最 なの 王 國」 と自巧 卞るア メリ々 化を 6 つつ わる ガけ 化、 今 巧の ♦* はを く 世 
ホの ■むと なる で わらう 0 
《二 含 ♦函 CA ける-允 III セ 年 < で Qtt 巧 

「賴 ドイツ ot」 {--The Friscu of the new Germany--} 

ア メリ々 のナ ナブ* » のれ 巧は 極 » て 巧 潰で •をの 巧 法は この 一卷 たも 滿す K をる ものが あるで 
あらう が* こ、 では、 一九 ミよ 年 巧 3 での ナチ 国 伍 度び もの 扭« や、 巧 動 お 6 化つ いて •一 ■考 # 
，- して、 後 ホの シ ，卜 4. に 於け る ナキの 「細 »」 組織と 比較 研究して みょう。 

合 素面は ナ* ブ のま 傳 化 對し vtt をを 持ち、 父 ユダヤ人の ポィ 3 ， 卜も 巧み 化 化 織され てむ たた 
: 6、 を ホ 画に おける グ ，ベ 方ブ のをな は巧襄 巧 S 態度 k 執る が 要に をら れ た- ナ 牛* の攪 »化> ず 
る团を C の 巧巧 に資 巧して •一九 一二 四 年の アメブ 々の* 含は _ 反ア メリ* 巧巧围 ttK 国ず る 特則巧 
ち會」 {a Sped と Committee on uinerii Activi 氏 え fcK け V . 調 査 fc 斤つ 《とこる •アィ， 力 
の 親 ナ*®*^ 肩 » する た AK 、 ベ < タンに 特別な をを ♦» 巧が 置かれ •妾 國の化 養 所は をの 反 策 
た 巧 化する々, 5 KtJ 巧して むる ♦貪 ポ發 見され た〇 其のを ち會の Mg 長の ディ クタ クィンが 1 » 人 
から 雖 A たと とろに ょると. 反ナ手 的の* 見 k ホぺた ♦の 任 本國化 •涯吿 される のが ♦通の 處 ■でも 
. «—■ » ♦重 《 es«s 二 0_二 
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- る ことが 巧 巧し •更 K 、 ド イブ 大使の 否* 化 4 拘らず •幾多の 證 人の 古葉から ク のドイ 
ブ 大使 及ぴ倾 事は 共 巧者で もる ことが 明か 化された 〇親ナ ♦函 B の 著ぶな ♦のは 「巧 ド イヴのを ： i 
(-the F 正 3を ofthc new Germsy "} とち はれて 、 V <， ンかを 接の 餐金 fc ♦て •巧、！ i » の 新 W 
巧して た i •其の上 KK 、 が® な 歳入は、 「ド イブの 旅 斤 案 巧 巧 Jvhe German Information omce 】 

、 や ド イブけ 巧 含 化の 廣吿 林から ♦られ va た。 この 「ま」 の 微 章は 星と 巧 練の 上 K 書 さなへた 一 I 
.ケン ク "イブで あつて、 黨 ちは 顏棘 巧* し •巧 儀を をた た緣 し、 ア メリ ♦人の 輿論 た義た する 
など 反米 的な 振舞が 多 かつた。 

巧貝會 はものな 吿 ♦で、 「外を 上の 遠！！ 化* 拘らず •この 画の 成る ド イプな ♦は 外 巧を たるの 3* 
と酿 節と 化 背いて、 の 反 アイ？々 宜傳 家のを 動 Kg し、 a を か 化 現金 化て 餐金 fc 典へ てむ たと 
いふ みれ ♦ない 證 な」 た « 見した とな ぺ 、又もの 雜ホ やに 舉 げられ た 美 出巧會 たのた 憂は 「彼が 化 
の ホ® 上の 值ホ である I - Q 色が 工業 會化 《ド イブの みを 業トブ ブト) 化 供給した 報 吿は貿 * の 化 
通の 目的ょ A は 事ろ な 治 上の 田 通 化 « つて a るので あつて、 もれ t ド イブ 政な K ■爱卞 る* ♦で 
わク たと •ものを A 會 にさ 白して & る。」 さぅ して、 この 巧吿* は «據化 照して、 この* 動が 政な の. 
主義と 巧夕れ ホい ことが 巧 明した と 結論た 下して むる 0 


かくて， 一九二 一六 年 胃 IH に ド イヴからの 巧々 たを け ミの 組 《は 解 巧し 《ので わる おもの 
餐同 もな く、 アメリカの ホ 民の み fc 會貝 K すると 稱 する 「« 系 アメリカ人 ■«」 二す つ §6 口— >= 再— 
ユ CSBU 呈が 組織され ち 要するに ナ** の S 巧は 5 て 執 巧で、- 九-二と 年に •ゲ イク* タイ 
ン 巧は 再 ヴ ナ手ス のをな た巧會 で報吿 して* る 0 

をれ にょると. ナ*,ブ は 百 巧からの 金を の 書 まを ド イブ おの 住民に 配を し 有 ♦の 場を はドイ 
夕 軍た 巧 かする やぅに® 巧し •若しち 化か 乂 ずる ことた 拒絶 卞 ると、 5 は •何襄 さつと 巧 
は 夜 梅す る、 ド イブ K & る 親 g のた AK ならを いと 吿 げたと いふ'* 又 デイ クタ タインは この ♦まは 
ペグ， ンで印 助され ミのと 云 ひ、 又 「ブント」 に 8 して、 二十 萬 巧き 手 萬の ド イヴ 人が-トイ 
ブ のをを をて 巧 練た 斤 ひ •獨ち ホは 化 ■との 国に 度爭が 芝す る 場を の ♦さしで ミと § 
してむ るり 

けれども、 上 a の 「獨 系アメ 人函 g 」 の資 R 上の 巧 動 K 就い < は •一九 三 一と 年 ホ 巧 五日を* 
I ン ■こまつ Tlie Na 比 〇ろ し - wh 泛ミ >mcrican za を doing ?"} が！ kJI に 巧 巧して ミ。 

ミ 1， ミ 8 . 

このを K ょると. か論最 みから •ド イブ •フ， y •黨 のをけ の々 派が アメブ *化存 を レて & たわけ 

«s ささ 《SS =03 
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ではなく 、アメリヵの ♦巧の 公け なナ ♦組 崖は、 ミ 前 イ< ブン わらの 指令で 解 巧して •これらの 
後！！ ホで ある 「獨 系 アイリ. ♦人 ■CU 《The German.Amedi Bund} が • I 九 I 二と 年— の 唯一 の 合 
表國 化 於け る ナ*ズ 4 の 度 治 的 表現で* つた" これは、 當巧國 巧 K' 亩な 上の 支 >• ♦る 食 
Akll し •をり 公け り！！ HR で わる _1 » I ■—ク > 巧の SDeutscher Weckruf und Beobachter: 化 

本 國の巧 化な 出 皮 物 K 巧 有 4、 冀 貪の 無 祖と不 巧 4 「辛ち さ」 で細辑 されて むた。 

ナ * ま 傳 のま 要 4 仕 ♦は、 ド イブ 語 成け 芙»と 用 ふる 巧 7 ， シ ■圓 « 化 次 «化ナ 千 イゲォ ••今 イ fc 
♦ホ さ ♦、♦がて •この 「 iiilj 化 加入 さ ぅとち ふので あつた。 ナ* の a ♦は备 親每 化 麵系 y 
イタ々 人の »函« から 數 人の 新か乂 ホが あつた 旨 k 報逍し •且 職業的の ナ *ち《 家の 講演な しで， 
麗美 •事業 •音 ♦會 •舞 tt 會も •これらの ffntt はおん ど 依 さ 《 いも g であつ た。 

ドイツ ••ミ •• 

これらの ♦雄は 巧れ ♦本圃 宣傅ぞ のを 巧の 後な の 下に 斤 はれた ♦责が 殖》 られて & る。 一九 三 三 ハ 
年の後半巧にも、 グ ， ベ スはホのやぅな人*た* ホ*の方面でナ* 夕のたわ化ホ化卞るべくが逍 
してた 6、 その 顏觸 k 見るならば •ナ 牛の 巧 動が どんな 風化 斤 はれて & るか •みかは 見 雷が W くで 
みら ク 〇 W へは、 


ムグゥス**ヒ** aullwRiehl — y ぺ It — ン大擧敎授’ ナナな仰運動の宜傅部に所馬して、 》*1■1々 のパイ 
プ *11^ (the Bi 色 seminvy ) で敎 霞を •ミ 

ノ A ベルト ■ツ 《ン イ A 博 女 (ロク zorbert zlInnMr 】* ハ ノ —フ •♦出 奔に して •み舉 上の！ WB 。 

へ ン9,» へ ミ.* ト ン》ピ| ミシ*大を (0モ臣3 ssry 左|13ミミ Befun ^ lo . ^^<81フ,シ《 QJIgJIlNV ’ K イツ 人の 助 
キクレ— ゲル 博 ± ( Dr . Kf 】 fc 巧 件して 0. 

《ン K •ミュンツ (Hgns 玄 US 】， して！ tl&o 

.^•卜んフ《マ レ—ク ー》を0ち2|)、*にドイツのな««の历で反ソる»に巧事する。 《な下省*) 

其の 化の 方面で ♦宜傳 るは な 巧 k 典へ てむ た C ヘン プ I •ァホ パ ー ト •フ <リ ，プ 《正* ミ さ 
P 艺 lUp} の-- Germsy Today and Tomorrow: はゲ， .Y ♦ス が注义 し、 又 睛 入した 〇ク ♦シン トン 大ホ 
の 乎* I ♦ズ •ン— •タンシ^ 博 ± は 親 ナ*演»た した 6、 論文を ♦いた 6 して ド イブ 大使館を かけ 
た。 又 マ— ガレ， 卜 ； レ— ジ ,11 {ぎ -ss ぎ rgaret 巧ミを) の ♦いた ナ牛宜 w たの 化 也た を W 裤は 
なかした。 を 棄函の ド イプ 映畫蘭 ♦はべ* ブン から 補 巧を たを けて •ナ * ホ畫 だけ k 上 かする。 第 
一ニ ホ* のを 巧 巧 k 巧いた す* 映畫 は、 夕義 だけの 禮 をで-ド イヴ 人の 巧 圈« にち 巧 > される 〇ァメ 
，々の ナ乎 •ブ黨 巧で わ* » 又 ド イヴの ナ 手ス黨 貝で わるが 曲の 户 y 夕 •ミ- ンブ clan ミ 2を こは ド 
{•Hu « 外重娜 e た Hits 二 0 セ 
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イブ 入の tDeutscheschaspidfnc : たを 理し •これは、 を 衆 ■の 各地で ド イプの 文化 宜 傅た 
斤 クて& る。 ピ ，ヴ XI グ の， r ゼ 7 •ダン ネホ COBef DS ミ こ も 巧 ホな 巧 巧に & 事して わた 〇ド 
イブのを 傅«稱 は •十九の アメブ *« ホ K ナ手文 ♦の 中必た » 織した。 

この やぅを r 巧 意 わる 资」 を、 巧の 化 •多少と* お 名な ド イブ や、 アイ， 力の 夕數の 着 这家達 
化 典へ て ミ お蔓の 多くは 數 SS た 這しても の 本ち かならない。 例へ ちジ ジこ 
术ゲ * タタ— •フ * 1 , ち， クー George sylveste ， < ie ミ ご 4 どは 最も タオの 1 人で ジ—シ こ 
7,1, I ナ I とか ドナ ド •フ^ト マン •ウイ ケ ，卜 などの 夕前 用 ひて •わら ゆる 種* のア メリ# の 
遇 巧 誌、 月 巧な いて 0 る。 

グ， ぺかブ 博 ± も •「ド イブ 系ア メリ* 人た ホ 頁會」 《 ST す coi ま 3 ミ Germw-Anicrican H ? 
是-) を投 をた と S である。 をの S れ は、 ナ i 動の；，* の 巧 寒 者で t 7，， こク 
I ン 《ま t * Kuhn )、 # グ ： ， I •マホ クス ージユ づきろ、 グォ ，グ ； 。 ベ— •セ 《を奇 1ミ 
f ) 《こ、 のナ 千な 纖の最 商 かが】 其の 化 ミ 人で あつて •この 「巧 風會」 の 目的と まふのは 、アイ 
，* がユ V ヤ人 QS からみれ 《《は、 ド イブを 《7, 7 ン 系を 民が わつ 《5 でみ る ことを 證 
卞る叢 ♦た R 衍 しょぅと 云 ふので もる。 


n & x の •の •施な による 

巧の 化、 ♦巧に ょる さ 傳巧巧 も無祖 たさを い® 二十 餘の ♦巧が、 ド イプの 子供 巧の た W に簡 K さ 
れ本围 から 输 入した、 ナキの 學巧植 度 ホの 書いた 菌 本が. 巧い 獨系 アメリカん のむ に •ユダヤ人 
W おのむ た* を附け t ぅとして むる 一九 iir と 年 二月 一一 一日に 化された 柬巧 » 州の ナ夺ブ の 巧 巧の^ 
をで •フブ ，プ. クーン 《Fri な Kuhn ) は 二月 十五 日に 巧 なする をの ナ* 巧 A のた A の 政治 舉 巧の 投立 
fc ♦ホして & る ホ、 ア イタ* 化は、 巧 一ニ ホ圓 のを* めな 影 春の 下 化 存 をして & る組纖 や* のが 澤山 

•ちる 0 -1 ュ 11111 ク 、ニ ュ—ジ ，— シイ 、ペン' ニア •オ バイ ♦•イリノイ •ブク サタ •々リ 7* 
朱 ニヤ、 其の 化の W 化は、 大きな ナ 牛の*， ンプが あるし •又 次第 化 死 « しか、 つてね た ド イヴ 巧 
巧 《 の夕 くは. ア メリ々 の 小な ホで 化 巧され’】 齊化 ナチズムの R 敎 を围始 した。 

ちの 化 C も • 「獨 系 アメ， *人黄 み ♦巧 巧- (SThe Gcrman-American Board of Trade :} は 一九 ミ 
と 年 巧 月 二十 二日に 再組織 されて、 •現を ド イブを ながを 酱 してを を のま 配 人は ア * べ乐卜 •ゲ 
—ゲナ IW-H -D ご AlbertDcgscr ) とちつ V . み ホ國で ナキ黨 のた A 化 巧 巧して むる と 再 一二を 言 
した。 又 ドイツ エホ 倩 おの 中 也 巧が 巧 巧 織され、 二-— 3 1 クのゲ シ* タボ のお專 者、 工^ン タト* 

ク ラク • セ ' •ゲ < t マン 《Ernst ICrause wichmana) は、 ホ ド术フ •ゲ '■乐 ダ—， ン を clf wikkr - 

♦ n « « か 重傳〇 guK 巧 二 〇 丸 
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in ) tlwB な* とで & け、 ナ* 化 a みの 「大 學ネ 乘坟 »」 < ド >ブ .ビ ，ケン ー 
这 ckenbrock 】 K 代へ た •ピ ，ケ y プ •，ク は Y > ， y の ド イブ. 工業を ttA 樂 巧の マ， トン"* 博 ±《9. 
Mat*cho8 】 化工 業 上の 请振 傳 へる 資化が ある 〇 「ド イ 牛.- •ブ： へ > y •レ I デブ イムつ-を ctsche 
Zeppe 一す Rhed ま i :】 の 二-—，— ク支 巧の クイ，— •フ •マ， ス ，作 ( P - W ミ y VO -- S &，) は ♦ 
錄 ての エ乘请 租た窗 常して むる 〇 其の上 彼は 最 ♦■要な アイ のエ乘 上、 巧 索 上の 施 技との •ナ 
* 公 ■の 速雜 A である。 4 た數隹 巧の » 反 7 イ>* 旅 斤 局は •色 ♦の 種類の 请餐と 供給して 、額 似 
を 職能で ナ* の 曰 巧 つてむ る。 

其の 外 化 ♦•ア メブ ♦の ナ ♦«» は •少年少女の 靑年麵 の 化 織 化 •« 人 画の 建 « 化 •： C 左 31" 
Dienst : と稱 する IKS の 開» に •各地で 庚 巧 田の 組 纖 た 斤つ てた 6、 た ♦貝は 每 通 の W 隹貪 V 
K 出 ホし、 M 原た 翁 用し •何時で ♦ナ * 化 織の 最商 A 巧の 童の ft 化なら わ ばなら の、 

最後 K 1 首す ぺさ ことは •アイリ カの ナ* 通 巧が 画！！！ 的の 色彩 fc 香ぴ てむ る ことで、 指專 褒のク 
|ン は •ア メタ#、 カナダ •巧 米のを ナ千 » 纖 は！！？ 來篇 力し なくて はなら 3 とちつ てむ る T ド イプ 
の 巧 益た な 力して 巧 謹す る • I •，パ S 画の ド イヴの 画 ff と两 株に •中南米のを ドイツち 族圓 tt が 
tt 力す る おわが！ t # された。 着 世界に おける さ ♦の 度を 的 巧務は 重要で あ た 長大で あるから， 


これ K を 力 fc 誰げ る债 値が もる」 とな ぺ てれる。 か < て •ド イヴ 人、 イ タリ— 人 •白 系 • y ア 人- 
が I ブンド 人、 ブ，ン ブンド 人 •八ン ダ， r 人 等の 同で 隹 される 最 巧の フ r シ ■の 會合 ♦集 食は •ホ » 
に 統一的な お® を 執らぅ と 云 ふ «巧た 示して た*、 要する 化 •合 衆函化 於け るナ チタの 一九 
一二と 年代には ホ 第 力と 4クて 巧た の だ。 

{二} 「寒 手 ILQ 寒！！ ’ 

「米 画ナ *篇」 は、 デ* — マンタ クンで イプ お ホ 巧の 家庭が 中 也に をつて 一九 _ 二 旧年に 組纖 した 
少年 BK 、 もの 由來と 持ち、 骚生常 巧は わ 44 重要 》义 化 的、 を 治 的を ホ た 持たを かつた ので わる 
が •た ♦<<» 巧な-化 ホ 情勢と 韓换 M の アメリヵ とが もれ わ を 目的の ♦の 化した とを へる 0 

元 巧 米 國 に 於け る « 系の ホ 巧は、 巧 K のを 巧 民と 巧 巧に •非常に 民 巧な 度が 强 いので、 ホ圓ナ * 
黨 は、 數十年 巧ょ 6 獨 ホから を 巧し、 純祥の ドイツ人た 祖父、 父 化 持つ •トイ ツ 系の 宋國市 ちの 同じ 
僅か 化 3 れる 民族を* から 生れた ♦ので ある" 上述の ド イヴ お 少年 画 も、 を 巧の 米國 み年围 にか 化 
して 作つた とを ふので はない が •宋國 人の々 年围の 夏期 訓線 がま K * ， ン ピン グ •ホ 巧び 等の 巧 栽 
めな ♦ので あつて、 精神的！！ 辣 •嚴 しい 函«謂 練の 價隹 k まずる 獨 巧の ホ 民には 不滿 をで あつた • 
もこで かれらは をの 子弟 k 集 A て、 町から 遠い 林闺 化か 年围 fc 結成し、 ナ* ス •ド イヴ K 化つ て •「米 

公 &»历 こ-- 
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函ナ * 少年！！」 と 巧んだ。 これが 「米 田 ナ牛篇 J の 前 ♦である。 しから ば、 この】 少年* が 巧れ » 
なる 獨 あの-少年 围 から、 黨に 4 でち 展サ るかと をへ ば •本來 この 少年 国は、 前 違の 如 < 內ぞ K 於 
て、 別に ナ 午の 色 おた 巧ぴ たもので は ホ < •獨ホ まの* しい 病辣 fc まと 卞 るみ 年* に » ざな かつた e 
しかし、 を 函たあ ふをから •をの 敎お巧 目に、 ド イブ 文化な かの 醒 目が 化 6 上げられて 0 たが、 襄 
g ♦巧 的を ♦ので、 少し ♦反米め を 巧はなかつた。 がる K •デ* I マン •クゥ ン附 巧は 鑛 山、 寢銳 巧の 
夕 いァ メリ* 有數の 工業 地 巧で、 左 g 的な 巧 働 組合 •巧 « ホ 新 《が» をして & たので •同 ホ ♦斤の 
左— 巧历が この ホ 年 围の巧 H た 化ろ あげで* わ だか ♦この 围 ® が ド イヴ •スパイの 養成 所で •ナ 手黨 
が米函 t 攪 A する 下牟備 であるかの ♦ぅに 論じた。 をして •この 攻—は 同み 年 ■を、 » なる 少年 围 
の 巧 « におら# ないで •同巿 巧 巧の ド イブ お 米 人の 民族を 酿た g 巧す る 化 まつた。 をの 結 ♦少年 W 
の 組織化 あ 4 ••'■、むた 持たな かつた〜 の 3 で •いさ 6 立つ て、 この々* 化 對が卞 るた A 化、 よ 十 パ 
I セントの 獨惠ホ 民を 有する 巧 ホは 立ち上つ た。 わ < て* 生した のが 「米— ナ *黨」 でみ る 0 
この 黨の 二乂夕 P I ガンは、 《イ】 防共 (》】 米 國ま義 《ァメ ブ* ユ ズム】 の « 立で、 をの 網 領往、 
(イ】 世 ホ 民 ホの » •共 產ま義 の* 米圃 た 救 ふ〇ホ 露の 宜傳 •破 壌 工作の 溪滅〇 
(》】 世 ホの «函 として 第二次の »艮 巧 K 乂クた 米 固の ■ち 精神 •巧ち ァ メリ* ュズム の 餐 成 ゎ 


ミす る。 

この やぅな 巧ち 星 5 の涵餐 5 B - ダンと する 同黨 は、 左冀新 M の攻 g になで 《獨お ホ 
民の 裏 寡て • g 化、 をの ドィ •ブ的 要 ホで： ヘン シニ ニア •，ン ご、 ィ "ノィ と 中 化惡州 
の 巧 系 市民 墓 市 K 、 累 a 勢力 美 stK 在つ たが •器 塞ナ i ? 巧で t とい ふよ* 

は •夕か ちかみ つて •を？ とが；， S 防共 5 と 結合して、 襄め K お 力を 
ミに まクた 。この 小さい デ，- マごタ クン 化生れ た米受 i は、 現在を ホに 十た 巧の 香た 持 
つと ち はれて むる。 

ホ ■に 於け る 巧 共の，。- ガンに 結成 舌ら れ 《里 山ナ *ホ だけでなく、 KK ろブ ，，ク •，• 

'デ ■ン等 も わを、，。， ごた S したた 《に 反さ 抱を てむ たのに 反して •「米？ i 」 は、 
をの 手 反が g 度 的で、 はお 的、 里め S がよくを てむ たたた、 次第にを 的 勢力を 得て 巧た • 
ことは まで •蹇的 勢力た^ 2 でには まらな かつた 化 t •巧 素 ホ 民の 蓄 なる 民族 まに 
巧ぴ寸 ぐて、. 米 ■の 非 ド ィヴめ* でか®^ しよぅと してむ*^。 をれ は& 巧の ホ國 のの 向 k 端 

的 化 示し VS ミ、 現裹 UK 於 V 、 ナ* Ss 5 ki とす SS が 塞 さ 3 れ -2 乍ら、 

巧舆 《力と して 5 ら る、 K まつ 《のは、 ドィツの ナ ♦本 巧からの 宜傅 力に よる i *. ♦ろ 力、 

. »HII *； か K 傅 0 巧 ■»« 三 二 ご 
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■ net 傳 紐麵 と >01 |ニ ロ 

る 事情 化甚< ものと ちへ る。 又を こに 同黨 がを 宋 巧の 麵必 となつ たな 由が ある。 

自由 ホ義 と. 個 入 ホ おとた ♦組みと して. 國 家な 纖た化 立て、 來たホ 画 ♦•世 ホ 情 » の 下 化轉攝 
た餘 儀な くされ •函民 精神の 强化 •アメ > カ ユズム の » ♦が 巧 かれて 巧た とを るべき であらぅ® 

《 111 ) -rll 果 7 / リ 々人 iwj 

ホ 化 「 n^ アメ ，々人 戰 #J{the を ia.A ミを S 巧呂 ミ】 に 就いて 速べ てみ ょぅ。 この 围 tt は、 
昭巧 十ー ニ 年の 十 巧 K 巧 成された 巧 > で •前 建の 「ホ 画 ナ千黨 J とれ 何なる* 巧 化 あるか その# 細は、 
不明で あるが、 二 *— a I ク •タイムズ 十 巧 十二 日 附のお 事化 依つ て肩査 してみ ると •十 巧 十- 0、 
「ド イブ 系 アイ， 力 人 BfiJ {を C . German - Americs 田 und ) の 巧* 化 •巧ん どを 巧の •合棄 ■化 於け 
る獨系 アメリカ人た 眾- のな 織の 下 合ず る 目的で、 ユ - I •ジ * I ンイ において 巧 織され たもの 
で、！！ ての！！ ちの 巧函 田た 単一の ♦の K なをす る 持 株會せ 一至 0_ら さ c ®*" psy 】 t 新 典 ずるべく 化 W 
の ド イブ 系 T メタ カ 人 組織と 巧 巧が aA ら れて& るとの ことで ある 0 

で、 この 「フ ブント」 の 目的は な 文中 のぞ 義 Ki ると T アイ 及び もの 化の 練ての 画 ♦との— 
の 友が ■巧と 巧竟と k 增違 する」 こと K あるので •又— じ < もの 酱文 Ki ると、 「7 ブント」 の會 a 
は 合 素國の 寒を たを 幅 的 化ち# する 育 k 明確 K 證 言して & る。 又 この 組織は 「不断 化 又 勇な 化 憲法 


t 支# し、— し •又 s$? る」 誓言た なし •父 「寒 あつて 一利 なき SI •这 まび s 

なる— 蓋？ を 止す S と 共 K ド ィブ 生： isv 基 夏び をの ggs し# 重る 赛曼 
た！ ■成ず ろ ことわ SS とし • ^蔓 「を 夏 K われ わた か 生*! ミ ■装 ミ软 S 本 當の姿 

t 示す」 ことが その-な 旨で あると » 百され て 公る，. 

第一 因の f 军月 十一 日の 在 巧 貝 i のた As され 《。狂ち は 一年 S 化で、# ド イブ 生》 
で •化の 會 貝が# さぅ でなければ なら 《やぅ 化 アイ，* の ホ 居で わる。 « ずる K この S はま 
上 アイ，* の S で t ベ さで あつて •反 ii のをる しの 下ち？ ヤ人 ミミ 支配され 
ミミ； 之 資して ミ：，* の そ ミ 2K 々ミ S ず f と i 言して ミ C 

(国】 又 パイ Q ■いた シ 7 卜 ♦の ♦手 祖纖 

マ， ケンジ— {A.J. Macks 呈は r 宜傳 論」 つ さ opaganda f --】 で、 ま t 斤 ふ 上を 要な S た 

とつ 列 <1 して • S 反ち 倒 象、 のさ 任 • W こ— ご、 WS 住、 2.8 の醒 巧け 好 さ 
であると 云つ y ミち これら 05 ass か 皮 ここでは 含して •た £ 芝 さ 斤 ふ 上に こと さ 
ら化 要な R は 宝 (香 0 「SS2 と； ことで わる t S はれえ f と SK ょつ て* 
外宜 A た 巧 ふこ ミ tf 程度— がわる K 巧 違在 いが、 反： の ■で ナ； ムの宜 ミ 斤 ふ 化 

US S5S ■ま 一- •三 r 
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は 種 ♦の 揮 » や歷 あが* はるた A 化' か然的 じを の遲 巧は 潘 巧め のを あを 蒂ぴて 巧る 場合が 多い。 
ナチ プの對 ホを 傳 fc 見る# 合. ナキ '函 度の 資金の 補 巧、 パン 7 レ， 卜の E ホ 巧の 化の 方法は 極 > て W 
おれ 巧 はれて & るので、 巧 年 ナ中ス の 思 巧た— ホ 化ち 傳す るた A 化 ドィッの 國ホ巧 織は 美大な K れ 
た 資金 k 化って & る。 例へ ば、 一九 111 と 年の 两に才 I タト ブァ の » 密を ナナスの 「細 巧」 化繊の た 
A 化少< と ♦四十 巧 ボンドと いふを が 用 ひられた とい はれて むる。 ァ メリ* 化 おける を 傳 ♦一方 义 
化々！ K # の 立派な 夕 目で 斤 はれる と 共た •化 面、 極 A て W 密裡化 狙 織が R 蘭され て&る ことは みし 
て 看* でさない 事 貪で、 もの 地下な 織 的を を 術の I 巧 例 fc •ここでし ばら < 述べて み i ぅ。 助ち- 
- シ ，卜朱 •が スト •ィン，， ジ * ンナ I 」 紙 (The Post-Inte 居 W 38 ユはリ 中,— ド •テ，— -ブ*— プタ 
{Richard T. Forbes) とい ふ ク* シン トン 乂 ♦の I 學 生が 「獨 系ァ メリ ♦人 11111 」 ； すを 吕 1 • 
> i.can Bund ) の j 舍ちに 化けて、 もの 組* の 中た 潜入して， 反ち まま 義ま 傅のから く i ゎ 暴露 
したお ♦た 「ン* トクに 於け るフ ，シズ ム J{Faa 己 sm in Seattle) の ■下 化 •昭か 十 巧 年々 月 二十 五日 
からと 月 十日 K 互クて 連載して & るが •こ、 おなかれ たを W の 手 巧 方を は • W 化シ ，卜^ 化 おいて 
はか 4 でを く •化の 巧國化 ザても 同な 化 執られて むる ものであると 巧 惟され るから •この E ♦の 典 
へる 典 ホは 巧して 僅かでは をからぅ 。な 下がの 物 お 6 を、 多々 冗* では わるが ナチ タ巧 動の 1 館 面 


を 示す 童 ホから、 敢て抄 utK みた。 

この 文 b ' 筆 ホで わる 7»| プタは •ナ 手ズ ムの宜 ホと •アイリ々 の 巧 « 巧の 巧 壤 k 目的と ずる ナ 
ナ国 田の 1 會 貝と なること K 成々 し •を 貝の ま おで •がは 巧爾 〔細を 一 --〇〇 占】 の 集 會化も 参 かし 
たが •この A と 云 ふのは、 « 服を 用の 一人の 巧»» 貝に 主宰され てむ たとの ことで わる。 义 彼は 「ブ 
イヒ すなを」 ( Dcutschcr 互 C す e - BU 3 d e . <.】 とも 巧 觸 卞 る植會 fc 样 た々 > この fi 會は巧 巧で 巧 > し 
た パン フン， 卜た 米* の 巧 巧 化を 6 込む パン ブ片グ の 公け の 代理 巧 じかなら ない。 

ゲツぺ 一 * K の バンフ レ ブト 

化の 云ふ處 にょると パン 7 レ， 卜の 配布は シ ，卜 ，で、 最巧數 ヶ月の W にもち つた ♦たで 現に あ 
巧 二十 九日に、 彼は 宜傳 巧ゲ ，ベ < 夕 がを 巧の 要人 また 澈 しく 巧* して、 r イ 9 々のを ホれ ♦へ 方 
k 敎 へょうと 企てた パンフ レ， 卜 わ 手に入れ たと 云 ふ。 

もの パン フン， 卜と云 ふのは、 ホの やうを もので ちつた 0 1, 丰當化 アメリヵの 巧む ものは 倚々- 
《what <loes を C " 3 と ぞ < an こ) と H して •グ ，ベ 朱 プと署 ぶの わる 立 おな 巧义で わる 

「アメ 9 々の 巧 M 巧は 3 I n ， パ fcB る特權 持つ て & るが •ド イブに 曲す る 巧 6 をの 特樣 k « 

用し V - むる 〇 々化、 ナ牛夕 •ド イブは 巧 KW つた 練の やうを ものである 0 

» 田 ■ » ホ 貪 傅〇话 ■» 巧 こ-十 


獨亀〇 貪傳 11114 萬 OSH 二-八 

-九 I 二 |二 年 I 月 I 二十日な 巧、 第 111 ホ國は 巧ん どを アイプ ヵの 新— 界 •ことに ユダヤ人の 影 春の 
ある ホ 面では •ホ* され •> 笑され、 中傷され た P アイリ* の tt 新 ■は、 A 道. 文化、 自由， た 
巧の 夕目の 下 K 、 ド イヴを 巧 iH •'る こと k 樂 しんで & るので わる 〇さ うする K は ホ もな 理由が あ 
る。 人遂 ホ義 がを 刑の おで 未だ 澈し < 現れ •义 巧が、 « ♦あるを 治、 g 濟の gw の 巧 K •又 自由 
が、 中 百 萬 巧 ま 千 二 首 萬の 失業者が 永久 K わると 云 ふが 態の 內 に、 又た 化が I n ，パからの 
不 新の A 物の 巧 K 巧れ る やう 4函 では* 人 ♦が 巧 じ ホい • I n ， パ— その 人 ♦の 交 化 的 g なは 
新世界 « 見 前 ニモ 年な 上 化 a るが —— を 蔑祖卞 るのは 當 がと 考 へられる。 

アメ > 々の » 新聞が 接 用す る 論を 化 ■しす や 化せ はれる のは •♦この 新田が ホ！！^ る 相手は ド 
イブで a < •ナ *ス であると いふ 素 ホを 巧 K 示して 公る こと だ〇し かし •これは g 化 ♦みる やう 
化 通！ IKa ぎない。 と 云 ふのは、 ナ千ス は 現 ド イヴの* ホ 巧 •巧 畢 的の 指 寒 原理 k 示して & るか 
ら である。 を ド イブの 國 巧は このま 義 て & る。 故 化ナ**わ» 誇す る t とは、 ド イヴ 画 民 
むこと K 外 《ら ない。 

ナ* * は 獨栽政 ホで、 ド イブ 人の 大巧み はとの 鷄巧 t A 理的化 非* して* ると いふ 論 ♦♦無 童 
味で ある 〇 とんな 主 •はを < 虚禱 化甚< ♦ので •ちま ■の ft ホ ホ ♦新聞 E ♦の ■■ K ともあれ • 



巧 责の世 ホ 化 この やうな ♦のは 存 をし ない。 一九 111111 年な 來合棄 画で 巧 はれた 反麵里 動は • 
巧 ひを < ド イブ 度び をの H 民と 推 » した ♦の 化邊 ざない 0 

槪 してち へば、 この* 巧は 巧 ♦化と ク< どうで ♦い、 の だ。 ド イヴ 人は 化の の爱 ♦好意に‘ 
依存す る〜 のでを < •自己の 力に 賴 つてなる。 ド イヴが 化國 から 坟巧 k ネ A た诗 代は ♦うとつ < 

化* ざて むる 0 」 • 

乂« な 上の やう a ♦さ 化しで、 この パンフ レ， 卜 は# 40 てなる が. 7* |プ* はもの » 文の驾 
しの 1 巧み.4-もの值新历巧上化«破して&る。 

文との 化 K 「ド イヴに & る ユダヤ人の 眞 巧 」 {The Truth abou こ he 」 ews ざ Germany 】 と H し々 ピ 
ブ もがの ホ 化を > 篇 けられた と 云つ て •なは をの I 巧 栽して 公る。 しかし •こ、 でを f ぺさ 
ことは • t の パン 7 レ， 卜 のま 尾 K は、 巧»化 「この ピブ »ぴ 其の 化は 7 イヒブ « 舍 から 無 科で 入 
ち 世 巧 3 す」 とか 「贵 T の 友人 化 K ホして 下さい」 》 どと 書 さ* へられて a る ことで. これ にょれ 
ば. か、 る 印 WA はを 巧 ド イヴの 「フイ じす« 貪」 で 作成され たこと が 分る C 尙更 化氣が »< のは、 
♦はろ文巧化わる不氣ホなお號である。 巧ち SHdp to 己一一 the ミ= とブ ， ク义キで印*した上 
方に 丸い 巧樣 の gir かもる。 短刀た 餐ク 々右 R がちし 上げられ V •何 か 房と ♦思 はれる ♦う 在 6 A 

3g《ss -ミ 


11110 宦 其 0 «K 三 llo 

—— 夕み虚 巧を 象徵 化した もので あらう が —— の 乂 さ <« いた 口 化 巧 刀の 切 ホ fclp してむ ると いふ 
甚だ 氣 ホの 巧い ♦ので ある。 しかし* この 巧は •なての 「フイ t ブ $1 會 J ♦斤の 印 は 巧され 
てむ ると 云 ふ。 

IK ヤブク の フイ ヒサ || 會 去の —— な！！ 接 ！！ (-xllunpg con—-} 

さて、 本 巧 K 巧る と •フ * I ブスは こ、 でデヤ ，ク心 假名した I 人の 友人が •どうして ナ牛夕 の 
フイ t チ $8 會と巧 觸卞る K まつた かを お 法して むる。 デヤ ，クは 巧 年の 秩巧 つた 下紀の 事件 こ 
れは彼 プタも 目黎 したので わるが —— た 通：； - i て プイヒ すな 含と 結び付 いたので ある 0 

化# 两夕は H クン タト. レゲ <博± 巧 ♦の 3 I "， パ史の 講義 化 出 巧して む 《。この レヴ < と いふ 
人は ド イヴからの 亡み ホで あるが •又 巧路化 マを の 世ホ最 商の 植 g ホの 1 人で ある。 レ ゲ< 度 
はみ 論 ド イブの ナチ ス運 巧た あ 44* 世辭ょ < れ摄 はなかつた ので •ジャ ，ク は、 彼 i 田 上の 論 
爭 た 而お した。 この 口論は 巧つ たょ A も 熟して、 ジヤ ，クは 云つ ては をらない こと も 口 かし 々〇 を 
のた A 化 巧は 落第した 〇 で、 これは 不典 のち 巧の 結果で あると 倍 じたが •後に なつて ホ# 化なる と、 
ジ卞 ，クは 自分の 巧爲の ホを 覺 も、 レヴ < 巧の 正しい ことた BA て、 巧く 巧び 入つ た。 

しかし、 ながこの やう じを みか ホして むる 巧 じ •- 人の ♦生が 彼 K 巧づ いて •シ ♦トルの ドイツを 


. 巧の 投資 會 をの 代表者た 訪ねる やう 化 巧 A た。 化が この 舍肚ゎ 巧 わて みると •もの 代を ♦は 胸 巧を 
関いて 彼を 迎 へ、 ながを けたれ あ ひに 同^ て、 「7 イヒチ ft 會」 から 巧た 夕數の 反 ユダャ 巧 パン 7 
レ， 卜を 彼に 示した 〇 をの！ ■持の 氣 持から すれば、 この バン フン， 卜 は、 い々 < 彼の 氣に入 つたので • 
をの 巧 何 a ももの 會 巧の 辜み 巧た 巧ね て & る。 

もれから 數日 g つと を 巧 ド イブの フイ t ブ巧舍 化 手 巧た 化して •をのぶ 簿化乗 サて貨 ふやう 化 
とのち ぶの ホ 巧が ジャ ，クの 巧 化 看いた 〇 ものを ホ 通 6 化した ので あるが、 さう したた A 化、 アイリ 
•力の 民 ま國の 基礎 化 « を 巧む t ， トブ I ま 義の未 裤の會 貝の-人 化なら うとは 露 みらず 化む た。 

.ジ * ，クは •パ/ ン プググ から、 宜« 物の 最 みの 一巧が 到着す ると 困 巧した。 表紙の 上の 靑 い— «の 
檢 巧で •をの 內 をが 政 巧の ♦四濟 みで ある ことが 分つ た。 さう して、# 來合ホ ■のな ♦■化な 乂ら 
5 とすると さに、 この お ♦がさ 夕 たげ になち はしす いかと 也 K 化な つた。 

彼のを けなつ た パンフ ン ， 卜の內 をは、 » に 反 ユダャ 的で ある ばか もで な < •前大統領 ゥイ 片ッ 
ンやア メリ* の 致 巧 t はげし <攻 •した 6 •又 ド イブの* sn 侵略 や K ペイン 千 巧を 巧みに 辯 謹し 
た ♦ので わつた。 

、 K バイと なる 

>nll « ♦童 傅の Knits III 二 


ゴミ； 一 




SSSI ミ 


二三 II 


プ • I ブスは ジャ ，クの 不安が* 理の あるの fc みつて •>_ の 道は、 「 S 彼 ♦馬」 《を^^^ _ 
bu ミ U 4 Ini 巧 圧 呂) 化 一切の 雜吿た するとと でもる と兩 名の 考 へは 麵 つたが • 7 • I プス ♦こ 
の狀な 化いた < 典 ホ fc 威 じて •ジャ ，クと 共 K •一 y プ ，グの ブイ k す tt 會が 「獨 系ァメ 人 ■ 
BJ とな 力して ナ ♦さ 傅と 行 つて & る アメブ * の* ■■と ■係が あるか どうわ fc 詞查 してみ たいと 
巧 ひなち •ジャ ，クは 二月 十々 日に 巧 A て rA み 局」 の 事務所 化 曲 頭して •「海軍 请報官 」と_ -待筑 
» ■詞查 貝」 とのれ* ぺ fc まけた •さう して、 をの 後 II 巧 二十 H 日 化、 ft ホの 巧 巧た* て スパイと 
して、 な 等の ホ畫通 4 K 、 I 暦 ナ* 夕宜 傅のから <6 の g 資 た！！々 る ことじして •そのた WKHI 約 
♦ tuA る こと 化な つた® 

「聊 《 ij と 119 貪ん 

さう して & る两 化、 フ *1 プ义 は-人の 宜簿— とを づき 化を つた。 この さ 簿 は 本當の 「獨ホ 7 
イブ々 人 BflJ つ- を Bu を--) の會 巧では 《 かつた が •この 「かが」 と. 化の 反 ユグャ 的 « 姐 織との 
tt 詞 fcw る馨篇 gr > i 方 i す r --} の-人であつた • 7»| ブスは もの® ホと 次の やう 化物 語つ 
て。 る。 

「これは 一方 二十 B のこと であつ 《が、 ジ卞 ，ク はを ち 下た ま 巧を 持つ 成る 蒙 5 の！！ へ* 


れで 斤つた。 ジヤ ，ク はもる 理 s のなかで この 栽* 师と 巳に々 > 合 つてむ たので あるが、 彼は 
► 分の ナサ 围 « や •户ン プ^グ から 手 K 乂れた 皮 ユダヤの パン フン， 卜 たち# た ことがあ つた。 

ジ ヤ，クはをの理髮师が反ユグ ヤ的な»たことさら|8|#<ずるの；|4氣が付いて， なは かくと*ナ中 
夕圓 tt の 何れ か 化 ■なが あらう と R んで& たので ある。 

巧 ♦は 午後の 二 時化を の 栽 綾 巧と 面 舍卞る 巧 束 化を つてた たので' をぐ 曲 » けた。 しかし， 折 か 
ら 彼は 婦人を と*！! 中で •しばら < 小さい 麻をまで 待たされた。 - 

待 ウて& る两化 •ジヤ ，ク はなのを 竟 t 、 陳列 まの 中 化 己に ニケ 巧 も懸 つて C 巧を の 巧 原 化 巧け 
た〇仕 入れみ がかう も «< み 巧す る やうでは •このを のま 人は 1« どうしてを ホを 立てた A のかと 
みや しんだ。 

夕が歸 へる と •栽 任 巧が 出て 巧て •小さい 應 ホを にお 巧した。 こ、 で 「經 濟硏巧 含」 ** •を cccncmk 
study club --, l の會 員で わると いふもう 一人の 人 々された。 この 會と いふのは、 をの 目的に • 
なての 巧 貴 上の 巧 巧は ユダヤ人 K あ 6 との 主義を 揭げて 0 るので •を篇 巧は この 會の會 ちで あつた 
ので A る〇化 の々 は n K アンジ- 4^ 夕 のを 立巧侦 と自稱 する 人物で わつた。 

化は 一九 一二と 年 • I 二八 年 ド ィス K 生 巧して むた# の « •から •ユダヤ人 あ 害の お 度を すると こ 

♦ nil- gAXHOellKK 二三 5 
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の 雨ぶ のをは 弛んで、 今 < で M いた こ ともをい やうな ユダャ人 反黎 の# しい 會 ちが； 84 つた 〇父 ft 
の洋度 里は 事み 巧 化 » 山巧存 して &る 夕數 の 巧 外の ナ手 K 宜麻 A たなに 示した。 

しかし、 この 舍 ぶでの 最大の 收 « は •ク ，，アム •ダ， ド， ィ •ペン— 《 W 芒 ii Dud す ミす} 
の 「》< ゲ ，| •シ r ブ」 (S 望 ミ A 至を-】 の 地方 管® た 織# と々* を ふ 端な k 得た ことで わる。 こ 
の ザ，— •シ， ，ブ」 は 反 アメリヵの ナ*宜 な 物の 配 ホの！！ では • ，「猶 系 アィ，* 人围 gj の 次 
化 化し y むる。 

.この 銀' > * ッ黨 員が •電 巧で 巧 原 是と會 * ずるのは 愼重 k 極： ^て& た。 巧 論 二人は 互 化み 6 みつ 
て &たク だが、 化# は 一を の 巧 用 a た。 

洋原 巧が 最巧 「こちらは しか A 、 であ す」 {- Thi •で S and 8:} と 云は ねばなら るい。 それ 
から •巧 かの « 巧 にを へて、 「をは 巧 原 巧です」 と 云 ひ、 最後に’ もう 一つの 餐巧 K 「をは 某ビ 分ゲ， 
ングの ♦み 所に & 4 す」 と 塞 ♦た 中る。. かう した 會 巧の 餐 K か： 8て 、をの 銀シ ，ッ黨 なは 巧 おを し 
々6、 ジャ ，ク と面會 する 朽 束に 巧 去 するとい ふ 用必巧 さで あるじ 
聯 雜 員會 震 ( • meeting ち the > maIganultors ) 

フ *I プブは 义六巧 二十よ 日の » ♦で、 反ア メタ ♦ま 義の の 代表で ある 所謂 「聊 胳 興」 の會 


議の眞 巧を » いて & る。 7, —プ* はこれ 化 出席し なかつ々 が •ジャ ，ク は參 化して 一巧 巧 終 目撃し 
て* その 含から 巧へ ると •をの 巧 ♦が 巧し い W にを き留 A て、 フ *1 プタ K 報が した。 この 會 議 じ 
曲 巧す る 手を が 極つ たのは、 前に も 巧ぺた 「巧 シ* ブ黨 ，一の 地方 巧 織 まの R ■の 結果で わる。 ホ W — 
をで 打ち合せて 居いた ので • 「n 巧ち 千 五ち 〇九號 J と 巧 する の 人物が、 ジャ ，クわ 巧 わて、 舍峨 
の 場 巧で ある グタ I ン •レ I ク (Gri rkc) 芭巧 をの、 ある 木 甘の バン ダ n I にせた 索 巧した 〇ジ 
ャ ，クは ホの やぅに 巧つ V & る 0 

一 •この 居 同化は 八 人の 人が & た。 これらの 紳± は r 】 0 五一 號」 かち’ 1 0 五八 での 番號 で紹か 
された。 巧-^-は食巧化巧い々。 ずると馨巧貝 f - 五0化«」 が， ||巧貝の巧»がなを約十五分闺« 
ベた。 一 « 巧 員 まは、 「巧 ン* ッ黨 J とか 「獨巧 アメリヵ人 函 ttj とかの 宣 傳單 かの 代 ホ ホの 美 6 であ 
る。 お ♦は 作 餐 されず •會の 巧を K 巧ら しい 巧* が >♦1 ドで を A られ る。 會 貝は 互に 名を わらず， 
み 細胞は ホ* 化の 代表者で ある ばか 6 でな く •又 職乘 巧の 代を > もまんで &る。 

馨巧 員のを A 化の 會 をは 一通 巧 ま 半月 K I 回を 含 貝の 家で 化される。 同 欺め 化 •ある 細 おの 會 g 
は 地方 夕 曲の 會 合に 出 巧す る やぅ 化る* 一され •各自の 細胞の 找 態た 巧吿 する。 か、 るを 貝は ぶ 前た 
去は をいで •數ネ の 身 か證巧 ♦たぶ そる。 义巧方 會賴の お錄は 作られないで •お 導# が、 この 代表 
llnll ttt 童 IkeKIIKS II II 五 



•ミ Ms も ミ ミ-* 

する ■« の 會«に 口！！ の雜吿 たす る • 

「一 五 0 九 城」 の » る 虞に ょると、 五十の 巧* の 細胞が •其の 食 合して & ると ち ふ。 

正 まの！！ 呼が 巧 はれて、 この 巧 各聯巧 貝は 巧！ 一した 穀丰の A る 赤い* IFfc を 示した。 この* — 
ドは 前の 會 K 酱巧 された ♦ので、 數キは 每通髮 K される と 云 ふ tt— がされた。 「-五 0 九 K」 は 一人 
ゆ會 ■が 曲 席し なかつ たので • *1 ドは を 巧 破棄して、 新しい 氧ホ K なつた と 云つ た。 マ クント* 
ヴ， I ゾ y の «隹 見の 西から 出た とい ふ秦 しい 反ユグ 卞的义 巧 か 一通*！* はされ てから、 寬傳巧 
か 化つ いて 各細應 貝が •巧 い報吿 fc した。 もれから •ン* 卜 ♦•ク ブブの ユグャ 人が 不慰植 の行爲 
ゎした ことが 論 ザら れ た。 これ K ■しては、 巧 か 「る 巧 斤 動 L た ♦ょとの » 議が あつ々 が、 摄* 溃 
された •み 論&が & 《た » だら ぅ〇さ ぅして •會 はみ 通 で* « され •次は 力— ク ブンド 《5 み. 
und】 の！^ で巧舍 される とと K 交つ た 0 

ミ 「ミ ♦ッ MUJ 

更 K なは ♦ゥ I 入の 「銀》* ブ篇 風」 とみら を クた〇 
「||雜6の洋**の事み巧で、 モ*は 「銀^^*ブ黨貞」 の-人と巧づきになつた。 ジャ，クは_二巧巧 
H 化、 ホ 巧プ 》 I ドク* ィ w にある もの 人の 家た 巧 わた 麻 •もの ホは あだか ♦み 巧 雖の感 とおして© 



た。 巧屋 ♦♦化は a « ポ藏 され •がま 化すで 及んで & た •もの 黨 s は 巧し 反歸 者が、 巧 か Elifc 宋 
» で 家を K 侵入ず るか •彼 や 彼のを 巧 化を « たなへ が やうな 場合は •巧 »な< この 武»を 使用す る 
の だと ジヤ ，ク化 巧つ た。 

しかし、 もつ と ■要な t とは、 もの 黨貝 がを » 物と して 所藏 してな た 「一九 =1 九 年 4 で 化 百 巧の 
銀》* ブ黨 員」 つ さ 5 を 吉8 望 ミ nhi ミす 193 0"} とい ふ S の 付い 《小 巧 子 k 手 K 入れた こと》。」 

「麵 シャツ MU の 目 C 

この ♦麵 は^-- ズ ザ**, 卜 たみ 3¢ を函 ま楼圓 化* しいみ g ゎ 化へ た ♦ので 銀ン ♦ヴ黨 のぞ 值 である 
ゥ< リアム. ダ， ドリ I •ペレ ー が 巧 年 巧つ々 十巧ヶ 巧の 提案 ♦* かれて & た。 もれは ホの ♦うな 驚 
< ベ さもので わる C 例へ ば. 

「ィタ パ ニヤの. ユダャ人た ホ まし 义ホ IV ゲ •'作 卜 k 大巧 領の ♦子から をせ する げか 6 でな <、 
せが！！ 巧 中に 引 さ 入れた か 画の 寡 西を ホ、 と is 皇 巧 ally 】 のを 吏た 解雇 するとい ふやうな 狀 慧の嗔 
巧 化々 力ず る こと k 提 1* する。」 

「をは の 撤回 •度 止た 果ず 《 AK . 巧 M - Ncw-Dea 丘 §: 及ぴ - wtl を cr > な：： the 之 adi 

Ubo ミ Rcia た § Board ••及び -- the Sodul Secu を y Act- の 破棄 kgif 卞 る。 度 K この 最後の 法令 
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||逢0 畫傳 lllli 其 1111 八 
は •ア メリ* の 夕 かまの たみをに 不正 常な 受た 巧け る* ので、 化 巧の ユダヤち 族モ義 者の 圓 «化» 
巧を 供給す るぺく 利用され てむ るの だ。 この » 巧がなければ、 この 團 B は 破滅して し 4 ぅだらぅ 0」 
•其の 化. ユダヤ 系の 人历 は-用 ー ホに 限つ て ±地わ 巧 有する ことたが 卞ぺさ こと や •ジ ■ン •* 
朱 •火 イズ ( John 广 ro もこ、 口 XI 卜 •エム •，フ '* レ， 卜 《巧 0^3 S . ご 巧 OC * な 0】、 サ 5 * * ホ • 
デ イク タ タ イ csamsl Dkkstd ^ の||1夕わ憲をの»としで«養ずべさこと、 を化ホの反共的の國 
ち、々 化 ドイッ、 才— ブト リヤ 、ブ ペイン •日本と 親 巧た 結ぶ こと 等が 熱ム化 提案され V * ねる。 
•勿論 この 化に も 反 ユダヤ 的の 巧議が あるが、 なれ ♦現 アイリ ヵ 政 巧の* Ink 破 顧し なくて はな 現 
化 ホ 兼ねる ♦のば か 6 である。 

管匯娜 長との ♦星 

彼 巧は 更 化 「獨 あア メリ々 人面 tt 」 の 地方 巧 S 巧 & C すを ま 王な Is を 『を 二ち を 『-ゴ S.AIrerican 
Blmd 】 とお 會ず る樣 含た みた。 巧 こを t ， トブ— な統の ナン X ,7 ン のさ 傳ち 化 外なら ない •ジマ， 
クが 單獨 で、 例の 巧シ * ク黨 貝の 家で をのが SK 巧 A て々 ふた 出掛けた のは I 二ち 九日の ことで 
ある。 もの 巧* と 巧す る 巧は 「 BB 」 の— 巧 巧寒夕 { N を onal Isder )、 7 夕 ，ヴ •ク —ン 《まな Kuhn ) 
化 代る 西 化* のな 《者で あると 云 ク< •今 あ々 4 合つた S 傳 貝と 巧 じ < 、雜 ての ユグヤ 人 fc 情 S 卞 


る！！ 情 fc ことさら ホ レ < ホ 現して むた。 

「7*— プタ巧 た巧 道して 巧ぴ をた 巧 巧ね 下さい。 をの 時は この 「國 «: 一の 地方 管 店 司 ♦《を* 
& S をな 一を rar ; s ちを 0 Bund 】 が •ユダヤ人の 着 者 まが 巧 ユダヤん 化 のを わかさ 这む 方を 敎 
示し 3 す」 と 化は ジヤ ，ク K 云つ た。 又 化# 再ぶ は 4 巧 「圈 RJ のメン パ— にはを つてむな い •雜 
ての 申 a # は 地方 管區 巧を の 精査た* て •をの 經歷化 少しで も 巧 惑の 贷 がわれば •入 かわ 巧ます る 
とのこと だつ た。 又調查 化も惯 れて& るから •「— «」 の# 巧 fc 巧ら 出さぅ とする 申込 ♦はなぐ 巧 « 
される と 彼は なべた。 をの か 長の 言葉に ょると •この 化 織は 「フイ ヒブ拍 を. 一から 巧 等の 特巧 がた 
» て a る ものでは をく •又み 貝の 資# は アイリ ヵホ 民に 设られ •又 巧 民になる ホ あ k 申出た 外面 人 
のた»には 「 iktt 」 は巧巧所た持クてたら、 みたのあ巧巧者わ黄ふと， をち化<^*な化編入されると 
のこと だつ た。 

更化フ *1 ブブ もジヤ ，クに 連れられて、 三 一日 &化 、をの 巧ち のをに 巧< 巧に なつた •をの 家は 氣 
持の i い 二 巧！！ の 家で あつたが •巧屋 のをには 夕數の ドイッの*! や 繪が懸 つてね た。 ことに 食を K 
-は r 最 巧の 巧¥ の 巧* が あつた。 この 繪の 中には 唯一の アリ アン 系の 巧 もない の だから、 この 巧 
の ユダヤ人 嫌 ひ t ちへ ると •どのな ひさい— この 繪は «ク て & たの だら ぅ。 

第— 篇 ニニ 丸 
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こか 巧* はち ホな 田 At 巧つ •巧 十五 歳が 4 である。 巧は 獨 ホア ク セン + の英巧 fc « した 0 
彼は a 令 tn 重に 迎 へて、 この 画で 生れた 妻 や讓化 もなかした。 

この 時更 化との 巧 里 化 巧來 ホが あつた* なが 夕 ♦ I * I ( Sweeney ) とい ふ « ぶの- ■ 田」 み 司 
♦でもる 〇 彼は ユダヤ人 A 待 巧* k 化&ふ ♦巧 や パンフ レ， 卜 k 夕數所 庭して 0 るが、 內 外の 姐酿的 
a 中央 巧から 反 ユダヤの 宜 gwk を けれる ばか* でな < •か、 る 林 巧を 專 n 化して むる ク* シン トン 
の 書 巧から’ も晴 入し < む るとの ことで ある。 巧は 固 家の 行政 場 ■はみ 論 地 その 度 巧 k も g 巧に 非麵 
した 《 さ ぅして. 地方の 民ま黨 貝は をのを 卸た ユダヤ人 KA ふ V & るが、 合 棄圓化 負つ てむな い 0 
「*なたのやぅ化善度定巧民は度巧た改<*|^る*»化參かされ定ければな6まザん」と彼はなぺ々® 

彼が 巧ち する 「ホ 革 J とは 度 巧 K 參典 してむ る ユダヤ人 k を 巧 放を してし 4 ぅこと で • ^ 7 卜乐 
から ♦ホを ユダヤ人の 度 治を また »< ためにち もに 手 巧 fcit ずるが t いとち ふので わる。 この ♦» 
中巧そはホ歡た守つてむたが、 化は、 こり「4*®」 の»織は麵栽の巧表的のもので、 推奪者は避擧 
K 因らず、 をの 才能 化ょ つて 地 化 化な いてなる ので あるから •♦つと！！ 化の 人が 現れ、 ば •自 《も 
の 化 置た 彼 K 讓る ので あると 度 明 fc なへ た •巧* は 司* の 方が さみょ > 優秀で あると なじて •もの 
面前で. との したので あるが ブ ♦ I 二— は 職務の 巧 合 上 •第二の 地 化 K & る 方が 適當 でず と 


歲 遜の ち 葉た* ベた。 

尙 この A 巧 中、 臺 巧に A るな ちの 審は 代表的な ド イヴめ を 嫌で わるら しく、 ド イヴ 巧た 自由化 補 
る聲が W えたと いふ こと fc 書 さ 巧へ てむ る 0 

をれ からち 巧ぴ をら はこの 地方 巧 ちゎ 巧历 する こと K なつて、 音 二十 良 巧の 家 k 巧ね る 
と •がをは ス ♦ I 二 I と共にな 等た 待クて & た。 この 巧は •♦巧 プイ fe ブ協 食から 送られた 夕數 の 
ごこ， 卜 た持參 しち 巧 兵は ろご こ， 卜の 大巧々 は 巳 化 見た ことが もる が •をれ の崔寫 k 
作 g / た。 巧 ♦はな 前 この 巧 織は パン プ^グの ブイ ヒブ& かから 特巧 がた# てむな いとを 首して む 
た 化 も拘ら ず.** — 二— のさ 葉に ょれは、 フイ ヒブ tt 會は巧 W したち 傳 Afc 送る だけで 4 く資 
を さへ* s 系 ァメ， * 人 5」 及び W 似ミ會 K 注 ざ 这んで ミとの ことで わる。 呈 方の S 
の會 ちの 一人は 巧 動の 具*! 的な ホ畫 fc ♦るた A に ーヶ月な 巧で ドイッ 本國 KS られ > しかも •この 
派逍 はを 國た 通じ < どの 地方 ■» も tt 巧して & ると 置 ふ。 その 委 A は 指寒審 成は 敎 W としての 才能 
に 基いで 遺な される ミ 

彼等 •か 「が が _ の會貝 K ミ 《いとの 希 ミ 《したのは •この 二回 目の 巧 面の 持で わつ を •ジ 
ャ， クろブ •シン トン 大ま學 生 中 化* •ナ * の宜 WS を 持つ* のがむ ると 巧べ ち-^ かし • 

娜 麵篇 街 终重傳 0«窗《« _= 二- 
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が 是は巧 常 化 これに 典 味た 威 じたが •画 tt の會 貝と なる よとは 容« ホ ♦ではない から •長 < .隹重 
K 考 ■をして からが 1 いとを つて、 もの 入會 fc 延期 さ ♦た 0 
けれど ♦、考 直 fc 促した のは 口 « で、 資は « なが もの 函 貝の 絕« のを* たち 求して & るから •確 
貪 さた* A てみ る gfc 持ちたい と思ウ たもの らしい。 

♦ ♦ A 円 書 《svad Prim ち) 

な# が 「ナ * 入 円 ♦」 をみ A てち たのは 化の 巧 巧の R であつ た。 これは ド イブで 使用され て わる 
敎巧 ♦で、 ユダャ 的な あらゆる もの 化 > 卞 るか 巧のを た、 小 ♦生の 童 必化植 支 付けょう とした もの 
で わる。 子供を K ♦ユダャ人 あを さ 古る 目的で.- 九 =1 六 年 ド イブで » おされた 巧し いが 繪のあ 
る 本だ〇 例へ ば、 この 本の 一ち た 見る の K 、 肥つた 巧の 化い ち 人が トランク k 持つ て 立 0 て & る。 
美の 下 化は « が あ 6、 あだか ♦ホの 巧た 巧 像 さ# る 醜い 顏 である。 S の プがン fc 穿 さ、 白い 上 あ 
k 翁て •この 巧は. ト ブンク k か 何にも 重さう 化 運んで むる。 これは ユダャ人を 象 « 化した たで A る 
らしい が •もれと 巧 ホんだ 雜 化は ド イブ 人を 暗示した と 化 はれ-る 巧 ホの おが 巧 かれて & る。 ゾザン 
一つの たく^しい々 が •左手と 反 化當て •右手で シ ，•へ 成た 地面れ 突いて 立つ て& る。 彼の K 差し 
は •力 强< 前方を 見やつ てね る。 さう して、 この 二 枚の 繪 たおた ものに. 化の W 者の WK ある 着し 


、い « 照を 思 a 曲 さ#、 反 ユダヤ 的な 竟 圓わ 吹 さ at うとい ふので もる。 しか ♦•もの 繪 化は 次の や 
うな 义 巧が 書かぶ てむ る。 

「ド ィヴ 人は、 巧隹と 夕— ので さる 巧 iK 滿 もたん 同で わる。 化は か < もちし <， 义 勇 氣 化 溢れ V 
& るので •ユダヤ人 はなを »巧 する。 この ■が ユダヤ人 だ 〇 « 巧 ♦々るょう K、 函 中で 最大の «漢 
である。 自分では】 巧 美しい とほ じて* るの 化、 一巧み K くいの だ。」 

巧 長は この 乂円 ♦を、 アメブ ヵ をれ の 化の おた 敎 育す るた » 化 ド ィブから ♦入した の だとち ふ C 
自 かから 何 巧の が 断 も下サ ない •巧い •巧來 の アメリヵ ホ 民に 不合理を 人 « 巧但ち fc ホき 这 ti うと 
いふので、 今 あ 見た こと もない やうを •をナ 千ち な 中 最も 巧ち 化滿ち たもの、 やうに 化 はれた 0 
♦3 - 人の •力な lngK ホ 者 

彼每 はこれ 4 で 「» 系アメ 人 W #」 の 地方 管 tt 組織 ホ及ヴ 司* 夕 ♦ I 二— と專ら ■巧 k 賴け 
て來 たので わるが •これは もれら の 人 ♦が ナチの 代理者 中 最も 重要な 人 A と考 へられた た A に 外な 
ら ない 〇 けれども. な 巧は 巧ン ••ヴ 黨や 化の 巧 織 わ ちれて むる わけでは ない 〇ジヤ ，ク はこの 期 同 
中 も、 « 絡 員のを や 巧の 化の ユダヤ あを 溃 fc 規曲 的に 巧 巧して & たが •この 巧 面で •しばらく 
學 巧の 教師た して、 又 最 でゥ •シン トン 大學の 講師を してむ た» 職の ある 人み が 化 ザの】 ホで 
，第 田 ■ » ♦賓傅 二 __= 二 
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あつて •反 ユダャの ナ ♦ち 傅 貪 K ホの ことでは •比 彼 的 巧を に 近づける ことが 網 巧した 0 •もこで 兩 
名は • 三一 月 二十 八日 K 化と 巧 巧す る ことにな つた。 この 巧 面は •今迄の 調查 中で 最も 梓 具の 經疆 で 
* つち 

r 娘シ ♦■ブ 黨」 の 仲两で わると 巧 かされる やま や •このな 前の 敎 • は、 みちを ナ* ち 傅 家の 含 おの 中 
ホ わなして むる 反 ユダャ 的な ち 論 k 聞かした e 义 彼は ♦務 巧の 賴这 みの 中 K を «物わ 藏し てを4, 
これ fc 化 等に 自由化 示した。 ホは 4 た パ I グレ— ゲズ 《互 argrlves 】 と稱 する 英 函人の 7, シ タトと 
♦々6 をつ て & ると 巧した 後で、 彼等に 新しい 種麵 の〜 のた «か した。 巧は この パ— グレ I ゲズか 
らキ巧 や 供給 A た 規用的 化 得て むた ので わる。 化は 又 「 N 1 濟 研巧圓 «」 の 一 貝で わると 巧ク た。 

このな 前の 敎 « は 五十 代の、 身瓣ひ fc した々 で •をの ♦ホ 的の R 巧から •ホ 西 巧の 人 ♦ 化、 反ァ 
メタ々 を義 のま 傳た卞 るの 化は、 最も 有利を 地 化になる らしい と 思 はれた。 7 ♦ I プタ 等は 「«■ 
詞查 ち」 化 •彼の こと k 巧 ホし •四月み 日 K は 再度 この 調查 貝と ttgfc * げ てから •♦「■>」 の 
AA となる 巧な i となつ た。 皮 巧 ♦これ 化 « 助た 臭へ、 金 任 上の 支出は ft ふとを ふ 巧 泉が 化 来た。 

巧は この 鑽の RK 巧つ たので あるが、 「« ■詞查 A 」 は •彼等の ♦ホ 化 基いて、* ナグの 
t 越える 宜傳； i の « 巧 K ことさら 巧袁 た裤ク 々が、 I 巧 十二 日な 來あ 4>大 さい 有 W は 通 a しな か 


つたと 云 はれ Vo る。 しかし、 この 時と 百 五十 ポンドに まずる がー ニ 個、 フイ t ブ值 ♦から." 

义 アン •セ*. 夕 巧に 巧を された ので •をの 宜傳 物の 見本は、 直？ ク • 》ン トンに 塞ら れ たが、 その 
巧みの 配 まは 中止され ホ かつた 〇 . . •- 

麵 名は ♦手 ■■の ♦黃 C なる • 

をのを 隹 等は ナ S 田の— となる こと 化成 巧した。 もの— の 大要は 次の やぅ である。 

巧ち 因旱 二日 K rsj 章—】 の累受 ホの 巧に ち 巧を 巧け て、 竟の上 この S の规 
則 ♦•入 面の 牟 me 巧いて なへ k をけ る 巧で わつ 《。けれども 今 まを 見 A なかの 非を ホの 時と 
は 違つ V 、 古い 歎 待の 塞は な < •ナ乎 SS ま ばつた ■待 だつ ちが ♦は、 塞乏ミ ミ 
§こ、 の II 原を をて、 灰を のぶ， ッ 、黒い ネクタイ •すご ブ ，ゥンの 巧ち 靑い ズポン にさ 因 A 
て&い 。なの お# はお まかで •「» ホア メ 人 f «」 《>--3 一 r ら S * を- 3 ぞを ミこ】 のな けの 趣 
旨と 目的と た 彼等に 请 み 上げた。 

この 「* 旨と 目的」 は、 しばらく 巧 K をの 巧夕 が、 グイ イ ズ巧貞 ♦化 示されでから， かな* 修正 さ 
れ たこと K 氣が附 いち 巧ち 「ド イブ 系の 受 ■的 r イ ，力 人 云を— >3 を S ミ もを 弓 S * tOC ご 
の 組夕の 代* K 「爱圃 《アイ，* 人の •巧 載 的 組 《」 < ぎ 口 i * ミ sisf ち Iri を C > iic §} 

M さ SS ま =互3 
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とい ふ 文 ネが用 ひられて なた。 もの ホ* の 巧夕も 同な 化 tf 正されて* ナチ 的を お 除いて •アイリ 
* の 化の 組織と 同じに. 植巧條 例 《を e 岳 一一 も righ だ】 の樣 巧と 巧 謹と を まけょう とする 巧 力が 見 
られ る。 しかし 反 ユダャ 的、 反ち まま 義的色 巧は々 論 否 A ない。 

巧是 は、 をの パン フン， 卜 fc 蘭んで、 せ 巧の « 巧 化を へてから， 會貞 化は 二種 巧みる 旨の R 巧 たし 
た。 W は 斤 巧 的會員 巧ち 「巧 gR 貝」 《，〇っ な呂 ち 呂3 ち- 斯ちき r3-tnx>pe ユ であっ て •度 載の 先 
端に 立ち、 反 ユダャ 的ち 傳 わの E ホ* 巧と か、 をの 化 「圓 tij が倘 ♦巧 ふ どんなを 巧に も 参 かする 
♦ので、 脚の 會 貝は 單 なる ンン パサイ ザ I として、 g 濟 的の なか た する だけで ある。 此の 兩舍貞 の 
巧れ でも 1 るし いので あるが、 ことさら 突 gRa; 化したい と 巧 つたら しく •非常 K ドイッ 的の アク 
セントの わる 巧 おで、 「これ こも、 力 ♦も 6 勇氣 ♦もる 靑 年の する 巧 おです」 と斯 S した。 

又 巧は 巧擊 Rg のみが M 服 着用が 曲來 るので、 M 服は 人に ライ オシの やうな 勇氣 ゎ ♦へる〜 ので 
わって 「# 巧 流血の 化來 ♦で ♦あった 場合 制羅た 着けた 人 ♦はもの々 方 fc # っ だら う」 と附け かへ た 
■フ *1 ブスは 巧擊 R ちとし V 夕簿化 乗 古 レれ る こと K なつた が、 ジャ ，ク は】 身上の •合で •単 K 
シンパ ♦イザ— として々 加す る こと fc ホ 巧した 〇 しかし. フ -*1 ブスが 夕 gRA の 組織 K 正 ホ化乂 
れられ る 時は •ジャ ，クも 巧 ホして ♦い、 とのこと であつ た〇し かし、 この# あだか もこの 地方の 


r がか! j の rilk 」 のな 會が斤 はれる ことにな つたので* か、 る會 は滅夕 化ない ことと て r 巧が 會巧 
K をる ♦は ホ 常に 有利の わけで ある。 な 下 彼は この 舍の模 巧と 又 7 ♦ I プタの 正 まな 入 舍の儀 まの 
ととた なべて a る。 

シ 7 トル 近 ffGruluilll 

7*|ブ* はジャ ，ク k 連れて、 彼た 訪ねた ぶ もみらない 巧い 巧の 案內で •四月 十四日の 夕 K ち ド 
モン ズ (Ed moil 巳 こ のを 巧の 庚 同で 斤 はれた このな 會に 出席す る ことにな つた。 

「われわれの 到 ホは* かつた と 見え •♦ぅ 巧屋は 一が ゼ つた 〇 五十人は* ただら ぅ〇皆 •画の 個 雇 
の 一巧は 身 K 着けて a た。 誰 ♦おを の 灰色の シヤ ブと黑 ネクタイ t ♦けて ねたが •サム プ ブクン の 
革 •ぉそけ て& る* の、 又ち K 靑 いお 來の « 子た 彼つ る もの も 二 ’111* た〇 しかし •围の 公け の 
下 ホた# てなる ♦のは おか 0 た。 を 巧が* はを ネ «* 化々 t 固 A •アイリ* ではなくて ド イヴ 本— 
化で ♦むる やぅ 化を ♦と ホき 面つ てむ た。 

,t 雜は こちら 化 ホて、 ジヤ ，ク とな Kfi 手た した® もれから ヵイ < の 年を ひた 巧と 一雜 K 潰 壌 
の ホ K 道んだ ここの 巧手は 地方 祕書兼 化 入 狂で わる ことが 隹 で々 つた 0 

,斯^?は元おな熊巧で演*化宙6上クて、 ドイブ巧で會衆は演說ゎした。 彼の去ふことはみらなか 
♦—《 « 外畫偉 eg 動 - II 111 セ 
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つたが、*〜 演 壌の々 K 前 通した ところ t 是 ると、 彼は «雜た ♦じたら しい 0 
g ♦兼 化 入 在が Rk 上げる と 彼等は ド ィブ 語で 巧 a か A た •ホい •ト ィヴの 廣美 歌ら しいが •をの 
巧 ♦文々 ♦みらない。 彼等は 大變 静か 化 噴つ た。 しかし •これは 何 か傳な 化な ふた » か 、もれと t 
あ 3 ♦巧 巧を 惑 化なら 交い 用* のた A か 私 化は からな かつた。 

戊が 終る と、 巧 長が 合 圓わ したので、 租 は、 二人の M 象た* た 巧 HR 貝 化 ■られ て 演墙化 巧づい 
た。 彼等は 斤 a で ♦して &る やう 化 軍 蒙 ま 化を の兩侧 fc 通んだ 0 
兩夕 は* 义 ♦*1 人で、 比 « 的 巧 かつた。 さう して •彼等た* ブ つと 里た ♦•隹 等が & k 潰 •化 
建れ て 斤 < のは-ぶ 簿化 ♦♦るた A か、 をれ とも 除名す るた； e か、 不安に なつて ホた 〇 との 巧 織は 
參 かした 眞 のか ** か « 見され たのでは わる 4 いかと & はないで は むられ なかつ た。 

しかし •この 巧 «は« の a いもので ある ことが々 つた。 名簿に ぶ 前 わ 署 ぶし， <た{* •名 AJIig 爵 
« とた ♦さ 这 み、 一 ♦と 十五 值 •卽ち •乂會 金 一 ♦と » 巧の-ヶ月み のか 資と 十五 化と k 支 裤クた • 
^は* 1ド4典へ4いし、 を取6も出さをかつた。 これだけとみるとジ ャ ， クの巧化歸つて巧ク 
わ 0 

人 巧れ の 中と » へる 巧に、 围 ちの 多た はなと 提キ k して、 「ょうこ も J.AJ 換夕 わした 0 


‘ ながを 瘡 K 乘# られ てからの 化來 事は おんど 理解 出來 4 かつた。 をな ド イブ » でされ たから だ* 
ジ卞 ，ク fc おけげ なが 唯一の アメブ ♦人で みる。 「ス ♦ I _| »」 が涯师 fc したが、 走 巧 ♦的で な 
わ。 た。 

« 壇の 上 化は ち 傳； i の大 さなを みが* つた。 吿 •ド イブ 7 イヒブ tt 會 から 出た ♦のであつて、 巧 
長は これ fc 顯 した •.「■ち」 は 自由に これ t キ K 入れる ことができた。 

「画 貝」 《the Bunder) は 合 中年 ホで、 大巧々 は、 をの 外 巧と アクセントから 推して ドイッ ホれ の も 
のら じかつた。 このと とで. 彼等が をた 會 貝に したがつ v*& る 巧 由が 巧 解で きた。 ユダャ人 とか、 
巧 ♦力と か ヵトリ， ク K •民 ま 的篇技 •其の 化ヒ ，トラ— の 禁止 條巧 反對の やぅな 單 化宜傳 物を 崔布 
する 斤 動な 上 化 巧 潰な 巧 か 巧と する 時期が 到 ホした 時 じ、 この 化 織が ぞ 力で わるた A K は、 W 
か K 靑年 ^か» とする からで ある。 さク して、 ク* シン トン 义 ♦內 の« 千の 畢生 K み 巧の 读を 打ち込 
ん だの ♦理由の ない ことでは 4 い 0J 《 抄师) 

會 合は I 巧 w な C でな 了して •茶菓の « 應 もな < た會 した。 この 會の 後に •♦ぅ 一度 ■» な貧賴 
を 1 aw 後の 旧 巧 二十日 K 隹 した。 もの 時は ブ ♦ I -1 > と巧是 との 111 人が わ. た。 夕 * I ュ I は、。 
ブ プンゼ 八プの 地方 巧と 通 巧 fc して わろ .もの 化 韻の 先日の 巧® が 巧 じ ■する 手紙 わ 讓み 上げた。 

«n« W ホ 室 傅 OKIIKR III 二 九 
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この モ氏 K 據 ると. 》タ アン》, 夕の 「ド イヴ 人の ま」 つ さ* を 『3 s House :) は II 百 中 盛ん K 巧 
巧し で、 をの ww 中 化 二度の 大會が « された とま ふ〇义 この 手紙は ド イブへ 四 ヶ月の 巧 巧 fcT へ々 
舍 B ： の】 人の 巧吿 fc 引用して むる。 この 巧 斤 家は 「なは 巧 外の 歐 からを 棄 画た 巧 巧ず るた 歸画 
した 〇さ ぅして、 自 K がを A であるの わ 見る 皮 6 •最後 4 で— ひたいと 化 ふ」 と ホべ てむ るが •こ 
れは 「ド イブ «」 と 云 ふ レ， す 八の ある 巧 餐 の 「アイリ カま 義 J であるら しい。 

この 手 巧 fcil み 了つ てから •ス *1 -1 I は、 「大 ♦で* ダヤ 入と 一雜 にどぅ してむ 4 すか」 と ♦ね 
た •ジヤ ，クは ド イプ .7 イヒす ピ f がが— «」 のなかの 巧 6 で •冀 化 アメ 9* の宙 巧と ド イヴ 
. の 肚會ま 巧の 植 IT か曲來 々と 巧 事た したので •巧 4 とス •！ 二— とは 上場 ♦であっ た。 
i AU ♦ 酿 

ホ' 巧 六日の お ♦で、 7*— プスは ’ e に、 田 巧 二十 八日の 在 巧 はれた 巧-回の 「» 胞」 含 灌の樓 # 
をホべて&る。 この會は「!3^」の家で«され、 ジヤ，クは巧ホ^ず《 7,|プ*は軍獨で出»け 
た 0 

「& 自 ♦の 外 K •をの 會 には 九 人の 人が & た。 ジャ ，ク がた 通— 前に 曲 席した 「聯 Ap の 食 合の 巧 
, ど 9* で A つた。 ジヤ ，ク だ 一售の 「細|^化«當^^ られ て* ない こと fc 示 g する 4 ので、 


をは 策 十 番目の 人であった。 

ナ*夕 が 共た 主義 ホと、 をの 义 R で 巧 ■する 化 ♦拘ら ず、 をの &綠 のか 畫と 共產黨 * のれ ♦との 
两 化は 着し S 巧 化が あるの が 解った。 

ミ rjii 」 の！！ ま 共* ミ もれと 同 《ち 職乘的 i の 上 化 組 ミれ ミち ミ 會のク 
の圈貝ゃ少なくと11二人は巧み巧であると見义て- 宣*!^巧»ゎ論議する傍ら. 巧資上の«話が化6 
巧は された。 

又もの 會 ではを ホ 上の が 論が 巧 はれて • rMsi 」 の 多 數は 民主* を « •ホ 更她 方の 《ん 化 《 して 敵 
しい 反 威た 示して むた 0 

しかし •晰 がの 典 ホは 巧く オレゴンの 画 > と 聯合 會た 開く た A 化 < I ト ブンドへ 遠ち ずる ことじ 
巧 けられて &た〇 をの 會の 目的は •オン ゴ y 俩 K ある 3 » ン ピア 川の 溪 をの 何虜 かで 巧され る 答の 
r がが お r か* ミ， ンプ生 巧の ミミる ことで ぁっち 
國貝 はを もこの 惠足 K 巧が し < むたポ ，ことに 巧 美は、 彼の ホ 巧た S らした 親 原 fc ♦て步 夕畐れ 
るの が A 意ら し < •ことさら 威 激し 典 奮して & た。 

- - 父 この 「細胞」 の會 風の 一人は •この 夏 ド ィヴへ 派* されて •合 棄國の k ， トブ •地下 化 ■ 

«—■ « ♦重 傑 elMI»R _il 


||«0$祖|| と AOMI t 弓 I 
し V 宙 巧の 指 ♦たまけ る 备の圓 貝で わる ことが みつた。 しかし 彼は & めな つた 程* 眼では 定 .いらし 
かつた" 旅 斤の 出 ホる のが 何ょ ♦♦禱 しして、 パン ブホグ やべ の 上 巧の 命 ホが をければ •二 
巧と 化の 目 K 歸ら a のでは ないかと いふ 巧 象 fc ♦へた。」 

. 風 論け タブ K 用 Q ビラ (windahltld を oken 】 

こ、 で、 この 国ち が a 巧の 宜傳 ビブ k 用 a て a る ことわ 物» つてみ ょう。 最巧シ 7 卜^の 自動車 
の ガブ* K * ♦使用され た ビブの » 巧が これでな 巧 ずる わけ だ。 論議が 終つ てし 3 うと •自動車の 
風 おけ ガ ブスに 巧る 諷示查 のピブ fc が ♦は 配 ホし お » た。 フ* •プ义 はちつ て わる。 「この 橡を特 ホ 
のま 傅 ビブた々 つ々 のは、 こ Anr か々 A てで わつた。 この «畫 は r 合 衆 画の 歴化 J と 題して 五つの 
タケ I ， チから 成つ てむ た。 

第一の 输 は、 一人の アメリヵ •ィン デ* アンが 晴 なの 級に ぶつて ki •もの 後には ち 越し K •米 
國 人が 巧 »て& る ものである 〇 次の 繪は •アンク < •サムが 印度人の 場 巧 化 代つて、 巧な 人は 3 ソ 3 
ッと をげ て 巧く。 巧 I 二の 繪は « ち化滿 ちた ♦ので、 ユダヤ人が ものを fc 越ぇて 找 A て & るのに* ア 
ン ク^ •サムは 彼の 方 化 背を 巧け て* か 画 してむ る。 をれ から、 第五の 繪 では、 夕 7 スチ < 
々 fc * じ附い たお 同 ホの ない 「《«」 の 巧 HR なの 一人が、 をの ユダヤん を 新が から 突き落さ うと、 


をの 後から 身た 巧 さう としてな るの 巧 •」 

ユダヤ人が をを 化を 衆 画 を支» して & ると 巧 I ニナ* を傳 中で 篇 4 巧へ してむ ると こる を 見る と、 
この ft 畫は •をの 「国 ち」 が 暴力に 担へ る 時期が 同 巧で わると 威 じて ねる との 證據 になる だら ゥ。 
「誰か 一人が 小兩が ♦つてむ るから この ビブた おる の K 何等の 不化 ♦威 じない 理巧 的な 巧 だとな 意 
をした 〇 をの 會 で-萬れ の ビブが 配 ホされ、 なは ジヤ ，クの 分 も 入れて み 五 百枚づ 、持ち 歸 つた 0 
この ビブを 使用す るのは どうかと あはれ たが •巧し 一枚 も大 ♦の » 城 巧で 餐 見され ないならば、 私 
とジヤ ，ク が# んられ る こと、 巧つ た。」 

な 上が 「巧な」 か堯 の 大要で あるが •こ、 で 少し 巧つて、 な 夕が直 巧 パン プ火グ の 7 イヒブ 
と义 るして、 もの 結果 得られた 巧 息 じ 巧いて 書いて みょう。 

フイ ヒサ！ III との 义邊 

がに •ジヤ ，ク が大 ♦敎 巧との 口論で 立 « して •これが 巧« となつ て、 シ ，卜 みの ドイッな か K 
を さ、 を こで务 おの ド イブ «宜傳 街た 示された とい ふ！！！ 韓は 己に 速べ たる もで わるが、 をのを & 日 
s つと •ちが ド イブの フイ e ブ協會 化 手紙た 出して •ユダヤ人# 巧との 巧 題 k 巧吿 ずる やう 化との 
度ぶ の 手 巧が ジヤ. ，，ク の 巧に 看いた。 このを ホ 通 ••'化した が， 巧 庭 じ おける 巧 人め の不モ fc 巧へ た 
ilHB 篇 w ホ 度 傅 〇活動 狀な 二 n ち 


Into ■ 傅 ■«4«es 二！ 

ジャ ，クの 手紙が* かく ♦な 巧 K を 童され たとい ふのは 何 か 意味がなければ なら 定 い。 

惠 事の 夕 化で •ジャ ，クは •巧宙 で 巧* した あらゆる 種類の ナサ さ 化物 fc たクぷ * まけれ つたげ 
か > でな く •オタ*— •シ i プ ，クタ 《 OICSP さ 巨) から. が 常 化 a 情の あるを 巧 つた 〇プ， 
、クタ か •巧 纖 の 支 K 人 ( direct ミ sf 〇 巧 anistlol 二、 ヶ .， * マイ** 《Kessemeie こと 暑 名し f むた 0 
をの 手紙の 中 K は 次の やうな ま 葉が あつた。 

下の « 親切な •又 典み あるみ 手紙 K 、 わから 感 •キ 上げ 。又 街 tt 力の 程 ♦深 < 威 酣 して & 
ミ 

ブイ t ブな會 の パン 7 レ， 卜 fc 直ち を 附曲來 4 卞 ことゎ 大餐 の 春び と 存じて ず。 乂 t 
の •物は み 希 aKffl ふこと 化な 舌う。 

み 論 敎授の 云 ふと こる は贵 下の* 考 へと 一致し ない ことは « as い 虜 です。 しかし、 をの 如何 
- 化拘ら ず、 巧 ♦の 論# の 城 貪 さが ISA られ て、 真理が アイ j 力 K おいても 終 月の 脖巧 fc 得る とと 
化 44 舌う 0 

アイプ# 巧の 船 化 乗つ てむ るた ぴた •、しい ユグャ 人の 巧 fc •なと 巧 巧 • る ならげ、 と 
の 情 惡と巧 策の 植 化の 大巧は r イタ* 人 化 ♦を* た 意！！ さ ♦る t とが g 解 iKa るで ♦う。 若し 


r メタ * 人が 真 K ■家の 安 ♦と •ょ aa さ 画 it ■係の 建 技 K ■公 fc# ク ならげ さう です* 
r 眞理 のた わの ■巧 J 」 

との 手紙 化は' 詞查が 違 斤す る 化 違れ て •ジャ ，ク に® ♦親し < なつで 巧た ♦» 紙が 用 ひられて 
たた" rKiJ のぶ 前の 下 化 •「世 ホ眞理 のた A の— 巧」 と 云 ふ 素 か S ■巧が わつ < 、もの 下 K は E 化 
ホの やうを 胜巧 がか へられて むた 0 _ 

「着し い ド イブ 化ない て、 本 ■からち を • 雜« た 無料で 配布して •や 和と 理解の ま義の 寅 蒙 
する。 义世ホ 赤化 •をめ « 巧 人 度び をのを ■する ♦巧たち なして. 人類の 义 化と 义蝴と たお 醒 
ずる。」 

これ K 續 いた 船！® で をら れたー パン ブ レ， 卜は •專ら 故 大統領 クイ^ ソンれ 對 卞るキ 魏な攻 •化 
終 かして & ると こる たちる と • t ， トク— は クイ クッン たろ の-人と#- へで むる の だら うか 0 
をれからち化， 兩夕は宜傳のをなた4クと巧<々>たいと思クた。 もこで宜かの正蒙さとホぞめ 
化し i ク として、 7 イヒブ 協會は どんな 手 巧 た巧 じて & るかた かるた A に， プ ，クタ K 瓣 して®^ 
た 技け る こと K した。 もの ホの 手紙で •ジャ ，ク は—* とかつ てむ たが、 ベン デ ♦ 5 ン *7 ブ y クタ 
ンが r 大巧 舍 議」 (を 0 0§ を 0— 一 0§8^8】 でな つたと をはれ てむ る 反 ユダャ 的瓣 論の 寫し k プ， 
»—■ Hit 貪 傅 ee ■狀 《 -Sr 


lr«ott 簿 概麵 と 萬 〇資— 三 n た 

ゥスのを 化を つた。 

さう すると •もれから 十五 日 經クて •次の やうな 手紙 fc をけ 化つ 々〇 これは 最 巧の »6 の «« で 
みつたら しい ゥ ！ 

r な大な アィリ々 の フランク ブンの 斤つ た、 典 ホみ る演 受の寫 した » を附賴 つて 厚 < 巧禮ホ 上げ 4 
卞〇巧 文の « 具た 化つ ていた K けたら とせ 33 ず。 この 寫« は、 この 先 巧 ♦の 巧 か 化と つて 大餐 巧 
立つ でせ う。 もし 度 文が キ化 入ら « ならば、 をの « 具で 巧 分です。 « 文の 寫 しは 何 虜でネ K 入る か 
御存 々です か。」 

•けれど ♦•プ ，クタ 任ジヤ ，ク のち ♦た 待つ こと ♦しないで •彼は もの ■の 文書 わ 利用して し 4 
つた 〇 四月 化 まけ 巧つ たを の 次の 宙 有で •小* 子が 供給され たが •もの 裏のを 紙には、 次の や 
うな 巧い « か 文で、 假 巧の 度 我が 巧 W されて むた 0 

I ' ユダヤ人は •あの 巧乂 を ア メリ* 人、 ベン デ ♦ミン •フランク， ン の® ?を 見 ^乂8 中 さ 
だ •化は 憲を H を 雷 時、 を黨 巧ち 會の巧 上で この 豫ち t したと なじられて & る OJ 

とのこと が •文通 化 i つてち 傳 巧に かられた 一大 畢生の 無 餐據な S 葉 化* いて 斤 はれた とい ふこ 
と fcBW して 置 <ぺ さだ〇 しかも. フブン クブン の 作と されて &る演 ft がを R な 6 でもる とと k 廣 


巧 笛の 巧 ホを 持つ ホる 通 巧 巧の » 文が « いてから 僅かた ヶ巧餐 の出來 ♦である。 

これは • 7 ィヒブ « 會の獨 4 ぎ A の 「世 ホ眞理 のた A の函 結」 とち ふ 宙目化 巧し いを ホた ホへ る 
♦のでみ る。 ， 

プ ，クタは、 自分が 入用の 材 巧を 巧 供し <<れ る 人なら をで も かょ < 巧 へる ことは 巧 かだつた。 
か 論 もの はな かつた が、 二月 十九 日の キ 巧で、 ジャ ，クは 巧 月に ド ィブに 個人的な 巧 面が 出 巧 
るで あらう と ♦いた。 すると* プ 7ク* 巧は • 7 ランク リンの 演& のな 眞の驾 し 主 求 A た 同じ 手紙 
で、 熱必 K ホの やう K 巧べ て& る。 

「こ、 の パン プ <グ で、 ♦下 K 御を ひ 曲 巧る 楼 々た 期待を してむ 4 す。 何時 こちら 化み 巧 巧になる 
か •船 名 •日附 け、 上 » 巧を 冉 巧み 顆 へれが 好 巧を です。 巧 ♦は* 下と 冉巧附 さ 化 なれる ので 大變 
さんで む 4 す。 巧* の- ンザ同 巧の ホい 町で わる- ンブ < グ* 御 美 巧で さるで 右う。」 

この キ 巧と |巧化、 プ ，ゥタ 巧は •牛-ザレ. サント 曰— の 「ホ圃 人の 見た じ ， トブ— の ド ィヴ」 

{Ccsare Santoro ピ .-Hitler Gemu を as seen 夕 。 Foreign ち-} の 暑ぶ 入 A の I 巧 ks つてょ こした) 
この 本は 明か K ナチ 的 色 巧が 澳 R で、 をの 义畢巧 巧隹は 巧は しいが •五 百 頁が 上の 巧贿な ♦ので、 
精* L たさ 傅 の n I ト グラフ 版が » 錄化 なつて 公る。 

«■!■ « か 重 傅 ■狀 A 二— セ 


•ミ ミ . -iA 
* 政 巧ろ 合棄 目で 反ち まま 義宜傳 k する た A たは 费用 ない とい ふ 證據 である 0 

これが プ ，クタとの 最後の 文通で もつ々 が •ジャ ，クは 一 y プ* グ化 手紙 t 出す だけ KR ら ず、 
t ， トブ— の 反 民 ま 的、 反 ユダャ 的ち 傳 K 担 事して 公る 合* 麵巧 巧の 隹 のか 織の 指導 ♦* と ♦通な 
t して & た 0 

前 化* 巧ぺ 《銀が* ■ブ黨 の 曾 巧で ある ク《 ，アム •グ， K ,— •ペレ— 《ミ JJyJ 夕 P0 占 為 ) 
はジャ ，ク から 來た 手紙た 巧し いと 思つ たらしい が* ユュ— ■ I ク K ♦み 所の もる 「養 系ア メリ * 
人 ■£」 の •• ■巧ち K 人 《を N を i ごさ bUc を* 旺 i director of the demun - American Bund } 
K 巧 づ< ことは 見事 巧 巧した r 

この 「■«」 は I ニモ 萬の ホ 「ア > アン」 の 同胞 化 新して I 億の 「r リアン」 のア .メリ ヵ 人 £» 
さそる 目的 わ 持つ 「アメリヵの 面 民* 巧」 の-巧み 化 a ざない とを 首して は&る もの、 •をの 室、 
他日 5 QB 」 (•豪 Tag :} が！** 來る巧 皮、 もの 指* 的 ま K 立たん* のと •その 田 また 公 《 
と東視 してむ るので わる 《 II 一巧 二日 K ジ卞 ，ク が、 この 函 R ■巧 ま 配 人に 巧て、 化した 手紙の 巧 ♦ 
からこの ♦は 巧 なつ 々0 

ジ卞 ，ク はまぶ 人 巧の 手紙の 中で • 7 ィヒ 會 のた A じ宣 A 貝と して » ♦された 由來 kAjjl つ 



て かち 三 一つの « 隹 的な s 面た 幾 示しち 卽 ち* 二 】 r 偃； ブ IIJ 香* Silver 塞 g )， 「♦,* 
卜 敎な圓 tU (the Chian party }、 s 巧 アイリ* 人 BtlJ 、 ド イプ •プイ ヒナ tt 會 •其の 化の！！ 化 
の圓體 が、 巧を の 仕 事ゎ を ホず るた： C 化は. 一人の 画* の 下 K お 合される のが 好 » 合では ないか。 
ここ 今 H アイリ* 化 於け る ユダヤ人の 暴 斤 た摘 » しょう J ； J 巧 力して むる 「獨 ホア メリ々 人圓 gj 及 
び もの 化の 小函 « の大 记の實 力た 確 ： C る ことが 化來 るか。 ご I こ 現を グイ イズ ホ貝舍 の圃查 {the E8 
Ins を ga 比 8) は】 九 I 二 四年ク ♦シン トンで サム - 1 ホ •デ* クス タインが 巧つた あのち 名 無 责の镇 « 程 
無力で あると 贵 下は おはれる か。 • 

これ ずる 巧 ♦は 次の やゥ であ 0 た。 

W r ■田」 •「銀 ン， ヴ黨」 もの 化の 巧 織の 两化 一 ■« 巧な 連繫た 作つ て、 一巧の アリ r ン 人の 「ア 
メリ々 函家的 S 動 J t 實巧 する 終局の 目的の た： CK タカして むる C 表* はこの やうな 「黨 J になる 
ととた 夢な する わけでは ない が、 待 K ド イヴ 的な 要素 fc 代表し で、 を « のを 爲 な-巧と なれば ザ々 
でみ る 0 ‘ 

進 ホは して & るが •この 惠ホ k 化 進す る ♦うなを ホは 熱必 K 求： C られ てむ る。 巧* は 銀 シ* ブ黨 
と？ の K で 一致して & る ♦のでは ない。 例へ ば •もの g 濟的 綱領 も 巧 ♦の » 债 ずる 虜 では 不可能 

»n« W ♦ 貧 ♦0« 動 »« - lln 九 


• MIO 畫傳 1111 と 其 0«雜 lie 

じ Msi ぃ。 

けれど ♦、巧 ♦は 彼 巧と 赛んで tt 力ず る〇ボ ホシ -ゲ《 ズムの 背 巧 化み る々 を 巧緻して* tt ての マ 
朱 ♦ストの 現た 化を ♦と 反 對卞る 勇 氣 がわるな て のん* と tt 力す る。 

7 イヒす A ♦とわ •をの 化、 ユダヤ 巧函 R 巧 破 壌 化巧卞 る アイリ々 んな 外め！！ 巧の 敝 化— しては • 
巧 ♦は 理論的 K 宴んで 彼 巧と な 力ず る 〇又化 面 •我 ♦の 致を 上の 絕對 的獨 をた 椎巧 して、 アイリ々 
市 巧と しての « ♦のを 載 k 巧して かげる ことは しない。 

脚 上述の «» の數字 的な* さ 化 就 は I 定の 數ネを ♦げる ことは 巧來 a い。 この 露を 構成し 
てむ ると 考 へられる 會 貝の 總貝數 は 巳 化 お 十 萬 化まして •現を の « 候から 巧撕卞 ると， か、 る黨の 
侯捕^ HF 化巧 lllf するシンパの數は♦ぅた百萬は A る t <いとせはれる" 

£ a 々は、 ダイ イズ 丟ち會 《口を Commi ミ) が* ち 化 奉 化 fc しょぅと して & ると 倍ず るが’ 
巧 ♦♦もれ を巧 ホる だけ、 み 迄と 巧 SK なかする だら ぅ。 

との 手 巧は： vwy truly you 3: とち ふを. 〇 文 巧で たらず K 、 「ア メリ* ゎ 自由化 サ ょ」 つ P ミ 
America --^ ど 云 ふ* n I ダンが « げられ て 公る。 あらゆる 「围 gj の 文献 や 手紙 化 組 6 巧 へし < 使 
用して&る處た見ると、 とり首葉は 「ーイク*ヒ，トブ》」つ-击生- 去泛〇こ--} と同じやゥな童ホ合で 



ア メタ* で 使用され るら しい。 

な 上が フィ ヒブ な會 との 义 通から みられた 大« の 結果で わるが • 7*— ブスは. と 月 十 H の »♦ 
で、 化の 罢 露の 巧吿 をが つてむ る。 もれは あが この 画# からみた 引かを ければ ならない ホ ホ 化な つ 
たた みならない。 彼は 夕少 嫌# {をを ける やう 化な つて* 反 ユダヤの ビブた 自動車のを ダブス 化 
巧るな ホに* 大な仕 ♦た 164 當 てられな かつた 〇又 ジヤ ，ク もこの 町から 立 まること 化を つて •な 
は西化巧をの家で只|二回の>を化出席-3*<^^げか*であクた。 

一つは 五 巧 六日 •一つは 五 巧 十二 日 •もう-つは 五月 二十 I 二日で ある 〇 この 期 W 中の g - の 正 ま 
な 「細 お」 會議は 五月 十二 日で •この 時化は^ ンブ* グの ァィ t チ 曲 ♦からの 反 巧 ホち 義的宜 傅 物 
.と 町で E ホす る やう 化と 手な された。 

この 最後の 「細胞」 を 巧で •侍には の 注意た 巧いた のは 俱 が# トリ， ク敎 巧であった ♦なが お 巧 t 
まけた ことで わる。 をの 义 歎の 大巧々 の 中で •「画*！」 は ♦ブ タト 敎會の 痛 謹 者の 立場に あるので あ 
るが、 この ことで •この ♦貝は 反 ユダヤ 的で あると 同な 化澈 しい々 トタ ，クの 反# 者で もる ことが 
みつだ or 地方 巧 ♦巧」 である ブ ♦» 。 I が 巧し なかつ たなら！， もれは プ * 1プ * のちた た A 
らしい が —— その* 巧は 巧 處^< で 巧つ たかから な - 
«—■« 外宜傅 OMRS II 五 - 
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♦た 巧 化と 十五* y 卜の 貪费が もの 庸 上で 集 A られ 々。その 摄、 7 •1 ブスは 巧 At 最餐 お訪ね 
《が，. 其の A 度は 暴 中 休 R です を 化する から、 riiij の 西诲を 組 •♦である •ス アン ^<ス のへ 
，マ ご シ*ヴ ，ン (Hermann Schw 一呂】 と 打ち合 したいと をげ た〇し かし* ♦は ♦と t な 上の た 
巧 k 持つ 積 4 はな < •萬 事と れが最 餐だク 々の だ 0 

雜 瘡. 

さて、 な 上た 要 巧して みれば 次の ♦ぅれ 4 る。 

W ド イヴ 皮 巧の 資金た さけて & る ^ y プ ホ グの 「フイ t ブ g 會」 と 「鷄 系ア イタ* 人 函《_ •「鑛 
シ ，ブタ をの 化の 巧 謂 •ナ *ち傳《 の E ホた す* 0 アイ，* の 瘡 狙！！., J の w 化は 密後 がわる 
t とが 义 ♦でみ つ々 こと。 , 

0 もれどれキトン化*餘るドイヴ餐のさ傳物が少しの巧げ*な<> プレイン(田,^)の»函* 
遇^ か 巧され たこと。 - 

0 ク •シン トン 乂 ♦生 画に 少な< と* ナ* の々 g 運 巧 か 存在して C る こち t れろド イブ g 會 
のシ ，卜 ，の 事 巧 巧の さ傳 た！！ 化 •ジヤ ，クが 「な 庭 接！！」 《camps § tac こ 化ょ つて か A て 紹ホさ 
れた ♦貪 K ょ クて證 明され る。 _ 



w 澈 しい 反 致 麻 的 iKA 巧らず •ち 傅 組 ■は •ゥ ♦グン トン 大畢の 前 巧 gfc 侍々 として •政府 
か晝中 化せ 場 見した ことが « かれた こと。 

W Jk， ト ホの 巧 載 的 銀； N ， ブ黨 A の 一人の 家の 中は、 さながら 兵 »庫ゎ 思は# るげ わ 6 に «» 
が あつた t と。 、 

脚 憲法 k まを KIW して、 巧 » て資巧 出ぶ る や 5 な 扇 傾た 資 斤したい 童 wk 、 g ン ，ブ黨 風は 公 
< 首した こと 0 

の アィ >* の ー ニモ 萬の ホア > アン 人が & お K 参加ず るの た 巧げ る 目的で、 「獨 系ア ィタ* 人 ■ 
gj は 人 塞 <11 た R 立ず るか 畫た g 表した こと。 

とれで、 ク •シン トン 大 ♦をの 巧 ♦は 終って 0 るので あるが •この種 麵の吿 白に あ 4 勝な •« か 
背後 K 童 ■た » A た 巧* t 差 引いて 考 へな けれげ 4 ら 《 いとして ♦、「プント」、 「錶シ ，ヴ」 もの 
化の ナ * ス圓 tr かもれ どれ «因4 主義の 下 K ■結して、 ナ手 •ド イヴの た A 化 アメリカで « ■して 
& るとは gA ない わけ K は 斤かない であらう • 
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第丢 南米の ナチズム 

■ 

こ】 チリ— 最 SQDII と ナチズム 0 - IUM 

更 K 南 来 K おける 巧 » K 目 fc 巧け てみ ょぅ •手？ — のず ン+ •■ゴ K おいて 昭巧十 III 年 九 巧 五 HK * 
ナ ♦の 暴動が 巧つ たことは* 未だた « K 新しい とこる であるが、 この ♦* はち 米で ナ牛ズ A がが* 
k # れば ♦力た 众隹 しょぅと して たる 事 貪 t 示す もの 化 外なら ない。 この 暴動と いふのは ナ*黨 貝 
の 二十 歲化 のま 装 ♦る會 HKl つて 企てられた もので、 巧 巧 時 蘭に わた 6 サン 爭 ►•ブ 附 巧で 巧 載が 
巧 はれた。 な 巧は •大巧 巧 巧の 巧 < にある ま 要な* 巧 物 t を！！！ し、 巧 巧を なて 巧 巧 化巧 入した が、 
やがて される 化 まつた。 そのたは 一 萬 巧 ま 二 萬と 推を され v *0 る。* 巧は •十月 二十 五日 化 巧 
はれる替の大巧領*擧のた々》 * n ブ*ィ パネブ (Carlos IbaHca 】 の支持春でわるナ*黨ちが示威 
« かわ 巧した こと K わるので •夕數 の « 巧者と 出して « をされ たとは 云へ •ナ * 夕の潘 » 力を 見な 
すわけ 化は 巧かない。 ホ 巧の ナ* K が ァメブ 々ニ ズム のま 巧者で あつて •比 « 的 穂 健な の K なし • 
チリ|においては*?角<||?澈化ホるらしい0 



中リ I の ナ*夕 は、 大統領 アン， サン ドリ (> leMandro の 首 葉に ょると 己 化と 年な 前から 巧 か k 
w おして & たとの ことで ある。 (New Vo みゴ is, Oct . 2 •ミミ】 表面上は « R された 秩 巧た 巧る や 
ぅ 化ぶ えたが、 を 化は ホを 的 《 百 おや 巧 巧た してを 國 k 巧まして ホいた イバネ タ» 軍 k を植 かな ま 
巧 fc 輿へ て、 憲を致 治に 反する 斤 巧た とる 化まク た。 イ パネ ブ 及び ナ 乎夕黨 ちの 巧 S で 本 ♦件は 終 
了した。 この 叛 A はち* 本國と ■巧は ない と » して & るが. キブ— の ナ*黨 は 本 圃の綱 傾の ホく わ 
接 用して & るのは ♦度で •致 巧の » 策を しさ k みて 大 ♦化 まらな かつた とはち へ、 今 巧 ♦ナ + 

K の績く 度ら を 巧の 巧る 供れ がない わけでは ホい。 

本來 ナブ— は巧路 的な 巧衝 として， 第三 ー ホ國の お« の 巧た を 6 とと はれて ねる が •ここでは をの 
» 細た 論ずる 暇 もない し •父 もれ 化は 巧 a が あるか もみれ ない C しかし、 ここでは 牛 リ—の ドイツ 
人が キブ I で どんを 巧 巧 k しでむ るか •又もの 宣傳 方を は 如 巧と いふ « に* いて、 片— ドウ <ヒ •口 
—ア ご‘ udwi 巧 Lore 】 の 巧 巧 Kg いて 略 法して みょぅ。 つ - C 星 e as P zazi 〇 ミ post: — -.tile za な ミ； 
. Sep . 24. 】 で ミ} 最 巧の ド イヴ 巧 巧が 南 巧* ブ •化 巧てから 己 化 百年な 上が « つて ゐる とのこと であ 
る。 ちれな ホ-! 二 代の ド イブ 人が とこ 化 住んで •繁榮 したので わるが、 彼 巧は 依が ド イヴ 巧 k 用 ひ、 
明かに ドイツ 的な 文化 fc 雄 持して •もの 祖 ホの 公た 本國へ 巧い を顺 fc 示して むる。* 夕 •の ド イヴ 
第 « ♦貪 II 五 五 


Ms 意 IHM と 萬〇貴！！ II ミ 

人は 常 K 夕 みと ♦丈 ♦のをち からまして なた。 彼等は 竟难 家で わ*、 貧！ •商で わ > .其の ■の 表 
巧で あつて、 g 濟的 Kft で •明 確定 泣會的 地な わ 占 A て C た •自己の ♦巧、 敎會、 ■«: 新— た 所 
々し、 < た、 一 邊 Kill 回 •ド イブ ブデオ ホを 局は •南米の 住民 化 典 味の ある 特*« ■目 fc •ド イブ 歸 
及び* ペイン » でかを する •ド イプの A 畫がド イヴの K 查 館で 上映され •もの 夕< は •本 画の 宜傳 
資金から 隹 巧た まけて C る。 瓣 をを、 巧 换敎投 、保 « •あらゆる 疆麵 の藝栅 家は 本國 から 鼠 遺され 
V 、 热巧 巧な 款迎 k 受ける C 

••一 rwlimo : チ 9— の + チ ス窗 

南米の ナサの UK の 巧 源が を 巧 一九 三 一二 年の 巧な 化 あるのは 俩 なでは ない e この 巧は ドイツの ナ 
*黨 が、 本當の 力た « て、 画 巧の 最窗裕 の資乘 家の 靑サ わ 手中に 收 A た# 巧で ある •黨で 入用の 金 
はち 分 わるし •ナ千 X 巧の ホ 方 k 巧る た A に、 高い 給 科の る傳 風が •を g な 勢力 « 典 化 信へ て •化 
ホの 各 HKRS された。 かかる ち傳 貝のを 動は • A 事な g ♦たな： Q て、 其の ± 地の 巧 ■思 
なた 傳 達する 强い ナ*«» た « 巧した ばか 4 で i < 、彼等は 南 表と ド イヴとの 緣商 fc 增加さ ♦、今 
日では 巧 面 又は 合棄國 k ♦巧 駕 して* る* ド イブ 船は、 南米の 5 と ♦客 蓮 輸の大 よ ^て， 
p . — •，パ、 ♦ブ— 謂では •巧ん ど ■占の 有樣 で、 ナ** ま# 不瘡 K 隹 入した 0 


ナ キス 黨の手 リ—の 支 巧は •さ e Movcmente Nacional Sod と i を --、 I R 化ょ SNadamo : と f び* 
もの 黨 員を： Nadstas : とち ふ。* 巧の 巧專 貝は ベ 八 と密 巧な 聯雜 k とつて 巧 る ド イヴ 系 
チ，.. 人で ある。- 九 I 二と 年 四月 二日の、 7 ブン クス ホ* ホ •ヴ ，イト* ング Slr 4 w 
の 巧 導 化ょ ると.* リ—の ナ午黨 は、 四 巧 乃 ま 五 萬の I ， 巧 < 身を k 巧す る ♦巧 Jt # ク とち はれる。 
ド イブ 巧の 巧 巧みは 1 ダ*- ブ 化* 斤され てむ るが ••もの 巧 • 黨 の 日 巧 城 1 巧は STSbwjo : とち ふ 0 
黨の公 » のせ 領は 、夕 rge Gon も 8 ミ n Maries •ものな カホは、 黨の襄 業！！ 領 の* 者で ある* ♦ P 
ス •ケ ，レ ホ 博 ± (ぶ. carls Keller ) 度び 共 か ■の 面 民 軍の 指揮者た るシ * パ片プ * ン Y 乐ク 博 ± 
《 Dr * schwarzenberg ) で わる。 

ナチ ス ■動 Qlill 

* ブ —のナ * 夕* 動の 蘭領は •ま 要 4* で •ド イブの ナ手黨 と _ をして &る 0 W ち 反！！ 會巧 •反 
自由主義 めで. 巧 ♦ホ 巧 巧に 基いて •巧 米の！！ ぶ わるな また 目指して & る。 裹乘の 改革案と し 
て'-* のか 巧を (single bud き】 を提 おする。 これは •遊 地の 持 ま 化、 もの ± 地の 巧 用 ゎ《ひ《 
义大 さい 巧 有 地の 所有者 化 • みな と •齋 巧と k »« ずる 方を である。 

最 巧は、 人夕を 巧の 间 題で、 重大な まの 5 がを じち ド イプの》 住 巧は •ド イプの ナ ♦ご 

» 田 篇 « 外 貪 傅 0 巧 HR 巧 IIS セ 
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〇反ユ グャ的|1||た極度化<で文»したが、 ±翁の**'*人でナ*ま義看の乂多數は** ， トブ—の 
人疆稳 K 反對 して > K イブを 巧の 7，》 ズム ♦♦る イタリア 巧の ♦の t 支# しょぅと した*" 
I マ •ベみ リン 樞 軸の ■化と 共 K 、 これらの 竟 見の 相違は 大« 消 g した。 ナ* 夕 *(*リ| の ナ* 黨】 
は 皮 ユグャ の 巧* で. はつ さ A したな 場 k 執ら S かつた が、 ユダャ人 fc 會 貝から お外して、 7 リ ！• 
イ I * y 及 ぴ* トタ， ク敎會 し V 、 無 «* 定爭 nk こ、 るみた ので わる' 

’ li ■■ G 酿清 M 上 Gm ^« 

*夕|化 わける K イブの 外を を 及 ぴ« 出ち は 軍 ♦及ぴ たを の 高まの 人 ♦と 親睦 fc 賴け VC る〇ナ 
* の大 «懷 侯 補 者で わ 4、 * 巧の 一 «の« 頭 人で ある イパ 车夕 » 軍 巴 _ f *】 は 多年の 闺 
と， トブ I のな ♦者と してぶ 高い 〇夕數 の ♦>1 の ±官 は •ド イヴで 敎育 fc そけ て、 プ n ンャ の* 
巧達は， ブ>ン*アイタ*の軍除の訓練|*、 指寒^|^として、 已に一時代の上巧動してゎ6. こめや 

ぅ 化 次第 5 逮 して 來 《8 さ 一一 さ ニ ホ ま畜ホ さと S を 6 S 店' 5 K 大ミ 影！ M 典へ 

た* 千リ— はこの* で、 特功の* 惠 K 巧した。 八 ング* A 出の ナ こ K ち院酿 ft ア— レン タ 《を** も 
Senator > h § s ) は 巧 米と 巧い ■なの ある 人で あるが、 巧は かつて* リ It 「# 米の プ P シャ」 と 
巧んだ とち はれて & る。 一九 I 一三 ハ 年 十 巧 十-日の 「ブ •プ ラタ」 新围こ i 】* FC を ミ*'*】 は， 


fV リ—の 軍 » が •化 ホの 备 所で、 頭角と 諷して むる のは •まとして •ド イブの 指 iMf のょ さ 指 寒 
の 詰 ♦で わる。*?— 軍 除 內のプ 》 5 ►ヤ 精神は •ド イブ 人が ♦巧の 1164 威ず る である」 
と述ぺ て なる。 • 

t . ブト ブ ，がな 權 ると、 •をち ド イヴの « 巧 貝は、* ブ—の » 巧 化 僧 さ » けて、 をの 結 ♦•今 
日 最高の 軍 巧の# 巧 建の 夕數は t ， トラ— 政策の 支み 奢と なつて むる。 れ 空み 巧の »« K は 待 則の 
注意が ♦はれて •ド イブと チリ I との 两 のれを ■巧は この 上がない 密接 さで ある。* リ— のれを 圓 
の 首 傾で わる アブ セナ# 軍 ( Gen ミ ー > racsa 】 は 一九 I 二と 年 •ド イブ 度 巧のを となつ て、 着ぶな ドイ 
.プ のを お ままの 歡巧 たを けた。 化の なは 一九 III と 年れ、 化を 上の 訓 線た をけ るた 》 化 ド イブに をい 
々。この やぅを を 倩は ド イヴに 政 お 上の 巧 さ t 賢した ばか 6 でな く •牛 リ— のれを 圓 から 巧 斤樣の 
大量を 文 fc まける といん 利益が あつた。 

K イブの フ 7 シズ ム fc 支持す るせ 力な チリ— 人 化は 〇ス 《Ross 一、 5 グち於 •ク ホ シ*イ Miguel 
nnlsch 巧 a ) •度 ぴア > ベ ホ トニ I フ *< ホべ， ク(>|すユ 古 averbedO とを ♦げ 得ょぅ 。口* は 前の g 濟 
巧で、 ド イブ 政な 化巧聘 されて、 一九 111 と 年 ド イブへ* 期の 訪巧 t した" ク朱シ ，ダは 前の 外 巧で • 
現在 上院 識是 であ 6、 义 ドイツ •チ 9 1 义化 のをを で わる。 チリ I の ナチを 傳は • g ♦的 K も 

»—《 新 ホ熏 傳 0« ■狀 R 二 XA 
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お 治 的 K ♦、一 i 巧に 反 美、 反 ホの® 巧た 執って & る。 ク 巧 及び" ン ドン 巧 業® (the London 
city 】 への «濟 的る 化から ホ國 わ* 濟 しなければ なら « と 力 R してむ る。 

又 このろ 巧の* まは 最 巧の ナ*ホ 動 化 ■して •をの 目的は 太 ホ 巧 上の ド ィブの 軍 ♦か畫 と ft ♦と 
な 力卞る やうを 皮 穂を » 立す る々；® であると It してむ る。 父 アン， サン ドリ & 巧が 脖 t 占 A たと ち 
へ、 今後の ナナ* かの 道 反 化 巧は 致 巧の 應 巧れ 何 化 化 存卞る もので あって •をの 政 月の » 辰は 明 療 
ではを いが •ホして ナ *の« かが 巧滅 し々 のでは •巧 ♦數 ヶ月 同化 も • 1 萬 二 千 人の 人達が* 

黨 化 資金た 巧 供して &る 事* が お 巧した と 云 はれて 0 る。 ナ*黨 はま 極* « であつ て •何時* リ— 
をの 化の ブブン •ア メタ々 で 再 巧をから 4 いと ♦度らない 0 

大« な 上が nl ア 巧の 論 义の大 をで あるが、 彼は プブジ ク の ホ » が 失 化した ので、 中ブ —にもの 
# 免と 向けた と 巧べ てむ る •しからは. 次 巧で プブ ジク のが 巧に 3 及して みょう。 

ごこ ブラジル に» ける ナ ♦ズム 

プブ ジグ 化 おいて ♦ナ * ズムが •常 局の 弾* 化 巧しながら、 依 か 地下 «» を賴 けて a る ことは ♦ . 
责で •例へ ば ホ 年 置 月 曾 巧ブオ •デ •ジ ♦本ィ "に 勃 ♦した 叛 a ♦•件の 如 さは、 その 巧れ とを へょう 0 
とぃ の叛 A は •ィン ブ グラブ タタ (♦ブ I •ナ手 ブ黨) の » ホと a つて* 着， た ■}々《 


こ、 で， 今一 應 この 事件の 槪 略を 當 時の 新 ■化ょ つて ■查 してみ るち この 叛 A は •五月 十一 气 
「イン ブ グブリ K 夕」 が大 な倾グ トリオ •ゲ 7 方 ガス (Getulic Vargas ) fc 殺 書して •政府 わ 乗れら ぅ 
るかに 端た » した ♦ので •グ アナ パブを » は 襲撃され て、* 多の 巧 傷者が 生じた。 この 植 のか 
蒙は 巳 化 二、 ー ニケ 巧な 前 K ♦を てられ、 巧の B 、 餐の巧 刀、 巧 ま 巧が されて、 この* 助が、 
ナ ♦夕 のま « ぉまけて &る ことが お 巧した とち ふから •今* の 事件 も •やは 6ナ* と 馨巧が ある も 
のと 考 へられ ya る。 大な領 ザ， ク ダスは 1 九 云 セ 年皮植 fc # 立して な 巧 •「インチ グラ リブ タ」 の 
9* のた A 化、 時 ♦手 巧 方法た » じ V 、 をのた AK 、 ナ*黨 は 解な され々 とな じられ て&た 化 も ft 
.ら ず、 をの 黨貝 やお 專 ホは 巧が 巧； 6 た賴 けて & たので、 一九 111 八 年 一二 月 十八 日 化は • ft 巧當 局は • 
を 画 化 巧 さ «れ る イン ブ ダブ リスク 運 » を巧歷 する 旨のを 布を 化した ので ある。 

此の 叛 A 事件は、 その後 巧詞 ベが 巧 巧す る K つれて、 ザを！ 一巧 化 ドイツ 大使館の ある ことが な證 
され •文 ナナスの 資金と 指 かとが この 叛 ft を 没 巧した 蒙« が擧 げられ て、 獨 •伯 雨圓 罔の 外 巧 ■な 
は、 A 巧と ホ 6、 をの 結果 兩國 大使の 引 ♦げ となつ て、 なまの 外 巧 ■巧は* 絕 される 化 まつた 〇し 
からげ、 ナチ ブち A のプ .ラジ K おず る 巧 » かが 0 

雨 ■の！ HIAS1I と！ nM—ow 巧 
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, • a«e 貪 fulfil 其 〇資顏 三 六 II 
# ぶな イタプア 系の 舊泣 家、 メノ， ，•ゲ ク .ピ， ♦* ( M 30 ミを - 法 ccwn 】 は 「 T. オ V * ム」 《> 
orde 3】， する 新 《 で、 

「プブ ジグの フ ，ツズ ムはド イブ 人が 巧 ♦して & る。 ち W をはを のこと fc 隱 さぅ よ はし 4 い。 ドイ 
ブホニ 萬直モ « り*— な度ぴ 多量の 化の 武ホ たを つた ボ 、もれら は タオ •ネ グ。 • 〇 卜 •ク 
ニア オ にお 蘭され てみ る。 ド イブ 巧 軍 巧の 軍事 專円 まが 夕數た i •ド イブ 系 巧ち 化 軍事 敎靑 た 雄し 
V & を〇ド イブの® « は イタ ヤイ 《 I ぶら こ， サン フ， y シブ 3 ( SSO 巧 randtco 】 の»# 化 巧な ♦ 
g して •巧 St 巧卞」 と 書いて 公る。 (：さ e Z を on : No さ】 3. 】93 ゴ 

t ♦ 

これらの 言葉 化 i つて ♦解る やぅ K . ブブジ * のナ ♦ス は、 ド イヴ 本 圓と馨 化*、 且 文多數 
のま器が、 ドイブ'14プブジ<化隹乂されてむた4のと化はれる。 且又インサグ^^^リ^夕黨た盛乂 
K する 手 巧と して •ドイツの »會 化は •をのな 藥 なに •ナ 手の i 化 參化卞 る こと fc 動：® •リオ. ゲ • 
ジ •■ネイ B の ド イブ 人 巧 女の、 ある* «播 のれ さは •をの 夕 働 者を 巧 K 7, シ •函體 化な 乂卞る t 
とた « AV 、 そか 工場の 壁の 上 K は大 さな 文キ で、 「巧* の國は K イブの 一巧な* JAJ の* • I グン 
•か# かれて むた。 

•卜 4 ブ本 画から > 南米 巧 » の資 るみは、 ま K ク 朱， プ ( Knlpp }*<< ズ ， k 〇一〇™ •こ， ジ 1>グタ 


《 Siemens 】 夕の會 社 t 通じて 行 はれて •プブ ジ> だけでなく、 7 ホ デ'' ン手ン •乎 ブ— ♦化 « 供され 
た 量は 美大で あると 見られて* る。 そ 年 ポタゲ < ア •パブ グ， イ兩國 の* ♦。戰 じ R し、 ド イブの パ- 
ク 义 •クント# 軍が ポリ ゲ •ア巧 軍の 最商 指揮官と して 招 w された のが 壌雜 とを つて > ボリゲ ，7、* 

リ I # 巧 軍 ♦敎を として、 夕數 のを 軍、 を 軍の ド イヴ 武ま が* 古ら れ 、軍人 fc 通じて ド イブ 义 化、 
ナ*ブ 精 W のさ 傳が斤 はれ va る ことは 巧 目卞ぺ さで、 巧の$ 巧ブ クジ^ 一香 化 幾多 有力な ドイ 
ブ» 新— が 刊行され 义畢ホ •高 »を«>. 書度 等の 文化 使節 も 頻繁 K 巧攝 され •何れ ♦ナ * < ム 
情 神 巧 ♦の 度 ♦して & る。 

■ g 《 tt な 

.巧の 化 化 畢巧 ゎ 建投 して、 ナ* ズム の宜傳 K 巧 A て & る こと る 要が ある。 ド イプ 入の ♦ 
巧は* プ ブジ^の サン パク。 ♦南が I 二 州. 中 也と サ るみ 地た a じて 化 も 一千 二 • 三一 百、 r * ザ •ン 
わ 二百た g する から •巳 化 一世た な 上 « 固化 築かれた ド イブ 隹ち 地は . T メリ* や イ.* リタ 
.の 裏® エが 化で •さぅ をみ 化を の 地盤が 概» だ 化しない と 云 はれて なる。 をの 人種的 立場から 見て. 
-♦、 最巧ジ -^^ナ；^*ド《ブブジ ^巧の巧じ々處化依ると. リオグブ ンデド タ I ^《50 Grande do 
堅}、 サンタ •カタ， ナ 《Santa Cath を 弓】、 パブナ ( paras )= みの 11 人口 五 百 十と 萬 ♦の 中 一二 0》 は 

sscs ま ミミ 


flae 重傳 Iglli 其 か X — ニ ホ— 

ド イブ 人 か 成は もの 子 巧で あると い はれで &る C を プブジ 分化は 今日 か < と ♦因 •お 十 萬の ド イブ 
み 巧ち がを 6 •ザ ンタ •々タ ブナ 州 た 中必 として、 本— ナ* 夕 政 巧と 巧 密な繫 6 ゎ-も^ •多數 のを 外 
ナ **黨 支 巧の な 制の 下 K 、 プ ラジ 4 .官民の 意 猜化 巧らず •义化 的 • g 濟的 化、 义政お 的 K も* さ 
麵 い 勢力 ks してむ るのは まで ある。 文 ド イブ 人 植民地た 於け る學 巧の 籌ち敎 ミ ぴ靑年 
-の 代表が み 年！！ 本函 KK ♦られ 、ヒ ，トブ I •ユ— グン トの 顏雜 fc 受けて tt へ 6、 植民地の 靑 年々 ホ 
K 、 ナチ K 精神の 巧>ゎ 巧 ホして & る。 

、人種 上の 差 M 

义 人！？ や 等の 傳な t もつ プブジ < K おいても、 をの ド イブ 巧は W 化の アリア ン人靑 年と 篇婚卞 る 
ことが 推 美され て •巧 化 引 •人の ■隹の R にも、 なる ベ < ドイグ 人た 巧手と し •化 人 ■特化 ユグャ 
人とは 一巧 交 巧し ないやぅ 化 « いられ、 この 巧 律 化 背く ものは、 巧！！ のナ 千ブ黨 まがの 指令で. ド 
イブ 人宙會 ょも ポイ 3, 卜を まける と 云 ふこと が、 タイ ムス 巧に ♦われて* る。 义プ ラジ 火の 法規 k 
無祖 して. ボ < トガ火 巧ょ 6 も ド イブ 巧が 夕く敎 巧され •兒童 まは、 常 化 「^イ ホ •ヒ ，トブ I 」 た 
iT ふとい ふ 程で ある。 • 

な 上が プブジ < のナ 千ズム のを 傳の 大要で あるが •獨 かの ブすン •アイプ々 惠出 fc 封ず るた 


アイリカは今後わ何なる度な fcA ぐ^^'^か o 义もれ化よつてナ*ズ ムの侵乂势力が防ぞ轉られるか 
どうか、 今後 アメリカ 巧獨 伊の 爭« 度 こも 城に 興味 わる 観 物で わらう。 

< 宝 〈章 K キス じがが る ナチ ごの 

f 力ぶ び 其の 度 向 

ナナ ズ A のさ 傳が極 A て 巧みで ある ことは 月み のと ころで わるが、 ナ手夕 を 傳の丰 貧 的な 角 巧 fc - 
例へ ば •をの 々ン坟 策に 例 fc れつて そへ て ぶれば —— み 論 今日の ド イプの 策 巧は •ナ * ズムの 
ち傳を X ン » 函化 ホを えさす ばか 6 でな < 、グ火 マン 民族の 化 巧 的逐繫 によつ て、 密接なる 精 
神 的 ホ 化物 « 的 麵 速た 巧圃 化责« 的 化 獲み しようと してむ るのは ♦巧で わるが I \ ^ * y 度 策の 
目的は ナ于 K 本 ホの ま 巧で もる* ダヤ 人の 排擊 のた A じ 金！ ■ホの 鍵 k 摄 つてむ る A グヤ 人の 反獨的 
立播 が、 必が 的に ド イプの か 致 的 方面の 情勢 た 困難 K して、 ナ サタは もの 教巧 方を fc バ^* ン tt 面 
へのな 出の 中 見し ようと K みたと こる K わると 観な されて むる。 

しかも、 パ ホ々 ン 半島 K たを する 巧お舊 植民 ホ まは •祖函 ド イヴのを 潑をナ 牛夕の 接頭と をの 宣 
傳 化よ つて •漸ホ 自己の 立場た 巧！！ する 函 S 的な 傾 巧た 香び て •新 《の« 斤 •围 « の 姐纖等 K よつ 
誰 « 外 重 IkoKfltts 二 太 五 
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て もの 地下 的 通 動は 婿 ホ 巧妙 化 斤 はれる K まつた。 s する 化 •ナ手 ズムは •£ 画の 巧 ♦精神の 巧 巧 
た これらな 國化 ♦生 さ ♦よぅとす る。 しか ♦* 本 画 ド イブ 民 巧の 化と 化 化よ クて ■馨 k 結 A で •化 
» の內致 K み* 化 ■食し よぅとす る。 宜 簿の對 象で わる 画 ♦の 事情に ■じて •例へ ば •芙函 化 おい 
ごは、 ホ かま 義た 巧みに 巧 用して •ま 傅の 巧 ホ fc 高 A て & る。 

- タキ 义 ♦、义 ナ 牛ズム のま 傳 から るれ る ことの 出 ホない！ ■の 一つで ある 0 
，ペグ ン« の ■文 によると、 

、「ス キタ 化み ては 一 兩年前 i* ド イヴ 「ナ 巧 わ* と稱 そらる、 巧 Ilr7 •朱 ク * ブント、」 「7 
B ンナ ナ^」 又た 「フ n y す* タト」 等の！！* 巧が 巧 B と そられて 居た が、 填 太 利 及ぴ致 画の 獨逢 
合併な 來 •ホ 等の* 巧は 勢力た みたる 爲 、「ナ *」 のち 傅 乃 ま ド イヴの 「スパイ」 面 ■等が 盛ん 化 報 
•巧せられ •化 方 ♦巧聯 巧度府 K みて ♦、「ー クマ y」 大統領 兼 司法大臣 ま宰の 下に ホ 「♦ ン トン」 警 
« 雷 巧の 會 «ゎ《« して •をが 取締 4 方 化 付 さ tt 藥 した > しが •旧 和 十 111 年 十月 十日 未明 と«し， 
警 #1 一巧は 各地 化かて 巧 安雄 持の 目的た なて ♦擧 た而 おし •「パ— 其の 化 K ♦て 「7,< クタ 
V y 卜 L の曾懷 g 名 fc 遠 補し 十一 日の 新 WK は 目立ちて 振* ♦られ g れ ■ 巧當 B は 館 負 化酣し 
•て、 巧 聞の 報道は、 まとして & 會 雲の aft 化な ♦大* 寒 K 傅は 6 ちれ* と！！ し， 又 裏 ♦て \ 


ヒ ，卜 ぅ.* のを 策が をち に* キタ K 向乂ぺ しとは 巧 じちら ぶる A •巧 宋ナ 牛の 勢力 8 调化玄 ホ ttt 
さちる になへ、 巧* は 「パプ タプ ホグ」 家の* 產た 巧賴卞 べしと か* A は 「ブ ンク」 の— »に> 
卞る*濟«携等化ブネ ブたな入サしむぺしとか(十月二十 一日の「ドイ，夺 *-フ*ホク*«ゲ，片 
.卜」 のま 巧は 待 化を ま fc 塞け 6】 などの* 論の 剌な ♦あ 4 •ド イブ 化對 ずる ■係には « 妙なる 曲 さ 
わる* のの わし*」 . 

一九二 一八 年 十-巧 十二 日の 「マン + * スタ— •ダ— デ'" r ン」 紙 化 i ると •獨埃 合 巧 及ぴズ デ— す 
ンの 併合な 來 、ド イブの 巧 報 及ぴ宜 « ろ* キスに 封して 澳單 《 巧 ftt 開抬 したを ではれ てむ る。* 
キタ *7, シスト* 巧の ま 要 イン パ— の巧內 fc 巧 索の 巧 ♦、ド イヴの ナ* * と 画 職の わる まみな 巧 織 
が* キタ 化 ♦存 をす る ことが ♦見され、 それは 「ち 族 巧 ミヴ end;、 とか • 1^11 を fi 巧 ♦■•!」 

(=der Bund Treuer . Eidgii :} とか、 「社 舍 夕僱黨 a 巧者 画面」 つと ie 应た巧 if_s soli*ghe 

yVrbdterparten などで、 ナ*ブ の 狙 織が スネ ブ へや 巧 的 化 潜入す るた » の 武» である。 これらの 化 
織 化ょ つて 傳潘 される ミ傳 はまと して ド イブで 作 巧され る。* ♦ス化 住む 夕數の ド イヴ 人が ド イヴ 
の ナナス！ IK 1 つて、* 巧* キブの 一 まの ♦所、 ホと して、 卜， I * ダク ( Hh ミ 巧 こ. レン (お. 
Gallcn ) へ 斤 < やぅ K み ザら れ るが' をのを 令の 目的は 「请わ る ドイツの み數 民族」 の ■ttt* 年 
»—■ « 件寬傅 0«窗>« 二 A セ 
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ス巧 化が るた A とのこと だ 0 

この やう K 、 ナナ ズ * の イネス 潜入は 最巧 盛ん 化 なつて ホた ので、 タ キスの I 度出會 たは •ドイ 
ブの« 入た 反が する 强いホ 童た 示しち タ キタの ちま 主義の 破讓 fc をれ て ド イブに 姆し 化 
へる やうを 巧當 局に « 巧した ので ある。 K ネスな 守黨巧 M は、 この »化围 して、 左— の 新— と两植 
Kff が* いさう で > 例 へげ、 巧奇 的な-さ 2e zsrcher zdtung ** も •外 ■猜 神、 度び— ホ 的の 目的 
k # つ絲 ての 化纖の S あを 要 ホし、 泣 ％ で、 勇氣 ある 虜 置た する やう KS 属して を6 •タ キタ 聯合 
替# は备 地の 警# のなか k をけ て、 を K キタの ナ* 义 巧 巧の 謂董と 1111 してむ る。 

大巧 領の 「パク マン」 ( Bauman ) も、 「これ 4 での 警 gK ょる 胸查 では、 タ キタの ナ于夕 ■» は ド 
イブと 麵聯が あ 6、 ッ • —リ ，ヒ替 巧 化ょ 6 押 化された 义 •は、 これらの* 動の I つは ホ國 人と 巧は 
しい ■巧 t 巧んで むた ことを 示して* る」 と 固民會 幾の ホ 上で をへ てむ る 0 

タ キスと ド イブの ■巧は、 これらの ♦貪を お 合して 考へ ると > 巧な な 動 さ k してむ るら し 
< 、ォ— スト リアと サユ， 3 の 併合 化 巧々 した ド イブは、 ホ K は •ブ キタに » して ♦巧 樣な巧 巧的エ 
作わホは施して&るのではないかと* 夕年夕 1おではを供の»で見てと-*^、 もの資例として1ザ《ダ 
ゼ ，卜 •ド •》1 ザン *」 つ <La Gasttn de Lausanse :) の 1111 者、 ジ , I ジ •プボ タイ 《George Rlgassi 】 



i 、 「ド イブ 侵 乂の巧 力」 つ- L-Effort do P を ま ac ミミ kmantk :】 とい ふ論义 で、 ド イヴの* キタ 化 
おする 工作と ホの やう 化 巧べ < むる。 

_ ジ ■—ジ *9 が スイ の«を 

m . タキ ブ化 おける 十五 巧 人の 貪 房の ド イブの 居住者は 本 麵致府 Ki ク V 、 その 宜傳化 織の 代理 
まとして が 巧ず る やう 化 依賴 たを けて むる が、 ド イブれ 巧が を か ド イブ 人に 封し* 近 fc かへ るた K 
K 藥サな 手 巧た 持つ てむ る ことは 巧 ♦のみる とは-® 'である。 タ キスの 家 底に 雇れ てなる 多た のドイ 
ブの巧 使 さは タキ ブの特 巧 ナチ 組織化 夕 化する 様 されて & ると 云 はれる が、 み 論な 等 fc * パ 
イ Kft 用し i うと 云 ふの らしい 0 -- 

脚夕み 化の ド イブの 大學で ♦さう であらう ポ 、ベ クリン 大 ♦の ホみ お 化は* ♦生が、 a — ザ y 
夕 ( Lausanne )、 デ ■•ネ ご Geneva }、 フ ライブ, グ (ま bou 巧】、 ぺ ik . ご Be 3 e 】、 乎 • ， ，， C ( Zurich ) 
の «大 ♦で、 課涅た tt むこと た 巧 霜し、 をのた A 化 巧 巧の 便を と 補 巧 金と た舆 へる 居が そわされた 
とをはれて&る〇 これらの學生は夕、 ず『 ミを す swltlerlsd : と稱卞る新組纖の會 
員と なる 巧で、 ちの 巧】 回の 會 合は* 巧 年 十二月 二十 三 一日べ < ブンで 斤 はれた。 《このと とで* » 巧 
スネ K を 巧は、 ド イブ* 巧 K 陳情た して、 画 ホな 回答 t ♦たと 云 はれて & るが、 ♦生 k この やう 化 
誰— 篇. « 件 宜娜〇 «||狀《 I -J 
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契爾 した >、 補 巧 金 た舆， へた. •して & るのは « 田祖 されて むる。} 

闲ナ *ズ4た 代表ず る ブ*义 の 111 新— 《もの ニクは 無料で K ホされ る】 は最巧 ス夺ス 政府 化ょ 
つてを け Kg 歷 され 在ければ ならない 巧 目に％ つた。 これらの 宙 新聞は 明か 化、 か 46 ち麵の 資金 
た據 して、 もの 財源のを 巧の 出 巧が スキ タで あらう とは 思 はれない。】 なに、 夕 ♦ス のち ♦は 皮# > 
反 ナチ 的で あるが、 な 等 ゎナ* 化する た » に 不晴の 巧 力が、 特化 ド イプな fc 巧る ヵントンで 裤 はれ 
て* るのは 明白な ミで あつて、 これらの 巧 聞 ♦もの-例と 云へ ょう。 

ブネ タ 人は* との やうな ♦情は、 何 か 化の ♦件の 巧® 的な* 巧 示ず る もので* t ， トブ— は 
中 ♦ネ 早い 男で A るから* 次の 巧 » が 何 巧 ♦つて 巧る とも »ら ない と ♦へ < むる。 スキ ブは數 化た 
化 里る 獨な S# しょうと してを* •これは よ 0X の 絕« 夕數の ド イプ！ It 用 ひる 方面 ばか 4 でな 
< 、二 0 ダの 傳 ».^^ひ《 地 ホ*々 父の か*々 面* 1 W の-— マン 巧の 化ち 化 ♦當 ては ♦ホ。 しか 
し、 タ キスと ド イブとの 同の 地 巧 的國 > は、 虜* 守備す 6 の K—II& 虞 《ア火 プタ曲 臟のイ ♦リ— 
な) がわる し、 イ タブ— •夕夺 夕—の 画境は 一 ■さ 5 でもる e 

*** の 中立と 不可 侯とは 巧* K ょつ てな S されて むる ので A る。 若しもの 巧！* の-つと して 芙 
圃 t 観る 4 らげ 、果して、 この 巧 束た ネ るか どうか。 牛 •， 3 田麵化 B しで T* ♦の ■か ♦ざる 


の！！ ち两の かひ/ として サ» け てし ホつた ♦•ン バレンは 、スネ* の— ♦について ♦•わ 46 考 直 
に 入れて &な いのでは ないか e 、 

前 攝の剧 のべ < リン 大學の 面 題は •ス キタの 大學 及び 化の 方面 化か な fc 輿へ たらしく、* 
キス 大 ♦を！！ 巧は、 火 ♦* 围 B の ナ* ち 傳化 反* ずる 育の ホ識 fc した。 もれから しばら < 前に ♦、 
ジ ■'ネ バの大 ♦で-事件 がな つたが. もれは、 ド ィブを の 授業に 出度した ド ィプの ナ*學 生が、 十一 
巧 十二 日 ド ィブ， で 巧 用され たを 巧に ついて 敎 おが なべた 後で、# 播 からを# したと いふ 察 件で •こ 
の ♦は、 地々 着 聞の 論題と なつて、 ス ネスの ♦生の 一围の ♦のは，* ♦ブ における 乂 ♦か 靑の巧 R 
の I つは、 敎投 巧の 自由化 あるとの ホ賴香 t 化 6 巧は したと ち はれて & る。 

タ キタの この やうな ■度 化對 して* ド ィブは どろ かとち へげ* 反ナ ♦的な ブ キタの 宙 極め お 度に 
值 つて & るら しく、 例 へげ、 ナ*黨 新 M 7 - 朱*， が H •イオ X ， パ，* か ミ 巧す， pcbach ミ：) 
は 論 » た揭げ て、 ド ィヴは ス ♦スの 如 さ 小 中な 函 から ホ A る ものは、 ドィッに 對 ずる 中立め 公 やを 
態度 だけで、 ス キタ W の 巧を がどうな らうと ド ィブの ■也 ♦ではない 0 しかし、 ドィッの 巧た 瓜*^ 
し で 斤 はれ々 數年 ホの 無 おな アデ、 しか ♦才 I タト タア 、•ズ デ— ブンの 合併な 巧耐へ 難い 4 でに 立 
ちまつ たこと じ 巧し < は、 中止た 要求ず る。 函 巧の あらゆる 親獨み 子が あ# k まけて、 最 おのがれ 
» 外 畫傅0« ■蒙 《 三 セ I 
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まが、 ド イブ 國 化 向つ て 化が 無恥な 巧 巧た 績け るが 如きは •ホして 中立の 態度とは ちへ ない ととた 
タキ ブ はを 巧に* くべ さ だと 反擊 を 化へ たので ある® 

二 K 库 K 大 •に » ける 宜 g 

前項で タキ K 大 ♦化 對 して、 ナ チタが ある « の 斤 巧に 曲 i うとして & る ♦貪に 觸れ たが > ♦う少 
し样 細に、 大畢 巧が 化 おける 組績夕 化 « た遂 A てみたい とぶ ふ。 ナ牛ス が 淸淨無 巧な 靑年 看た 目 推 
して、 巧 得 載た K みで* るのは 得を の度猜 であるが、 ここの タキ K で ♦、♦年、 こと 夕大舉 
の舉 生に » してち 傳を ♦た 願 化して、 をの 巧 ホた ょうとして 》 るのは を 目 化 债卞る ♦ので > 1 
九 11111 一年 常時 ホは 阵 クて最 巧の ォ I ブト リア、 をの 化の 場所で 斤 はれた ものと 巧 一手 设 である ♦う 
K 巧 はれる。 ブネ タ化對 乎る ナ チタの さ 傳た回 g ずると、 ブネ タは大 ♦ばか 6 でな く、 一穀化 巳に 
一を 二| 二 年頃から ナチ スの澈 しい 宜傳 とまけ てた*、 一九 三一 六 年 二ろ 靡 夕會 幾は ナサ ズム 化！！ し 
てホ常手巧^巧じたが、 巧の後べ グ ンで酱學た#巧して&た若い ユ 》ブ I タブゲ系のユグャ人が、 
スキ ブ における ドイッの ナ* 夕黨の 巧 ♦ホで わる グ タト n フ (Gustlo 巧} た 看 « し々 ♦件が も 更 
じ もれから 二 aw 後の 二月 十八 日に、 馨巧會 饋がス ネス 化ち 住ず る ド イブ 人の 阀 化 結ばれた ナ* 姐 
織 や 巧の k 1 切 禁止す る ♦件 ♦あつた。 ド イブは 夕夺夕 の 仕打ち 化！！ して 厳重 化が 麵 た 申 & ん たが， 


スキ ス當 巧は 「をを K 巧 ふと ナ* ス黨は 围« の を« と資 # とを 持つて むた。 を 外の 黨の傾 推 達は、 
居住ず る函 ではを 人と 見 « されて むる が > ド イブの » K はを 巧な 屬巧ゎ 持つて を務 ktt 斤す 
る ものと 見られて a る〇グ スト！ > 7 の 時 巧 事件がなくても、 » 巧 會議は 早 » 、タ キタの ナ* 夕篇の 
中央 及び 巧 方の 巧專 巧の 處 BK 巧いて 考直 する 立場 化 あつた」 とみ 淡に この 申る み fc 巧絕 した。 就 
中ち のを 大畢 でを つた ♦件と しては、】 九 |二 六 年 八月 K 、 再 I 二の 餐 ホに も 挪らず 大 ♦の ド 
イブ人の 1 敎授が生巧化ナチ スのざなゎ行つたといふ廉でパ 1ゼ ^^>度巧はこのドイブ人た巧放し> 
タキ ブは ナ手ズ ム化» して 新 乎た る 態 巧た 示し々。 着 名 4 敎 Rk を 傅ち 化 使 ふや 6 方は、 なの 聲隹 
とな 巧と が數 百の ♦をの «* 生た 美 » る こと さへ わるから、 若い 學 生た ナ* 化卞 るた A 化は、 有な 
な 方を で、 ドイッ やイ タブ— が 屢* これを 巧 ひ、 後 法す る やぅ 化 > 最 巧も麵 化な ♦件が ジ •ネ イ乂 
♦で 巧つて* る。 「マン 中* タタ I •ダ— デ， アン」 の-九 一-一九 年 二月 六日の お ♦はもの 巧 動肤巧 fc 
大 tt 次の やぅ K 巧吿 して & る。 つ さ Ki pcnc ミニ 8 of Swiss Unive 至 圧 8.: ぎ pa 町 anda and Espicna- 
ぞ Feb •夕 一畜 ター - 

現在 スキ ブ にはと つの 乂學が ある。 ナ手夕 のち « は、 この 中で 最少で* 現を 巧 一人し か ド イヴ ♦ 
生の & ない*- ■シ ，ブ < (N 呂 ch だ C 1) 大 ♦では 巧 動して & ない らしい 0 化の々 大舉 では、 そのたに 
•—篇 《 件 畫傅 《«■» 巧 ニ セ 1= 


もク V •、ペグ ご Beme 、 ** i ， t < zufleh スーー 艾の 至大 ♦は、 外 ■の ♦生が ♦. 
♦生 數の一 铜巧ま 二 IT 7 ブイ プ >グ の"— マ •敎の 大學は •♦つ.^ いやう である。 しかし、 ジ • 
ネ X 大 ♦は ><11# 生の 半數 だけが ±* のん ♦夕 人と いふ 技 »で> 今のと こる 八十 人の ド イヴ 學生 がを 
•して。 る。 - 

ナチ スの 組織が 非常 化 微細 t 極 A て a る t とた 示す ♦件が なつた のは、 この ジ-本 イ大舉 
でもる 〇し かし、 これと 巧 ホ K 、 少 S くと も««化| 且つて 化敦巧 自由で* つた 夕夺 * 人が* 自由 K 
» ずる 侵！！ 化さう 夕 みに 原 巧し さう 化 もを いこと が« 明され々。 さク して、 彼等は •自己の 首 論， 

せ 巧、 な敎の 自由た 雄 冷す る々 AK は、 みせ ホ 幾 百 萬 人の 度 方が ある こと k 必 ♦てた る。 

- xly 夕大 ♦は ス幸夕 で* ♦反 獨的大 » と考 へられて &る C 若し、 少しで ♦ある 人 化誰« の嗦 が. 
ある ♦うな 場合、 みち 大 ♦當巧 K ょつ v * Rir へられ、 もの 餐ポ 本！！ 《 らば、 もの 人は 直ち 化さ k 
々ザら れる • a 去數 年の 国 化か、 る i が* 件 あつた。 

タキ タ大 ♦生の 两化 斤を て a る ナ* のさ 傳な纖 化 ■する 詳細は > ジ ••本 イで» 斤され る 通 W 巧 
「ブ -スイ— *」 三 semtne ) 化 a 栽され て 0 るが、 この B 事は 正しい* のとな じていいで もらう 0 
スキ* で她 ♦し i うとす る 畢生 化 捕 かを fc 典へ る JB の搞 示が、 ド イヴの 乂 ♦化 巧た ことは、 色化述 


ベた 一! であるが* これ 化參 度た 申 这んだ 人 ♦の 中から •巧卞 名 んで •ナ * ft 麻の* も k とし 
<15綠た 施す ので わる • 

n 賴 R 

彼# は ri - 練が」 で 巧 卞の路 た* す 0 1 1 ビン グンぶ をの 「スキ 义 國練 巧」 つ sclungslager 
Schweiz -】 は、 ス 年* で 仕 事と ずる 畢生の た AK 技 けられた* ので わる。 をの 調練 餐4 はわ 何とち 
ふち み 

先づ巧 一 K 、 »隹化 巧 ま 主義な 巧のを «た敎 へ 込む 0, もれから* じ， トブ— や"— ゼンべ <グ の 
巧 ホを ス キスの 畢ホ 化かさ 込む 方を ボ敎 へられる •又 ♦生は 巧！！ 「度 治 地理 學」 の «理 た »細01 つ 
« 巧 正しく 敎 示される。 「皮 あ 巧理學 J とは •巧 畢のお 面 ゎ 彼つ た 巧 報の 新しい 別名で 寺* 學を 
だけで な < 、ナ * 々生が •巧して むるな 巧* k もを の> 象に して & る。 巧ち 彼等は 各 敎« の 人 Afc 
持 細に 研 巧し、 t < た巧畢 的なる 目の 下 K 、 畢生と 巧 巧して、 ナ 乎ズム た 植え付ける 化 遮 當な请 巧た 
巧 集す る。 

た ■!: の 賴麵 

ホ 乂 學の圈 « 《 Group ) は 「巧 つ Kwnenuhchtin K みれ て、 各 r 部」 の 先 眉 化は* 5 ttK 用 

誰 H 篇 » ホ 重* 0» 誰 »« II セ 五 
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素の わる 畢生」 (巧 i なを 么ミジ を ま) 卽-ち •ぞいな をから 化界 fc 解放ず る隹 々た！！！ びた 解& •の 
巧 雀た る 「巳， トラ— «±」{豪 H 芭 erist miHts な】 がな ってむ る。 ホ 「巧」 には 又 ある ♦生が むて. 
をの ii 化の 巧專ま 化さへ おだか みらない ので あるが > ド イヴの ナ手 ♦生の 化纖 である ド イブの ♦生 
圈 《Die -Deutsche studs す Mch も"} からを々 t をけ てを 巧の 連絡た 斤っ て & る。 彼等の 仕事と ち 
ふのは、 をの グ 4.1 プの 化の 巧ち と 巧 « に、 「巧 舉の假 巧た 彼つ て」 ■巧 k する ことで あるが、 をれ 
と 同時に、 無意 蒙 的に 同胞 ホ 生に 巧し で スパイの 行動 fc する。 ナ乎夕 ♦生の 两化 一皮 的に 不 巧の 氣 
が 巧って ねる の も不ぶ « はない •畢生の «♦> 自分の 最者 のまの 中 K グ y •クゼの 畐 ♦が a やし 4 
いかと ぴ くつい V 0 るからで わる。 

rMJ の 菌 用と その A 9 Alt « 

ドイグの 畢生は、 苗タ ホ* 大學 のな 巧で、 ナ* ス の！！ 章た# 用す る やう 化み < られて ねる。 さう 
する 理由と ち ふのは、 r 巧 一に、 夕** 人の Kt 、 夕 '^夕 す，* 化 值らず ♦である。」 「第二 化は、 依 
が外國 K おいて 武 ♦が 巧手と ずる 夕數 の 蒙を 威嚇 さ# るた A である。」 ナ ♦の 支 e 力の 道展 化と 0 
て、 t の やうな 「也理 的 羊備」 の 重* をが お 摘され て ホた のな 道理で わる。 これ こを ナ* 夕宜 » の 
ま 要な 巧が t 定ず もので、 もの 美 價はオ I スト >ァ 、スペイン、 其の 化の 場所で « 明され て ホた と 


’ r ドイツ SIHixllJ 

-、 二 年 前から、 ジ *ネ パの ド イヴのを ♦生は、 巧 等 だけで をの w 巧會 たやつ て 巧た。 併し > 今 
♦巧 じは、 ナ* の 畢生は 乂 ♦の揭 示 巧に、 「研 巧— BJ である この おみに 巧 巧したい 舆 味を 有する 緣. 
V * の 畢生を 巧 待す る 旨の 巧 示た 化した。 これが 現在の 「ド イプを 舉硏巧 画」 ciFsf — を* deut * 
schenRcch な--} 化を つたので わる。 これは ながの やぅに、 無を の 「硏巧 ■«」 ではなく なつた。 ド 
イブで 巧を された 若い ホ 摩 家が お 寒して むる。 こ、 で 化せ ふ 題目は 巧が » 揮す る。 當 時の の硏 
巧 H 目の 一つは 「ナ 于ブ 及び ス キスの 巧を の 比 較」 と 五 ふことは なつて •ナ * 夕は夕 ♦义大 ♦ 
に、 化# 自身の！！ 闻の 一人を 入れた ので ある 〇か くて 彼は 何等の 干 ホ もな く、 乂 ♦の软 おみで， ヒ， 
トブ I の 理解して ねる 法 巧の あらゆる 利益を 法べ る 自由が ある わけで わる 0 
大 IfflA 寒 « 

法 ♦巧の 致 おの 一人は， 今學 巧の 講義と ホの やぅな おを でみ A たと をはれ て* る。 「十一月 十二 日 
の ド イブのを かは 今を 一 嵌 をされ て 0 たを 雜 のな 理と をを 化 巧 をれ ない を ホの 新槪ホ k ♦入す 
る ものである OJ なは 當 が、 r 資 R めな ド イプを 出來 ない とち ふ お 論に 達した。 何故 a ら 、な 

第 n » « ホ ft » Q 活動 狀 R ニ セ セ 
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は > r 貪 R 的な 法律上の あらゆる 秩 ホは 正義 及び 道 隹のホ 餐 なを M 化 一致し 《 ければ なら 4 い」 とを 
人 巧 論た 持つ てむ たからで あ 6。 なの 敎投 の# 扇は 今を 通 >、 「1 な 化 ■をされ た法雜 原理 K 甚か 
れば 《ら《 い。」 さう ずると、 ド ィブ 學 をの 一人は 立 上 つて、 更 K 度 巧 fc 求 A た。 をして、 敎« が 論 
# た 巧む と、 ♦をの. は 塞 場 するとち ふ 事件が* つた。 これは ♦う 巧 化 ♦觸れ た出來 事で あるが， 
な 上が プ キタ 大 ♦巧のを な 活動の 一 おで あ 4、 又もれ fcA ぐつ < 起つ た»# である 0 

これら 兩函 w の爭 ひは、 ナチ ブの 地下* 動 fc 諷クで 巧 當巧拍 《 田！* fc « 示して & ると も考 へられ， 
* は义あ 46 にも* 敏を义 キス 個の 巧«化退 ぞ をい とも 見られる。 こ、 では > 外た 上の ことには 觸 
れな いが、 ナ*ブ か袁 ■は 果してな— にわる か、 才— タト リグと ♦■，•'と fc 戰 はずして 得た ナ牛夕 
は、 EK もの キ わ タ キタ 化 4 で ♦伸さ ク として & るか どうか > さ うして、 巧し が 6 と すれげ、 ナ* 
ズム のさ 傅は 化 何を るから <6 の 下 化 斤 はれて & るか、 今 « の 典 味わる ■目で あらう と 思ふ〇 しか 
し 文、 iMi た换 へれば、 タ キタは 圃 IMIa のな 譲の 下に 立つ 中立 画で あ ♦、夕 4*化< で ナ*夕 が 
食 巧た 動かす t とは、 世界た ■として 氧ふお ♦た 巧來 すると* ♦へらた じ， トブ— ろ 化 ホの やか 
fctt して ♦< で、 ちを ま義 的な 理想 fca 求ず るか どうか、 もれと ♦* 夕*ス化 みける ナ* ズムの $ 
\ ド ィプ 民族の 應 K の 巧げ 出した 小さい |« な Kay ず、 結 « もれ X けの ♦のとして 雜る ♦ので 


あるか どうか。 何れに して ♦、巧し t ， トブ— の 巧 族 ま義的 ■なの 理 をが、 わ <4 でもを さ SI 來 化 
於て ♦貧 現 fc 巧ず る もの-^ れ ば、 をの 方法と 巧 まとは 如何なる ♦の 化 そ i •云 百 萬を < の ド イブ 
人 わ 包を する* キスた を < 無！！！ する ことは か夕 されない であらう 。こ、 では > この やうを か 巧 上の 
面 ■は 別と して、 實 R ス キタ K 4 で、 ナサ ズム のち 傳が斤 はれて 占る とい ふ- ♦貪の 例 ♦げる 
化 止 AV 、 もの 重大せ の 化！！： は、 隹の WIIK 任サ たいと 思 ふ。 

X X X X 

..な 上で、！ の 大要た 終る ので あるが、 要ず る K 、 ド イブの 寬傳は 成る 童 ホ K おいて やか 的 
a * 稱戰 であ々 V 、 ド イブの « 本た 策は、 載 前* 戰後 ♦髮 化は ない ので あるが、 をの 手 » は 變麵し 
で來 たと をへ る. こ、 化 宜傳 《 る 特別を 巧 ♦が をれ たわけで もる 0 例へ ば > t ，トブ I の 寒々 «策 
わ見るち 彼は1|^|£ホ««化巧ク； 專ら雜濟的巧携の手巧化化てむるととはを目化值ずる。 »< 
と 濟的 ■巧の 確立 fc ま 眼と する ra 戰爭 のた > は一應 避けられる げか ♦でな < 、もの 值植* 债 
務の ■がは、 ド イブとの ■聯 k を iK 断ち 難い ♦のにず る。 まう し イ、 こ、 化 •ト イブの 「宜 
傳」 が巧||でさる||臺が生れて來るわけでわる。 グ> ^ ^卜 • ンヤ， へ 片 一をを*左 ^**~**^】 は 
|>の$の庚大なる^||函は> 更化«題の>*內化をるドイブホ>巧族の利用^含じ4の であえ 
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これは 目 巧 化 ■fit 組 纖さサ 、最初は 义化的 度び s 濟 的た s の 裏 求た « 起して 来る が > やがてち ♦ 
の 要求た 常 化 增大 し、 餐 S して ホイ* 遂 化 內 たの «函に 及ぴ、 自あ樣 要求の！！# 其 化 t 层两し 
W 1- i ， パ « ■の ft 府 t 、 もの > ホ ft 策 K 於 V *、 « 度 化< で.* 化さ サる L と K 貧 g する ので 
ある」 と述ぺ で & るが、 ナチ K ち 傳の本 g た 街いた s * であつ V 、 ナ*夕 は、 もの 「細 雇 Jfca じ 
V 、 巧 而* 义藝 、潰 V、 A 畫 其の 值の あらゆる 影 春 化よ つて、 ■» 的 組 纖ゎ誉展 さ t ようとす るの 
であつ で、 をの 巧 ♦は ホして 植祖出 ホない。 この や ゥ化鷄 * ま義 t 俊 入 さ ♦、ドィッの 利益 «助ゎ 
巧 it さサ 、ホ 巧 KII 巧！ |國に< で、 ナ* ズムの 勢力 fc ホ植 すると ころ 化、 « ホ 宜傳の 偉力が 存 する 
わけで みる。 

* 

第 章 ナチ K 重の 田 か 組織 

グ> ブ •ズ <ン ス年 I の » いた ナ乎プ の函ホ 組織の ことは 巧 巧で も I 寸觸れ てみ たので* るが、 こ 
、で ♦うかし# 顧 化 ナ * K の g 外的 扭 織、 及ぴ ものを 助が 巧 化 度いて ナチ タ當 巧者の 言葉 巧し 
てみ ようとな ふ。 現を ナ* 夕黨 のを 外 K ィブ 人を 嫁ち 巧 化 «« する 鑛麵 として ，「ナホ ス黨國 外 姐 織」 


{Die A も SI 巧を sat す a を r ZSDAW ) 《> b .} が存 をず る。 この 組 •が、 じ， トク— 化よ つて t 
のぶ 稱 わ 指を され、 丰 ♦的 巧 SK 入つ たのは 一九 一ー ニニ 年 二 巧 十と 日からの ことで ある •現を* ホ務 
♦を •ゲ 《 ホへ 片ム •ボ— レ (巧 St Wilhelm Bohlc ) が 指 ♦ホで わるが、 が 下 巧の g 葉 K 
基いて V この 化！！ のを 敏 的な 外貌た « つてみ よう。 

巧 ♦ & び 目的 

.ナ * 夕函家 曲 現が 前の ド イブの 圃 情を 考 おしてみ る K 、 7 イマ—^ 共巧國 は、 最 おから 國 外ドイ . 
ヴ人化 多大の 不ほ わを さ 巧した とちへ るので、 世ホ大 R のた 了を、 むさ だしの 現* とを つて 、 AW 
の 行つ た 事態が 4 ざ 4 ざと おか KR 開され た。 一九-四 年な 前には. を ホ ド イブ 人は、 ■ル まる 虞 
で、 ド イヴ 人と しての 掌 巧と 信用と た 直ち 巧て ねたので わるが、- 九-八 年な 後は、 內 巧め 化は 崩 
壌した 戰化 ■の 民と ぶ 做され、 化の ホ國 K 夕 して、 みまの ねまと 納 貢と k 强 いられた 。偉大を た 画 
の象截 としてを 外 ド イブ 人 化 巧 象され た 111 を 巧は 化 化の 象微と ♦思 はれる 新しい を お K 代つ た。 こ 
の やうな ♦情の々 》 化、 共巧國 はみ たの 國 かな 織を 持ち 乍ら、 この » 纖わ羅 じて •、を 外 ドイツ人と 
一 看 故 固 K 巧を さ# る ことが でさを かつた。 巳 K 存 をした 處 ♦の 組織は な 前の 巧 巧が 應 のか 巧 K 止 
イ 4、 致黨 はしばし ば函 ホの* 围 ttfc がを しようと K み々 が、 夕論 とれら の タカは 巧れ も 水 柏れ 歸 

-A _ 
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しち 一 

ナ *黨 の g ななが は- KB な 上の やぅな 事情の た AK 、 國 外 »■•!&«« な 8 ♦として 通^な かつ 
た。 又 ナ*夕款植 のな で ♦種* の ナす夕 黨のク ブプや g 舍が巧 織され て、* る ♦のは A 46 環境 ♦ 
、 化惠 4 れ a いながら ♦、かな > の 巧 渠た 擧げて 公た が、 其の 化 化は あ 祖國 化と つては！ ib < しい 
存 をと* はれ 定 S ♦のが あつた。 けれど ♦、一九 1110 年 九月 十四日 ナ ♦夕黨 の 大勝 後* な 前 外圃化 
を « した* 人の 黨 貝が、 N y グ < グ 化 集 ♦< つで、 「ナ手 夕黨の 國外巧 J 《を > を sdMb を img を 
NSDA ご を扇 技して、 ナ*夕 世 ホ！！ たを 外 ド ィブ 人 化 宜ホ しょぅとの 《 ilka し、 このれ 議は •ナ 
チ* 黨の一 戴と ホつ vt ， トブ la かとの な 合 た« したいと いふを ホ 巧 » の 希望 k をれ る こと 化な 
つた。 1 九 111 一年 五月-日に 「函外 芭 は 「ナ * ス黨 巧！！ 局」 《を ま Cb 8 さ sistiosleitung 】 の！！ 
巧す ると こる とな 6 •もの 事務所 fc バンプ ググ化 ■い々。 これが 現在の 「ナ ** 黨圃外 巧 磯」 の歴 
灌 でもる •もの 巧 ♦は 資金が 缺 をした ばか 6 でな < 、黨が 當 時の 款巧化» 立し、 し々 がクて 4 た 外 
画 K 於け る坟 巧の 代表 « と ♦なをれ ない 立播化 あつたた： QK 、 着し < 困難で あつた。 けれど 
な 困！！ €夕« して I 九 II 二 年 ホ 化か！！ に最 巧の r ま #！!」 <dcr Statip 吕 ち kK 立ず る t と 化成 功 
し、 今迄め 個 ♦の ナ*ス の $ 等は 「■ 外 $ の 扇 RK ょつて、 明確 gsgk 故 画 ク とと K な 


つち 月 函の澈 しい R あ 化* 巧ら スー 九 I ニニ 年 k はを 外の ナ手 圏® は 著し < ♦加し < 、最 巧の 「w 
|」{をごを"ち2で1>〇0*置かれ、一九|二ーニ年た«»*當》化は*己化少數な*とはをへ，一. 
巧の g しい ナサ ス黨 g がか 國 のを 巧 K ち 住して* 綠 巧の 世界観 t 德 てのを 外 ド ィプ 人 化 植えけ ける 
こと k もの 任み とし で むた。. 

i の 「画 外泛は 一九 I 二 一二 年 二ち 十と 日の 總統 代理の ♦々に 1 つて 「ナ中 夕黨國 外 化 織」 《由す 
ASJandio 月 sisauon を， 2SDAP) の 夕稱が ♦へられ、 *4 .ン *卜 .ゲ へ <ム .朱 I レ ー®""* 
Wilhdm Boh 至 K 大管 f 指 寒 ♦{dcr Gauldtc この 稱一 St 輿へ て、 巧 わ ■外 か 蠢 の 巧 ♦奢 化 任 ♦.し 
6 •义 同 * ぶ ttt 巧理本 巧せ 指 ♦をが < マン 《M. 口 oinn) のぶて 圓外 組織の 植皮が 次の や， k 
みを 3 れ た。 

W ■外 組！！ は函ホ 化を 住する を黨 ちの 巧 一の 管 g ぞ應 である。 

W 雜 ての 黨 ち 巧と 圓外 K わる 黨の瘡 な 織との ♦務的 巧 巧は 例外な < ベ^リンの 画 外 組織 fc 經て 
斤 はれる 0 

巧 ■中 •ト ィブ 入 fc もの 巧 ftK 參化さ ♦ょぅ-* JV ' る ナ*ス 的 は、！ ■外 化 織の 巧 由內化 於て 
のみ とれた 斤 ひ 得る。‘ 

•麵 ■«♦*!•« t 欺 R 二八 
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w 画 ホ 化 ま 巧す るか* 成は 面 外にな 斤す るな ての 黨 貝は、 函か狙 纖ホぴ にものち 住 地の 地 Kg 
圈 《を ortsgnippe ) K 属し、 ドイツ H 巧の 何れの- KgKK ♦■し 得ない。 

又 一九 |二 曰 年 一二 月 十六 日には t ， トラ I はる* ♦令 k « して' れ海 手帳 た 持つて 巧 上動務 
化携ク てたない 者 及 ヴ ド イブ 人 水 ホ ilMC 入 ♦亦 この 組織化 細 入され る こと になつた。 

獨本画 K おける と 巧 巧 K 外國 K おける ナ* の 運 巧は •致植 獲# 後* し < お 風して、 黨 貝も增 化し、 

I 九 一号 一年 及ぴ I 二 旧年の 同ち 巧ん どを 世 ホ まる 虜* ド イプ 人の ち 住する 地 K は黨の 「地 K ♦画」 及 
ぴ Y がが K が 技 けられた •この美 ■のた は 一九 111 八 年の 受 には 巧 六 百た？ ち 5 の 2 化 

* じて、 函 かな 織の 指 寒な ももの バンプ ググの 事み 巧 fc 1 九 三 一 五 年 三 一巧 K は ぺ < ブン 化み 雜 して' 
もの 事み 範曲 ♦着し く 賴« された® 現を では、 巧 八 百 入 化 餘る巧 女の な藥者 (をの 大巧 かは 外 画で 
生れた か、 成は そ < か ■化 & た 者で ある】 が 巧 画して & る。 

K する に、 围外 組繊は t ， トラ— のち 族 « l£e の ■を K 基いて、 總 ての 巧 職業た 越へ V 、 何 
れのド イブ 人れ も、 化の ド イヴ 人の 中に 同じ 民 巧の 「ウ a が 6」 ずる ことわ 敎 へょ 夕.^ る 
♦ので あつて、 又 巧の 反 おには、 ド イブ 人及ぴ 外面 人が ナ ♦ス 黨化對 して 抱ける 虚 巧の 観念 k 巧 破 
ずるを 傳 的のを 巧を も 有する ♦ので わる ことは 巧して 無 祖出來 ないで わらぅ。 


其 b 巧爱 は、 を 望の 重要せ k 受 をの 巧 ミち 化 s ? からし A 、 楚ド "ッ 、ミー 巧 
に 巧 膜 ずる 2 K •一九 I 二と 年 一月 一二 十日の a 巧を ミょ つて、 外み ぞ內 にを 組織の 司令 t ■い 
ち 曲ち、 このを 令に ょる も 田 外 組 《の 蔓 ホ； ン ブト •ゲ 'ここ •てン が 外務省 內 ■外 
化 纖 司を •三 cr Chef der islands き 至 S ユ S ぎ > sw 5 rtitJ 3 > ミ】 化 任を され、 外 みぞのれ 受お 

圆化至 ま rT ッ人 Q — 畫 0 巧まぴ gf 引 巧け ち ミ ■ホ受 司 ミ 外# 大 居に 窒 

的 化 下 ■し、 をの 化せ ♦巧に ■する 皮 >、 曲識 K 巧 輿 する こと 化な つた。 

巧は この 化 織 K は 次の やぅな 親 傾が 褐 げられ てむ る • 

綱 領 

この 網 巧は 一九 I 二 一年 襄定 された* ので わるち ま 的を 果た 持ち、 ま S 化 入 奢に i 

貝 章 」 (dk S 兵 lilka を】 と 共 化 巧 財され る 「圃外® 巧 ♦」 《た 3 Aslandsauswd こ K み 令と して 
お载 をて むる。 これは 一九 _ 二と 年 一月 一手 B のぶ S か をで、 ■外 ド ィブ 人れ 5 られ 《基本的 
な義巧 t 示ず〜 ので わる 〇巧 ち、 

のかが 賓客と なれる 国のを 推 K 原 巧ず べし。 

み ホが 賓夕と ホれ る函 のを 策は、 をの 面た ろ 古ち か 画の 國 《を 策は ホに ■係ず る ことを し 

, «ns 0t0s0s -a3 
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外 围の巧 政 K 卞ホ卞 る なれ、々 とへ 義« や K て ♦な ♦» 

脚 化な なる 地に あ 6 て ♦常 化、ナ* ス黨 具た る こと k 公言 

5： 常 K ナチ ブ蓮 » 、新 臭 ド イプれ 榮春 わらし じる 椎 k »6、 行 S すぺ し* 正義 fc 斤 3、 名 春 t 
重んじ* 勇な 化して を 城 k 蹇卞ぺ し。 

脚 國外化 於て ド イブ 人 k 見た る# は •ホの 貝 庭、 A な fc 同じく ♦る 者、— 潰と 隹質 fc 两じ <♦ 
る こと k なるべし •をの 階 巧は ずし で これた* け i 。 われらは 凡て ド イブ 函 民の ig 者」 
ミ 0 

闲 K イブ 田應 が！！ 《< しで 田 « ♦る 時は、 城 童 k なて さ « 的 化 これ fc * 濟 すべし。 

か 黨*《る化止らス 第一線の戰±と《るべし0 致#が逼動の^4*.6容，目的ゎ々擎ぺし。 
.脚 名 春 もん ド イブ 人の 凡てが 我が 通 ft 化參 かする ♦ぅ K 日 每に巧 力し 載へ •々が 蓮 助の 僵趙夕 
と 正し さとた なじ •脖 利の かがた 確なず べし。 ド イブは わが* 動 化ょ *て のみ ♦ゆるな ♦« 

脚 わが 黨の樣 ■ち 巧 «♦、 «籍を|| むべ し。 

ホの 滯を 地の 黨 A 化結ぴ 付け。 支持 ■ 《 denstotipunkt } •地 K 集 ■占 e ミ>> さ ppe 》 あらげ • 
をの规ホ正しく»勉をる共锡#々れ。 化««る»爭た4引さ«さず，不度の*らん.^^^る>な、 


を 力 fc ♦げ で 辨巧 K 巧む ぺ し。 

隹 纖最ぴ 梅 詹 

ナ千 ス黨國 外紙 織は 化 狼 上では 大管 K として 取 « はれ ，もれ KW つて 組織され てむ る。 化 
し外圓 R ♦ける 特身 事情 成は 載 海上の 寒ち で義 Rt まけ •二* |二 の 個 外が ある •大管 tf と n 樣化 > 

いの 下部 組！！ 化は 支持 画 (der stf nkO と 地 K 隹 ■立 ic crtsgruppo ポ外 ■« 舶每 化 わる _ 

画 外 組織は 次の 植な » 月 k 持つて & る。 

W 画 巧 《 S" wiindelilnter 》 

外 UK みける ■ 集 ■ 《を e Landogruppc ス地 H 集 ！！ 《&C ortsgrcppc/ ミ 持 ■ 《を， St を Ipunkc 
の 編 《 指揮は ホ ♦の 地 城 巧の 八， の 画 局 K ょつ て 斤 はれる。 卽ち • _ 

gi 局 化き び 東な 7 口， パ • 

» 二 ■巧 百 «•1<!， パ (大芙 ホ圓 及び T ィ ルブン FtA <】 • 

ち 二！！ 局寒甫 ■•■"，パ 及びを 襄堆ホ 

> 巧 ■巧 ィク リ— •ス + ス •《ン ボ，— 

第五 ■巧 T フ •力 

*1111 » ♦重！ |0«贈》« II A セ 



其〇資 靡 三 八 A 

第 六 ■巧 化 アメ#々 

第 セ國局 ラテン •アイ 9 力 

» 八 ■局 g 東、 ♦1 スト — T •ホ 巧 帝 ■、 アイ* t ランド 

面 局 巧 寒 者は、 巧 巧され た 集 圏の 狙 織と を « 的 « RK « して AO の 指 ♦者に 資 なわ 化る •圃局 指 
♦者は、 こ のぞ 內のド イプ 國 民の 生 巧 化 ■係 ある 總 ての 事件 K 絕 えず 氣 配つ て& なぐて はなら 《 
い〇 もれ 故に、 田 巧は 圃か担 織の 皮が 的 基礎と ホし • K « 的に 《 度た まけない viit ♦へられた 蠢 
巧の 巧 動 して 貪 IH の 前提 條 件た ♦へる e 

脚れ 诲局 <d6 ^\ま seefahrt) 

をドイヴの巧員は画外組織のを«下にある。 な上黨^同ホを巧は、 诲>ホ狀を巧有卞る»6^6外 
夕 く、！ ■か 組織 巧 導の 下に 組織され たれ 海 巧が 11 な 代理のを ホ化 基いて 管 « する。 且個 ♦の ド イヴ 
亩 度は 支持 W と 地 K 集 围化雜 巧され る。 4 た » 貝が 函 外扭纖 化*! 入され る ことに i つて、 »* とを 
外 ド イブ 人との 巧 合は 自ら 明確 4 形態た# V* 巧る 譯 である。 

.この 巧は ni 巧に 分れ V & る。 

(こ 王* ぺ — 《ンプ|^グ 



ご I ) ヴ - — >* ル n エ A ス グレ— メン 

《一二) オ スト みユ テ， チン 

^ 巧々 巧 (D だ ^ ussenhsdel さ mt) 

この 巧は イド イブ 巧みの 化 塞を ■ら 、"海外 ド イプ 人の* 濟的重 巧を 化 « 巧して、 これを ド イブ 
( ) - ( 

、の 經濟的 利益と I 巧 さそ、 又 パ 《 み 上の ナ * 夕經濟 巧 巧に » して 特化 顧慮 fc 裤 ふ。 

句 巧み 哥內巧 術 巧 (DS >mt 2r Tech 己一 C i3 少 ussenhanddsmt) 

巧 外 ド イヴ 人中の な 巧、 巧 ♦家、 化畢 .ホ fc 巧 謹した 4、 た 画 外への 技術 硏巧 i 及び 海外 KA 
ける 巧 術 的 經濟め 宣傳事 巧 k 取& ふ。 を 街 巧は S 易 巧內の g 濟賴 巧と B 力して 巧の ずる。 

巧 を ♦巧 ( D 4 S 》 echtsalnt 】 

を 巧 巧は ホ國 K 生 巧す る 無 巧 產のド イブ 國民 同胞のを ♦上の 巧 護 k 無 值で受 ふ。 領 ♦ 度び 黨の tt 
治 巧 ょる 巧が 的 巧 譲が 及ばざる 度 曲 巧で、 法み 巧は » ての 法律上 ♦個人 巧の 事件で、 を 外 ド 
イブ 人 化を が k 奥へ る。 又 此の 届は ナ* ス黨の 「國を ♦ 巧 」 (as ReichsrechtsamO 卽ち 「ド イヴ 
目 民を 巧 巧！ i 巧」 互 as >nlt をら C Recht* ま U 另 dca deutschen Volk 里の 指 |h •'る ■巧の 「十 
牛 •夕を 巧 巧！！ •巧 二 NS%Rech な betreuu ミミを 3】 と & 力 ずる。 このを 雜 保！！ 巧は* 11外 組 慮の 法雜 

»HII « か 重 ♦0« 誦 《« -A* 


si ■ミ i ミ 0 

巧た 件 かとして 本 ■两 KA ける 法 ♦巧 R 求 fca 求す る A * ■ 外 ド イブ 人 K 巧 力す る。 又 t れと 反猶 
化 >.國 外な 織のを 律 巧は 本画內 化 巧む 目 民 n 胞が 外國人 又は 画か K イブ 人 Kg し < 法的 要求た & 求 
する 巧には* ナ* ブ黨の ■外の g 集 ■の 巧 力 fc 後かず る •か < て* 法的 巧 譲の » で* 圓巧 > 面 外の 
ド イブ 人は 互 K 連 持 0 ので •若し、 ち 麻の a 巧が 不 で々 4 ♦みは、 更化 細な 化かれ々 統一的 在 
人的 & 纖 にょつて これを 補 ふ。 巧、 画み 狙 織のを 律 局は、 围かド イブ 人に ■する ぶ 法 上の ■« ■化 
» する 黨の樣 ♦事務 ホで わる。 卽 ち、 國 ホ 集围 から 絕 えず & 出される 骚績 や* ■化* いて •ナ ** 
化 ホ ■の 精神 K かいて、 を 外 イブ 人のを 的 立場の 進 ホた 巧し、 又聲 e 法 雜窠の 起 車 化 i つて 之 fc 

ミ’ • 

唯 國巧 ■ 社 月 《Das > ま を VOIkswohlfahrt) 

一九 三 一四 年な 後を 外 ド イブ 乂の夕 季#濟 ♦藥は ナ* 夕 の ■外 扭纖化 f され、 を 集 《 がと. HN 斤 
する ことにな つたが* 單化 冬季 ft 濟 k 目的 るな 外 K* この 巧は 海外 及ぴ •1 ブ國 のた 千の 两胞 
の そ 城ず るな 乂 的の 施 «と《4、 又を 外 ド イヴ 人の 餐 せ 的 精神の « ■の 結*、 を ホ ド イヴ 人 
の a 族 協 巧« への* 力な キ» となつ て、 巧ん ド イプ 人の IMJffcga 化ず るな* つ。 

刊 围民巧 健 巧 こ 】 S i\mt hir vollcsgesundheit) 


本局み なみは* ド イブ！！ 巧の 餘康雄 持の た A の 綠統 々度び！ ■醫 It 指 寒 者 (を r K 企 chsintemhrer 】 

の 指 かわ ■外 ド イブ 人 K 傳 達し、 且又 ド イブ 人の ♦& の 隹康藥 持の々 A の ■家 及 ぴ黨の K 施 技 化 典 
から 舌る t とで ある 〇 巧ち* 病 ♦たると 隹康 者た ると た 巧は ず > Ig ド イブ 人に >■ ♦的 傾城の 誰 
MK ■しお g た 典へ* 又 人口を 策 上ち 又逍傳 生理 學 上ち 债値 わる 健康な ド イブん 化 ■し <、 

黨 及び！ ■家の 有する 恩な t 普 度 する ことれ 巧 A る。 

W •!!* 巧 (Das R & ckwsdertrunt 】 

ド イブの 歸圃 > は ド イプ 領巧化 入る と 巧 巧に、 この 巧の 管！* 下に 置かれ、 ぶは ちち 化 文 ♦成は 口 
Bf で この 事た この 巧に 通吿 する。 假 ■•の •函者 S R を wsde ミ a 6 wds 】 fc そづ巧 ^- i ， E 化 
彼 蜜の 後 KA ホ ま 的 « 國看 B た 興へ、 巧 傷 巧 化かる 巧猶 W かの 前を-^ る。 K 國奢 のれ 會巧保 謹と • 
し < は， か 要の 場合 K あらゆる W * の ホ 原 ど 給す る 外、 住まの な備の R 家具た 舆 へた 父 ホ 則の 
施投 とし < は* ■巧み 處化「0|1« の 家」 ら g ミ ckwandererhds 】 た K けて、 無 資產の RH « たか 
をし V 、 ホ ♦の赛 円 巧の わ敲と 能力 K 應 ずる 遍當 な* 乘を 巧て > 自 巧の 道 fcit ずる < で、 な 等 k « 
•する。* 、 

巧 乂 •ヘイグ 4^ ド イプ 人教涛 ホ AA 《夕， 占 ilfMuiscliusx る r spanisdeutsdle ) 

讓 困 ■ 二 乂_ 


Mg Q 畫 ♦all と 其々 «— 1 1 All 

K ペイン 市民 載夕 の々 » 化 房し 乂 、一九 I 二 太 年々 月 二十と 日に 投 ■された。 をの 巧みは •ド イヴ 
人た スペインから 無事 K を a した 6、 又 黨及ぴ ■まの » 插 ■と « 力して > 革 みのた A 化 無資產 とな 
ったる 亡者 化 適 を ♦、•ホ 原 や、 書み fc ♦舆 へる ことで あった。 又もの た A 化數 千の な 亡 看は 本 
國で戰 場 わ « 見し、 文 無を をと なった 夕數の ド イブ 人 H 胞中 化は、 政 巧から 資金 fc # て、 故 ■或は 
ブ ペイン K ホ y 巧を 巧 化 入った も 0 が ある。. 

W £ 督 巧、 {Dm す spekdonsamt 】 

この 局は 主として ■ ホの ナ手黨 のな 支 巧の 化 崖の ことた 取 « ふ 。更 化、 ド イヴ 船舶が 春 ♦ずるす 
ベ て の 比較的 火き をを 化 置かれた 巧 海 » みお 寒 ホの 報吿 k でか 利用す る。 この 指 寒 « の 任務は 船 や 
の國 かな* のを お 的 巧 ホ 者 又はな 化 者 (V ミ sucninn) と * 携 して、 各地の 集圓 と * 絡 た 取る 外、 
ド イブ 人 水夫 及 ぴ巧斤 中の 黨 貝、 ド イヴ 人 t 巧！* する にある。 船が 歸函 し々 後、 船中の 資任 ♦は 画 
外 巧 織と 個人 巧のを 觸 わ 巧 ふから * この 巧 巧の はこれ K ■ なする W 巧 及び 國 功の 報 ホ ♦化ょ っ 
で 巧み 巧 用され る。 

叫 文化 巧 (Da* Iculturamt) 

文化 巧は、 を 外 ド イブ 人との 精神 巧、 文化的 巧換 t 目 巧と する あらゆるを 應、 瘡施 ttK 酣 卞る聊 


お、 か！ Hill である。 をのを 巧は ■外 ド イブ 人の 义 化を 巧のを 領 城 fc な 含し*. 本 ■から 外！！ へ 肉つ. 
V * 働 さかけ る絲 ての 文化 g 力 わ 巧 I 的に おを する こと 化巧« る •巧ち* ■內の B 局と！！ 雜 k 取る 傍 
ら f ド イブ 人の A 會や國 ち 精神の 话餐 わかる 煮 要 SK 事業の S 巧、 ド イブ ♦普 度の々 A の 施 R * 
、國外 ドイツ人 ■♦館の 角 巧、 國 ホの 巧 美 圓や隹 巧 地 化 於け る 化し ♦の «巧> ド イプ 人の 藝術 上、 巧 
♦上の 函 ホの « し 化 ■する 巧 R 、 BR 文化 交換の 巧 巧 ■化對 する « 力 等が 义化 巧の 化 » である。 こ 
の R 特化、 ナ中ス 精神 fctt して、 在外の 义化巧 巧た 斤 ふかさ 人物 た 發 A して > とれた 化 用ず る〇訓 
練 及ぴな •は 次の 方法で 巧 はれる。 

《一》 適當な 協力 着 fc 画 外の 篇集围 化 引き入れる こと 化よ 6? • 

《二)！ ■ホ 巧 大を區 敎巧馨 坦指專 ま 《を 色 ozentsbundmhrer 】 のをを 化よ 6 0 {巧の！！ は 义化巧 指 
奪 者の 兼任で わ 6、 函 外で 巧かず る 巧 學#た« 巧し、 化 ホす る。) 

《111】 遍 雷な 文化を 策 的％ 巧 巧と を か ド イブ 人の ■巧の 巧 寒 ■巧の 代 ホた 確保す る 爲化、 —■> 
指導 ホと！！ なをなる こと 化よ-" '〇 

《巧) 函か 巧大管 tt 學生指 ♦者と 任を する こと 化よ 60 《圃 外で 勉學 する ド イブ 人の 指 ♦化び W 
練、 ホ ぴに學 街 巧换の 巧！！ がな の 巧みで ある。) 

»—■ MAS 傅 . II 九 互 


8 «窗傳||«& 其 《m - 二 さ 

《五】 「敎 靑® J と仕夕 及び 組織 上* ms ■係 たお ぶこと 化 is * 

、 ， 2 敎靑者 巧 《ぶ A ま 穿 Erzkher 】 

との 局は 「ナ * 夕敎靑 ホ 同 SJ 《 NS .， Lehrerbund ) の 11外 巧と 共 化 巧 一指 寒 S 化 属.^ ものな « 
は、 か國 化かけ る ド イプの 敎 ちを 巧 k 組織的 化« 巧し、 又 か 画の ♦枝 化 於け る ド イブ 人の 敎有巧 か 
た 畫屬 し、 綠 W するとと である • 

巧 敎化巧 (Daa schulungnnt) 

を 外の 個 ♦の黨 AK *** 世 ホ！ Ik 施す ことは 画 外 化 慮の 重 妻な 任務の I っで あ 6 又 外 画の HHI 
麵の 巧而的 tga さの た A 化缺<ぺ からざる 前 CA 件で ある •故れ 敎化 巧は 椿 巧 化 重要な 意義 k 持 
っ ♦ので もって、 その 任務は 地 城 的 K 離れ た*、 巧 ♦外 画 化 存を ずる 反 S 力の た AK 函內 i 
>1^ か 化巧 難で わる •敎化 巧 化は« 貝 度ぴ麵 か ド イブん のた A の 特拥な 街 寒 ♦舉 皮が 附 ■し 
* 、と、 で國 か及ぴ 海上の 致 ホ 的 指 寒 ♦巧は、！ tgk 受けて、 外國 化 於け る 彼 ♦の 固 難 化と 
ク 要 4々 fik みへ れる〇 これらの «か 巧 推 寒 ♦は 又* 歸 つてから 貝«化 敎化 1*6 化 巧は な 
けれげ 《ら« ゥ 

又 I の 馬 K は 「ド イブ ■ 巧敎 有 ♦ 業な jTDeuticho vollldungswcAJ が » ■して > » 化 馬の 


ホ ホ！！ 的* ホ 的な 蒙 巧 巧 k 义化 ft 策 的 IMi から 補足 支# ずる。 この 目的の た A ち 映 寫讓 《でを を 
kop】 の tt 隹ボ わ*、 又 A 畫巧 演會が 巧され、 又もの* 禪 ♦こ、 で おはれる 0 

W 新 " 巧 《口 S presseamt 】 

この 巧は 面 外 ド イブ 人の ■で 巧 化れ-た 凡ての 曲來 ♦に ■卞る 巧 寒た 精杳 iWI し > 又 画 巧の 新 商 K 
E 事 ♦葛！！ fc 提巧卞 る •巧の 外* 巧囚 十の ■外 ド イブ 人の 黨壌 ■紙 ♦植民地 新 — fc な 謹し* t れ K 
S 的 K 化 f 報 ミ ♦へ ミ SIK 皮、 ■外 組 2 ミ 5 f K ■す* £、 ■のな の 
K イプ » 巧 W の お ♦、夕 冀 等が* 集しても る。 

巧 A 畫 ブデオ Il ± elR 《Das >mt る r Pi1 さ Funk, wedm-rd ミ & M ) 

本 巧は 度畫、 ブデオ 、辯 ± のな 巧の 下 K、 围外ド イブ 人の »藥* 巧 fc 巧 ふ。 を篇 化 公 化される A 
畫 はナ： •ド イブの S 巧 勸た そげ •又を 外 ド イブ 人と 故 ■との 最を觸 《る S8 としでの， 
グオの あらゆる タカは •共同 まなの？ ぞ 《る こを i、 又 外 ■の ホ 含 化 於て、 ド イブの S 
巧 灣た责 施す る こと 】 ■巧 道され る •ナ * 夕蓮動 及び 画家の々 典 日 K は、 故 画の 着 名 な 人 
± が 画か K ち 住する 同胞 化 放を 卞 る。 

W ■ 外 gif の K イブ タ插度雜 《累 dcutache > ま を root der >00 

i - sleis ニ ミ 


nflet ♦親 114 美02 ミ s 

c の 化 織の 化 巧は 画 外 化 あ* て 巧 かする ド イヴ 人た、 ナ* * 本 函で巧 はれて むる！！ 原則 K 担ウて 
« 合 L 、 巧專 する ことで あ ミし かし > 外 画の 法 巧の みずる 皮 ホ fc 顧 直す る ことは 言た 懊 《4 い 0 
.-画外で職乘化化事卞るドイブ人* 及ぴドイヴの船具た* 化舍的化巧藤するのが* 务||氧>力1大 
の 巧 巧で ある 〇自 巧の！！ 施は k ょ 6、 國かド イブ 人の 最 ♦巧 ■を 生 巧 化證 fc 意 ■する。 寒 上 化 於て 
は*- この 担 織は 船 上の お 會的平 ホ k 巧ち、 又 船 のた AK 拍會 的の 正義た 巧 る。 夕 儀載雜 はな 
下の 各が 化かれ て、 夫 ♦のを 巧た か g する • 

r 肚會 巧」 一一- 「5」0 會巧 かま 基？4 葛 511 じ •又！！ 乘0# か ミミ， x 夏ら 化、 
まの ドイツな 會の g 力 者の 2ち5 の 契 《ミ f る。 f •海上 K 於け るみ 8 せま 《<£ 
5 《ing 香 Op をを Arbd ごち see ) のを 瘦及ぴ W おの ホせ K 瓣 する 申！！ はこの 巧 か 取撤ろ 
- 「せ 律な K 巧」 は 巧 働を、 &會 法の 商 題 fc 化& ひ* 巧 儀を のぶ 播 から > み 働 隹雜會 g のか a 人と な 
る。 ； 

「ホ H 巧」 は 月 巧 巧-- Der を 己 and 色 eutschc:, :Der Deutsche seemans-- twt 巧し > 國 ホの！！ 新 Mt 
务傷 011 の 巧み k ■し 啓 る。 

「春 ぴれ ょる 力围 が」 は 外国の » 集圈 度び 船 上の 集 善用の 《维と 行 ひ、 又 ■外 ドイツ人 及 


ぴれ海 者が ド イブ 本 画の 「歎 s 画」 の 馬 暇 K 参な 卞 るの た 仲 かする。 「ホ 働 美化な」 の 原 扇た 隹< の 
ド イブ » で 貧 行す る# に K ■ずる。 

.「敎 化 巧」 は 「戰雜」 の 事 巧 婚當ホ また «n 的 KM 練ず るた A の 謀ち 及び 通 ホ敎化 講 ■食 kMI 卞 
る ばか A でな <、 3 た函外 及ぴ船 巧の 巧集围 化か 巧な 敎化材 巧 k 配送す る。 

「裏 寒敎そ 巧 は 職業た ぞ 事 巧 心 ぴ巧曇 巧！！ の函か ♦巧た E 餐卞 る。！ ■外の 「度雜 J の會 貝の ♦通 
たを fc な 了した 子 巧ち 牟 ♦みたの ド イブ 函 巧の 學 巧の 据巧 fc 巧々 する。 
r 海上が」 は 海上の ♦巧 fc 取み ふ。 

「を 理 巧」 は r 載 線」 の會 费ゎ 管理し、 失職、 夕« ♦件、 老朽、 死亡の R の おか 料た ま携 ふ。 

口 官ち巧 (Die ま Air Beamte ) ‘ 

官巧巧 (もの 巧專 ホは 同時れ ド イヴを た 田 巧の 函外 巧の 大 な* 管理 巧 ( Gauwal ミ】 である} は- 
を 外宵史 、ホ 巧を 官 巧* 官吏た る 水先 夕两 * 渡 おのち 巧の ♦巧 k 掌る • 

^ 國 ホ ドイツ 巧 人 巧 働な 巧 n (Die >rbeitsgemdnschaA der deutschs Frau is >uslande) 

この 巧は を 外 ドイツ « 人の 活動の み 巧 fc 化を ふ。 をの 任み は、 ド イブ 嫌 人が ナ*ス の 世 ホ！！ 化 巧 
つて、 ド イヴの 生活の 共カ ホた る ぺさ總 ての 方面 化なず るので > な 中 お ♦的 巧 動 化 巧 ♦ずる。 國外 
誰！！ ■ ♦〇活 二 A セ 
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狂 纖 の乂管 K 婦人な 指赛者 《をら suensch— 塞 terhO が 指 Ih*' る • 

W 靑年巧 (DS ち genda ま 一 

r ■靑 年指夕 巧： { Reich 五 ugendrlihig ) の！ ■•事務 巧 AGrens ま} 度び 外！ ■事務 巧 ； ulundio 
と亩巧 K 在携 レて、 巧かず る •画 外 扭纖の 化 « ふ靑年 K ■ずるを ♦項の な-的な 中植讓 ■で* ホ植 
ホから 臭 へられた 方 か k 靑年巧 巧の R 化 ♦雄# する ♦ぅ大 管 K 指！ IHI 化 » して 責化 fc 将ク〇 

をの 巧 巧は ホの 云 巧 化み かれる。 

こ ) ■斥 P ィブ 人の！^ ち 

。 I】 * き 年ち 

(ミ) ド ィツ勞 HIM の大管 KicJIHI ■が > 

. W ，： K , ヴ面 ■委貝 《 DC， BeauAnigte fiir sportfngell ) 

たれは 「ド ィブ s 靑两 BJ (Deutacher Rdchabund を Ldbe & ube ち 3】 化； fl する！！ >隹 ■で A る。 
もの 巧 ホの « 函 はもと して、' 画 外 化 ある 練ての 銳ち IHleli 會 わ 組蠢的 K 餘 巧し > 保 ■し > &卞 
ることである。 ♦<たドィブの>なの巧ち||化於て圓外ドィプ人の利さた代表し、 銳技道異、 銳技|^ 
畫 、受 文！！ のな At し々*、 ♦外の！！ ♦の ち S の敎 Ilk # 介した* ずる M が A ミ 


义 をの 外 化、 ドィツ 船 上 K めける tt 技 曲 貝 tt 《sportBen を ssdsA) のか 織度ぴ 保， ホ 画* ヴ ー# 
中の r 义ぴ K1 る 力」 画の 就な わ化«ク< むる 0 

な 上が 画 外 狙繊化 巧屬 して & る 巧の 夕稱の 大要で あるが* この 外化大 管* 巧 網 巧 《g ^^•***' 
richt ) 文ぴ會 ホ！® ( Das-scha な i 二が 附 馬して & る。 

W 大管 巧 巧 所 《口 S Gmii をを 0 

■ホな！！ の 黨の巧 巧 ♦巧は この 栽 巧 所ポ 取み ひ、 ■外 ド ィブ 人の « ての おぶ 事 巧 化は 第- 審 とし 
< 巧 動し、 又 か 裁を (schllch ま》 及ぴ W 海み！！ 地 栽 巧 巧 (seefahrtsbschnitt だ eric す) の W ホに ^ICIE 
の もる 場合は 第二 審 として 巧 巧す る •黨を «&ヴ をホ黨 ちの 名 春 k 巧 譲す る。 外 画の 画 ♦■度び 地 
K 業 画化 は黨 のを 巧 巧は 交く、 ♦の 画 ♦围 度び 獨 なした 地® 美 画 K は 仲 栽ち が 配 ■される。 仲 栽を 
はをの巧みの遂斤化獨立でわ>、 只函か組織の大を«巧#巧化巧ふげか>である。 <た黨の規雜の 
雄# 及 ヴ黨 ■:两 の»# の！！* の R 化は 政治 指 寒 着 k« かずる。 か蒙官 はおち な 外の 黨の wwkA 亦 
« 案ずる ことが 曲 ホる。 

巧 ••ホ 巧 IDS schatuunt】 

會か 巧は 画か 組纖の tt ての# 餐植 ♦巧 K 猶 して 責任た# つ •一允 ミ _ 一 一年 十二月 > 日の 「规 定」 の 

111 ill 夕 * MkctRSR > ミ 
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巧 田 巧で、 围外集 画及ぴ 海上の 黨 ii 巧 巧の 毋 ft ホ かは 者 この 巧が 指專 ずる ばか A でな < 、國外 隹纖 
の 黨麗の 會貝事 巧 《 S ♦とか、 力— ド お 入】 はを か會か 巧で 取 & ふ 0 

.な 上が 國か 組織化 ある 巧の 大要で あるが、 只 I さしたい ことろ この 國外姐 織の 巧 巧ろ ■外 化 
&る ド イブ— 民 K 度ら れて むる ことで ある。】 おにを ホ ド イブ 人と ち ふ ♦を、 函外化 &るド イみ人 
《> Bsland 8 d さ ミす】 とち 巧 的 ド イブ 人 ( volksdeutsche } と k を含卞 るので あるが、 この— 者 t ょつ 
ろ 6® 巧し ホければ をら をい。® ち 前 > はみ 画 K 居住ず る ド イブ 画に ■雜の ある ド イヴ 人で あるが • 
g 者は 首 » 及ぴ 文化は ド イヴ ホで あるが、 ドイツ 圓 化巧屬 する ホ 巧では 4 い。 ナ乎ス の 画か 化纖は 
との 前者の々 A の 組 扇で わると ボ I i は巧ぺ て & る 0 

この 外に、 を かの ド イブ 人 »围« た 雜巧卞 る 巧 a として > 1 九 111111 年から ♦へた タシ 化、 

「画 ホ ド イヴ 人 A 貪 巧 さ {口 er Vcrband Deutscher Verdne im Aialand C . V .】 が ■か ri て© る。 
..今日では、 無數 の、 ホ ホ各函 巧を の ド イブ 人 围« や 巧 «が> この 「巧 aj 化合 ホして， か圓 にある 
有害を 協會の ♦場 k 巧 止した. i *、 3 た ド イブ 植民地 巧の か « ぉ避けて、 な 會の生 巧 形 應ゎナ *ス の 
世 ホ 観に 巧！ {卞る やう 义〜の 化しょうと 畫 力して むる。 < たこの 「巧 さ た 上 巧た jlK ■いて、 多 
ft のを か ドイツ人 なみ 中： si ある々 さな！！ 力た を ttK ♦仕 さ# 1 うとが A てむ る。 义年鑛 「化 ホ 化 於 


ける 巧# ド イプ 入」 つ - Wir 一 ぎ tscls in を， weir 】 k を 巧に# 斤して' これは を 世 巧の gtt 貪の* 
♦壌 HKt つて & る。 

巧の 化な 前から わる 個 ♦のをを の— 宙の着 名な もの 化は ホの や夕な ものが わる。 ベ^リン 化て 一 
へ 八】 年に 助 巧され た r を ホ ド イブ 人民 族 nffi 」 《 V 乙 ksbund る r d 泛 Doutsch さ m ぎ > usland 】 
{ VDA 】 •「ド イブ か — tt 々 J (Dectschs >llslandi ミ titu こ 二み】 と 年、 ン * 卜 ，トダ 成 卜に巧 立 さ 
る)、 「を 外 ド イブ 人 Htt 」 ( Bund を 『 . Auslanddcutachs ) 《-九 一八 年ぺ * 9 ン化巧 立】 等で わる。 

+ チス 重 ■♦••太 •と ナチ K 宜薄 

尙ほ ナチ ス黨 ■ホな 雇は 年 ♦大 貧た W 化し るが、 一九 ミと 年の 九月には シ •卜 ，トガ ，卜で » 
六 回の 大會 kw いた。 この 持は ナ千夕 のを まの 庇# の 下に おはれた 最 巧で わつた から、 世 ホの 各地 
から、. 幾千と いふ ド イブ 人が 巧 化して、 «大 わ 極 A、 この 會の樓 « はこの 組織が 國 ホの 支持 fc をけ 
<0 ると いふ ことた か國人 K 强く 印象づける やう K せ はれた。 けれども、 當 時の 外巧ノ イブ— 卜 fc 
巧々 を！！ ± は 何れ ♦、函 外 組織は か 画の 內を化 何等 卞巧 卞る袁 去がない こと k ことさら 世 ホに 巧つ 
て 由ら ホょうと 曾が ク<& る やう だつ た。 ノ イブ— 卜 は* 外 画 K 居 巧卞る ♦のは 國 から 受ける Ag 
K 威 じて、 をの 函の巧 度に 干 巧す* やうな ことは 4< 、甘んじ y をを 画のを 雜 に* 卞る もので もる 
S 隹 《 さ 傅 OSS Bo- 
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から、 若し ♦實さ 54 ら 自画の 組織と ■巧た 結ぶ こと も かされて 差 支へ a いでは ないかと まひ、 义 
一义 一ニ セ 年の み A 化ポ 》 i が 外 A をの ホを 化 巧 ザら れホ ことは 黨と ■菜との 貌 1 の ■據 であると 述 
べて&る- 义との»纖の地々|8**{化國家の代表者と巧_ の夕椿た臭へるかどぅかの《麵で- しげら 
<會 場が ■然とし々 が > <1 レの R 巧で クた。 

KK ものぶ 年の 一九 ミ 八 年の 大會は 画の 巧 外で あ 46 な 童 fc « か 4 いで、 ズゲ —すン •ド イヴ 人 
の 巧 ホ 者が 巧 A て參 化し々 化 ♦拘ら ず、 外函 からの ド イブ 人の 曲 廬 はか 數 であ クた〇 ♦ ,1 = 团 ■も 
«く«巧化« しょぅ. U.JV>a る 時で あつたが* 前年の ♦ぅ a 款 策の g 表は 斤 はれ 4 いで > ただ 夕 y 
ガ A イ* から 巧た ナ*イ の Infill が* 巧 吿演說 た 斤つ て、 巧！！ と ■ wg がら* • t 、 で！！ のた » 
は 着*-^# し V& ると 述べ々 巧 化* これは 夕 人 化と つて シ ■，ク であ ウ た。 

食な 上の 黨 大會 とは* 化、 « 時美獨 同の 田 ■となつ たこと 化 > 「义化 •風」 つ- cuf と Atuchds:} 
が ド イブの 大使 贿、 公使 爾等化 化かされる ととが ド イブ 新 M 化 ♦道され* 芙麵 は！！- 番 化， ド イヴ 
义化め普及たずるこの|;|の使節た巧へる餐となク々が、芙—はこれゎ希3しないといよ事件があ6.. 
—化义芙國がドイ*>巧||1人の新《»老^ナ* 夕函外巧織の«ぞたさ傳した廉で姐ホし* ドイプもこ 
れ K おなず ると いふ わろ » お ♦も ♦、乂 ナ手ブ は W 內の巧 ■で、 何# t 巧ず る 童 ホは をい と ポ—レ 


は 述べ てれる 化 ♦拘ら ず、 同じ 彼が 一九 IIIB 年 五月 二十 田 日の 「プ H ^*シ*< •べォ X パす^」 紙 
で、 「ナ ナブの ホ函化 於け る 影 春は 文字 通 A を 世 ホ 化 度んで むる。 ナ*ス は ナチ プ ■家の 目的 fc « 
外 画 化 ♦走附 ける た AK 】 ■巧 力す るで あらう」 と ♦いて &る とこる fc ちる と、 もの 斤 巧や言» の 
ホ 盾から* 「ナ * 夕黨國 外 組織」 は 色* のを 味で 巧獨同 ばか 6 でな < を 世界に とつて «« の お 象と 
なつて むる ことは 言 fc 懊 たない。 - 

* ずる 化、 ナ手夕 のち 傳は g 內 ホ 何れの 場ち も 民族的 围 おの 目的で 緩 横 K ■使され > しかも 
ものが！！ の中必 Kg 巧な 民族 ま義 ホ t ， トブ —巧統 のをが 立つて C る ことが、 何ょ-^ もち W の巧果 
と 高 W てなる ととは 否定 出來 ない。 t ， トブ— はいは C 新時代の ド イヴ、 第三 ー ザ 函 の象徵 ともなつ 
て & るので A つて、 彼の 首は 真 貪 巧け る* 百 者の 首 葉と 思 はれて ねる。 現 時の ド イヴの 面 家 
的の 请热は ♦て かれと、 イ ー ヶ y ク "イブ fc 中必化 巧いて むる とも 云へ る。 た 化の 國 民が 巧 像 もで 
さない ♦夕な 多 數のド イブ 人が ナ千夕 の宜傅 Ki つてを < 巧 人の ♦う 化を ウた とち はれて むる b か 
れらの 中 也 巧 S 態度は 雜てナ * ズム K なけられ •しか ♦この度 度た 嗅な する W たのま こもな 銃 じ， 
*ブ1 化 外 4 ら ない。 第二次 大« 前の ド イブ 画 內の请 » は、 ド イプ 人 化 も义巧 巧者 化 ♦、秩 巧の* 
’ つ々 キ かの 画の たう 化 眼 fcA じた。 ん 民は 戊 序た » へ、 や 巧 的で わらざる た得《 わ つたの だ" をの 
誰 —！ I W ホ ■傳〇 «■»« 1110111 
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理由は 化の 方向は 巧され をかつた からで わる。 さう レて、 第】 次大氧 後の ド イヴ 人が 衔 ♦求 3¢ 
てむ たものは やかと 巧 巧で あつて、 もれは ホ： C られ たので ある® けれども ■»た 换 へれば •この や 
. かと 秩 巧とは 巧る ベ さ 目を 的な 練の た A の乖備 でも あつたの である。 これ > での ド イプの が 施：！： » 
いて、 ナ*ス ち 傳の 效果は 巧ふ餘 地が なかつ たや 夕 であるが •國 R 请 なが 巧* と 移 4餐 つて 6<« 
巧 化 わいて、 ド イブ 國 巧の、 この やうな 「やか」 と 「ホ ホ」 とは 同じ やうに 酱態 k 巧* 轉 るで* ら 
うか。 否、 第二次 大 栽の々 » とと ♦ち 今 こを ナ千ズ ムは最 ♦苛な S 試練 K 直面して 公る とちは な 
くて はならない。 さう して、 この K 辣化 W へた！ eK 、 更ら 化、 ナ牛ズ ムさ傳 の* の々 Bit 論ずる の 
が當 k 得て & るか ♦みれ ない。 
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-、 近！ ■さ ぃ ナチ スの 文化 «« 

-、■*♦<■ C - を-去— =又 年】 
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ると がき 

本 來宜傳 巧 巧の な R は* もの お 質 上备圓 化て 極祕 Kw されて 公る 場合が 多い。 し々 がって > もの 
資巧 « 集の 原 K 、 ある 特 をの 社 料を 巧 擇卞る 時化は、 ー ニクの 場合が 考 へられる であらう •もの 一は • 
K ィブで « 斤され、 ド ▼ブ义 半 K 1 つ V 巧 靡され た ♦ので あつて、 これ ゎな ♦ずる AK は > ♦穂愼 
. 重な 手 か fc なて し 在い と > そ 化 化 終る かも みれ aso な <«ら* ド ィブ 化 於け る ナ* の 言論な 個は 
願 着 a ♦のが あつて、 t とさら 宜傳 化 ■ずる 壌窗 は、 書 ♦のどの ぺ—ジ から ♦われわれ 化 ■■され 
わらで ある。 これ K 反して、 第二の 據 るべ さ 資料と して、 外 画で 書 斤され、 反 ナ* * 的な、 
ホは »< とも 比 » 巧 Alls 立* から ナ* ス 巧 巧た 企てた 書 ♦とか > 麟— とか、 雜な 等が ♦げられ る 
が* これらの « る ♦のろを 令 化して、 •物 風ち •♦の 舆 ホ 中 也に ♦かれ 《♦《であっ て* 舉究 
的の ♦のでを < 、をの 具责 &K おいで ♦は ♦< る！！ ♦わらう が、 をの I 巧には I 雖化ナ ** 及 > 
奢の 着 ♦等 K わい y ’ L 巧手 國の冀 巧の サ麟 ゎ 窺は ♦る K をる* のがた 見され る。 す <«< と ♦、 
第一の 場合 K み， < われわれの 目から 遠ざけられて 公る W 密は 、第二の ♦♦巧 辛うじて、 もの' 15111 

♦ * > ♦ W 0 セ 
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は 絕» 巧の ♦のでは な SK ♦♦ょ •もの 外貌が 微か 《 がら 看れ できる ともい へる。 若し！！ 省 化ん て、 

紙 靑化 徹する 祖 力の いく. ら かで ♦巧 ホす るなら とれら の ♦の、 中から > . W か 本當の ♦の、 影な 
は 捆み曲 ♦る 答で わる。 をれ から* 第 111 の ♦合と しで、 直を 人との »觸 から 得 ちれる 資 At 擧げ ♦ 

る だら，。 - 
とれ K は ニクの ♦合が あつて、 一は 6 餐自 みが •トイ ブ 化ミ して、 見— した 睾資 K * い て、 わ 在 
瓣納巧 在！！；# わ 寒さ 曲す ♦をで あつて* .化は K イヴ 瘡國 化 居て、 か、 る ■目 K 典 味た 持ち、 硏究 た 
^#:||ホる人達の口かち«さ化>»る巧函の#巧でわる。 か論ドイブ化*#して、 直ホ自ら威得#ら . 
れた ♦のなら*- ホ 蒙 かか ♦なれない が、 « 者は をの 壌 fc ♦ず、 且 t れと < も、 ♦い 歳 巧の 研究の 
雜 ♦で定 けれぶ、 どの 餐 度* で 真 巧 fc 捆み 得る か あやしい ♦ので もる。 しか ♦* 直餐隹 人の 口から 
■いた t と、 S ふ ♦のは* 何と 4< 信 賴 曲 来 交い 氣 持 Ka る ♦ので わる。 かう* いて 寒る ならげ* 

宜 傳の資 林は、 _« 何處 から 得られる ♦ので あるか、 若し 本 常 K 謂查 看が A 也 的で あると したなら 
K* I の麵 百から キ fc«< ょ々 ホ K 嫌な 《 かク たで あらう C 
しからげ、 t の やう 化を しい 中から、 どの 資巧 fc 1 HI 連 巧と 考へ たか。 ホづ一 «的* 外而的 《 化 
，織、 例へは 宜傅 省の ♦う 》 組織 K わつ ては、 K イブ 人 ♦庚して 儒* の»表わ し t いで* らう かち 
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ナ ♦の 手 つて* 巧され た ♦♦た 據* どと ろと した。 もれから 第二の 播合 •かち ナ*イム化 共 ff 
の 失 蓋た 切つ る 民 ま ■國 から* 批巧と 毒を の 矢 fc 巧び る A 化は、 これは 城 多 化 もの <、 
巧 MK « る ♦のでは ない 〇幸 a に 4、 新— w の 新 巧 K は路巧 この やうな 住* の ものが > 见 でさない 
わけで ♦ない が •巧し 単行本 t 考 へて みる 4 らば I をし V ' 筆者の 手 ホには 巧を > わ うを ふ植頻 
の もの だけが 多い ので あるが I もれら はまと して、 一且行 はれた を傳 への 歷た 的の 回な 化 邊ぞな 
S ♦合が 多い。 巧ち 宜傳 が步ん だを# おる ものである。 しかるに、 ま 傳の巧 助は、 次 » に 新しい 
扇 諭 Ki つて 新し S 巧 ホ k 考案し <行< で わらう。 さう して この ♦うなち 傳 的を 動は なる K ょし も 
ホい •わゥ ♦へる も » 者は 宜傳の 資巧化 ■し 愈を をの 中 化せ み 入れた。 併し、 が 上の ♦たら 
しい 陳* な瓣 解の 辭 は、 結ち 寒 ホの 不明と を 侵との 瓣明 のた A 北を された のか ♦われない。 室 傅は 
<1 が 又、 か 巧、 巧濟と ■聯 fc # クて來 るたら う〇 巧の w 化處 して、 舞か國 との デリ ヶ I トホ tt ■巧 
た 巧景 にして、 ち# は 巧み 化» 巧す るで わらう 〇 けれども* a まの 歴た 的を 一事 貪と して 取 振 はれ 
た 宜傳の お ♦は、 义田巧 化 これょ 6 ホの ♦のへの 額 推 fcA # ぴ g すで わらう。 さう 考 へるなら は、 
彼等の 用 ふる 宣傳を ♦の a 去 化 おける 樣 まの 硏巧 ♦> ホして われわれ にと 0 て 無を ホで わるとは 去 
へない 〇 もれ どこる か、 典 ホの もる 化かの 石と S る ことがあらう • 

♦と ザ > 、 SOA 
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其 乏 -o 
'火 « な 上の 不利な ♦件の 中から HA られた ♦のがな 上の 胸 ♦である は属 查中資 みの 
不備の た»化、< をの 任で ない ととた « 見す る 化 まつた 〇 けれど ♦手 巧 K あるを しい 資 かに* いて、 
4 が 6 な AK ♦一っの 篇 果たが クて みるの ♦、あながち 無 童 ホな 藥 であるとは 化 はれな かっ々 •し 
たがって、 この 調 ♦は 現を 策審の 精一# の 化 ♦であって 、餐 巧が 生の 4、 の 箇所が 夕い のは •化 
堪へ as 。 要する K 、 e ， トブ— ♦自 傳の處 ♦でな ベて & るゃク 化、 宜傳は 目的 貧微 のた A の 手 度 
であ って、 ホして 目的 もれさ 身では ない •をれ だからと ちつて、 ホして 植祖化 ホる* 合の もので な 
< 、あ &1 つの ィズム 化立ウ ■« た 雄# し、 ささ ♦るた A 化は 缺< ことので さない ♦ので もる。 
しか ♦、一 « 大棄の 中から 生れた t ，■* •ブ— は、 この 宜傳 とい ふを •大衆た* 单 化して > 立 度 
な 組織 BK 梅 成して、 巧 族 的 世 ホ ■た 貪 現す るた々 の 目的への 手 度と ずる こと 化见事 成々 したので 
ゎる。 

讓 奢の 不敏 雖爾 のた 》 I 個の 化 上の 調書と 4 ク 々» は！ び k して、 今後と ♦« 叱正 k 曆は 6 度 

いと 思 ふ •貪附 おした 參考 ♦の 原 着 者 化 斯 して、 虜 ♦でか 用 さしていた Ks たこと た威» し 《< て 
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